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は じ め に 

 

誰もが安心して使える支援機器（福祉用具）の開発・普及を目指して、厚生労働省

社会・援護局では、２００７年度（平成１９年度）「生活支援技術革新ビジョン勉強会」

を立ち上げ、支援機器における最先端技術の確認と課題等の整理がなされた。 

この勉強会で取りまとめられた事項の中に、障害者のニーズを踏まえた支援機器の

開発をより効果的に進めていくためには、支援機器に係わる団体や企業、障害者と家

族、更には行政や各種の学会等が有機的に連携し、互いの知識や情報を可能な限り共

有しあい協働作業において事業を展開することが極めて重要であると示された。 

このような背景のもと、当協会では、２００８（平成２０年）年度に『効果的な支

援機器の開発・普及に向けたネットワーク推進事業・関係団体等懇談会』を設置し、

障害者のニーズと開発者のシーズの連携の在り方について検討するとともに、２００

９年度には、その具体的な取り組みとして、障害者の支援機器に係わる要望（ご要望・

アイデア）を収集し、開発者等へ迅速に届ける『福祉用具ニーズ情報収集・提供シス

テム（以下、「本システム」。）』を構築し、２０１０年（平成２１年）４月から正式に

そのシステムの運用を開始したところである。 

本事業は、２０１１年度（平成２３年度）に引き続き、当協会内に「福祉用具有識

者会議（委員長：特定非営利活動法人支援技術開発機構 山内繁先生）」を設置して、

各分野の専門家並びに障害者団体等からご指導・ご助言いただきながら、これまでに

本システムに寄せられたご意見等の取りまとめを行うとともに、障害者福祉の現場か

ら、真に必要とされる良質な福祉用具を開発・普及するための本システムの活用方策

等について検討することとした。 

また、今年度はインターネットによる入力が困難な神経難病患者や知的障害者に関

するヒアリング調査を実施し、積極的にニーズの収集を行った。 

加えて、生活便利用具・自助具に関する情報が系統立てて整理されておらず、特に

障害を持たれたばかりの方に対する情報提供が求められていることが判明した。 

そこで、（一社）日本作業療法士協会や自助具に関連した障害者団体及びボランティ

アグループと協力し、生活便利用具に関する情報提供システムの在り方を検討し、デ

ータベースシステムの開発に着手することとした。 

本報告書については、事業の実施経過とこれまでに寄せられた「ご要望」・「アイデ

ア」並びに、改良したシステムの概要、更なる検討課題等について、事務局の責にお

いて取りまとめたものである。 

 

２０１３年（平成２５年）３月 

公益財団法人テクノエイド協会 
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第１部 本編 



 

 

Ⅰ．事業概要 

１．目的 

当協会では、２００９年（平成２１年）度、厚生労働省から開発費の補助を受けて、障

害者や介護者の生の声と福祉用具の開発者や研究者を結ぶ｢福祉用具ニーズ情報収集・提供

システム｣を開発し、運用しているところである。（ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｔｅｃｈｎｏ

－ｎｅｅｄｓ．ｎｅｔ／） 

本システムは、障害をお持ちの方や介助されている方等から、よりよい福祉用具を作る

ためのご意見やご要望、日常のお困り事などの情報を収集し、メーカーや研究者へ橋渡し

するためのものであるが、ニーズを提供する側の障害をお持ちの方等から、就労や就学、

日常生活等の自立に役立つ「生活便利用具（自助具を含む。）」に関する情報提供が求めら

れている。 

具体的には、本システムがより一層多く障害者や開発者等により一層活用されるよう、

障害をお持ちの方の自立した生活を補助する生活便利用具等に関する情報を大々的に収集

し、検索・閲覧可能なシステムのあり方を検討することにより、本システムの活性化を図

り、福祉機器のニーズと技術シーズの適切な情報連携その促進を図ることとした。 

 

（検討経過及びシステム概要） 

  ２００９年度（２１年度） 福祉用具ニーズ情報収集・提供システムの開発 

  ２０１０年度（２２年度） 福祉用具有識者会議の設置、システムの改良 

  ２０１１年度（２３年度） ・これまでに寄せられたご意見等の整理、分類の体系化 

・システムの有効活用に関する研究 

・システムの一部改良 

・本システムの課題と今後の方向性についての取り纏め 

  ２０１２年度（２４年度） ・生活便利用具の情報提供システムの検討 

               ・システムの一部改良（「ご意見」と「掲示板」の統合 
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２．主な実施内容 

（１）福祉用具有識者会議の設置・開催 

（２）本システムに寄せられたご意見等の分類・整理、体系化 

（３）ニーズ収集のためのヒアリング調査 

（４）生活便利用具の情報収集及び提供に関する仕組みの検討 

（５）本システムの改良 

（６）事業報告書の作成 

 

３．福祉用具有識者会議の設置・開催 

 本事業を実施するにあたり、福祉用具に係わる有識者と障害者団体等から構成する福祉用

具有識者会議を協会内に設置し、全体に係わる事項について審議を行った。 

                               （敬称略･五十音） 

 氏  名 所               属 

井村  保 
中部学院大学リハビリテーション学部 

東京大学先端科学技術研究センター 

清水 壮一 日本福祉用具・生活支援用具協会 

鈴木 孝幸 社会福祉法人 日本盲人会連合 

諏訪  基 国立障害者リハビリテーションセンター研究所 

妻屋  明 社団法人全国脊髄損傷者連合会 

長谷川 洋 特定非営利活動法人 ろう教育を考える全国協議会 

山内  繁 特定非営利活動法人 支援技術開発機構 

渡邉 愼一 一般社団法人日本作業療法士協会 

◎：委員長 

 

（オブザーバー） 

森  郁恵 厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部企画課自立支援振興室 

加藤 晴喜 厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部企画課自立支援振興室 

中西 琢也 厚生労働省社会・援護局 障害保健福祉部企画課自立支援振興室 

◎ 
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４．本システムに寄せられたご意見等の分類・整理・体系化 

２０１０年（平成２２年）２月２２日（月）～２０１３年（平成２５年）３月１２日（火）

までに寄せられたご意見等について、分類・整理等を行い、厚生労働省の検討会をはじめ、

開発者や研究者などへ継続的に情報提供を行った。 

※詳細については第２部資料編を参照 

 

５．ニーズ収集のためのヒアリング調査 

 インターネットを利用したニーズの投稿が困難な福祉用具利用者のご意見を収集するため、

神経難病患者を扱う病院や知的障害者施設へヒアリング調査を実施した。 

 

６．生活便利用具の情報収集及び提供に関する仕組みの検討 

本システムについて、情報収集・提供する「生活便利用具情報」の範囲を検討するととも

に、当協会と障害当事者団体が連携して、具体的な情報の内容・仕様、収集及び提供の詳細

な方法等について検討を行った。 

 

７．本システムの改良 

昨年度までの検討結果を踏まえてシステムの改良を行うとともに、上記「５．生活便利用

具の情報収集及び提供に関する仕組みの検討」を踏まえ、実際のデータベースシステムの開

発に着手した。 

 

８．事業報告書の作成 

本事業の実施経過を取りまとめた、事業報告書を作成した。 

3



 

 

９．実施経過 

実施内容等 ６～９月 １０～１２月 １月～３月 

〇事業計画の作成 

〇有識者会議の設置・開催 

・第１回会議 

・第２回会議 

 

 

 

 

 

 

 

  ★（11/27） 

 

 

 

 

    ★（3/18）

〇ニーズ情報の募集 

〇ヒアリングの実施 

〇ＨＣＲ等による周知 

〇寄せられた意見の取り纏め 

〇厚生労働省へのニーズ報告 

 

 

 

HCR2012

（9/26-28）

 

 

 

 

 

 

 

      ☆11/30 

 

 

 

 

 

 

〇情報収集する範囲の検討 

〇生活便利用具の情報収集及

び提供方法の検討 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇システムの開発  

 

 

 

 

 

〇事業報告書の作成 

 
  

 

4



 

 

Ⅱ．事業の実施経過 

１．本システムに寄せられたご意見等の分類・整理、類型化 

（１）ご要望・アイデアの募集内容 

募集したご要望・アイデアの項目については次のとおり。 

項目名 説明・補足 

提出者 次の中から選択 

①利用者（障害者） ②利用者の家族 

③障害者団体    ④医療専門職 

⑤福祉専門職    ⑥開発メーカ 

⑦流通メーカ    ⑧行政 

⑨その他（     ） 

福祉用具の名称・機能 

 

※記述されていないご意見等については、当協会において、下

記の「具体的な内容」を見た上で入力することとした 

利用対象等 次の中から選択 

①肢体障害者用   ②視覚障害者用 

③聴覚障害者用   ④盲ろう者用 

⑤言語障害者用   ⑥障害者スポーツ用 

⑦障害児用     ⑧その他（     ） 

具体的な内容 

 

ご要望・アイデアなど 

希望価格 

 

製品化したとき、いくら位なら購入したいか 
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（２）ご要望・アイデアの登録方法 

本システムに障害者等から福祉用具に関するご要望やアイデアを効率よく収集するため

の手段として、当協会のホームページ内に特設ページを開設し、ご要望やアイデアの登録

をすることとした。 

なお、システムからの登録が困難な方については、電話やＦＡＸ、電子メールからでも

募集可能とした。 

 

 
＜要望・アイデア募集 特設ページの画面＞ 
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＜ご要望・アイデアの登録画面＞ 
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＜登録内容の詳細画面＞ 
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（３）本システムの普及施策 

ご意見などの募集については、当協会ホームページ及び厚生労働省ホームページ上に｢福祉

用具ニーズ情報収集・提供システム｣の周知を行うとともに、障害者団体等に対してはリーフ

レットを作成して、個別にご案内した。また、障害者等から福祉用具に関するご意見やアイ

デアを効率よく収集するため、第３９回国際福祉機器展（ＨＣＲ２０１２）等の機会を利用

して、集中的にチラシ配布を行った。 

 

〔期間を限定してご意見等の募集を行った内容〕 

募集期間 平成２４年９月２４日（月）～１１月３０日（金）（約２ヶ月間） 

・ホームページによる周知 

・ＨＣＲ等でのチラシ等の配布 

内容 

・障害者施設等に対するヒアリング調査の実施 

ＨＰへの直接入力、ＦＡＸ、電話 

電話・ＦＡＸによる受付 

ヒアリングによる聞き取り 

募集方法 

関係機関へのチラシの配布 

・本システムのＰＲパンフレット 配布物 

・チラシ２種類（テクノエイド協会版、厚生労働省版） 

 
当事者の団体などへ訪問し、本システムのＰＲを行うとともに、合わせて当事者や介護ス

タッフ等から具体的なニーズの聞き取りを行った。 

＜ヒアリング調査先＞ 

①日本リウマチ友の会 

②日本ＡＬＳ協会 

③日本盲人会連合 

④国立精神・神経医療研究センター 

⑤桜ふれあいの郷 

 

 なお、情報収集したニーズ情報は、厚生労働省が行う「障害者自立支援機器等開発促進事

業」の開発テーマの参考に役立てるため、平成２４年１１月３０日時点の情報を取りまとめ、

厚生労働省へ報告をおこなった。 
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＜｢当協会ホームページ｣トップ画面（2013 年 3 月 25 日現在）＞ 
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＜｢厚生労働省・障害福祉ページ｣トップ画面（2013 年 3 月 25 日現在）＞ 
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＜ヒアリング結果＞ 

①日本ＡＬＳ協会（家族会に参加し、ヒアリングを聞き取った。） 

日時 平成２４年１０月２７日（土）１３：２０～１６：２０ 

参加者 協会事務局 

協会概要 

（ＨＰよ

り） 

ＡＬＳ（AmitrophicアアミトロフィックLateralラテラールScrelosisスクレロ

ーシス）：筋委縮性側索硬化症 
協会：３９支部、会員６，２００名。患者・家族を中心に医療関係者も会員。

目的：福祉体制の確立、原因究明・治療法の開発 

福祉機器開発の助成も行う。例えば「特殊医師伝達装置の実用化」 
症状：手足からが４分の３、しゃべったり・飲み込んだりからが４分の１ 

２～４年で体全体に障害が進み、やがて呼吸困難・言語障害になり 

人口呼吸器に。目を動かす筋力が最後まで残る。 
排便・尿、知覚・感覚は障害されにくく、寝たきりになっても床ずれ 

はできにくい。 
患者数：日本では１０万人に１～２人。平成２０年の調査では、８，３００ 

人。平均発症年齢５９歳、男性が女性の１．５倍 
ご意見 ・ 家族も非常に疲れる、どうしたらよいか悩んでいる。 

・ 意識はあるが、目も動かせなくなり、、意思疎通のための文字盤もつかえ

なくなった。 

・ ５年前からまぶたも閉じたまま、以前はスイッチなどで本人の意思が確

認できたため選挙はなんとかできたが、現在は悪化したため、難しい。

ＡＬＳ疾患者の意思を確認する機器を開発してほしい。 

・ 災害時など非常事態に備え、医療機関などの関係者に連絡が取れるか確

認した。発電機やバッテリーなどの用意、足踏み式の吸引器なども用意

し、ヘルパーなどでも使えるように訓練した。 

・ ４年の寿命といわれている。発症して既に２年。手は動かないが足は動

かせる。非常に軽いステッキを利用している。ＰＴにいろいろ指導いた

だいている。肺活量など以前４２００が今３１３０。筋力維持のために

毎日リハビリ５０分。ウオーキング５千歩。体重は減らさない。人工呼

吸器の必要となる時期をできるだけ遅らせたい。 

・ 母が患者で、本人は言葉がでない。コミュニケーションを図る方法とし

てＰＣが活用できるか、どのような方法がよいか探りながらやっている。

・ 介護は母親が中心。食べるのも大変、階段を上がるのも大変。本人が人

工呼吸器は、家族の負担が増えるのでつけないといっている。この会の

話を聞いて参考にしたい。ｉＰＳ細胞で治したい。研究者を増やしてほ

しい。今学生だが、将来、新聞記者になりＡＬＳ患者の福祉のために働

きたい。（娘・大学生） 
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②日本盲人会連合 

日時 平成２４年１０月２９日（月）１５：１０～１６：３０ 

参加者 日本盲人会連合 役員 

システムに

係わるご意

見 

・ 連合では視覚障害者向けの商品カタログを発行し、購入の手伝いもし

ている。テクノエイド協会で計画しているデータベースが連合の事業

に影響することはない。 

・ 日本盲人会連合の中にも、福祉用具に熱を入れている人はいるので、

協力できると思う。連合で情報を集めて、協会のほうで登録作業をし

てもらうのも可能ではないか。 

・ テレビが地デジ化して、ラジオでテレビ音声が拾えなくなってしまっ

たが、５月頃にようやく商品が流通し始めた。価格は３万円くらいだ

が、それは盲人向けに開発された日常生活用具。ところが、その数カ

月後、一般向けだが５千円で家電量販店から売られていた。音声ガイ

ドなどはないが、慣れれば十分に使用できる。 

・ 日常生活用具は、なにも高いものばかりじゃなくてもいいと思う。音

声時計が９８０円で、一般用に売られている。共用品というか、一般

向けに作られたものでも使えるものが増えてきている。 

・ 電子レンジやオーブントースター、洗濯機など家電製品で音声ガイド

がついてほしいものはまだまだある。 

・ 炊飯器やジャーポット、給湯器は音声ガイドがついているものが増え

ているが、おそらく高齢者向けにつけた機能ではないか。 

・ 携帯電話も、登録されていれば、着信時に誰からかかってきたのか教

えてくれるので、健常者のように「居留守」が使えるようになった。

スマートフォンも目が見えなくても音声ガイドなど支援機能が標準装

備されているので問題なく使える。 

・ 連合会では、民間企業のＩＣレコーダーの開発に協力している。 

・ サイトワールドに出かける盲人は、新しいものが好きというか、向上

心がある人たちである。そこでのヒアリングは有効ではあるが、あく

までもそういう人たちなので、目が見えなくなったばかりの人たちや、

手法がわからず本当に困っているような人たちのニーズとは違うこと

を認識する必要がある。 

・ 市区町村では、なかなか日常生活用具の給付判断ができないでいる。

担当者も専門家ではないので、福祉用具そのものを見たこともないし、

参考情報となるようなものもない。 

・ 市区町村の担当者間の引き継ぎもうまくいっておらず、関連要項が更

新されていても、古い要項をそのまま使っている市区町村がある。そ

うした情報を集約する場所（ひと）が必要である。 

・ 連合では、視覚障害者が使用する福祉用具のデータベースを作りたい

と考えている。ホームページで、該当箇所をクリックすると、その商

品の動画が見られるような仕組みである。動画は３０秒程度で事足り
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るので、メーカーからはメールでやりとりできる。 

・ イニシアティブをどうとるのか、誰が音頭をとるのかという問題もあ

るので、協会でそうした情報を登録できる「箱」をつくってもらって、

関係団体がメーカーなどに呼び掛けをする形が望ましいのではない

か。 
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③国立精神・神経医療研究センター 

日時 平成２４年１１月５日（月）１１：００～１２：２０ 

参加者 リハビリテーション部 セラピスト２名 

福祉用具に

関するご意

見・ご要望 

・ 神経疾患で指が機能しない方やパーキンソン病で震戦がある方など

が、片手で簡単に生卵を割るための道具があると助かる。調理に関す

る要望は多い。 

・ 片手で扱う機器の需要は多いのではないか。 

・ パーキンソン病の方のために、服の着脱、ボタンの留め外し、袖をあ

げるなどの作業ができる道具があると便利である。 

・ 上肢の機能が低下した方は腕が上がらないので、顔が搔（か）けなか

ったり、食事を口に運べなかったりする。腕を支えるための機器が必

要となる。 

・ 眼球の動きで意思伝達装置を操作する機器があるが、１４０万と高額

である。近年、台湾製品で８０万の製品が販売されたが、より安く手

軽に購入できるようにして欲しい。 

・ 脳波でＹＥＳかＮＯを判断することが可能になれば、体が完全に動か

なくなっても、十分コミュニケーションが取れる。 

・ スマートフォンを操作する時の指の動きは非常に複雑で、障害がある

方にとっては操作が難しい。 

・ スマートフォン対応の外部入力システムを作っても、ＯＳのバージョ

ンが変更されたら中身が変わってしまうので、独自に作ることは賢明

とは言えない。また、ｉＯＳとＡｎｄｒｏｉｄでは構造が違うため、

互換性を保てない。 

・ カメラやコンピューターの精度がかなり向上しているため、それらの

機能を応用した機器の精度も向上している。 

・ タッチパネルは簡単であるが、画面を見ながら操作しなければならな

いため、画面を見ることが困難な方にとっては不自由となる。 

・ 意志伝達装置とタブレット端末をつなげて、タブレット端末をただの

入力装置として使用している患者もいる。 

・ タッチパネルはタッチする指以外が画面に触れて反応しなくなってし

まうのが欠点である。 

・ 簡易の入力装置になる機器が秋葉原で安価で販売されていたが、電池

切れ、コードの長さ、大きさ等の問題を解決できれば、より活用でき

ると思われる。 

・ 体の部分でどこか一つでもボタンを押すことができれば、コミュニケ

ーションが図れるので、それに対応するための多様なインターフェイ

スが必要である。 

・ 機器を使う場合、配線の設置が煩わしかったり、足に引っ掛けたりす

る危険性があるため、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈで飛ばせるものがあると便

利である。 
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・ トイレの場面で課題になることは、トイレットペーパーを千切ること

と、ズボンの上げ下げである。 

・ ズボンを変える方法もあるが、デザインが悪い。障害者や高齢者が使

用する用具や衣服は暗いものが多い。 

・ デザインが良くて機能が全くないのも問題だが、完全にデザインを無

視することは好ましいと言えない。 

・ ベッド上では布団を掛けたり剥いだりすることが課題になる。筋力の

弱い方は、布団が重くて動きづらい。特に冬は毛布をかけるので身動

きが取れなくなる。スイッチ一つで布団を掛けたり、剥いだりできる

ような装置があると便利である。 

・ ＡＬＳの人は寝返りが打てないため、褥瘡ができやすい。褥瘡ができ

ると介護負担が増加するため、簡単に寝返りが打てるようになるとよ

い。 

・ 食事支援ロボットが開発されているが、食器が対応できず、使用でき

ないことがある。片腕にＨＡＬのような装置を装着し、食事を口まで

運べる機器があると便利である。少しでも指や腕が動けば、その動き

をアシストしてくれる機器が理想である。 

・ 機器を開発する際に繊細な機能がなくても、人間が慣れて合わせられ

るようになる。雑な作りでも、それ程問題ない。 

その他 ・ メーカーに伝わったニーズはフィードバックされるのか。どこまで話

が進み、製品化されたか確認できるとよい。 

・ 利用者、大学等、開発者が繋がるようなネットワークシステムを構築

することが理想的である。大学や開発者等が持っている情報を提供・

共有が可能なシステムになれば大いに活用できる。 

・ 福祉用具はメーカー同士が製品の質を高め合い、市場を広げていくこ

とが必要だと思う。 
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④桜ふれあいの郷 

日時 平成２４年１１月１５日（木）１３：３０～１６：００ 

参加者 管理部相談援助課 ５名 

知的障害者

（児）向け

の福祉用具

等の要望 

・ 基点から一定の設定距離を離れると警報が鳴って親機に知らせてくれ

るスマートフォン用アプリ 

・ 自閉症向けの知育アプリ 

・ トイレットペーパーを巻きとることはできない人でも、スイッチを押

す等することで、１回分の拭き取り分の紙が出てくる装置 

・ おしゃれな頭部保護帽 

・ 人の力では破けない下着やパンツ。ウエスト部分だけでもいい 

・ 介助者の服を破られてしまうので、人の力では破けず柔軟性のある素

材で作った衣類 

・ 生理用品を使えない人がいるので、「垂れ流し」にならない方法や用品

・ 人の力では破けない布団やシーツなどの寝具類 

・ 簡単に装着ができて壊れにくい装具 

・ 食べこぼしが目立つので、快く摂取できる器 

・ コミュニケーションが困難な方がいるので、その人の考えていること

がくみ取れるような器具 

・ ソフトな素材で体にフィットする装具 

・ 知的障害者でも安全に作業ができるアルミ缶プレス機 

・ コミュニケーションカードは、知的障害があるとうまく伝わらないこ

とが多々あるので、携帯電話くらいの大きさで首からぶら下げること

ができ、ボタンが３つ４つ程度で、数種類の画像（トイレ・食事・自

宅住所など）が入っている機器 

・ 尿意や便意を訴えられない人が多いので失禁してしまうケースが多

い。尿意や便意をセンサー等で感じとり、知らせてくれるような装置

があると便利 

・ 洗える頭部保護帽がほしい。もっとおしゃれなものがほしい。あごひ

もはよだれで汚れてしまうので、そこだけ取替えができるようにして

ほしい 

・ 施設の扉や戸棚は常に施錠しているが、その都度開け閉めするのが大

変である。利用者では開けることができないが、職員は開けることが

できるような装置 

・ 便座カバーは利用者が取り外して水に流してしまうので、簡単に取り

外しが可能で、必要なときに装着ができる便座カバー 

・ 水洗トイレで用を足した後、パンツや靴下などを一緒に流されてしま

う。そうなっても、網などでものをひっかけておいて、あとで職員が

簡単に取り出せる場所を配管につくってほしい。 

・ 手洗い場に消毒液や石けんを置いておくことができないので、その都

度持ってこなければならず負担が大きい。センサー感知などで、自動
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で壁や天井から必要品が出てきて、使い終わったら自動で収納される

ような装置 

・ 簡単には押せないが、いざという時は押すことができる、火災報知機

の発信機 

・ 雑音（他の利用者の声など）で不安定になってしまう人のために、雑

音のみをカットして必要な音はひろってくれる耳栓 

上記以外で

要望があっ

た福祉用具

等 

・ 皿などの器にスピーカーとセンサー、スプーンやフォークに発信機を

取り付け、スプーンを皿に近付けると皿の位置を教えてくれる、後付

けが可能なタグのようなもの。 

・ パソコンのキーボードのキーは小さいので打ち間違いが多い。通常の

１．５倍ぐらいの大きさがあるといい。 

・ 介助歩行が可能であっても、浴槽内では自分で座位を保持できない人

がいる。水中でも座位保持が可能な補助具。 

・ 見た目がおしゃれな白杖。気分でパーツを変えられる杖があるといい。

・ トイレットペーパーを巻きとることはできないが、自分で拭き取りが

できる人向けに、自動で１回分の拭き取り紙が出てくる装置。 

・ 砂利道や凸凹道でも振動が少ない車いす。ボタンを押したらタイヤが

変化する。ベルトが巻きついたような車輪など。 

・ 軽くて小さく、おしゃれなもので気軽につけられるイヤリング型の補

聴器。 

・ 携帯ができてすぐに手動で使える携帯吸引器。 

・ 市販の机は高さが低いものが多い。後付けで高さを調整できる装置。

・ 衝撃吸収材を使用した床材。 

・ 利用者が座っていても簡単に座幅の調整ができ、座面もリフトアップ

できる多機能車いす。 

・ 入浴用いすごと中に入り、わくを持ち上げるとその中にお湯をためら

れる携帯プールのようなもの。 

・ 車いすで車両に乗り込むと、走行中にかかる遠心力によって車酔いを

してしまうようなので、そのような車酔いを防止できるような装置。

・ どの方向からでも立ったり座ったりできるよう、角度が自由につけら

れる手すり。 

・ 知的障害者（児）でも簡単に操作ができる音楽プレーヤー。 

・ テーブルと椅子の幅が狭く、足や体の不自由にとってはそこに座るの

も大変である。座りやすいよう十分に間隔をとったレストランが増え

てほしい。 

・ 取り外しができて、乗り降りの際には横にずれる車いす用テーブル。

・ 車いすからベッド等の移乗介助が大変なので、利用者が座ったままで

も自動で移乗できるような装置。 

・ 視覚障害者向けのスマートフォン用カバー。カバーに凹凸がついてい

て、タッチする箇所を特定する。 
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・ 片麻痺でも自分で頭が洗えるシャンプーやリンスの容器。ノズルに針

金を通したチューブを取り付けて、チューブを自由に曲げて手のひら

に落とすことができる。 

・ 内・外の切り替えが可能な車いす。 

・ 逆流防止弁のついた吸い飲み。 

・ 自動で仰向けになれるコンパクトな車いす。 

・ 漏れた尿を紙おむつで吸収しやすいよう、数か所穴のあいた尿とりパ

ット。わた部分はそのままで、ビニールシートの部分のみ穴あきにす

る。 

・ 電極の付いたパットをあてるだけで、筋肉の発達度が数値で表される

装置。 

・ 浴槽内でお湯につかれるよう、昇降機能の付いたシャワーキャリー。

移乗せずともお湯につかることができる。 

・ 下肢の不自由な方が、椅子に座ったまま手や足を動かして運動できる

器具。 

・ 車いすに取り付けができ、光の照らす角度を自由に変えられる車いす

用ライト。 

・ 目標物か近づくと音で知らせてくれる装置。 

・ 足をひきずってもつま先が磨り減らない補装具用の靴。 

・ 麻痺側の手に輪になったひもをひっかけて、片手でも背中が洗えるタ

オル。 

・ 片麻痺の人がポットのお湯を注ぐ際に、熱湯が飛び跳ねないよう、カ

ップとノズルとの距離を縮めるための台。 

・ 足でも簡単に入切ができる電気スイッチ。 

・ シャワーベンチくらいの大きさのコンパクトなシャワーキャリー。 

・ 冬でも寒さを感じないエアーマット。 

・ シャワーに人が近づくのではなく、ヘッド部分が伸びたり、ヘッドの

向きを自由に変えることができるシャワー装置。 

・ 手の震えによって、中身がマグカップからこぼれてしまうことがある。

手が震えていても中身をこぼさずに飲めるマグカップがあるといい。

・ 視覚障害者向けに、危険を感知すると何らかの刺激やブザーで知らせ

るメガネ。 

・ 段差があっても楽に乗り越えられる乗り物。 

・ 地面から座れて介助しやすい位置までリフトアップできる用具。 

防水加工された徘徊感知機器用のＩＣタグ。 
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⑤日本リウマチ友の会 

日時 平成２４年１２月７日（金）１０：００～１１：３０ 

参加者 日本リウマチ友の会 役員 

生活便利

用具の情

報収集及

び提供に

係わるご

意見 

・ 既製品をそのまま使用することはできない。何らかの工夫が必要。 

・ 座薬の使用に苦慮していた時、製薬メーカーが「座薬挿入機」を開発し

てくれた。現在、片麻痺の方も使用している。会から会員へ紹介し販売

している。 

・ 会とメーカーで共同開発している製品もある。製品の使い勝手は、個人

差がある。例えば、ボタンエイドでクレームが来たケースもあるし、便

利だという意見がある。 

・ リウマチは、徐々に進行していく疾患なので、機能を維持するためにも

自助具を使用している人が多い。 

・ 人によって症状が異なるため、機能を低下させないためにも、道具の利

用は、極めて重要である。自分で行うという気持ち、考えが重要。 

・ 情報は、患者にとって一つのヒントとして捉えて欲しい。 

・ ＨＣＲでは、自助具があまり注目されていない。 

・ 試用できる仕組みを設けて欲しい。 

・ 患者が使用しやすい用具は、メーカーにとって収益にならない。製薬メ

ーカーから寄贈されたものは、送料だけ受け取り送ってあげている。 

・ 各支部では、自助具の展示や貸出も行っている。自助具のカタログを定

期的に作成しているが、データベースシステムまではない。 

・ 自助具を使用している人のネットワークが広がっている。お互いの情報

共有が必要。但し、本人の投稿は難しい。家族や関係者への情報提供も

必要。 

・ 福祉用具に関するニーズについては、毎月定期的に役員会を開催してお

り、そこで呼びかけをしたい。 
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（４）収集データの分類・体系化 

収集した福祉用具に関するご意見・アイデアについて、分類・体系化する取り纏め作業を

行った。なお、ご意見のみの登録で、タイトルが無いものについては、記述された具体的な

内容を事務局で確認し記入することとした。 

詳細については、第２部資料編「３．これまでに寄せられたご意見・アイデア」を参照の

こと。 

年度末の時点（２０１３年３月１２日時点）の投稿累積件数は、下記のとおりである。 

 

○ご意見等の投稿件数 単位：人

平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度

(４５) (７９)

※（　　）は、集中的に行った募集の期間中

年度末時点の
投稿件数

290 356 475

 

平成２２年度では２９０件の投稿があり、平成２５年３月１２日（火）の時点で、１８５

件増加し、合計４７５件の要望が投稿されている。 

募集期間中に投稿された件数は、平成２３年度が４５件、今年度は７９件の投稿があった。 

これまでに情報収集したニーズ情報は、厚生労働省が行う「障害者自立支援機器等開発促

進事業」の開発テーマの参考に役立てるため、平成２４年１１月３０日時点のニーズ情報を

中間報告として取り纏め、厚生労働省へ報告した。 

なお、この中間報告については、ＮＥＤＯやＮＩＣＴへ情報提供するとともに、当協会の

ホームページにも掲載して、関係する企業へ周知した。 

 

○提出者の属性 単位：人

利用者
利用者
の家族

障害者
団体

医療専
門職

福祉専
門職

開発
事業者

流通
事業者

行政 その他 不明 合　計

62 4 0 6 40 10 22 3 11 11 169
(0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0) (0)

125 24 5 8 82 20 9 2 30 1 306
(4) (3) (0) (7) (63) (2) (0) (0) (0) (0) (79)

187 28 5 14 122 30 31 5 41 12 475
(4) (3) (0) (7) (63) (2) (0) (0) (0) (0) (79)

※（　　）は、平成２４年９月２４日～１１月３０日までの期間中

ご意見

掲示板

合　計

 

提供者の属性は、利用者及び家族が２１５件（４５．２％）と最も多く、次いで福祉専門

職が１２２件（２５．６％）であった。 

今年度については、障害者施設や当事者団体、医療機関等へ積極的にヒアリング等を行っ

た結果、職員等からの意見が増加した。 
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○要望等の内訳 単位：人

補装具
日常生
活用具

その他
用具等

要望外 合　計

38 51 11 69 169
(0) (0) (0) (0) (0)

52 114 90 50 306
(19) (55) (5) (0) (79)

90 165 101 119 475
(19) (55) (5) (0) (79)

※（　　）は、平成２４年９月２４日～１１月３０日までの期間中

合　計

ご意見

掲示板

 

主な要望等の内訳では、日常生活用具が１６５件（３４．７％）と最も多く、次いで補装

具や日常生活用具の種目に属さない内容のものが１０１件（２１．２％）あった。 

一方、給付制度に関する意見等、補装具等の研究開発に直接関係のないものが１１９件（２

５．０％）ほどあった。 

 

○要望等の内訳（種目別） 単位：人

義肢・装具 2 4 (3) 6 (3) 1.3%

座位保持装置 1 1 0.2%

盲人安全つえ 1 6 (1) 7 (1) 1.5%

眼鏡 2 (1) 2 (1) 0.4%

補聴器 1 4 (2) 5 (2) 1.1%

車いす 17 19 (10) 36 (10) 7.6%

電動車いす 7 4 11 2.3%

歩行器 6 9 15 3.2%

歩行補助つえ 3 3 0.6%

重度障害者用意思伝達装置 1 3 (3) 4 (3) 0.8%

介護・訓練支援用具 11 7 (2) 18 (2) 3.8%

自立生活支援用具 23 47 (12) 70 (12) 14.7%

在宅療養等支援用具 1 1 0.2%

情報・意思疎通支援用具 10 52 (8) 62 (8) 13.1%

排泄管理支援用具 6 7 (6) 13 (6) 2.7%

居宅生活動作補助用具 1 1 (1) 2 (1) 0.4%

11 90 (25) 101 (25) 21.3%

69 49 (5) 118 (5) 24.8%

169 306 475 (79) 100.0%

※（　　）は、平成２４年９月２４日～１１月３０日までの期間中

合　計

補
装
具

日
常
生
活
用
具

合　　　計

その他の用具等

要望外

ご意見 掲示板

 

種目の内訳では、補装具では「車いす」が３６件（７．６％）と最も多く、日常生活用具

では「自立生活支援用具」が７０件（１４．７％）、「情報・意思疎通支援用具」が６２件（１

３．１％）の順であった。 
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（５）これまでに寄せられた主なご意見等について 

平成２２年２月２２日（月）～平成２５年３月１２日（火）の間に提供された主なご意見

等を集約すると、概ね以下のとおりであった。 

※平成２４年度に新たに加わったご意見等は｢青文字｣にて表示している。 

①補装具 

種目 名称・機能 要望・アイデア等 

義肢 ○手話対応義手 手話や指文字に対応した義手 

装具 ○下肢装具 

〇装着が簡単な装具 

透明なもの、より強度の高いもの 

簡単に装着ができ、壊れにくい（強度がある）児

童の装具子供たちも脱着を嫌がらないもの 

座 位 保

持装置 

○熱がこもりにくい

｢座位保持装置｣ 

熱を放出する機能や材質の開発 

自転車等との接触により破損することが多い。丈

夫で耐久性のある白杖 

段差や現在地を知らせる機能、目的地まで音声案

内するような、ナビゲーション機能を有する白杖 

夜間の危険を防止する、自らが発光する白杖 

白杖にカメラ等を付けて、障害物や段差、曲がり

角を音声で知らせる機器 

盲 人 安

全つえ 

○丈夫な白杖 

 

○音声機能付き白杖 

 

○発光する白杖 

 

 

〇おしゃれな白状 外見で盲ろう者とわかりづらい、おしゃれな白状

（気分でパーツを変えられる杖） 

眼鏡 ○紫外線をカットす

る眼鏡 

〇視覚障害者用危険

探知メガネ 

紫外線を大幅にカットする弱視者用眼鏡 

危険を察知すると、刺激や音声で知らせてくれる

眼鏡 

ご意見：現在、車でも危険な場合は自動的にスト

ップできるため、視覚障害者もメガネにそのよう

な機能を付け、危険な場合は何らかの刺激または

ブザー音がなったり、音声で「危険です」などの

音で知らせる。身につけるものなので、あまり重

いものではなく軽くしてほしい。 

難聴側から入る音声を健聴側へ伝送する機能開

発 

音の識別を正確に行う補聴器（声質や回りの影響

を受けない機器） 

補聴器 ○音声を伝送する機

能 

 

 

〇小さく、気軽につけ

れる補聴器 

軽く、小さく、おしゃれなもので、気軽につけら

れる補聴器。骨振動のもので、大きく響かない補

聴器 

落としたものを拾える車いす（例えば座面の高さ

を低くする機能） 

車いす ○車いすの利用効果

の 増 進 に 資 す る 機

能・機構 ブレーキのかけ忘れを防止する機能 
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種目 名称・機能 要望・アイデア等 

臀部に負担のないクッション（脳性麻痺疾患） 

自分で移乗できたり、落としたものを拾ったり、

駆けっこに参加したりすることができる車いす

（脳性麻痺疾患） 

車いすに市販の傘が固定でき、かつ足元までしっ

かりと覆うことができる雨具 

様々な状態の障害者（児）の姿勢に対応可能な車

いす用クッション 

大型の車いすでも車載可能な機能・機構 

両サイドに簡単に取り付けられる物入れ 

通気性や保温性を保つ座面 

電車やバス等の車内で、車いすを容易に固定する

ことができる金具（統一的な機能・機構を望む）。 

立ち上がった時にブレーキが自動にかかり、座る

と外れる機能、搭乗者が足で操作するブレーキ 

角度の付いた車いす 

ジョイスティックの高さ調節機能 

一人でも車載できる軽量タイプの電動車いす 

座面の平行を保つ機能 

立位姿勢でも操作できる移動機器 

電 動 車

いす 

○電動車いすの利用

効果の増進に資する

機能・機構 

 

特に夜間などの視認性を高める機能 

ジャイロセンサを利用した転ばない歩行補助具

や装具 

１００㎏以上の体重でも安全な歩行器 

高さや幅の調節ができ、かつブレーキを装備した

馬蹄型の歩行車（在宅で使用可能なもの）。 

コンパクトに折りたたみ可能な機能 

歩行器 ○転ばない歩行補助

具 

○重い体重の方でも

安全な歩行器 

○調節機能が付いた

馬蹄型歩行車 

○折りたたみ歩行器 

 
脳卒中の片麻痺や、手指の巧緻性が低下した方に

配慮した歩行器 

歩 行 補

助つえ 

○歩行補助つえ 松葉つえやロフストランドクラッチに変わる杖 

ご意見：松葉杖の場合、長期に常用すると注意し

ていても、わきの下の血管や神経を圧迫して、二

次障害を引き起こす問題がある。わきの下を空け

るようにすると、今度は手首で体重を支えること

になり、手を痛めてしまう。 ロフストランドの

場合は、手首に荷重がかかり痛める。また転倒時

に杖が外れずに手をつくことができないまま、頭
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種目 名称・機能 要望・アイデア等 

部や顔を打撲する危険がある。さらに、階段の昇

降時に杖がじゃまで、テスリをつかめない問題も

ある。 

脳波を利用する意思伝達装置 重 度 障

害 者 用

意 思 伝

達装置 

〇脳波を利用した意

思伝達装置 

○眼球や視線によっ

て操作できる意思伝

達装置 

 

身体が動かせなくも、脳波によって「はい」か「い

いえ」を確認できる機器 

ご意見：ＡＬＳ（筋萎縮性側索硬化症）の方で、

以前は目の微妙な動きにより、意思確認をしてい

ましたが、現在はそれも難しくなり、特に選挙の

投票などの意思確認ができなくなってしまいま

した。 

こうした方の意思を確認できるような機器の開

発を望みます。 
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②日常生活用具 

品目 名称・機能 要望・アイデア等 

外出先でも使用できる携帯型のフリトの開発 

狭いトイレ等の間口でも使用可能な、簡易の移

乗補助機器 

利用者のベッド上での位置を補正するための

用具 

電動昇降機能が付いたテーブル 

介護・訓

練 支 援

用具 

○携帯用リフト 

○移乗補助機器 

 

 

 

○電動昇降テーブル 

○階段昇降装置 曲がり階段や狭い階段で使用できるコンパク

トな可搬型昇降装置 

片麻痺の方でも片手で、洗体したり、爪を切っ

たりすることができる用具 

昇降機能を有する入浴用いす 

 

柔らかいモノや汁物なども自分で食べられる

よう補助してくれる機器開発 

火災、電話、来客、目覚ましなど、様々な情報

機器を腕時計などで知らせる機能（統一的な規

格、機能を望む）。 

ホテル宿泊時などで、火災、来客、電話などの

情報を知らせる機能（統一的な規格、機能を望

む）。 

視覚障害の場合、外出時の現在の居場所（所在

地）が判らなくなることがあるため、現在地を

把握する機能 

さらに目的にまで誘導してくれるナビゲーシ

ョンシステム 

音声ガイド付きの｢湯沸かし器｣、｢ＩＨクッキ

ングヒーター｣ 

ご意見：揚げ物をしたい時、何分揚げればよい

のか判るように音声案内してくれたり、ある程

度の温度になったら音声で案内してくれる機

能があると料理しやすい。 

学校のフローリングなどで転倒したとき、臀部

を保護する用具 

転倒防止の機能が付いた入浴用いす 

両手が不自由でも文字が書ける自助具（グリッ

プが安定しているものを望む）。 

自 立 生

活 支 援

用具 

 

○片手に洗える洗体用

具や爪切り 

○入浴用いすの昇降機

能 

○食事支援用具の改良 

 

○聴覚障害者向け日常

生活支援用具 

 

 

 

 

○視覚障害者向け携帯

型のナビケーターシス

テム 

 

 

○視覚障害者向け調理

補助機器 

 

 

 

 

○臀部を保護する用具 

 

○入浴用いす 

○文字書きを補助する

自助具 

○立位による排尿を補

助する用具 
ポータブルトイレで排尿する際に立位姿勢を

補助する用具 
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品目 名称・機能 要望・アイデア等 

ポータブルトイレ用のヘッドサポート 

 

起き上がりや立ち上がり時に、掴まっても大丈

夫なベッドサイドレール 

視覚障害者の掃除を補助する用具。（大切なも

のまで吸い込んでしまうため） 

入浴後のスキンケアやメイクなど、整容を補助

する用具 

デジタルカメラなどのピント合わせ機能を使

い、対象物までの距離を知らせる機能 

ご意見：電車の席に座りたいが前に人が座って

いるか判らない時など、ステッキで足を確認す

るのは失礼。また道路の変形交差点などでどち

らに道が通っているか確認したい。 

重度障害者でも簡単に使用できる消火器 

大きな音声による回りの人に火事を知らせる

機能 

ご意見：重度障害者で現在地域で一人ぐらいし

ていて、自分でも何とか使えそうなスプレータ

イプの消火器を購入していざというときに備

えているんですが、施設や病院などに設置され

てある本格的な消火器だけじゃなく、そういう

簡易消火器にもボタンを押すとまわりに火事

を知らせれるような装置が付いているとあり

がたいです。 

全盲でも使用できる音声機能付き体温計。検温

データが数ヶ月分保存できるもの。 

 

振戦があっても、容易に服の脱着や裾上げがで

きる用具 

ご意見：振戦がある方は、洋服の脱着が困難で

あるため、器具を使用して、服の脱着時、ボタ

ンの留め外し字、服の袖上げ等が容易に行える

ものがあると助かります。 

洗うことのできるヘッドギア 

おしゃれなヘッドギア 

○ポータブルトイレの

ヘッドサポート 

○ベッドサイドレール 

 

○掃除補助用具 

 

○整容を補助用具 

 

○視覚障害者向け距離

測定装置 

 

 

 

 

○消火装置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○音声機能付き体温計 

○音声機能付き秤 

○音声機能付き電卓 

〇振戦がある方の日常

生活補助用具 

 

 

 

 

〇洗える頭部保護帽 

 

○浴槽内座位保持具 浴槽内での座位を保持する用具 

在 宅 療 吸引器 軽量・小型の吸引器 
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品目 名称・機能 要望・アイデア等 

養 等 支

援用具 

 

 

新しい周波数域を利用した支援機器開発 

ご意見：1620kHz は全国どこへ行っても、道路

交通情報ですが、例えば 1500kHz を視覚障害者

に対する情報提供専用の周波数域にしていた

だき、公共施設や駅、トイレ、お店などで視覚

障害者が容易に聞くことができるようにして

ほしいです。 

視覚障害者はラジオをもって歩くだけで、様々

な情報が必要な時に得られるようになります。 

エレベータスイッチの音声認識機能 

ご意見：視覚に障害があり、エレベータを利用

する際、必ず人の介助を必要としています。一

部のメーカーではオプションであるようです

が、視覚障害者が人に頼まなくてもすむよう、

音声認識装置は標準装備にしていただきたい。 

カメラ内蔵型のメガネ 

ご意見：小型カメラをメガネフレームに組み込

み、手持ちのコントローラーのボタンを押すた

びに正面の画像を認識し、イヤホンから主な景

色を音声出力するもの。(約３Ｍ先に階段があ

ります・壁があります・横断歩道があります・

信号機があります・人がいます）など案内して

くれる機能 

相手の声を文字（テロップ）に変換して表示す

る機能をもった携帯電話 

地デジになっても音声出力が可能な機器 

ご意見：私は視覚障害者です。デジタルテレビ

に代わってから今までの FM ラジオチューナー

の放送では聞けなくなりました。これからも音

声のみのテレビ中継を楽しみたいのです。安価

で手軽に使える器具の開発を願っています。  

情報・意

思 疎 通

支 援 用

具 

○周波数を利用した視

覚障害者用機器 

 

 

 

 

 

 

 

○音声認識装置 

 

 

 

 

 

○カメラ内蔵のメガネ 

 

 

 

 

 

 

 

○目でみる携帯電話 

 

○地デジになっても音

声出力が可能な機器 

 

 

 

 

○眼球で操作するマウ

ス 

 

 

 

 

眼球で操作するＵＳＢ対応マウス 

ご意見：上肢体障がい者に対してのパソコン操

作、上下肢を使わずに利用者自身が目で見てい

る箇所にマウスカーソルを追従させ、健常者が

利用しているマウス操作と同等の操作性と設

定の簡易性があれば、利用者及び介護者に負担
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品目 名称・機能 要望・アイデア等 

少ない PC 用 USB 入力装置となると思います。  

携帯型会話補助装置の改良 

・太陽光で使用できるもの 

・バッテリー充電式のもの 

・絵文字や顔文字が使用できるもの 

・携帯メールにようにコピーや移動ができる機

能 

・録音する機能 

セットした時間になると、合成音声にて行動を

指示してくれる機能をもった携帯型時計。発達

障害者（児）に役立つ機能。 

視覚障害者の銀行振込と口座取引を把握する

ための機器 

 

パソコンに小型マイクを取り付け、音声が文字

に変換する 

装置 

正面にいる人を識別し音声で知らせてくれる

装置 

軽量・コンパクトで持ち運び可能な拡大読書器 

一般の活字文書を点字に変換する機器 

色を判断して音声で知らせて装置 

時刻表の読み取り装置 

 

○携帯型会話補助装置 

 

 

 

 

 

 

 

○行動を知らせる時計 

 

 

○視覚障害者向け生活

支援機器（振込や口座取

引が確認できる機器） 

○音声を文字に変換す

る装置 

 

○人物識別装置 

 

○携帯型の拡大読書器 

○点字器 

○色識別機器 

○時刻表読み取り装置 

○コミュニケーション

支援用具 

○リモコンのスイッチ

音の統一化 

○視覚に障害があって

も使用可能なスマート

フォン 

 

 

 

 

 

 

 

コミニュケーション支援用具の開発 

意見①：視覚障がい者のために、様々な表示を

音声化し、携帯電話やＰＳＰ、ＤＳなどの赤外

線通信機能を利用し、表示内容を音声に変え

て、伝えることはできないでしょうか。 

意見②：聴覚障がい者のために、音声ガイド付

きの製品(ＡＥＤなど)にも、同様の方法で、音

声ガイドを文字化し、携帯電話等の画面から視

覚情報として伝えることはできないでしょう

か。 

意見③：盲ろう者のために、携帯電話のバイブ

振動機能を利用し、モールス信号みたいな方法

でコミュニケーションすることはできないで

しょうか。 
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品目 名称・機能 要望・アイデア等 

〇声で作動する電話機 

ご意見：ＡＬＳの在宅療養患者からの相談で

す。自力で寝起きできません。本人は緊急時も

含め電話で家族や支援者に連絡を取れる体制

を望んでいます。リモコン操作やボタン操作が

できないため、声で作動する電話機を探してい

ます。 

〇作品を手で見るための手袋 

ご意見：美術館での視覚障がい者（全盲）の手

による鑑賞（触察）では、素手の場合もあるが、

木綿の手袋、ラテックスの手袋が用いられてい

る。作品の保存性の問題から主に木綿の手袋が

多く使われるが、布地が厚かったりサイズがぴ

ったりだと、指先が凹まず感度が悪くなる。彫

刻など小さなディテールも分かりやすい触察

用の手袋が欲しい。 

〇意思疎通ができる器具 

ご意見：知的障害者にはうまくコミュニケーシ

ョンが取れない方もいらっしゃるので、その方

の思いがくみ取れるよう、ボードやタッチパネ

ル等を利用して簡単なイラストで意思疎通が

取れる機器があるといいです。 

〇声で作動する電話機 

 

 

 

 

 

 

〇作品を手で見るため

の手袋 

〇布団をかけるための

装置 

 

 

 

 

 

〇知的障害の方と意思

疎通ができる機器 

 

 

 

 

○視覚障害者用のタブ

レット端末 

 

〇視覚障害者用のタブレットパソコン 

ご意見：視覚障害があってもタブレットパソコ

ンを使えるような製品を開発してください。 

タブレットパソコンは持ち運びに便利ですが、

押しても感覚がないので使えません。 

外付けキーボードではメリットを消してしま

うので、そのままの形で使えるものが欲しいで

す。 

ポータブルトイレのバケツにロック機能を装

着 

ご意見：窓から汚物を捨てられるとご近所の迷

惑にもなってしまい、ご家族の方も大変困って

います。 

ポータブルトイレからバケツを取り外す際に

ロックがかかる様な機能を付けて欲しいと考

えております。 

排 泄 管

理 

支 援 用

具 

○ポーぶるトイレのロ

ック機能 

 

 

 

 

 

 

○温水洗浄便座用肛門 ○温水洗浄便座用肛門モニター 
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品目 名称・機能 要望・アイデア等 

ご意見：脊髄損傷患者が温水洗浄便座を使用す

ると、肛門周囲の臀部感覚麻痺から、肛門の洗

浄が的確にできないという問題がある。そのた

めに肛門がモニタ―できる装置があると便利

である。 

小児用と成人用だけでなく、様々なサイズ｢紙

おむつ｣ 

洗浄ノズルが上下だけでなく、左右にも動かす

ことができるウォシュレット 

ネジや蓋がついた尿器 

モニター 

 

 

 

 

○紙おむつ 

 

○ウォシュレット 

 

○尿器 

〇排便のタイミングを

知らせる装置 
便が出そうなタイミングで知らせる装置 

ご意見：知的障害者の方に下剤等を使って便を

コントロールしているので、便意があってもコ

ミュニケーションがうまくとれず、紙オムツを

使っていても便が漏れてしまう。 

便が出そうなタイミングで教えてくれる器具

があると便利である。 

居 宅 生

活 動 作

補 助 用

具 

○携帯型手すり 使用しないときには折りたためるような、持ち

運び可能な手すり 

ご意見：旅行中や一般トイレなどで簡単に脱着

使用出来る様な手摺を作成できませんか？ 
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③その他 

品目 名称・機能 要望・アイデア等 

ＰＣ入力の仕事をしているが、数枚に重ねられた

資料を一枚ずつめくる機器の開発 

水道水を鍋ややかんまでつなぐ工夫 

ご意見：線維筋痛症患者です。 

とにかくすべてのものが重いのです。（パン一斤

は重くて買ってこられない、程度。） 

そのため、調理なべや、お湯を沸かすための電気

ポットへ水を入れる作業が、人に手伝ってもらわ

ないとできません。 

水道からホースのようなものがでていれば、簡単

になべに沢山水をいれたり（葉物をゆでるとき。

ゆで卵でも）、自力で電気ポットへ給水できると

思うのです。 

携帯電話の押ボタンを大きくする工夫 

ご意見：携帯電話の数字ボタンが大きいものが欲

しい。小さいと不随運動があるため押したいボタ

ンが押せない。１センチ角くらいのボタンがちょ

うど良い。 

重度肢体障害者用の室内用運動器具の開発 

ご意見：重度肢体不自由者（特に頸髄損傷者）等

で、在宅生活を送っている方から、体を動かす機

会がほとんどないとの話を聞く。 

ベッドで簡易に使用できる洗髪器 

使用料金の精算が容易にできる装置、機能 

ご意見：頚髄損傷者です。１人で自動車を運転し

て外出する機会が多いです。最近、町の中は無人

の有料駐車場が多くなり、出口でいつも機械に駐

車料金（特にコイン）を入れるのに苦労します。 

聴覚障害者でも使用できるＡＥＤ（自動体外式除

細動器） 

脳性麻痺や視覚障害者であっても検便採取がで

きる用具 

その他 

 

○仕事書類の頁めく

り器 

○蛇口から水をつな

ぐ支援機器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○携帯電話のボタン 

 

 

 

 

○重度肢体障害者用

の室内運動器具 

 

 

○洗髪器 

○時間貸し駐車場機

器のブリアフリー化 

 

 

 

○聴覚障害者でも使

用可能かＡＥＤ 

○検便採取を補助す

る用具 

○買い物時のバーコ

ードリーダー 

 

 

○音声機能付きリモ

コン 買い物時、商品に付いているバーコードにかざす
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品目 名称・機能 要望・アイデア等 

ことにより、商品名、価格、内容量、カロリーな

ど音声で知らせて 

くれる装置、機器 

音声で知らせる、テレビやエアコンのリモコン 

 

音声で操作できる電子辞書 

 

新聞や広告チラシを読み上げる装置 

 

視覚障害者に配慮したタッチパネル 

視覚障害者でも利用可能な｢非接触型ＩＣカード

システムによる乗車カード（パスモやスイカ）｣ 

文字放送のテロップを読み上げする装置 

頭部を冷やすための装置、機能 

ご意見：黄疸性脊椎損傷によるウイルス後遺症に

より発汗作用がうまく働かず、強くエアコンを使

用しなければなりません。現在帽子の中にアイス

ノン用の冷却座位を入れる方法があると聞きま

すが、ヘルメット型エアコンは出来ないでしょう

か。クールジャケットがある事は聞きますが、頭

部を冷やす方法の福祉用具の開発をお願いしま

す。 

片方の腕だけでも容易に使用できる財布 

車いす利用者が使用するクローゼット 

 

 

かわいいデザインの福祉用具 

児童用サイズの入浴用いす 

 

例えば、電極の付いたパッドを当てるだけで、筋

肉量や筋肉の発達度が測定できる機器 

胃ろうや人工呼吸器の利用を少しでも遅らせる

よう、残存機能の維持や訓練を図る機器 

 

○音声操作できる電

子辞書 

○新聞や広告の読上

装置 

 

 

 

 

○頭部を冷やす用具 

 

 

 

 

 

 

 

 

○財布 

○車いす利用者でも

使用できるクローゼ

ット 

○児童向けのかわい

いデザインの福祉用

具など 

〇筋肉の量や発達度

を測定できる装置 

〇ＡＬＳ疾患の進行

を遅らせるための訓

練等機器 

〇生卵割り用具 

〇飲み物のこぼれに

くいマグカップ 

〇必要なものが自動

で取り出し、収納がで

きる装置 

 

 

パーキンソン病で振戦がある方が、片手で生卵を

割るための用具 
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品目 名称・機能 要望・アイデア等 

〇必要なものが自動で取り出しと収納ができる

装置 

ご意見：知的障害児施設では、消毒液や石けん等

を子どもたちの目の届くところにおけないので、

使用の都度、持ってこなければならず、大変な思

いをしている。使用する際にセンサーなどで反応

後、自動で壁から必要品が出てきたり、天井から

降りてきたりして、使用後は元の場所に自動で収

納されるような装置があると便利である。 

〇スロープ用すべく止めマット 

ご意見：雪や雨などで路面が濡れたスロープは大

変すべりやすく、ひやっとすることも多い。普段

は丸めて携帯でき、必要な時にスロープ面に広げ

ると一瞬で硬くなって安全な走行が可能となる

ようなものがあると便利である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇スロープ用滑り止

めマット 

 

 

 

 

〇コルセット 外巻

型 カラフルデザイ

ン 

〇コルセット 外巻型 カラフルデザイン 

ファッション性を持たせたカラフルなコルセッ

ト（外についけてもおしゃれ） 
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（６）本システムのその他の活用状況について 

本システムでは、障害者の福祉用具に関するご要望・アイデアに限らず、新製品の紹介や

団体の取り組みなども自由に投稿できることとしている。 

 年度末の時点（本年度は、３月１２日時点）の投稿件数は、下記のとおりである。 

 

○カテゴリー別登録件数

新製品や技術 団体の取り組み
研修や

シンポジウム
アンケート

厚生労働省の
取り組み

ＮＥＤＯの福祉用
具ロボットなど

合計

※集計は平成２４年３月１２日（火）現在

9822 17 29 8 12 10

 

カテゴリーの内訳では、「研修やシンポジウム」が２９件（２９．６％）で最も多く、次い

で、新製品や技術が２２件（２２．４％）であった。 

今年度の途中から、掲示板に記載された内容も当協会のトップページに表示することにし

たことにより、利用者及び企業等において効果的に活用されている兆しがある。 

 

 

＜｢当協会ホームページ｣トップ画面（2013 年 3 月 25 日現在）＞ 
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２．生活便利用具情報システムに関するヒアリング 

障害をお持ちの方の自立した生活を補助する「生活便利用具」に関する情報を収集し、検

索・閲覧を可能とするシステムの在り方を検討するため、第１回「福祉用具有識者会議」に

おける議論を踏まえ、生活便利用具システム（仮称）への期待及び在り方等について、関係

団体にヒアリングを行った。 

 

（１）日本リウマチ友の会 

日時 平成２４年１２月７日（金）１０：００～１１：３０ 

参加者 協会事務局 

ご意見 ・ 生活便利用具の情報収集については賛成。多くの患者に知ってもらいた

い。 

・ 自助具の情報を提供するのであれば、販売店と問い合わせ先を表示して

ほしい、また自分に合うかどうか、使ってみないと分からない場合が多

い。まずは会員家族には、個別性があることを理解してほしい。 

・ 当会発行の生活便利帳の中で自助具を取りあげて紹介している。 

・ 生活便利用具に関する情報が不足している。入手できるところお店の情

報も限られている。さらに自分に使えるかなどの相談もある。こういっ

た背景からテクノエイド協会が構築する提供システムには期待したい。

・ 開発メーカー等と連携して、一部の商品については、送料のみでお送り

することも行っている。場合によっては合わないとクレームがくること

もある。非常に個別性が高いものであり、限られて情報だけをもって当

会の推奨とすることは困難である。 

・ 生活便利用具については、特にリウマチ疾患になられて間もない方から

の問い合わせが多い。 

・ 価格が重要 

・ 販路を掲載する場合、詳細に記述しないと、購入できないとクレームに

繋がるおそれがある。 

・ 作製してくる工房や病院の作業療法士などにも相談できるシステムがあ

ると助かる。 

・ 既製品の情報も重要であるが、必ず自分の体に合うものではないこと注

意喚起することが必要である。 

・ 利用者だけでなく、家族やリウマチに係わる専門職も生活便利用具の情

報を探している。 
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（２）ボランティアグループ自助具の部屋（大阪府肢体不自由者協会内） 

日時 平成２４年１２月２６日（水）１４：３０～１６：３０ 

参加者 先方３名 

ご意見 ・ 生活便利用具（自助具を含む。）には、個別のニーズに応じて製作する工

作品と、既製品がある。特に作製する用具については、誰でもが使用で

きるものではない。 

・ 工作品は、材料費をいただいて作製している。 

・ 来所してもらわないと作成できないものも多数ある。ホームページによ

って全国からの問い合わせに対応できるか心配である。 

・ 情報提供を前提とし、工作方法などを掲載することで、汎用性を持たせ

誰でも作製ができるような工夫も必要である。 

・ 先ずは自助具ハンドブックの内容をシステムに入れることから始めては

どうか。 

・ 自助具ハンドブックの内容が、テクノエイド協会のホームページから閲

覧できることは良いこと。先ずは自助具の部屋や京自助具館など連携し

て、必要な情報の表示や分類、簡単な掲載方法などを検討する必要があ

る。 

・ その際、絵や図面はどうするか。イラストレーターへ依頼するとお金が

かかる。 

・ ホームページは、誰もがアクセス出来て便利であるが、掲載する情報に

は一定の質を保つ必要がある。誰もがフリーに掲載できる仕組みは望ま

しくないのではないか。テクノエイド協会が様式を設け、一定の質を担

保することが重要である。 

・ 自助具工房としては、単に製品の普及ではなく、用具の作り方や障害者

の要望に対する製品づくりの考え方の普及に役立つような情報提供を希

望する。結局は地域のボランティアや社協などが製作しなければならな

い。 

・ クレーム等が起きることも想定し、ボランティアが活動していることな

ど、その団体の目的や役割を掲載し、閲覧者は理解したうえで活用して

もらうようにして欲しい。 

・ 個人が用具を探す場合と専門職が探す場合を想定し、別々の情報提供が

できるように２段構えとしてはどうか。 

・ 日本作業療法士協会と全国の工房が共に対応できるような体制を構築す

ることが望ましい。 

・ 検索方法は、生活シーンをキーワードにするのがよいのではないか。例

えば「食事」「入浴」など。ユーザーにもわかり易い。 

・ 作品集のように作成したものを一覧で簡易的に表示することも効果的だ

と思う。あまり詳細な情報は不要とし、相談があれば問い合わせてもら

うようにしてはどうか。 
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（３）京 自助具館（京都市長寿健やかセンター内） 

日時 平成２５年２月１６日（土）１０：００～１２：００ 

参加者 館長他 

活動内容 ・結 成 平成１５年１１月 

・会員数 約２０名 

・活動日 毎週第２と４の木曜日及び土曜日 

・場 所 ひと・まち交流館 京都 １階福祉用具展示コーナーの工房 

・活 動 自助具についての相談対応、自助具の製作、展示 

ご意見 ・ ボランティアグループでは、使う人の願いを形にするものづくりを行っ

ている。 

「麻痺があっても自分で爪が切りたい」 

「自分で背中に薬を塗れるようになりたい」 

「脳梗塞の後遺症で片手しか使えないので、粉薬の入った袋がうまく開

けられない。人に頼むのに気を遣う」 

「右手しか使えないけど、お茶漬けをガサガサと食べたい」 

「リウマチで体が痛むけれど、家族に料理を作りたい」 

「手足が不自由になったけど、釣りを楽しみたい」など 

・ 自助具とは、自らを助ける道具。その人の困難な動作を補えるように工

夫された道具である。 

・ 自助具は、使う人の希望を聞いて、体の状態や好みにも気を配り作製す

るもの。完成品などの情報提供を通じて、工作法などを広めていくこと

が重要である。 

・ 関心のある市民を対象に自助具の講座を開催している。 

・ 自助具を使用している人の輪を広めなければならないと感じている。 

・ テクノエイド協会において自助具のデータベースを構築し、使う人と作

る人の輪がひろがることに大いに期待する。 
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３．システムの一部改良について 

（１）システム改良の経緯 

当協会では、平成２２年度から｢福祉用具ニーズ情報収集・提供システム｣を運用して、福

祉用具の開発改良に係わる利用者や介護者の生の声を収集し、開発者等へ繋げる事業を実施

とともに、より多くの関係者において本システムが活用されるよう、継続的にシステムの改

良を図ってきた。 

平成２３年度にとりまとめた福祉機器開発普及等事業報告書の「Ⅲ．まとめ」においては、

システムに関する課題と対応案として「ご意見」と「掲示板（談話室）」の統合をあげた。 

それを踏まえ、本年９月末の国際福祉機器展ＨＣＲ２０１２の開催時期にあわせ、「ご意見」

と「掲示板（談話室）」の統合を行った。 

 

＜「平成２３年度福祉機器開発普及等事業報告書 Ⅲ．まとめ」より＞ 

事項 課題 対応案 

２ 理 解 し や す

く、シンプル

な仕組みにす

る 

現行では、｢ご意見｣と｢掲示板｣の

２種類あるが、利用者はそれぞれ

の役割を正確に理解したうえで使

用している状況にない。 

また本システム全体の目的が理解

しにくいとするご意見が寄せられ

ている。 

さらに文字情報だけでは読むこと

がツライとのご意見も多く寄せら

れている。 

 

｢ご意見｣と｢掲示板｣を統合し、シ

ンプルなものとする。 

具体的には、投稿窓口を一本化し、

シークレットを希望する人と公開

を希望する人の区分は、最後に選

択できるものとする。 

また写真情報を手軽に入れられる

ようにする。 

 

 

 

（２）「ご意見」と「掲示板（談話室）」の統合に関する基本方針 

「ご意見」と「掲示板（談話室）」の統合については、投稿テーマを自由に設定できる「掲

示板（談話室）」機能を軸に、「ご意見」にて実現していた機能（賛成ボタン等）を追加する

こととした。 

 

＜基本方針＞ 

①「ご意見」にて実現していた、コンタクトメッセージ送信機能及び賛成ボタン機能を

「掲示板（談話室）」に追加する。ただし、携帯電話からのメール投稿機能は、メール

からの投稿件数が少ないことから、「掲示板（談話室）」への追加は行わない。 

②これまでに投稿されたご意見は閲覧のみ可能としてシステムに残す。 

・新規の投稿（メール投稿を含む）は行えないようにする。 

・投稿されたご意見に対する「賛成」、「メッセージ送信」は可能とする。 

・グラフや検索機能は既存のまま利用可能とする。 
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（３）画面イメージ 

①投稿画面 

＜改修前＞ 
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＜改修後 -要望・アイデア-＞ 

 

 

 

①メールアドレスの入力部分に、「ご意見」と同様のチェックボック

スを追加した。 

⇒チェックされた投稿は、コンタクトボタンが有効となる。 

① 
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＜改修後 –フリートーク等-＞ 

 

 

① 

② 

①「性別」欄などを「内容」欄の上部に移動した。 

②投稿者の詳細なプロフィールを入力する欄を設置した。 

※初期表示はリンク先（詳細なプロフィール登録…）が表示

されるのみ 
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（「詳細なプロフィール登録…」をクリックした場合） 

 

 

 

③ 

③②にて選択した区分（「現在、福祉用具を利用している方」等）

に応じてプロフィール入力項目が下方に表示される。 
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（２）書き込み一覧画面 

＜改修前＞ 
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＜改修後＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①親記事には賛成件数・賛成ボタン、コンタクトボタンを追加

した。 

②返信エリアを左側に寄せたうえで、「ご意見」と同様に賛成件

数・賛成ボタン、コンタクトボタンを追加した。 

① ① 

② 

45



 

 

（３）投稿詳細画面 

＜改修前＞ 
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＜改修後＞ 

 

 

①賛成件数・賛成ボタン、コンタクトボタンを追加した。 

① 

① 
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（４）これまでに投稿されたご意見の参照 

＜改修前＞ 

 

 

 

 

① 
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＜改修後＞ 

 

①ご意見入力ボタン欄を削除し、一覧のみのページを設けた。 
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（５）福祉用具ニーズ情報収集・提供システム TOP ページ 

＜改修後＞ 

 

 

 

 

① 

② 

①「ご意見」ボタンを削除した。 

②TOP 画面からすぐに投稿できるよう「新しい話題を作成」ボタ

ンを新設した。 

③これまでに寄せられた「ご意見」へのボタンを追加した。 
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（６）テクノエイド協会 TOP ページ 

＜改修後＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

①「ご意見」欄を削除した。 

⇒投稿タイトル及び内容（３５文字程度）を表示するようにした。 
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４．生活便利用具の情報収集及び提供について 

（１）基本的な方針 

○ 生活便利用具に関する情報は、「福祉用具ニーズ情報収集・提供システム」のサイト内に

配置することを基本とするとともに、情報利用者へ利便性・視認性を図る観点から、 

ＨＰのトップにも「生活便利用具システム」のバナーも別途設けることとする。 

○ 生活便利用具情報の範囲は、「販売されている既製品」及び「個別のニーズに応じて作製

された工作品」とする。 

○ 情報の仕様や分類、表示等については、有識者会議のご意見を踏まえて、最終的には障

害当事者の団体及び地域のボランティアグループ、日本作業療法士協会等と相談・連携

して検討することとする。 

（連携団体） 

 ・日本リウマチ友の会  ・ボランティアグルーブ自助具の部屋 

 ・京 自助館  ・日本作業療法士協会 ・国立精神・神経医療研究センター 等 

○ 本システムの管理と運用を効率化する観点から、当協会において情報登録用のフォーマ

ット（Excel）を作成し、登録を希望する既製品の企業や自助具を製作した団体等は、そ

のフォーマットに書き込む形とする。一定の情報の質を担保するため、当協会では、提

供された内容を審査したうえで、ＨＰへの情報アップを行うこととする。 

 

（２）生活便利用具の範囲 

○ 障害のある方や身体機能が低下した人が、日常生活の不自由を補うために使用するもの。

余暇などの目的で使用する用具や道具も含む。 
 

○ 加齢や障害などの理由により、思うように体が動かせない人が使う用具 

○ 今持っている力で、日常生活をより便利に、快適にすることができるよう、工夫され

た用具 

○ 使用者の困難な動作を補えるように工夫された道具 

例えば、 

「麻痺があっても自分で爪が切れる用具･･･」 

「麻痺があり片手しか使えなくても、粉薬の入った袋がうまく開けられる用具」 

「リウマチで体が痛むけれど、自分で料理ができる道具」 

「手足が不自由になったけど、釣りが楽しめる道具」など 
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（３）来年度以降の主な検討範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）情報の分類と内容（案） 

①分類※ 

分類（用途・場面） 主な用具・道具 

①食事 スプーン・フォーク、万能カフ、箸、食器（茶わ

ん・皿・カップ）、食事補助用具 

②整容 クシ・ブラシ、歯ブラシ、ツメ切り、ツメやすり 

③入浴 ボディブラシ 

④更衣 ボタンエイド、ソックスエイド、ネクタイ装着具 

⑤排泄 おしり洗浄器、トイレットペーパーホルダー 

⑥家事 包丁、調理ばさみ、まな板、なべ、オープナー 

⑦余暇活動 ガーデニング、ゲーム、水泳 

⑧コミュニケー

ション 

キーボードエイド、マウス、筆談器 

⑨その他 リーチャー、クッション、水洗まわし、ドアノブ

レバー、万能ハンドル、保護帽、傘取り付け具 

※分類は、自助具ハンドブックと合わせる。 

なお、利用者から見た場合、「分類」では分かりづらいため、「用途・場面」のような

名称にて表現することも検討する。 
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②情報収集の内容 

項 目 内 容 等 

情報の区分 ○販売されている既製品 

○個別のニーズに応じて作製された工作品（※） 

商品名（又は目的） （商品名又は何をするもの） 

価格（材料費） 標準価格又は最大／最小価格を設定可能とする 

写真 最大３画像程度を掲載 

主な利用者  

仕様  

商品説明  

（※）材料・寸法 図面やイラストをどのように掲載するか要検討 

（※）作り方  

留意点  

問い合わせ先 名称、電話番号／ＦＡＸ／メールアドレス等 

分類（用途・場面）  

分類コード ＪＩＳ Ｔ１０２０福祉関連機器用語（支援機器部門） 

データ更新日  

その他（検討中） ・販売可否、販売エリア 

・ｐｄｆファイル（マニュアル、工夫する手順等）・ 

・販売ステータス（販売中、販売終了等） 

 

③登録するデータ 

来年度以降に、自助具ハンドブックに掲載された用具・情報をベースに登録を行う事

とする。 
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生活便利用具情報の一例 

 ◇カテゴリ ：食事 

 ◇分類コード ：150989 その他の食器 

ＮＯ．１ 

１ 商品名 ： 注ぎ台（引き出し付き） 

２ 価格 ： ８,０００円（税別） 

３ 写真 ：

 

４ 主な対象者 ： リウマチ、頚椎損傷など、お湯の入った急須を持ち上げて注ぐのが

困難な人 

５ 仕様 ： サイズ 縦１２０㎜、高さ２００㎜、高さ１４㎜ 

材質 木材 

重量 ２１５グラム 

６ 機能・特徴 ： 急須などを台の上の溝で支えられるため、注ぐときに落としたり、

お湯がこぼれるのを防ぐ 

７ 使い方 ： 注ぎ台の前方のくぼみ部分に急須の底を当て、くぼみ部分を視点に

して注ぐ 

８ 留意点 ： 注ぐときのカップの位置に注意する 

９ 問い合わせ先 ： テクノエイド工房 

162-0823 東京都新宿区神楽河岸１－１ 

ＴＥＬ ０３－３２６６－６８８３ 

ＨＰ  http://www.techno-aids.or.jp/ 

メール goshima@techno-aids.or.jp 

１０ 販売元 ：  

１１ カテゴリ ： 食事 

１２ 分類コード ： 999999 

１３ 更新日 ： ２０１２／１２／１０ 

 

必ずお読みください！ 

生活便利用具は、誰にでも使用できる用具ではありません。使用者の障害の状況や使用環

境に応じて適用を考える必要があります。 

この生活便利用具の使用に当たりましては、製造元や販売元、さらには地域の作業療法士

の先生などに相談のうえ、最終的には使用者の自己責任により使用の可否を判断してくださ

い。 

 

前のページ   印刷する   次のページ 
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（５）システム概要 

①基本コンセプト 

○ 当事者の方も本データベースを利用することを想定し、全般的に暖かみのあるトーン

になるよう配慮する。 

○ 当事者の方は、分類、分類コードなど専門的な用語は理解されない可能性が高いため、

極力平易な用語を利用するものとする。 

○ 直感的に操作できるよう、生活便利用具の写真を前面に打ち出すなどの工夫を行う。 

○ 当事者の方が利用しやすいよう、検索条件は用途や生活場面から選択できるようにす

る。 

○ 掲載情報は用具の効果を保証するものではないものとする。 

 

②画面遷移 
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③検索画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜補足＞ 

・「フリーワード」検索は、データベースに登録されたすべての情報を対象とする。 

・「フリーワード」は、複数のキーワードを入力可能とする。 

（複数入力した場合は or 検索） 

・「フリーワード」「用途・場面」「種類」「お問い合わせ先」のうち２つ以上を設定し

た場合は and 検索とする。 

・「用途・場面」を設定した場合、「種類」に表示される選択肢は、設定した分類に対

応した選択肢を表示する。 

例） 

「用途・場面」から「コミュニケーション」を選択した場合 

↓ 

「種類」には、「キーボード」「マウス」「筆談器」が表示される 
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④検索結果画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜補足＞ 

・当該画面から、「新しいご要望・アイデア」登録画面への遷移を可能とする。 
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⑤生活便利用具詳細画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜補足＞ 

・画像をクリックすると、拡大表示される。 

・「製造者」欄にある「この企業の用具を検索」ボタンを押下すると、「問い合わせ先」

をキーに検索が行われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

59



 

 

（６）システム化の検討課題 

①掲載する情報について 

項目 内容等 

対象 ○審査（掲載）ルールの検討が必要 

内容 ○以下の内容を登録する場合の更新タイミング 

・販売可否、販売エリア 

・マニュアル、工夫する手順等 

・価格 

・本用具に関する問合せ先（名称、電話番号／FAX／メールア

ドレス等） 

・販売ステータス（販売中、販売終了等） 

その他 ○用具に係る情報以外の情報発信内容 

・自助具を手作りするために必要な情報（作り方など） 

・使用する工具の使い方などの情報 

 

②生活便利用具の検索方法として、さらに「障害名」「価格」も考えられるが、「障害名」

から検索する場合、障害名と生活便利用具との紐付けの整理が必要。 

 

③本データベースを多くの方にご利用いただくため、福祉用具情報システム（ＴＡＩＳ）

等の他システムとの連携、さらに行政、業界団体、開発・販売企業等との連携が必要。 
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Ⅲ．まとめ 

本システムを本格的に運用して、まもなく３年が経過するところであるが、本システムの

活用をより一層推進するための今後の検討課題と方向性について整理する。 

また、本年度から検討を開始した、生活便利用具に関する情報システムについて、関係団

体等に対するヒアリング調査の結果、明らかになった課題等についても整理する。 

 

１．福祉用具ニーズ情報収集・システムについて 

事項 課題 対応案 

１．ニーズ情報

の分析とロード

マップの作成 

現在、書き込まれているご意見や

アイデアには、既に商品化されて

いるものなどがある。 

これまでに投稿されたご意見等の

内容を精査し、今後の福祉用具開

発に係るロードマップを作成する

ことが求められる。 

 

国立障害者リハビリテーションセ

ンター研究所等と連携して、これま

でに投稿されたニーズについて、 

①すでにあるもの 

②開発中のもの 

③全くないもの 

④内容不明など 

に区分して整理する。 

その上で福祉用具の開発ロードマ

ップを作成し、厚労省及びＮＥＤ

Ｏ、ＮＩＣＴ、さらには一般企業等

へ情報提供すること。 

 

２．システムの

活性化 

本年度は、積極的にヒアリング調

査を実施した結果、投稿数は伸び

ているが、利用者自身による本シ

ステムを活用、投稿されるケース

は減少している。 

さらに投稿後のやり取りが減少し

ている。 

 

本システムを活性化するため、企業

や障害者団体等と連携し、サポータ

ーを増やし、投稿に関する返信や情

報提供を行うような仕組み作りを

行うこと。 

開発検討中の生活便利用具に関す

る情報を本システムと連動するこ

とによって、シーズに対する書き込

みを活発化させることを検討する。

間口を広げ、情報量を増やすなどの

取り組みを通じて、ユーザー、医療

従事者、事業者等が情報共有できる

場とする。 

 

３．投稿内容の

偏り 

昨年度は視覚障害者、今年度は精

神障害関連の施設等にヒアリング

を行ったが、他の障害分野につい

ても、引き続き積極的にニーズを

障害者団体への周知、広報活動等を

引き続き行うとともに、障害種別ご

とにテーマを絞り、当協会から積極

的にヒアリング調査を行う、あらゆ
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事項 課題 対応案 

収集する必要がある。 

 

 

る分野の障害についてのニーズを

収集し、提供すること。 

 

４．多様な情報

の提供 

一部の企業や関連団体は協会のホ

ームページを閲覧しているが、一

般の人はほとんど閲覧されておら

ず、本システムも認知されていな

い。 

アクセスしたくなるような情報が

少ない。 

 

国立障害者リハビリテーションセ

ンターやＮＥＤＯ、ＪＳＴなどとも

連携して、定期的に最新技術の提供

やシンポジウム開催の情報を掲載

し、多様な情報を提供し、アクセス

数を増加させること。 

 

５．理解しやす

く、シンプルな

仕組みにする 

現行では、掲示板のカテゴリーに

「要望・アイデア」と「フリート

ーク」があるが、ニーズを投稿す

る目的は共通しており、利用者は

どちらに投稿すべきか苦慮すると

ころである。 

また、入力項目に差異があるため、

それぞれで書き込みの情報が異な

る。 

 

「要望・アイデア」の投稿画面に、

一本化する方向で本システムを早

急に改良すること。 

 

 

６．地域の団体

の取組や活動を

紹介するページ

を新設する（昨

年度に引き続き

の課題） 

現行の｢掲示板｣は、限られたテー

マのみの設定となっており、いま

ひとつ活用されていない。 

当協会がプラットホームとなって、

地域の障害者団体の取組や活動を

紹介するようなページを設けるこ

と。 

福祉用具を活用して活動している

様子や写真を紹介することにより、

利用者間のネットワークの輪を広

げる役割を果たすこと。 

 

７．障害者特性

に応じて、投稿

しやすい環境を

整備（昨年度に

引 き 続 き の 課

題） 

現行では、パソンコ利用が可能な

方による投稿が大半である。 

電話やファックスによる投稿も可

能であることを積極的に周知する

こと。 

またパソコンに入力できない人へ

の返信情報の管理は、事務局が行う

ことを徹底すること。 
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２．生活便利用具に関する情報システムについて 

事項 課題 対応案 

１．情報提供に

ついて 

 

生活便利用具は、障害者のニーズ

に応じて個別に作製されたものが

多く、個人からの情報収集が困難

である。 

また、個別性が高いため、必ずし

も複数の利用者に有効であるとは

限らないということに考慮する必

要がある。 

合わせて、自助具は使用方法が難

しいため、動画などを用いての説

明が必要である。 

先ずは、リウマチ友の会、自助具

の部屋などの関係団体と連携し、

紹介いただいた用具をモデル的に

掲載する。 

掲載する用具は、何人に対しても

有効なものではないことを明記

し、利用者の理解を得た上で活用

してもらうことを徹底すること。 

また、工作品については、作成方

法や材料、寸法などについての情

報提供も必要であること。 

動画ファイル形式・容量などの検

討を進めたうえで、自助具の説

明・使用方法を録画した動画を掲

載可能とする。 

 

２．ＴＡＩＳと

の区別 

生活便利用具システムと福祉用具

情報システム（ＴＡＩＳ）の明確

な区別について 

 

生活便利用具システムに掲載する

情報については、当面、関係団体

等と連携して試行的な情報収集・

提供に努めること。 

 

３．掲載情報の

質の担保 

誰もが簡単に登録できるシステム

とした場合、目的とは異なった情

報や、一定水準以下の情報の掲載

が懸念される。掲載情報の質を確

保する必要がある。 

必要な情報を盛り込んだ、登録フ

ォーマットを作成し「商品解説」、

「価格」、「問い合わせ先」などの

項目については、一定の質を担保

する必要がある。 

入力された情報は一端事務局に送

信され、確認のうえサーバーにア

ップロードを行う仕組みを構築す

ること。 

 

４．問い合わせ

やクレームに対

する対応 

 

問合せがあっても工房等に来所し

ないと製作できない用具や、クレ

ームの対応など、相談窓口の体制

を整備する必要がある。 

 

関係団体や工房等の協力機関の数

を増やし、分野別に有効な相談場

所を紹介できるような体制をつく

ること。 
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２．今後の展開に関する提言 

本システムは、よりよい福祉用具を作るため、福祉用具の実際の利用者から｢ご意見｣や

｢ご要望｣、｢お困り事｣などを収集し、真に必要とされる用具の製品開発の推進に資するこ

とを目的としているが、前述したとおり、運用から約３年が経過し、有効活用する上で顕

在化された課題に対する改善を継続的に行っている。 

特に、本年度については、昨年あげられた課題のうち、ＮＥＤＯやＮＩＣＴへ情報提供、

投稿窓口（「ご意見」と「談話室（掲示板）」）の一本化、投稿者属性の明確化などの改善を

行った。 

今後も継続してより質の高い情報を収集し、提供するためのシステムとするため、次の

３項目を重点施策として挙げた。 

 

（１）ニーズ情報の分析と今後の福祉用具開発に係るロードマップの作成 

（２）生活便利用具情報システムの構築・情報収集・公開 

（３）地域団体や業界団体、障害者団体との連携（活動・取り組みの紹介） 

 

今後、本システムが福祉用具開発の一助となるよう、ＮＥＤＯやＮＩＣＴ、先端技術の

開発能力を有する企業と連携しながら、これまでに寄せられたニーズを精査し、真に必要

とされる福祉用具開発のため、ロードマップを作成していく。 

一方、本年度から検討及び開発に着手した生活便利用具情報システムの構築・公開に向

け、積極的に地域団体や業界団体、障害者団体と連携・意見交換することで、情報を収集

し、質の高い情報の確保及び、当該システムの付加価値を高めていくことが重要となる。

本システムをより円滑に運用するための登録料等の検討や、世間に周知し、活性化するた

めの仕組みづくりを早急に進めていくことが重要であると考える。 

さらに、地域に密着した自助具製作グループや、各障害の団体や家族会などと連携し、

活動や取り組み情報を紹介することで、本システムがプラットフォームとして、利用者間

のネットワークのツールとして役割を果たすよう整備していく。 

特にこれらの３項目について、整備を進め、本ステムの活用方策の幅を広げていく必要

がある。 

64



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

第２部 資料編 



 

 

１．ＨＣＲ２０１２時にご意見等の募集を行ったチラシ 
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テクノエイド協会 

厚 生 労 働 省 
 

障害者の福祉用具に関するご要望・アイデアの募集について 
（障害をお持ちの方へ、情報提供のお願い） 

 

 

当協会では、平成２２年度より「福祉用具ニーズ情報収集・提供システム」を運用し、障害を

お持ちの方や介護されている者から、よりよい福祉用具を作るための「ご意見」や「ご要望」、「お

困り事」などの情報を収集しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、厚生労働省では、平成２２年度から「障害者の福祉用具の開発を支援する事業」が行わ

れており、本システムへ寄せられた皆様のご要望・アイデアは、開発対象テーマとして掲げられ

ているところであります。 

本年度も障害者や介護者から福祉用具に関するご意見やご要望・お困り事、アイデア等を募集

いたしますので、下記の要領に沿って、ご提供くださいますよう宜しくお願いします。 

 

 

１．ご提出いただきたい内容（具体的には、裏面の「４．提出内容」を参照してください。） 

 ○福祉用具に関するご要望・アイデア 
   → こんな事に困っており、こんな用具や機器が開発できないか？  

   → こんな技術を活用して、こんな用具や機器が開発できないか？ などのご意見を提出してください。 



 

 

（裏） 
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２．提出方法 
 ①インターネットによる場合 

当協会のホームページ内にある「福祉用具ニーズ情報収集・提供システム」に入り、直接

入力する。（http://www.techno-needs.net/） 

 ②電話による場合 

当協会へ電話（０３－３２６６－６８８３）をかける。（受付は、平日１０時～１７時） 

 ③ファクシミリによる場合 

本用紙又は別紙に記入して、（０３－３２６６－６８８５）に送信する。 

 ④電子メールによる場合 

（needs@techno-aids.or.jp）へ送信する。 

３．提出期間 
 平成２４年９月２４日（月）～平成２４年１１月３０日（金） 

なお、上記の期間を一定の目途としますが、この期間が過ぎても、福祉用具ニーズ情報収集・提供システムへの

ご意見の投稿は、継続してできますので、引き続き、本システムを利用してください。 

４．提出内容 
ご要望・アイデアの提出内容は、以下の通りです。 

※本用紙に直接記入して、ファクシミリでご送信いただくことも可能です。 

 

（１）記入者の区分 （次の①～⑨の番号から１つお選び下さい。） 
① 利用者   ② 利用者の家族 ③ 障害者団体 ④ 医療専門職 ⑤ 福祉専門職 

⑥ 開発メーカ ⑦ 流通メーカ  ⑧ 行政    ⑨ その他（               ） 

（２）ご要望・アイデアについて 
・福祉用具の名称や機能など（                          ） 

・福祉用具の利用対象等（次の①～⑦の番号からお選び下さい。複数選択可。） 
① 肢体障害者用  ② 視覚障害者用   ③ 聴覚障害者用   ④盲ろう者用 

⑤ 言語障害者用  ⑥ 障害者スポーツ用 ⑦ 障害児用 ⑧ その他（           ） 

・ご要望・アイデアを具体的にお書きください。 

 

 

 
・福祉用具の購入（販売）希望価格 （       円（程度）） 

（※）昨年の要望例は、下記のページを参照してください。 
→ http://www.mhlw.go.jp/bunya/shougaihoken/cyousajigyou/dl/02b.pdf 

 

（参考資料・問い合わせ先） 
 

○福祉用具ニーズ情報収集・提供システム 
福祉用具の利用者の声を開発者側と結ぶウェブサイト（平成２２年２月から公開） 

福祉用具に関する掲示板として、インターネットを通じて、自宅からどなたでも手軽に活用できるシステムで

す。いただいたご要望・アイデアは、福祉用具の開発者の方へ定期的に届けられます。 

★ＵＲＬ：http://www.techno-needs.net/  

 

◆問い合わせ先 

公益財団法人テクノエイド協会 企画部 谷田良平・梶原成晃・五島清国 

  東京都新宿区神楽河岸１－１ 電話 03-3266-6883（直通） 
 

 

○障害者自立支援機器等開発促進事業 
障害当事者のモニター評価等を義務づけた開発促進事業（平成２２年度から実施） 

マーケットサイズが小さい等、ビジネスモデルの確立が困難な機器の実用的製品化を促進します。今回、みな

さま方からいただいたご要望・アイデアを参考に今後の開発テーマを決める予定としています。 

 

◆問い合わせ先 

厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部企画課自立支援振興室 中西・森 

  東京都千代田区霞が関１－２－２ 電話 03-5253-1111 内線 3006,3088 
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・
・

 」
「

ポ
リ

オ
の

会
」

と
い

う
患

者
会

の
メ

ン
バ

ー
の

者
で

す
。

 

私
も

、
ポ

リ
オ

で
長

下
肢

装
具

L
L
B

を
使

っ
て

い
ま

し
た

。
装

具
が

も
う

ち
ょ

っ
と

目
立

た

な
い

と
い

い
な

と
思

っ
て

い
ま

し
た

。
最

近
は

、
金

属
支

柱
が

目
立

た
な

い
カ

ー
ボ

ン
製

の
長

下
肢

装
具

が
出

て
い

ま
す

。
お

値
段

は
高

い
で

す
が

、
軽

く
て

快
適

の
よ

う
で

す
。

 

足
部

の
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
で

す
が

、
透

明
が

あ
る

と
い

い
で

す
ね

。
 

と
り

あ
え

ず
は

、
黒

や
肌

色
な

ら
あ

り
ま

す
の

で
、

装
具

士
さ

ん
に

相
談

し
て

み
て

下
さ

い
。

男
性

の
場

合
、

黒
の

ほ
う

が
靴

下
が

透
け

て
見

え
な

い
の

で
、

自
然

な
感

じ
だ

と
思

い
ま

す
。

私
は

、
色

つ
き

の
パ

ン
ス

ト
を

切
っ

て
、

装
具

に
か

ぶ
せ

て
そ

の
上

か
ら

靴
下

を
履

い
て

い
ま

す
。

 

 
 

2
 

H
2

2
 

意
見

装
具

 
利

用
者

 
長

下
肢

装
具

の
足

部
の

改
良

１
 

 
ポ

リ
オ

の
後

遺
症

で
長

下
肢

装
具

を
つ

け
て

い
ま

す
。

足
部

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

は
白

で
す

が
、

透

明
に

な
ら

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
？

ど
ん

な
靴

下
を

履
い

て
も

、
外

か
ら

見
る

と
白

に
か

見
え

ま
せ

ん
。

透
明

で
強

度
の

高
い

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

で
装

具
を

作
っ

て
ほ

し
い

で
す

。
で

き
れ

ば
支

柱
の

金
属

も
な

く
し

て
ほ

し
い

で
す

が
・

・
・
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

3
4

9
 

H
2

4
 

募
集

装
具

 
福

祉
専

門
職

 
装

着
が

簡
単

で
壊

れ
に

く
い

装

具
 

障
害

児
 

簡
単

に
装

着
が

で
き

て
壊

れ
に

く
い

（
強

度
が

あ
る

）
補

装
具

が
あ

る
と

い
い

と
思

う
。

そ
う

い
う

も
の

が
あ

れ
ば

、
こ

ど
も

た
ち

も
嫌

が
る

こ
と

が
な

い
の

で
は

。
 

 
 

3
5

0
 

H
2

4
 

募
集

装
具

 
福

祉
専

門
職

 
簡

単
に

装
着

で
き

る
装

具
 

障
害

児
 

簡
単

に
装

着
で

き
る

装
具

が
ほ

し
い

。
ソ

フ
ト

な
素

材
で

体
に

フ
ィ

ッ
ト

す
る

よ
う

な
も

の
が

い
い

。
 

 
 

4
6

1
 

H
2

4
 

掲
フ

装
具

 
利

用
者

の
家

族
 

児
童

の
補

装
具

に
つ

い
て

で

す
。

 

 
 

娘
の

足
の

補
装

具
に

つ
い

て
困

っ
て

お
り

ま
す

。
ご

意
見

を
い

た
だ

け
た

ら
と

思
い

ま
す

。
い

ま
ま

で
は

歩
行

中
に

使
用

す
る

た
め

、
学

校
用

と
家

用
に

2
つ

の
短

下
肢

装
具

を
利

用
し

て
お

り
ま

す
。

し
か

し
，

成
長

期
の

娘
は

、
身

長
体

重
が

一
気

に
伸

び
、

最
近

足
の

変
形

が
気

に
な

る
よ

う
に

な
り

ま
し

た
。

 

整
形

の
先

生
に

相
談

し
た

と
こ

ろ
、

こ
の

ま
ま

変
形

が
進

め
ば

、
歩

行
も

困
難

に
な

る
可

能
性

が
あ

る
と

の
こ

と
で

し
た

。
そ

こ
で

、
変

形
を

少
し

で
も

防
ぐ

た
め

に
、

寝
て

い
る

と
き

に
つ

け
る

装
具

が
必

要
と

い
う

こ
と

で
、

市
の

方
へ

申
請

に
い

き
ま

し
た

が
、

装
具

は
2

具
ま

で
し

か
認

め
ら

れ
な

い
と

の
こ

と
で

し
た

。
し

か
し

な
が

ら
、

今
の

状
況

で
は

、
就

寝
時

の
装

具
が

必
要

な
状

況
な

の
で

、
次

回
か

ら
短

下
肢

装
具

は
１

具
の

み
に

し
ま

す
の

で
、

（
家

と
学

校
を

分
け

ず
ひ

と
つ

だ
け

に
し

ま
す

。
）

そ
れ

で
も

認
め

て
も

ら
え

ま
せ

ん
か

と
い

う
訴

え
に

も
答

え
は

変
わ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

 

今
回

の
よ

う
な

変
形

と
い

う
想

定
外

の
状

況
で

も
、

認
め

て
も

ら
え

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
？

す
み

ま
せ

ん
が

、
ご

意
見

を
い

た
だ

け
る

と
助

か
り

ま
す

。
 

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 
要

望
外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

3
 

H
2

2
 

掲
フ

座
位

保
持

装
置

 

利
用

者
の

家
族

 
熱

が
こ

も
り

に
く

い
、

座
位

保

持
装

置
 

 
 

体
幹

機
能

障
害

の
重

度
重

複
障

害
者

2
0

歳
の

息
子

の
こ

と
で

す
。

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

や
通

園
に

通
っ

て
い

ま
す

。
か

ら
だ

を
安

定
さ

せ
て

移
動

す
る

に
は

、
座

位
保

持
い

す
が

必
要

で
す

。
悩

み
は

背
中

の
あ

つ
さ

で
す

。
ぴ

っ
た

り
く

っ
つ

い
て

安
定

し
て

ま
す

が
、

そ
の

分
体

温
が

こ
も

っ
て

暑
く

て
い

つ
も

汗
だ

く
に

な
り

ま
す

。
メ

ッ
シ

ュ
シ

ー
ト

の
生

地
に

し
て

、
ア

イ
ス

ノ
ン

を
せ

な
か

に
入

れ
て

も
、

長
時

間
の

通
院

の
行

き
帰

り
は

汗
だ

く
で

す
。

素
材

の
ウ

レ
タ

ン
、

低
反

発
シ

ー
ト

が
、

熱
を

放
出

し
な

い
か

ら
で

す
ね

。
小

さ
い

換
気

扇
を

つ
け

て
熱

を
出

す
工

夫
を

メ
ー

カ
ー

さ
ん

が
し

て
く

れ
て

い
ま

す
が

、
電

池
対

応
な

の
で

8
本

の
電

池
が

す
ぐ

な
く

な
っ

て
 

不
経

済
で

す
。

何
か

い
い

方
法

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？
快

適
に

使
い

た
い

で
す

。
こ

れ
は

本
人

に
と

っ
て

切
実

で
し

ょ
う

。
 

関
連

製
品

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.u
n

it
i

k
a
.c

o
.jp

/
h

iy
a
s
h

it

e
_
m

e
/
in

d
e
x
.h

tm
l 

4
 

H
2

2
 

募
集

盲
人

安
全

つ
え

 

利
用

者
 

白
杖

 
視

覚
障

害
 

白
杖

を
使

っ
て

い
て

、
溝

に
は

ま
っ

た
り

、
自

転
車

と
接

触
し

た
り

し
て

破
損

す
る

こ
と

が
多

い
。

耐
久

性
を

向
上

さ
せ

る
、

も
っ

と
安

価
に

す
る

な
ど

の
方

法
で

利
用

者
の

買
い

替
え

の
際

の
負

担
が

減
る

と
い

い
で

す
。

 

 
 

5
 

H
2

2
 

募
集

盲
人

安
全

つ
え

 

利
用

者
 

段
差

お
知

ら
せ

白
杖

 
視

覚
障

害
 

段
差

が
あ

る
と

知
ら

せ
る

白
杖

。
歩

道
と

車
道

の
段

差
を

登
る

と
き

、
例

え
ば

ピ
ピ

ピ
と

知
ら

せ
る

も
の

。
 

 
 

6
 

H
2

2
 

募
集

盲
人

安
全

つ
え

 

利
用

者
 

音
声

ガ
イ

ド
付

き
白

杖
 

視
覚

障
害

 
白

杖
が

現
在

い
る

場
所

を
感

知
し

て
、

目
的

地
ま

で
音

声
ガ

イ
ド

し
て

く
れ

る
と

助
か

る
。

 

ま
た

、
道

だ
け

で
は

な
く

て
、

白
杖

に
セ

ン
サ

ー
を

取
り

付
け

て
、

「
あ

と
〇

〇
メ

ー
ト

ル
で

障
害

物
で

す
」

と
、

障
害

物
を

感
知

し
て

知
ら

せ
て

く
れ

る
機

能
が

あ
れ

ば
、

ぶ
つ

か
ら

ず
安

全
に

歩
く

こ
と

が
で

き
る

。
  

 
 

7
 

H
2

2
 

募
集

盲
人

安
全

つ
え

 

利
用

者
 

音
声

ガ
イ

ド
付

き
の

白
状

 
視

覚
障

害
 

一
人

で
外

を
歩

く
時

に
、

音
声

ガ
イ

ド
セ

ン
サ

ー
付

き
の

白
杖

が
あ

る
と

歩
き

や
す

い
と

思

う
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
2

8
 

H
2

2
 

意
見

盲
人

安
全

つ
え

 

利
用

者
 

白
光

す
る

杖
 

視
覚

障
害

者
 

私
は

、
視

覚
に

障
害

が
あ

り
、

白
杖

を
携

帯
、

使
用

し
て

お
り

ま
す

。
夜

の
歩

行
時

、
こ

の
白

杖
が

自
ら

発
光

す
る

よ
う

な
も

の
が

あ
る

と
安

心
で

き
ま

す
。

白
杖

が
光

を
反

射
す

る
だ

け
で

は
な

く
、

周
辺

の
人

に
対

し
て

、
視

覚
障

害
者

が
こ

こ
に

い
る

こ
と

を
知

ら
せ

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

、
な

ん
ら

か
な

方
法

で
白

杖
を

発
光

さ
せ

る
こ

と
は

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
。

で
き

れ
ば

、
電

池
を

使
用

し
な

い
方

法
で

、
丈

夫
な

も
の

が
い

い
で

す
。

 

 
 

2
5

3
 

H
2

2
 

募
集

盲
人

安
全

つ
え

 

利
用

者
 

小
型

カ
メ

ラ
付

き
白

杖
 

視
覚

障
害

 

そ
の

他
 
(
手

帳

を
持

た
な

い
難

聴
者

・
高

齢
難

聴

者
) 

 

網
膜

色
素

変
性

症
の

視
覚

障
害

者
で

す
が

、
白

杖
に

、
小

型
カ

メ
ラ

を
付

け
て

そ
の

映
像

（
障

害
物

や
段

差
、

曲
が

り
角

な
ど

）
を

音
声

（
イ

ヤ
ホ

ン
）

で
教

え
て

も
ら

え
る

よ
う

な
機

器
が

あ
れ

ば
嬉

し
く

思
い

ま
す

。
Ｇ

Ｐ
Ｓ

等
を

利
用

し
て

も
、

屋
内

や
地

下
街

な
ど

に
問

題
が

あ
り

そ
う

な
の

で
、

独
自

に
判

別
で

き
る

機
器

の
ほ

う
が

単
独

歩
行

で
き

る
の

で
は

と
思

い
ま

す
。

 

 
 

3
8

1
 

H
2

4
 

募
集

盲
人

安
全

つ
え

 

福
祉

専
門

職
 

お
し

ゃ
れ

な
白

杖
 

盲
ろ

う
者

 
盲

ろ
う

者
は

白
杖

を
使

う
が

、
外

見
で

盲
ろ

う
者

と
わ

か
ら

な
い

人
が

プ
ラ

イ
ド

が
あ

り
、

使

わ
ず

に
生

活
し

て
い

る
人

が
い

る
。

外
を

歩
く

時
は

、
危

険
な

こ
と

も
多

い
の

で
、

見
た

目
が

お
し

ゃ
れ

な
白

杖
が

あ
る

と
い

い
と

思
う

。
気

分
で

パ
ー

ツ
を

変
え

ら
れ

る
杖

が
あ

っ
た

ら
い

い
と

思
う

。
 

 
 

8
 

H
2

2
 

募
集

眼
鏡

 
利

用
者

 
紫

外
線

を
防

ぐ
メ

ガ
ネ

 
視

覚
障

害
 

私
は

弱
視

で
す

が
、

紫
外

線
が

つ
ら

く
反

射
し

て
歩

き
ず

ら
い

で
す

。
度

が
入

っ
て

い
て

紫
外

線
を

カ
ッ

ト
す

る
よ

う
な

メ
ガ

ネ
を

望
み

ま
す

。
サ

ン
バ

イ
ザ

ー
が

付
い

た
帽

子
で

も
良

い
の

で
す

が
、

い
つ

も
被

っ
て

い
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
に

抵
抗

が
あ

り
ま

す
。

 

 
 

3
5

1
 

H
2

4
 

募
集

眼
鏡

 
福

祉
専

門
職

 
視

覚
障

害
者

用
危

険
探

知
メ

ガ

ネ
 

視
覚

障
害

 
現

在
、

車
で

も
危

険
な

場
合

は
自

動
的

に
ス

ト
ッ

プ
で

き
る

た
め

、
視

覚
障

害
者

も
メ

ガ
ネ

に

そ
の

よ
う

な
機

能
を

付
け

、
危

険
な

場
合

は
何

ら
か

の
刺

激
ま

た
は

ブ
ザ

ー
音

が
な

っ
た

り
、

音
声

で
「

危
険

で
す

」
な

ど
の

音
で

知
ら

せ
る

。
身

に
つ

け
る

も
の

な
の

で
、

あ
ま

り
重

い
も

の
で

は
な

く
軽

く
し

て
ほ

し
い

。
 

 
 

9
 

H
2

2
 

募
集

補
聴

器
 

利
用

者
 

音
の

識
別

を
正

確
に

行
う

機
器

聴
覚

障
害

 
難

聴
で

、
現

在
、

箱
形

補
聴

器
を

使
用

し
て

い
る

が
、

人
の

声
の

質
や

回
り

音
な

ど
の

影
響

を

受
け

、
聞

き
間

違
え

て
し

ま
う

ケ
ー

ス
が

あ
り

ま
す

。
音

量
調

整
は

可
能

で
す

が
、

雑
音

が
混
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

じ
っ

た
り

複
数

の
人

の
声

が
一

気
に

頭
に

入
る

と
パ

ニ
ッ

ク
に

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
 

1
0

 
H

2
2

 
意

見
補

聴
器

 
利

用
者

 
難

聴
側

か
ら

入
る

音
を

健
聴

側

の
耳

に
送

る
機

能
 

 
 

音
量

を
大

き
く

す
る

の
で

な
く

、
普

通
の

音
量

で
、

右
耳

に
入

る
音

を
左

へ
移

す
だ

け
の

補
聴

器
を

切
望

し
て

い
ま

す
。

私
は

ム
ン

プ
ス

難
聴

で
右

耳
が

全
く

聞
こ

え
ず

、
右

側
に

い
る

人
と

の
会

話
が

と
て

も
不

便
で

す
。

耳
掛

け
型

の
補

聴
器

を
右

耳
に

掛
け

て
、

そ
の

チ
ュ

ー
ブ

を
延

長
し

て
左

で
聞

く
な

ど
し

て
い

ま
す

。
片

耳
専

用
の

、
小

型
で

便
利

な
も

の
を

開
発

し
て

欲
し

い
で

す
。

た
と

え
ば

、
ヘ

ア
ー

ク
リ

ッ
プ

の
よ

う
に

お
し

ゃ
れ

な
小

さ
な

マ
イ

ク
を

右
耳

の
上

部
の

髪
に

は
さ

み
。

ワ
イ

ヤ
レ

ス
で

左
耳

に
送

る
、

あ
る

い
は

骨
伝

導
で

右
側

の
音

を
左

の
内

耳
へ

送
る

・
・

・
な

ど
。

 

な
お

、
首

か
ら

掛
け

る
集

音
器

は
自

分
の

声
ば

か
り

入
っ

て
使

い
づ

ら
い

で
す

。
片

耳
の

た
め

学
業

や
就

職
に

も
支

障
を

き
た

し
て

い
る

若
い

人
や

子
供

も
多

い
の

で
専

門
家

の
方

よ
ろ

し

く
お

ね
が

い
し

ま
す

。
 

 
 

3
5

2
 

H
2

4
 

募
集

補
聴

器
 

福
祉

専
門

職
 

イ
ア

リ
ン

グ
型

補
聴

器
 

聴
覚

障
害

 
軽

く
、

小
さ

く
、

お
し

ゃ
れ

な
も

の
で

、
気

軽
に

つ
け

ら
れ

る
も

の
。

骨
振

動
の

も
の

で
、

う

る
さ

く
響

か
な

い
も

の
。

 

 
 

3
5

3
 

H
2

4
 

募
集

補
聴

器
 

福
祉

専
門

職
 

雑
音

だ
け

が
聞

こ
え

な
い

耳
栓

聴
覚

障
害

 
雑

音
（

他
利

用
者

の
声

等
）

で
不

安
定

に
な

っ
て

し
ま

う
利

用
者

向
け

で
す

。
耳

栓
の

中
に

機

械
を

取
り

付
け

、
雑

音
と

必
要

な
音

を
区

別
し

て
く

れ
る

耳
栓

が
あ

る
と

い
い

。
そ

れ
を

つ
け

る
こ

と
に

よ
り

、
騒

が
し

い
環

境
で

も
落

ち
着

い
て

生
活

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
 

 
 

4
6

2
 

H
2

4
 

掲
フ

補
聴

器
 

利
用

者
 

補
聴

器
の

お
試

し
サ

ロ
ン

等
の

設
置

 

 
 

高
齢

者
に

多
く

見
ら

れ
る

補
聴

器
の

不
具

合
に

つ
い

て
で

す
が

、
2

－
3

回
ま

で
は

、
販

売
店

に
調

整
に

伺
う

も
の

の
、
改

善
さ

れ
な

い
と

結
局

、
つ

か
わ

れ
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。
色

々

な
タ

イ
プ

が
改

善
さ

れ
新

製
品

が
出

て
い

る
よ

う
で

す
が

本
人

の
生

活
改

善
に

つ
な

が
る

も

の
か

、
大

変
迷

い
ま

す
。

 

使
い

勝
手

、
生

活
環

境
な

ど
を

含
め

て
体

験
で

き
る

の
が

無
駄

な
費

用
も

な
く

望
ま

し
い

と
考

え
ま

す
。

 

特
定

の
メ

ー
カ

ー
に

捕
ま

る
こ

と
な

く
、

一
個

人
で

は
む

ず
か

し
い

取
り

組
み

で
も

あ
り

、
同

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

様
の

問
題

を
抱

え
る

人
は

潜
在

的
に

も
多

く
改

善
で

き
た

ら
良

い
か

と
思

い
ま

す
。

 

1
1

 
H

2
2

 
掲

フ
車

い
す

 
利

用
者

 
車

い
す

用
の

傘
 

 
 

車
椅

子
用

の
傘

は
な

い
の

で
し

ょ
う

か
。

 

今
は

上
か

ら
す

っ
ぽ

り
か

ぶ
る

レ
イ

ン
コ

ー
ト

を
使

っ
て

い
ま

す
が

、
着

る
だ

け
で

も
時

間
が

か
か

り
ま

す
し

、
こ

れ
か

ら
の

季
節

は
蒸

れ
て

暑
い

で
す

。
 

ベ
ビ

ー
カ

ー
用

に
い

ろ
い

ろ
な

商
品

が
出

て
い

ま
す

の
で

、
参

考
に

な
り

そ
う

な
物

が
い

く
つ

か
あ

り
そ

う
で

す
。

 

私
は

、
車

椅
子

の
も

ち
手

に
傘

の
柄

が
固

定
で

き
、

足
元

ま
で

く
る

よ
う

な
長

い
ビ

ニ
ー

ル
が

つ
い

て
い

る
と

い
い

な
、

（
こ

の
表

現
で

わ
か

り
ま

す
か

？
）

と
思

う
の

で
す

が
。

 

関
連

製
品

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

9
.p

l

a
la

.o
r.
jp

/
k
a
ig

o
id

e
a
k
o
u

b
o
u

/
in

d
e
x

.h
tm

 

1
2

 
H

2
2

 
募

集
車

い
す

 
利

用
者

 
電

動
車

い
す

 
肢

体
障

害
 

全
車

い
す

に
も

可
能

な
、

前
輪

、
駆

動
軸

に
、

障
害

者
に

優
し

い
、

ク
ッ

シ
ョ

ン
の

採
用

を
、

研
究

、
開

発
し

て
い

た
だ

き
た

い
。

 

何
気

な
く

利
用

し
て

い
て

も
、

歩
道

の
タ

イ
ル

、
段

差
に

は
結

構
、

体
に

苦
痛

を
伴

い
ま

す
。

ま
た

、
座

席
自

体
を

ユ
リ

カ
ゴ

み
た

い
な

、
ク

ッ
シ

ョ
ン

に
出

来
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

関
連

製
品

 

新
谷

工
業

 

ア
ブ

ソ
レ

ッ
ク

ス
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.a
ra

y

a
-
k
k
.c

o
.jp

/
d

e
v
e
l

o
p
m

e
n

t/
a
b

s
o
le

x

/
in

d
e
x
.h

tm
 

1
3

 
H

2
2

 
意

見
車

い
す

 
利

用
者

 
車

軸
に

取
り

付
け

る
カ

バ
ー

 
 

 
片

麻
痺

用
の

車
イ

ス
を

使
っ

て
い

る
の

で
、

ハ
ン

ド
リ

ム
が

つ
い

て
い

な
い

方
の

車
軸

が
出

っ

張
っ

て
い

て
家

や
家

具
を

傷
つ

け
て

し
ま

い
ま

す
。

車
軸

に
取

り
付

け
る

カ
バ

ー
な

ど
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

 

 
 

1
4

 
H

2
2

 
意

見
車

い
す

 
利

用
者

 
大

型
の

車
い

す
で

あ
っ

て
も

折

り
た

た
む

等
し

て
車

載
可

能
な

車
い

す
 

 
 

現
在

車
椅

子
を

つ
か

っ
て

ま
す

。
体

が
大

き
く

オ
ー

ダ
ー

で
つ

く
り

ま
し

た
。

お
お

き
す

ぎ
て

く
る

ま
に

乗
ら

な
か

っ
た

り
と

り
回

し
が

ひ
ど

く
て

行
く

場
所

を
選

び
ま

す
。

し
か

た
な

い
の

で
し

ょ
う

か
 

（
病

院
も

）
 

 
 

1
5

 
H

2
2

 
意

見
車

い
す

 
利

用
者

 
車

い
す

の
サ

イ
ド

に
取

り
付

け

る
物

入
れ

 

 
 

車
い

す
の

両
サ

イ
ド

に
出

し
入

れ
が

一
人

で
も

簡
単

に
出

来
る

様
な

便
利

な
物

入
れ

を
つ

く

っ
て

ほ
し

い
。
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. 
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度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
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分
福

祉
用

具
の
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称

や
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能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

1
6

 
H

2
2

 
意

見
車

い
す

 
利

用
者

 
車

い
す

用
の

ク
ッ

シ
ョ

ン
を

外

さ
な

く
て

も
折

り
た

た
め

る
車

い
す

の
開

発
 

車
い

す
に

杖
が

簡
単

に
取

り
付

け
ら

れ
る

機
能

 

 
 

車
い

す
を

畳
む

と
き

に
ク

ッ
シ

ョ
ン

を
外

さ
ず

に
、

畳
み

た
い

。
（

ク
ッ

シ
ョ

ン
を

外
さ

な
く

て
も

厚
み

が
出

な
い

よ
う

に
は

な
ら

な
い

か
。

）
車

い
す

で
杖

を
持

ち
歩

く
と

き
に

、
取

り
付

け
が

楽
な

よ
う

な
工

夫
は

で
き

な
い

か
。

後
ろ

の
杖

ホ
ル

ダ
ー

に
さ

し
て

、
マ

ジ
ッ

ク
テ

ー
プ

で
留

め
る

の
で

は
な

く
、

も
っ

と
簡

単
に

つ
け

た
い

。
車

い
す

で
杖

を
持

ち
歩

く
と

き
、

杖
の

高
さ

が
車

い
す

よ
り

高
く

な
っ

て
し

ま
う

。
高

さ
の

調
整

が
簡

単
に

で
き

、
丈

夫
な

杖
を

作
っ

て
ほ

し
い

。
 

 
 

1
7

 
H

2
2

 
募

集
車

い
す

 
利

用
者

の
家

族
 

季
節

に
応

じ
て

通
気

性
や

保
温

性
等

を
調

節
で

き
る

車
椅

子
 

肢
体

障
害

 
現

在
、

車
椅

子
を

使
っ

て
い

ま
す

が
、

通
気

性
や

保
温

性
が

調
節

で
き

ず
困

っ
て

い
ま

す
。

 

車
椅

子
と

カ
バ

ー
の

間
に

入
れ

る
フ

ァ
ン

が
あ

る
こ

と
は

知
っ

て
い

ま
す

が
、

重
度

な
障

害
の

場
合

、
フ

ァ
ン

を
入

れ
る

こ
と

も
で

き
ま

せ
ん

 

 
 

1
8

 
H

2
2

 
募

集
車

い
す

 
利

用
者

の
家

族
 

バ
ス

車
内

車
椅

子
固

定
装

置
に

対
応

し
た

車
椅

子
フ

レ
ー

ム
 

肢
体

障
害

 
息

子
の

通
う

養
護

学
校

の
ス

ク
ー

ル
バ

ス
で

開
校

3
年

半
で

二
度

の
ス

ク
ー

ル
バ

ス
車

内
車

椅
子

転
倒

事
故

が
起

き
て

い
ま

す
。

先
日

起
き

た
も

の
は

縫
合

が
必

要
な

程
の

怪
我

で
あ

り
、

児
童

生
徒

、
保

護
者

は
不

安
を

感
じ

て
い

ま
す

。
当

ス
ク

ー
ル

バ
ス

は
ゴ

ム
バ

ン
ド

で
の

不
完

全
な

固
定

な
ど

、
会

社
側

の
安

全
意

識
が

低
い

た
め

に
繰

り
返

さ
れ

た
も

の
で

は
あ

り
ま

す

が
、

公
共

の
バ

ス
を

利
用

し
て

い
て

車
椅

子
固

定
に

不
安

が
な

い
と

は
い

え
ま

せ
ん

。
よ

く
、

車
椅

子
の

形
が

い
ろ

い
ろ

で
対

応
で

き
な

い
と

い
う

こ
と

を
聞

き
ま

す
の

で
、

車
椅

子
フ

レ
ー

ム
を

統
一

し
た

固
定

部
位

が
あ

る
仕

様
と

し
、

確
実

に
固

定
装

置
と

固
定

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

 
 

1
9

 
H

2
2

 
募

集
車

い
す

 
利

用
者

の
家

族
 

バ
ス

車
内

固
定

装
置

と
車

椅
子

を
固

定
す

る
金

具
（

車
椅

子
に

取
り

付
け

る
も

の
）

 

肢
体

障
害

 
先

ほ
ど

、
バ

ス
車

内
固

定
装

置
に

固
定

で
き

る
車

椅
子

フ
レ

ー
ム

の
統

一
し

た
仕

様
の

要
望

を

出
し

ま
し

た
が

、
も

っ
と

現
実

的
な

も
の

と
し

て
、

車
椅

子
に

取
り

付
け

る
固

定
装

置
用

フ
ッ

ク
を

要
望

し
ま

す
。

 

必
要

な
人

が
自

分
の

車
椅

子
に

合
っ

た
も

の
を

購
入

し
、

車
椅

子
に

取
り

付
け

て
お

け
ば

、
バ

ス
車

内
固

定
装

置
と

安
全

に
固

定
す

る
こ

と
が

で
き

る
と

い
う

も
の

で
す

。
 

ス
ク

ー
ル

バ
ス

で
は

乗
務

員
の

研
修

不
足

で
車

椅
子

の
タ

イ
ヤ

に
ゴ

ム
バ

ン
ド

を
引

っ
掛

け
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る
と

い
う

よ
う

な
信

じ
ら

れ
な

い
こ

と
も

起
き

ま
し

た
。

 

乗
務

員
の

研
修

は
当

た
り

前
の

こ
と

で
す

が
、

よ
り

安
全

に
乗

車
す

る
た

め
に

は
わ

か
り

易

さ
、

簡
便

さ
も

必
要

か
と

思
い

ま
す

。
 

2
0

 
H

2
2

 
意

見
車

い
す

 
福

祉
専

門
職

 
車

い
す

 
 

 
車

イ
ス

の
ハ

ン
ド

リ
ム

を
手

で
動

か
し

て
操

作
す

る
際

に
、

凹
凸

が
あ

る
た

め
、

親
指

に
力

が

入
り

痛
み

が
出

て
し

ま
う

と
の

ご
相

談
が

ご
利

用
者

の
方

か
ら

あ
り

ま
し

た
。

福
祉

用
具

の
事

業
者

さ
ん

に
凹

凸
の

少
な

い
も

の
に

交
換

し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
が

、
や

は
り

、
在

宅
で

利
用

す
る

場
合

、
片

手
で

物
を

持
っ

て
移

動
す

る
た

め
、

片
手

操
作

も
多

い
よ

う
で

、
片

方
の

親
指

に
痛

み
が

出
て

し
ま

い
ま

す
。

指
に

力
を

入
れ

な
く

て
も

操
作

で
き

る
種

類
、

ま
た

は
、

対
応

方
法

な
ど

あ
り

ま
し

た
ら

、
お

教
え

い
た

だ
き

た
い

の
で

す
が

。
 

ハ
ン

ド
リ

ム
に

凹
凸

が
無

い
も

の
は

あ
る

 

 足
こ

ぎ
型

車
い

す
に

よ
り

対
応

す
る

方
法

で
は

ど
う

か
 

2
1

 
H

2
2

 
意

見
車

い
す

 
福

祉
専

門
職

 
高

さ
調

整
で

き
る

介
助

ハ
ン

ド

ル
 

 
 

車
い

す
を

押
す

際
に

、
ハ

ン
ド

ル
の

位
置

が
低

い
と

腰
に

負
担

が
か

か
る

。
 

ハ
ン

ド
ル

の
高

さ
を

調
節

で
き

る
よ

う
に

し
て

い
た

だ
く

と
あ

り
が

た
い

。
 

高
さ

調
整

が
可

能
な

タ
イ

プ
は

あ
る

 

2
2

 
H

2
2

 
意

見
車

い
す

 
福

祉
専

門
職

 
車

い
す

ブ
レ

ー
キ

の
改

良
 

 バ
リ

や
突

起
が

な
い

車
い

す
 

 
 

１
．

車
椅

子
の

ブ
レ

ー
キ

に
つ

い
て

 

ど
こ

の
メ

ー
カ

ー
も

ま
と

も
な

ブ
レ

ー
キ

が
無

い
。

高
齢

者
や

障
害

者
が

車
椅

子
で

外
出

す
る

機
会

が
増

え
て

い
る

の
で

、
坂

道
で

も
し

っ
か

り
と

止
ま

る
ブ

レ
ー

キ
が

必
要

。
車

椅
子

の
タ

イ
ヤ

と
接

す
る

ブ
レ

ー
キ

部
分

は
、

ど
こ

の
メ

ー
カ

ー
も

真
っ

直
ぐ

な
棒

状
に

な
っ

て
い

て
接

触
面

積
が

小
さ

い
た

め
ブ

レ
ー

キ
の

効
き

が
弱

い
。

そ
こ

で
提

案
と

し
て

、
こ

の
棒

状
の

も
の

を
車

椅
子

タ
イ

ヤ
の

外
形

断
面

に
合

わ
せ

て
、

窪
ん

だ
形

状
に

す
る

（
Ｒ

形
状

と
す

る
）

。
そ

う
す

れ
ば

接
触

面
積

が
増

え
、

タ
イ

ヤ
の

空
気

が
減

っ
て

い
て

も
ブ

レ
ー

キ
が

効
い

て
く

れ

る
。

 

２
．

車
椅

子
の

フ
ッ

ト
ぺ

タ
ル

の
裏

面
処

理
に

つ
い

て
 

フ
ッ

ト
ぺ

タ
ル

の
表

面
は

滑
ら

か
に

仕
上

げ
ら

れ
て

い
る

が
、

裏
面

は
バ

リ
が

着
い

た
ま

ま
だ

っ
た

り
、

ボ
ル

ト
が

出
っ

張
っ

て
い

た
り

し
て

い
る

た
め

、
車

椅
子

へ
の

移
乗

介
助

時
に

跳
ね

上
げ

て
い

る
（

裏
面

側
が

被
介

助
者

に
接

触
す

る
）

ペ
ダ

ル
裏

面
に

足
首

な
ど

を
引

っ
掛

け
擦

空
気

圧
と

ブ
レ

ー
キ

の
取

り
付

け
位

置
に

よ
り

あ
る

程
度

は
対

応
で

き
る

の
で

は
な

い
か

 

 関
連

製
品

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.ir
c
a

re
.c

o
.jp

/
s
yo

u
h

in

n
_
N

o
2

1
.h

tm
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

過
傷

を
作

っ
て

し
ま

う
。

当
施

設
で

は
フ

ッ
ト

ペ
ダ

ル
に

手
作

り
の

布
製

袋
を

被
せ

て
工

夫
し

て
い

る
が

、
直

ぐ
に

汚
れ

る
た

め
手

間
が

か
か

る
。

メ
ー

カ
ー

は
フ

ッ
ト

ぺ
タ

ル
の

裏
面

も
滑

ら
か

に
仕

上
げ

て
も

ら
い

た
い

。
 

2
3

 
H

2
2

 
意

見
車

い
す

 
福

祉
専

門
職

 
車

い
す

か
ら

の
ず

り
落

ち
を

防

止
す

る
用

具
 

 
 

現
在

、
屋

外
の

外
出

は
車

椅
子

で
す

。
発

作
が

あ
り

、
車

椅
子

か
ら

の
転

落
を

防
ぐ

為
に

Ｔ
の

ヒ
モ

(足
の

股
か

ら
通

す
も

の
)を

使
用

し
て

い
ま

し
た

。
先

日
、

新
し

い
車

椅
子

を
購

入
し

た

の
で

す
が

、
左

右
か

ら
腰

だ
け

を
固

定
す

る
ベ

ル
ト

で
、

メ
ー

カ
ー

さ
ん

は
転

落
す

る
事

は
な

い
と

思
う

と
の

事
で

し
た

が
、

や
は

り
発

作
の

時
に

下
か

ら
す

り
抜

け
て

落
ち

て
し

ま
い

ま
し

た
。

ご
本

人
様

は
T

ヒ
モ

は
縛

り
つ

け
ら

れ
て

い
る

感
じ

が
し

て
使

用
し

た
く

な
い

と
考

え
て

い
ま

す
。

発
作

は
、

全
身

の
力

が
抜

け
て

脱
力

し
て

し
ま

い
ま

す
。

利
用

者
様

に
負

担
な

く
安

全
に

使
え

る
も

の
が

あ
れ

ば
と

お
も

い
ま

す
。

 

発
作

時
の

対
応

 

姿
勢

保
持

の
ク

ッ
シ

ョ
ン

や
テ

ィ
ル

ト
・

リ
ク

で
の

対
応

が
難

し
い

ケ
ー

ス
か

？
 

2
4

 
H

2
2

 
意

見
車

い
す

 
福

祉
専

門
職

 
車

い
す

の
改

良
 

 
 

車
椅

子
で

す
が

、
制

限
体

重
ぎ

り
ぎ

り
の

人
が

使
用

す
る

と
数

ヶ
月

で
フ

レ
ー

ム
が

ぐ
ら

つ
い

て
し

ま
い

ま
す

。
ぐ

ら
つ

か
な

い
方

法
は

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
 

オ
ー

ダ
ー

で
剛

性
の

高
い

も
の

を
製

造
す

る
方

法
が

考
え

ら
れ

る
 

2
5

 
H

2
2

 
意

見
車

い
す

 
流

通
メ

ー
カ

 
足

で
操

作
す

る
車

い
す

用
ブ

レ

ー
キ

 

 
 

ご
利

用
者

様
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

ご
意

見
で

す
。

 

家
の

中
で

使
う

車
い

す
は

ブ
レ

ー
キ

操
作

も
頻

繁
で

す
の

で
、

足
で

操
作

で
き

る
よ

う
に

な
っ

た
ら

助
か

る
と

思
い

ま
す

。
 

介
助

者
が

操
作

を
行

う
と

す
れ

ば
、

上
記

同
様

 

2
6

 
H

2
2

 
意

見
車

い
す

 
流

通
メ

ー
カ

 
車

い
す

ブ
レ

ー
キ

 
 

 
ご

利
用

者
様

か
ら

寄
せ

ら
れ

た
ご

意
見

で
す

。
 

車
い

す
の

固
定

ブ
レ

ー
キ

の
位

置
を

後
ろ

の
ほ

う
へ

付
け

て
も

ら
え

る
と

便
利

だ
と

思
い

ま

す
(介

助
者

に
と

っ
て

) 

関
連

製
品

 

0
0

0
6

6
-
0

0
0

0
9

7
  

2
7

 
H

2
2

 
意

見
車

い
す

 
流

通
メ

ー
カ

 
キ

ャ
ス

タ
ア

ッ
プ

を
補

助
す

る

器
具

 

 
 

ご
利

用
者

様
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

ご
意

見
で

す
。

 

車
い

す
で

段
差

を
あ

が
る

時
、

後
ろ

の
ペ

ダ
ル

を
踏

ん
で

も
重

く
て

持
ち

上
げ

る
こ

と
が

出
来

な
い

た
め

、
簡

単
に

持
ち

上
げ

ら
る

こ
と

が
出

来
る

よ
う

に
な

れ
ば

い
い

と
思

い
ま

す
。

 

正
し

い
操

作
方

法
を

理
解

し
て

い
る

か
不

明
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
8

 
H

2
2

 
意

見
車

い
す

 
流

通
メ

ー
カ

 
車

い
す

に
取

り
付

け
ら

れ
る

物

入
れ

 

 
 

ご
利

用
者

様
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

ご
意

見
で

す
。

 

車
い

す
で

買
い

物
に

行
く

た
め

に
買

っ
た

も
の

を
掛

け
れ

る
、

入
れ

れ
る

と
こ

ろ
が

欲
し

い
で

す
。

バ
ラ

ン
ス

が
悪

く
な

ら
な

い
荷

物
掛

け
が

出
来

れ
ば

い
い

と
思

い
ま

す
。

介
護

者
は

押
す

作
業

で
荷

物
を

持
つ

こ
と

が
出

来
ず

、
座

ら
せ

て
荷

物
を

膝
の

上
に

置
い

て
の

移
動

に
な

っ
て

し
ま

し
ま

す
。

 

関
連

製
品

 

以
前

T
A

IS
に

登
録

さ
れ

て
い

た
い

が
、

現
在

登
録

な
し

 

2
9

 
H

2
2

 
意

見
車

い
す

 
不

明
 

車
い

す
ブ

レ
ー

キ
 

 
 

愛
知

県
で

特
養

を
や

っ
て

お
り

ま
す

が
、

ご
老

人
の

車
椅

子
か

ら
の

立
ち

上
が

り
や

移
乗

の
際

に
車

椅
子

の
ブ

レ
ー

キ
が

か
か

っ
て

お
ら

ず
転

倒
す

る
ケ

ー
ス

が
多

く
見

ら
れ

ま
す

。
ご

老
人

は
無

意
識

に
車

椅
子

か
ら

立
ち

上
が

っ
た

り
ト

イ
レ

に
行

き
た

く
て

自
分

で
車

椅
子

に
移

乗

す
る

事
が

あ
り

ま
す

が
ブ

レ
ー

キ
の

確
認

ま
で

は
し

て
お

り
ま

せ
ん

。
自

立
を

す
る

こ
と

は
大

変
良

い
こ

と
な

の
で

立
ち

上
が

り
行

為
は

仕
方

な
い

の
で

す
が

立
ち

上
が

っ
た

際
に

ブ
レ

ー

キ
が

自
動

的
に

か
か

り
、

座
る

と
外

れ
る

仕
組

み
は

出
来

な
い

で
し

ょ
う

か
。

持
ち

運
び

す
る

時
に

は
ブ

レ
ー

キ
が

か
か

っ
て

い
る

と
不

便
な

の
で

、
ロ

ッ
ク

解
除

で
き

る
仕

組
み

も
あ

れ
ば

い
い

で
す

ね
。

こ
れ

が
出

来
れ

ば
転

倒
す

る
ケ

ー
ス

の
半

分
は

解
消

で
き

る
と

思
い

ま
す

。
 

 
 

2
3

9
 

H
2

2
 

募
集

車
い

す
 

開
発

メ
ー

カ
 

階
段

昇
降

で
き

る
車

い
す

 
肢

体
障

害
 

日
本

の
２

階
建

て
の

家
屋

に
お

い
て

、
あ

る
い

は
道

路
か

ら
玄

関
に

向
か

っ
て

階
段

が
あ

る
場

合
、

そ
の

階
段

は
急

で
曲

が
っ

て
い

る
場

合
が

極
め

て
多

く
、

そ
の

よ
う

な
家

屋
に

お
い

て
居

住
者

が
高

齢
、

あ
る

い
は

障
害

を
持

つ
こ

と
に

な
り

、
２

階
へ

の
移

動
、

外
へ

の
移

動
で

困
っ

て
い

る
事

例
が

多
い

。
実

際
、

住
宅

業
者

が
多

く
販

売
し

て
い

る
最

近
の

住
宅

の
階

段
は

、
勾

配
が

４
５

度
を

越
え

、
幅

は
わ

ず
か

に
８

０
ｃ

ｍ
と

な
っ

て
い

る
こ

と
も

あ
る

。
現

在
の

高
齢

者
の

半
数

近
く

は
近

い
将

来
の

階
段

で
困

る
可

能
性

を
有

し
て

お
り

、
ま

た
車

い
す

生
活

者
も

外
出

就
労

に
困

難
な

場
合

も
多

い
。

 

現
在

の
自

立
型

の
階

段
昇

降
機

で
は

、
ガ

イ
ド

レ
ー

ル
の

敷
設

等
事

前
準

備
が

必
要

な
方

式
で

あ
る

。
ま

た
レ

ン
タ

ル
対

象
機

器
で

は
、

介
助

者
が

必
要

で
、

階
段

も
勾

配
な

ど
条

件
が

限
ら

れ
て

い
る

。
そ

こ
で

、
日

本
家

屋
の

変
則

階
段

で
使

え
る

、
介

助
者

、
事

前
工

事
不

要
で

小
型
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

軽
量

な
昇

降
機

が
求

め
ら

れ
て

い
る

 

2
8

5
 

H
2

2
 

意
見

車
い

す
 

不
明

 
児

童
用

の
福

祉
用

具
 

 
 

私
の

娘
は

病
気

で
車

椅
子

生
活

に
な

り
ま

し
た

。
 

い
ろ

い
ろ

な
福

祉
用

具
を

利
用

し
て

ま
す

が
、

児
童

用
の

物
っ

て
あ

ま
り

に
も

少
な

い
で

す
ね

。
 

娘
は

９
歳

で
す

。
車

椅
子

や
補

装

具
・

・
・

せ
め

て
可

愛
い

も
の

に
し

て
あ

げ
た

い
！

！
 

し
か

も
、

個
人

購
入

す
る

の
に

パ
ソ

コ
ン

か
ら

探
し

た
ら

、
児

童
用

の
が

全
然

な
い

の
に

疑
問

・
・

・
 

シ
ャ

ワ
ー

椅
子

な
ん

て
児

童
用

が
５

点
ぐ

ら
い

し
か

見
つ

か
ら

ず
、

う
ち

の
娘

に
は

適
応

で
き

ず
、

仕
方

な
く

大
人

用
で

探
し

て
ま

す
が

、
大

人
用

だ
と

サ
イ

ズ
が

大
き

い
で

す
。

 
 

開
発

者
の

方
が

読
ん

で
く

だ
さ

っ
て

た
ら

、
是

非
是

非
お

願
い

で
す

！
 

児
童

用
の

用
具

を
も

っ
と

開
発

し
て

下
さ

い
。

バ
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
も

増
や

し
て

下
さ

い
。

 
障

害
者

（
児

）
の

方
が

楽
し

く
暮

ら
し

て
い

け
る

よ
う

に
。

娘
の

よ
う

に
（

周
り

の
冷

た
い

視
線

が
耐

え
ら

れ
ず

）
外

出
が

嫌
に

な
っ

て
き

て
い

る
子

が
ル

ン
ル

ン
気

分
で

外
出

が
楽

し
く

な
る

よ
う

に
。

 
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

  

 
 

3
1

3
 

H
2

3
 

募
集

車
い

す
 

開
発

メ
ー

カ
  

落
し

物
が

拾
え

る
車

イ
ス

 
肢

体
障

害
者

用
 

車
イ

ス
使

用
者

が
落

し
物

を
し

て
し

ま
っ

た
際

に
、

拾
う

の
に

苦
労

す
る

と
い

う
報

告
が

多

い
。

こ
の

不
満

を
解

消
す

る
た

め
、

座
面

の
片

側
の

高
さ

を
低

く
で

き
る

よ
う

に
し

て
、

落
し

物
を

拾
い

や
す

く
す

る
。

座
面

高
さ

を
低

く
す

る
時

は
ワ

ン
タ

ッ
チ

で
、

適
度

な
速

さ
で

衝
撃

な
く

下
が

る
と

共
に

ブ
レ

ー
キ

が
掛

か
る

。
座

面
を

元
に

戻
す

場
合

は
車

輪
を

回
転

さ
せ

る
力

を
利

用
す

る
な

ど
し

て
、

若
干

力
は

必
要

と
す

る
も

の
の

、
無

理
な

く
自

分
の

力
で

元
に

戻
せ

る
よ

う
に

す
る

。
 

 
 

3
2

0
 

H
2

3
 

募
集

車
い

す
 

福
祉

専
門

職
  

自
走

式
車

椅
子

 
肢

体
障

害
者

用
 

軽
度

の
認

知
症

の
方

が
ご

自
分

で
ベ

ッ
ド

か
ら

車
椅

子
へ

の
移

乗
を

行
な

い
ト

イ
レ

移
動

を

行
な

う
の

で
す

が
ブ

レ
ー

キ
操

作
を

忘
れ

て
し

ま
う

た
め

転
倒

の
リ

ス
ク

が
大

き
い

。
 

車
椅

子
に

腰
を

下
ろ

す
と

自
動

で
ブ

レ
ー

キ
が

は
ず

れ
車

椅
子

か
ら

腰
を

上
げ

る
と

自
動

で

ブ
レ

ー
キ

が
か

か
る

よ
う

な
車

椅
子

の
設

計
は

難
し

い
で

し
ょ

う
か

？
 

と
て

も
安

全
だ

と
思

う
の

で
す

が
・

・
・
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

3
3

7
 

H
2

3
 

募
集

車
い

す
 

利
用

者
 

ク
ッ

シ
ョ

ン
 

そ
の

他
 
(
脳

性

ま
ひ

) 
 

長
時

間
車

い
す

に
座

っ
て

い
る

の
で

、
お

尻
が

痛
く

な
る

。
色

々
買

っ
て

試
し

た
が

、
痛

み
が

す
ぐ

に
出

て
し

ま
う

。
長

時
間

座
っ

て
い

て
も

、
お

尻
に

負
担

が
い

か
な

い
ク

ッ
シ

ョ
ン

を
作

っ
て

欲
し

い
。

  

 
 

3
4

5
 

H
2

3
 

募
集

車
い

す
 

そ
の

他
（

教
員

）
脳

性
ま

ひ
の

子
ど

も
用

の
車

い

す
 

肢
体

障
害

者

用
 
、

 
そ

の
他

 

(子
ど

も
) 

 

あ
る

子
ど

も
が

、
「

僕
た

ち
が

使
い

や
す

い
車

い
す

は
ど

う
し

た
ら

作
っ

て
も

ら
え

る
の

？
」

と
言

っ
た

の
で

、
こ

こ
に

書
い

て
み

る
こ

と
に

し
ま

し
た

。
病

院
の

処
方

で
つ

く
ら

れ
た

車
い

す
は

動
き

に
く

い
よ

う
で

す
。

 

脳
性

ま
ひ

の
子

ど
も

た
ち

が
動

作
と

移
動

を
し

や
す

く
、

少
々

不
注

意
で

も
前

に
転

倒
し

な
い

車
い

す
か

、
そ

の
た

め
の

転
倒

防
止

の
対

応
が

あ
る

と
よ

い
と

思
い

ま
す

。
 

脳
性

ま
ひ

の
子

ど
も

は
自

力
で

の
外

出
経

験
が

乏
し

く
操

作
も

未
熟

な
の

で
、

小
さ

な
段

差
を

見
落

と
し

て
躓

い
た

り
、

フ
ッ

ト
プ

レ
ー

ト
に

足
を

か
け

た
ま

ま
車

い
す

か
ら

お
り

よ
う

と
し

た
り

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
プ

ッ
シ

ュ
ア

ッ
プ

や
横

移
乗

は
難

し
く

て
も

つ
か

ま
り

立
ち

で
移

乗
し

た
り

す
る

の
こ

と
が

で
き

る
場

合
が

多
く

あ
り

ま
す

が
、

フ
ッ

ト
サ

ポ
ー

ト
を

自
分

の
力

で
開

閉
で

き
な

い
こ

と
が

多
い

よ
う

で
す

。
弱

い
力

で
も

開
閉

で
き

る
と

よ
い

と
思

い
ま

す
。

 

車
い

す
を

使
い

な
が

ら
、

精
神

的
に

自
立

し
て

い
く

た
め

に
、

活
発

で
、

親
や

教
員

に
よ

る
監

視
や

手
助

け
が

少
な

く
て

活
動

で
き

る
環

境
や

経
験

が
必

要
と

思
い

ま
す

。
 

電
動

と
い

う
発

想
で

な
く

、
自

分
の

で
き

る
動

作
を

使
っ

て
移

乗
で

き
た

り
、

落
と

し
た

も
の

を
拾

っ
た

り
、

運
動

会
で

競
走

し
た

り
、

物
を

運
ん

だ
り

、
一

般
の

道
路

や
坂

道
を

自
分

で
こ

げ
た

り
、

と
い

う
よ

う
に

、
体

を
思

い
き

り
使

い
な

が
ら

成
就

感
を

も
つ

経
験

が
た

く
さ

ん
で

き
る

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
。

（
電

動
は

バ
ッ

テ
リ

ー
切

れ
を

恐
れ

て
動

き
を

セ
ー

ブ
す

る
子

ど
も

も
い

ま
す

。
）

 

子
ど

も
は

必
ず

集
団

で
生

活
し

ま
す

の
で

、
車

い
す

は
折

り
た

た
み

が
で

き
な

い
と

不
便

で

す
。

集
団

で
バ

ス
な

ど
に

乗
り

ま
す

の
で

、
た

た
め

て
も

取
り

外
し

た
シ

ー
ト

の
た

め
に

一
席
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

分
必

要
に

な
る

の
も

困
り

ま
す

。
５

年
で

３
０

セ
ン

チ
近

く
身

長
が

変
わ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

か
ら

、
厳

密
な

適
合

で
な

く
て

は
操

作
が

著
し

く
不

利
に

な
る

、
と

い
う

よ
り

、
変

化
の

影
響

で
操

作
が

不
利

に
な

っ
て

も
動

き
や

す
い

ふ
う

で
あ

っ
て

ほ
し

い
で

す
。

（
限

度
は

あ
る

で
し

ょ
う

け
れ

ど
）

ど
う

ぞ
ご

検
討

く
だ

さ
い

ま
す

よ
う

に
お

願
い

し
ま

す
。

 

3
5

4
 

H
2

4
 

意
見

車
い

す
 

福
祉

専
門

職
 

安
全

性
の

高
い

ブ
レ

ー
キ

 
聴

覚
障

害
 

車
椅

子
の

ブ
レ

ー
キ

に
つ

い
て

は
、

い
く

つ
か

の
タ

イ
プ

が
あ

る
と

思
い

ま
す

が
、

私
の

知
る

限
り

い
ず

れ
も

タ
イ

ヤ
の

ト
レ

ッ
ド

面
を

レ
バ

ー
等

で
強

く
押

さ
え

る
こ

と
に

よ
っ

て
車

輪

の
回

転
を

止
め

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
こ

の
方

式
だ

と
タ

イ
ヤ

の
空

気
圧

に
よ

っ
て

制
動

力
が

変
化

し
て

し
ま

う
こ

と
に

な
り

、
空

気
圧

が
高

い
と

制
動

力
は

増
し

、
低

い
と

ブ
レ

ー
キ

が
効

か
な

い
状

態
に

な
り

危
険

で
す

。
ブ

レ
ー

キ
を

か
け

る
た

め
に

必
要

な
レ

バ
ー

を
動

か
す

力

も
、

空
気

圧
が

高
け

れ
ば

そ
の

分
強

い
力

が
必

要
に

な
る

た
め

、
ブ

レ
ー

キ
を

よ
く

効
か

せ
よ

う
と

空
気

圧
を

上
げ

る
と

、
高

齢
者

や
障

が
い

者
に

は
ブ

レ
ー

キ
を

か
け

る
の

が
大

変
に

な
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
 

空
気

圧
の

多
い

少
な

い
に

よ
っ

て
効

き
が

変
化

し
て

し
ま

う
ブ

レ
ー

キ
方

式
は

危
険

で
あ

り
、

別
の

方
式

（
例

え
ば

ス
ポ

ー
ク

を
使

用
す

る
な

ど
）

に
替

え
る

必
要

が
あ

る
と

思
い

ま
す

。
 

ブ
レ

ー
キ

の
効

き
が

甘
い

ま
ま

立
ち

上
が

っ
て

転
倒

す
る

事
故

は
高

齢
者

施
設

等
で

は
多

い

で
す

が
、

そ
の

う
ち

の
数

パ
ー

セ
ン

ト
は

こ
の

改
良

で
防

ぐ
こ

と
が

で
き

る
の

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
も

っ
と

安
全

性
の

高
い

ブ
レ

ー
キ

を
開

発
し

て
い

た
だ

け
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

 
 

3
5

5
 

H
2

4
 

意
見

車
い

す
 

利
用

者
 

助
手

席
に

装
着

で
き

る
車

い
す

の
背

と
座

面
 

肢
体

障
害

 
１

度
１

級
、

我
が

家
の

３
６

歳
に

成
る

子
供

が
チ

ル
ト

機
能

付
き

姿
勢

保
持

車
椅

子
に

乗
っ

て

い
ま

す
が

、
車

椅
子

本
体

が
普

通
型

車
椅

子
の

１
．

５
倍

位
大

き
く

、
重

た
い

の
で

、
外

出
す

る
時

は
大

変
で

す
。

そ
こ

で
も

っ
と

気
軽

に
外

出
や

旅
行

等
に

行
け

る
様

に
す

る
に

は
、

ま
ず

車
椅

子
を

小
型

軽
量

、
座

と
背

シ
ー

ト
は

車
椅

子
本

体
か

ら
分

離
可

能
に

し
、

普
通

自
動

車
の

助
手

席
に

そ
の

座
と

背
を

固
定

す
れ

ば
、

自
動

車
の

助
手

席
が

座
位

保
持

装
置

に
早

変
わ

り
、

車
椅

子
は

折
り

た
た

み
、

ト
ラ

ン
ク

に
収

納
で

き
る

車
椅

子
が

有
っ

た
ら

便
利

だ
ろ

ー
な

ー
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

と
、

車
椅

子
を

押
し

な
が

ら
い

つ
も

考
え

て
い

ま
す

、
こ

ん
な

車
椅

子
は

無
い

の
で

し
ょ

う
か

。
 

3
5

6
 

H
2

4
 

募
集

車
い

す
 

利
用

者
 

手
軽

に
着

脱
で

き
る

車
椅

子
用

転
倒

防
止

バ
ー

 

肢
体

障
害

 
日

常
用

の
車

椅
子

で
転

倒
防

止
バ

ー
を

常
時

装
着

す
る

と
、

段
差

を
越

え
る

場
合

等
に

邪
魔

に

な
る

な
ど

不
都

合
な

点
が

あ
り

、
行

動
範

囲
が

大
き

く
制

限
さ

れ
て

し
ま

う
。

 

そ
う

い
っ

た
理

由
で

、
日

常
用

の
車

椅
子

に
転

倒
防

止
バ

ー
を

装
着

し
て

い
な

い
車

椅
子

ユ
ー

ザ
ー

が
そ

の
ま

ま
気

軽
に

車
椅

子
ス

ポ
ー

ツ
等

を
行

お
う

と
す

る
と

、
バ

ッ
ク

動
作

等
で

転
倒

す
る

危
険

性
が

高
い

と
い

う
問

題
が

あ
る

。
 

手
軽

に
レ

バ
ー

を
捻

れ
ば

、
車

椅
子

に
装

着
出

来
る

機
構

の
転

倒
防

止
バ

ー
が

あ
る

と
良

い
。

ま
た

、
日

常
生

活
に

お
い

て
も

、
例

え
ば

子
守

り
で

赤
ち

ゃ
ん

を
抱

っ
こ

す
る

時
な

ど
、

絶
対

に
転

倒
を

避
け

な
け

れ
ば

い
け

な
い

場
面

で
も

活
躍

が
見

込
め

る
。

  

 
 

3
5

7
 

H
2

4
 

募
集

車
い

す
 

福
祉

専
門

職
 

刺
激

の
少

な
い

車
い

す
 

肢
体

障
害

 
砂

利
道

や
凸

凹
道

で
も

利
用

者
に

伝
わ

る
刺

激
が

少
な

く
な

る
車

い
す

。
ボ

タ
ン

を
押

し
た

ら

タ
イ

ヤ
が

変
形

し
て

路
面

に
対

応
し

て
く

れ
る

。
 

 
 

3
5

8
 

H
2

4
 

募
集

車
い

す
 

福
祉

専
門

職
 

多
機

能
車

い
す

 
肢

体
障

害
 

車
い

す
で

買
い

物
を

楽
し

み
た

い
が

、
通

路
が

狭
か

っ
た

り
、

見
た

い
商

品
に

手
が

届
か

な
か

っ
た

り
と

不
便

さ
を

感
じ

な
が

ら
買

い
物

を
し

て
い

る
姿

を
よ

く
見

か
け

ま
す

。
狭

い
場

所
で

は
車

い
す

の
幅

が
調

整
で

き
、

座
面

も
リ

フ
ト

ア
ッ

プ
し

て
高

さ
を

調
整

で
き

る
、

内
と

外
と

で
タ

イ
ヤ

を
簡

単
に

チ
ェ

ン
ジ

で
き

る
、

な
ど

の
機

能
を

持
ち

合
わ

せ
た

車
い

す
が

あ
る

と
便

利
か

と
思

い
ま

す
。

 

 
 

3
5

9
 

H
2

4
 

募
集

車
い

す
 

福
祉

専
門

職
 

車
両

の
後

部
座

席
乗

車
時

の
車

酔
い

を
防

止
す

る
装

置
 

そ
の

他
 

通
院

時
や

外
出

時
に

車
い

す
の

ま
ま

車
両

に
乗

る
場

合
、

車
両

の
最

後
部

に
車

い
す

を
固

定
す

る
と

遠
心

力
等

の
影

響
で

、
ど

う
し

て
も

車
酔

い
し

や
す

く
な

っ
て

し
ま

う
。

そ
こ

で
、

そ
の

よ
う

な
車

酔
い

を
防

止
で

き
る

装
置

を
開

発
し

て
い

た
だ

け
る

と
あ

り
が

た
い

で
す

。
 

 
 

3
6

1
 

H
2

4
 

募
集

車
い

す
 

福
祉

専
門

職
 

車
い

す
用

テ
ー

ブ
ル

（
取

り
外

し
）

 

肢
体

障
害

 
取

り
外

し
が

で
き

る
が

、
通

常
乗

り
降

り
の

際
は

横
に

ず
れ

る
よ

う
に

し
て

、
い

ち
い

ち
取

り

外
さ

な
く

て
も

い
い

よ
う

に
す

る
。

読
書

や
軽

い
飲

食
用

に
車

い
す

に
乗

っ
た

状
態

で
物

を
置

け
る

よ
う

に
す

る
。
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記

入
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区
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福
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用

具
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能
な
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対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

3
6

2
 

H
2

4
 

募
集

車
い

す
 

福
祉

専
門

職
 

車
い

す
移

動
装

置
 

肢
体

障
害

 
車

い
す

か
ら

ベ
ッ

ド
等

に
移

動
し

て
も

ら
う

の
が

重
く

て
と

て
も

大
変

。
（

特
に

低
い

と
こ

ろ

か
ら

高
い

と
こ

ろ
に

動
か

す
場

合
）

。
車

い
す

と
ベ

ッ
ド

等
を

座
っ

た
ま

ま
自

動
で

移
動

で
き

れ
ば

介
助

が
楽

に
な

る
。

 

 
 

3
6

4
 

H
2

4
 

募
集

車
い

す
 

福
祉

専
門

職
 

衝
撃

吸
収

車
い

す
 

肢
体

障
害

 
外

で
車

い
す

を
使

う
時

に
、

小
さ

い
石

や
へ

こ
み

に
対

し
て

弱
い

の
で

、
タ

イ
ヤ

で
は

な
く

て

ベ
ル

ト
の

車
輪

み
た

い
や

つ
が

い
い

か
も

。
そ

れ
と

長
時

間
車

い
す

に
乗

っ
て

い
る

と
足

の
血

流
が

悪
く

な
る

た
め

、
電

動
車

い
す

の
よ

う
に

仰
向

け
が

で
き

る
よ

う
に

自
動

で
仰

向
け

が
で

き
る

よ
う

に
な

れ
ば

い
い

。
 

 
 

3
6

5
 

H
2

4
 

募
集

車
い

す
 

福
祉

専
門

職
 

車
い

す
用

ラ
イ

ト
 

肢
体

障
害

 
自

操
式

の
一

般
的

な
車

い
す

に
オ

プ
シ

ョ
ン

で
付

け
ら

れ
る

ラ
イ

ト
が

あ
る

と
い

い
と

思
う

。

夜
間

外
出

す
る

と
き

に
す

ぐ
に

装
着

で
き

、
光

の
照

ら
す

角
度

も
自

由
に

調
整

で
き

る
と

便
利

で
あ

る
。

 

 
 

4
6

9
 

H
2

4
 

募
集

車
い

す
 

医
療

専
門

職
 

角
度

計
付

き
車

い
す

 
肢

体
障

害
者

用
 

私
の

病
院

で
は

重
症

化
に

と
も

な
い

、
テ

ィ
ル

ト
リ

ク
ラ

の
車

い
す

を
使

用
す

る
事

が
多

く
あ

り
ま

す
が

、
病

棟
の

ス
タ

ッ
フ

間
で

も
角

度
の

統
一

が
曖

昧
な

場
面

が
多

く
あ

り
ま

す
。

ま
た

、

退
院

の
際

に
在

宅
で

の
家

族
や

施
設

の
ス

タ
ッ

フ
な

ど
が

使
用

す
る

時
も

角
度

が
曖

昧
に

な

り
、

誤
嚥

の
リ

ス
ク

や
褥

創
の

リ
ク

ス
も

高
く

な
っ

て
い

る
状

況
も

み
ら

れ
ま

す
。

 

誰
も

が
簡

単
に

統
一

し
た

角
度

で
車

い
す

が
調

整
で

き
る

よ
う

な
、

角
度

計
な

ど
で

数
値

化
で

き
る

車
い

す
が

あ
っ

た
ら

助
か

り
ま

す
。

私
が

知
ら

な
い

だ
け

か
も

し
れ

ま
せ

ん
で

の
、

既
存

の
も

の
が

あ
れ

ば
ご

紹
介

く
だ

さ
い

。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

3
0

 
H

2
2

 
掲

フ
電

動
車

い

す
 

利
用

者
 

車
の

中
か

ら
で

も
電

動
車

い
す

が
認

識
し

や
す

い
装

置
 

 
 

車
い

す
ユ

ー
ザ

ー
で

す
。

ポ
リ

オ
の

会
に

所
属

し
て

い
ま

す
。

車
イ

ス
の

会
員

が
交

通
事

故
に

あ
い

ま
し

た
。

ひ
じ

骨
折

に
全

身
打

撲
、

乗
っ

て
い

た
電

動
車

い
す

は
大

破
で

す
。

呼
吸

器
に

も
障

害
が

あ
る

人
で

す
が

、
 

呼
吸

器
の

扱
い

や
酸

素
の

事
や

ら
機

能
低

下
予

防
や

ら
対

応
も

う
ま

く
い

か
ず

、
意

識
不

明
で

の
搬

送
で

あ
っ

た
ら

命
を

落
と

さ
れ

た
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
 

場
所

は
新

宿
、

時
間

は
午

前
中

、
青

信
号

で
横

断
歩

道
を

渡
っ

て
い

る
時

、
右

折
車

に
は

ね
ら

れ
ま

し
た

。
あ

わ
や

！
と

い
う

思
い

は
私

自
身

も
そ

う
で

す
が

、
車

い
す

ユ
ー

ザ
ー

は
み

な
さ

ん
経

験
さ

れ
て

い
ま

す
。

道
路

横
断

時
の

右
折

車
、

左
折

車
、

そ
し

て
夜

間
で

は
道

路
全

般
で

。

何
か

、
車

両
等

か
ら

車
い

す
を

認
識

で
き

る
よ

う
な

装
置

が
必

要
か

と
思

い
ま

す
。

ぜ
ひ

、
ご

検
討

い
た

だ
け

ま
せ

ん
で

し
ょ

う
か

？
会

の
中

で
は

以
前

か
ら

、
車

い
す

に
Ｌ

Ｅ
Ｄ

点
灯

装
置

の
よ

う
な

も
の

を
つ

け
た

ら
ど

う
だ

ろ
う

か
と

い
う

意
見

も
出

て
い

ま
す

が
、

具
体

化
し

て
い

ま
せ

ん
。

個
人

的
に

は
、

今
回

の
事

故
が

昼
間

で
あ

っ
た

こ
と

を
考

え
る

と
、

Ｌ
Ｅ

Ｄ
で

は
不

十
分

な
よ

う
な

気
も

し
て

い
ま

す
。

ど
う

ぞ
よ

ろ
し

く
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

 

 
 

3
1

 
H

2
2

 
募

集
電

動
車

い

す
 

利
用

者
 

電
動

車
い

す
 

肢
体

障
害

 
電

動
車

い
す

を
使

っ
て

い
る

の
で

す
が

、
か

な
り

大
き

い
た

め
周

り
か

ら
奇

異
な

目
で

見
ら

れ

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
邪

魔
に

な
っ

て
い

る
ん

だ
ろ

う
な

と
思

い
な

が
ら

も
、

バ
ス

を
使

わ
な

い
と

生
活

で
き

な
い

の
で

利
用

し
て

い
ま

す
。

 

電
動

車
い

す
が

作
ら

れ
て

か
ら

私
の

生
活

は
か

な
り

楽
に

は
な

り
ま

し
た

が
、

精
神

的
に

は
ま

だ
ま

だ
き

つ
い

も
の

が
あ

り
ま

す
。

 

そ
こ

で
周

り
の

人
に

迷
惑

を
か

け
な

い
車

い
す

ま
た

は
福

祉
機

器
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

た
と

え
ば

、
足

に
ア

シ
ス

ト
機

能
の

あ
る

義
足

で
普

通
に

歩
け

る
よ

う
に

な
る

機
器

で
す

と

か
、

直
立

し
た

状
態

で
移

動
で

き
る

機
器

（
セ

グ
ウ

ェ
イ

の
改

良
版

）
の

よ
う

な
も

の
な

ど
が

あ
る

と
い

い
な

と
思

い
ま

す
。

何
と

か
、

周
り

の
人

た
ち

か
ら

奇
異

な
目

で
見

ら
れ

ず
、

健
常

者
と

同
じ

よ
う

に
生

活
で

き
る

機
器

の
開

発
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

関
連

製
品

 

Ｈ
Ａ

Ｌ
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.d
a
i

w
a
h

o
u

s
e
.c

o
.jp

/
r

o
b
o
t/

in
d

e
x
.h

tm
l 
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

3
2

 
H

2
2

 
意

見
電

動
車

い

す
 

利
用

者
 

電
動

車
い

す
の

改
良

 
 

 
電

動
車

椅
子

。
(ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
操

作
。

パ
ワ

ー
ス

テ
ア

リ
ン

グ
で

な
く

普
通

の
も

の
で

、

一
充

電
で

３
０

ｋ
ｍ

程
走

行
で

き
る

機
種

に
つ

い
て

) 

［
メ

ー
カ

ー
に

お
願

い
］

 

・
段

差
６

・
7

c
m

位
超

え
ら

れ
る

よ
う

な
も

の
 

(以
前

は
、

あ
る

メ
ー

カ
ー

の
オ

プ
シ

ョ
ン

で
、

前
輪

の
前

に
少

し
浮

い
て

取
り

つ
け

る
車

輪
が

あ
り

ク
リ

ア
出

来
ま

し
た

が
今

は
無

い
) 

・
パ

ワ
ー

の
あ

る
も

の
。

乾
燥

路
面

で
砂

な
ど

無
い

場
所

で
は

４
ｃ

ｍ
以

上
越

え
ら

れ
て

も
濡

れ
て

い
る

と
３

ｃ
ｍ

越
え

ら
れ

な
い

も
の

も
あ

る
。

 

・
溝

越
え

1
0

c
m

位
出

来
る

も
の

～
踏

み
切

り
や

市
電

の
線

路
を

越
え

ら
れ

る
よ

う
に

。
 

・
電

動
解

除
を

他
人

に
説

明
し

て
わ

か
り

や
す

い
も

の
。

 

・
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
レ

バ
ー

の
操

作
が

軽
い

力
で

出
来

る
も

の
。

 

・
修

理
な

ど
の

際
、

代
車

を
出

し
て

欲
し

い
。

乗
用

車
と

違
い

自
分

の
足

と
同

じ
で

代
わ

り
が

な
い

の
で

す
。

 

・
転

倒
防

止
用

車
輪

を
取

り
外

し
可

能
に

し
て

ほ
し

い
。

こ
れ

が
付

い
て

い
る

事
で

何
度

も
危

な
い

目
に

あ
っ

た
の

で
取

り
外

し
ま

し
た

が
、

 

メ
ー

カ
ー

に
よ

っ
て

は
、

は
ず

せ
な

い
も

の
も

あ
る

の
で

。
 

・
サ

イ
ズ

に
つ

い
て

。
巾

6
0

c
m

 
長

さ
1

0
5

c
m

位
(出

来
れ

ば
ス

テ
ッ

プ
を

ワ
ン

タ
ッ

チ

で
は

ず
せ

る
) 

こ
れ

よ
り

大
き

い
と

Ｊ
Ｒ

に
乗

れ
ま

せ
ん

。
 

・
上

記
を

満
た

し
て

さ
ら

に
欲

を
言

う
と

、
座

面
が

上
が

る
と

買
い

物
で

上
段

の
も

の
が

取
れ

る
の

で
嬉

し
い

で
す

。
さ

ら
に

後
ろ

の
ハ

ン
ド

ル
の

下
の

「
取

っ
手

」
は

、
車

椅
子

を
持

ち
上

げ
る

と
き

も
す

ぐ
上

に
あ

る
ハ

ン
ド

ル
を

持
つ

の
で

使
い

ま
せ

ん
。

は
ず

し
て

貰
う

と
ぶ

ら
さ

げ
て

い
る

袋
が

使
い

や
す

い
(買

い
物

な
ど

の
持

ち
物

は
後

ろ
に

袋
を

ぶ
ら

さ
げ

て
そ

こ
へ

入

れ
る

の
で

)最
初

か
ら

付
い

て
い

た
カ

ゴ
は

使
い

に
く

い
。

 

使
う

人
そ

れ
ぞ

れ
に

合
わ

せ
ら

れ
る

様
に

、
(取

り
外

し
た

り
取

り
付

け
た

り
出

来
る

)作
っ

て
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。
 

［
行

政
に

お
願

い
］

 

保
証

期
間

の
基

準
を

作
っ

て
欲

し
い

。
新

し
い

電
動

車
椅

子
を

使
っ

て
バ

ッ
テ

リ
ー

が
ダ

メ
に

な
る

前
に

モ
ー

タ
ー

ブ
ラ

シ
が

不
調

に
な

り
ま

し
た

が
、

「
モ

ー
タ

ー
ブ

ラ
シ

は
消

耗
品

」
と

の
事

で
し

た
。

メ
ー

カ
ー

に
よ

っ
て

モ
ー

タ
ー

ブ
ラ

シ
何

年
経

っ
て

も
保

証
す

る
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
。

 

3
3

 
H

2
2

 
意

見
電

動
車

い

す
 

利
用

者
 

車
い

す
の

座
面

を
平

行
に

保
つ

機
能

 

 
 

電
動

車
椅

子
に

て
外

出
す

る
場

合
、

上
り

坂
、

下
り

坂
、

ガ
タ

ガ
タ

の
道

、
段

差
等

、
色

々
な

障
害

が
あ

る
が

、
体

幹
機

能
の

弱
っ

て
る

者
に

と
っ

て
イ

ヤ
な

の
は

、
斜

め
に

な
っ

て
い

る
道

路
。

そ
こ

で
だ

が
道

路
に

関
係

な
く

座
席

は
た

え
ず

水
平

に
保

て
る

機
能

が
あ

る
と

良
い

。
 

 
 

3
4

 
H

2
2

 
意

見
電

動
車

い

す
 

利
用

者
 

軽
量

化
し

た
電

動
車

い
す

 
 

 
重

さ
１

０
K

g
以

下
の

電
動

車
い

す
 

電
動

車
い

す
を

利
用

す
る

し
て

い
ま

す
が

、
自

力
で

乗
用

車
に

積
み

込
み

を
行

う
と

、
重

す
ぎ

て
大

変
な

負
担

に
な

っ
て

い
ま

す
。

周
り

を
見

回
す

と
、

電
動

自
転

車
が

か
な

り
発

展
し

て
い

ま
す

。
そ

う
い

っ
た

技
術

（
リ

チ
ウ

ム
イ

オ
ン

電
池

、
高

性
能

磁
石

の
軽

量
モ

ー
タ

、
回

生
発

電
な

ど
）

を
利

用
し

て
、

電
動

車
い

す
を

軽
量

化
出

来
る

と
思

い
ま

す
。

１
０

K
g

は
、

可
能

だ
と

思
い

ま
す

が
、

よ
り

入
手

し
や

す
い

価
格

に
出

き
な

い
か

の
研

究
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

希
望

要
件

 
重

さ
１

０
K

g
以

下
 

（
障

害
者

が
自

力
で

車
へ

持
ち

上
げ

る
こ

と
が

出
来

る
限

界
で

す
）

 
速

度
 

時
速

６
K

m
 

走
行

時
間

 
５

時
間

以
上

 
（

経
験

上
こ

の
程

度
な

い
と

、

一
日

持
ち

ま
せ

ん
）
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

3
5

 
H

2
2

 
募

集
電

動
車

い

す
 

利
用

者
の

家
族

 
車

椅
子

 
肢

体
障

害
 

近
年

、
車

椅
子

は
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
形

や
ハ

ン
ド

ル
形

な
ど

大
型

化
、

重
量

化
し

て
お

り
、

使
い

勝
手

が
と

て
も

悪
く

な
っ

て
い

ま
す

。
ま

た
周

り
の

人
た

ち
に

も
迷

惑
に

な
っ

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
そ

こ
で

、
半

立
ち

（
駅

な
ど

で
あ

る
ベ

ン
チ

で
腰

を
軽

く
か

け
る

程
度

の
も

の
）

の
状

態
で

移
動

で
き

る
機

器
な

ど
小

型
化

、
軽

量
化

し
た

装
置

の
開

発
が

必
要

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

ま
た

少
し

く
ら

い
の

段
差

（
1

0
c
m

位
）

は
乗

り
越

え
ら

れ
る

機
能

も
必

要
と

思
い

ま
す

。
健

常
者

と
同

じ
扱

い
を

し
て

も
ら

え
る

よ
う

な
機

器
が

開
発

さ
れ

る
こ

と
を

望
み

ま
す

 
 

3
6

 
H

2
2

 
意

見
電

動
車

い

す
 

流
通

メ
ー

カ
 

電
動

車
い

す
の

改
良

 
 

 
ご

利
用

者
様

か
ら

寄
せ

ら
れ

た
ご

意
見

で
す

。
 

電
動

車
い

す
で

短
距

離
で

急
勾

配
の

と
こ

ろ
を

昇
降

で
き

る
よ

う
に

し
て

欲
し

い
。

例
え

ば
、

玄
関

前
の

ス
ロ

ー
プ

な
ど

。
 

短
距

離
で

急
勾

配
は

不
安

で
は

な
い

か
 

可
搬

型
車

い
す

昇
降

リ
フ

ト
に

よ
る

対
応

で
は

ど
う

か
 

3
7

 
H

2
2

 
意

見
電

動
車

い

す
 

流
通

メ
ー

カ
 

軽
量

化
し

た
電

動
車

い
す

 
 

 
ご

利
用

者
様

か
ら

寄
せ

ら
れ

た
ご

意
見

で
す

。
モ

ー
タ

の
付

い
た

車
い

す
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

家
の

近
く

が
坂

道
な

の
で

モ
ー

タ
ー

を
使

い
上

り
下

り
は

便
利

に
な

り
ま

し
た

が
、

車
い

す
自

体
が

重
い

の
で

車
い

す
の

運
搬

、
倉

庫
へ

の
格

納
の

時
大

変
不

便
で

す
。

軽
量

化
を

是
非

検
討

し
て

く
だ

さ
い

。
 

 
 

3
0

9
 

H
2

3
 

募
集

電
動

車
い

す
 

利
用

者
 

電
動

車
い

す
の

ジ
ョ

イ
ス

テ
ィ

ッ
ク

の
高

さ
調

整
機

能
 

肢
体

障
害

者
用

 
私

は
簡

易
型

電
動

車
い

す
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

外
出

し
た

と
き

に
テ

ー
ブ

ル
に

あ
た

る
こ

と

が
多

く
邪

魔
に

な
る

の
で

、
そ

の
度

に
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
を

は
ず

し
て

膝
に

載
せ

て
い

ま

す
。

場
所

に
よ

っ
て

簡
単

に
上

下
の

高
さ

が
変

え
ら

れ
る

も
の

が
あ

る
と

い
い

な
と

思
い

ま

す
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

3
6

6
 

H
2

4
 

意
見

電
動

車
い

す
 

利
用

者
 

宙
に

浮
く

電
動

車
い

す
 

肢
体

障
害

 
僕

は
一

級
の

Ｃ
Ｐ

で
電

動
車

い
す

を
使

用
し

て
ま

す
。

 

日
本

の
国

土
は

段
差

・
階

段
が

多
く

車
椅

子
で

は
行

け
れ

な
い

場
所

も
多

い
。

行
け

れ
る

に
は

従
来

の
タ

イ
ヤ

だ
と

行
動

範
囲

が
狭

く
限

ら
れ

て
き

ま
す

。
 

突
拍

子
尚

い
こ

と
を

言
い

と
電

動
車

椅
子

ご
と

宙
に

浮
か

す
事

が
出

来
れ

ば
段

差
・

階
段

は
お

ろ
か

行
け

れ
な

か
っ

た
場

所
・

電
車

・
バ

ス
ま

で
も

行
け

ま
す

が
、

た
だ

、
宙

に
浮

く
技

術
が

な
く

夢
の

ま
た

夢
か

な
ぁ

～
 

 
 

3
6

7
 

H
2

4
 

意
見

電
動

車
い

す
 

利
用

者
 

電
動

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

 
肢

体
障

害
 

電
動

ﾌ
ｯ
ﾄ
ﾚ
ｽ
ﾄ
(跳

ね
上

げ
)も

、
申

請
の

項
目

に
あ

げ
て

欲
し

い
で

す
。

理
由

は
ｴ
ｺ
ﾉ
ﾐ
ｰ
症

候
群

の

予
防

の
為

で
す

。
最

近
多

い
電

動
ﾃ
ｨ
ﾙ
ﾄ
で

は
、

無
理

と
思

い
ま

す
し

何
よ

り
あ

れ
だ

け
上

が
っ

て
し

ま
う

と
ス

イ
ッ

チ
が

触
れ

な
い

し
机

を
利

用
し

て
い

る
者

に
は

使
え

ま
せ

ん
。

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗ
ｲ

ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ
で

も
ﾌ
ｯﾄ

ﾚ
ｽﾄ

が
、

固
定

や
手

動
で

は
無

理
で

す
。

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗ
ｲ
ﾆ
ﾝｸ

ﾞ
と

連
動

し
て

い
る

物
を

使
用

し
て

実
際

な
っ

て
し

ま
っ

た
の

で
、

不
安

で
す

。
(個

人
差

は
あ

る
と

思
い

ま
す

)最
近

の

日
本

製
の

電
動

車
椅

子
は

、
重

度
障

害
の

意
見

が
 
伝

わ
っ

て
い

な
い

と
思

い
ま

す
。

開
発

中

の
試

乗
を

さ
せ

て
欲

し
い

で
す

。
 

以
前

の
優

秀
だ

っ
た

部
分

ま
で

 
変

え
て

し
ま

っ
て

い
た

り
 

電
動

ﾘ
ｸ
ﾗ
ｲ
ﾆ
ﾝ
ｸ
ﾞ
の

角
度

を
た

お
す

と
 

走
行

出
来

な
い

な
ど

 
何

の
為

に
そ

の
機

能
が

付
い

て
い

る
か

さ
え

 
わ

か
ら

な
く

な
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
よ

う
で

す
。

 
要

望
を

聞
い

て
い

た
だ

け
る

開
発

屋
さ

ん
連

絡
い

た
だ

き
た

い
で

す
。

本
体

価
格

も
、

初
期

の
ま

ま
だ

と
思

い
ま

す
。

現
在

価
格

に
合

わ
せ

て
欲

し
い

で
す

。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

3
8

 
H

2
2

 
意

見
歩

行
器

 
福

祉
専

門
職

 
歩

行
器

の
改

良
 

 
 

こ
ん

に
ち

は
。

も
し

か
し

た
ら

 
勉

強
不

足
 

知
識

不
足

な
の

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
歩

行
器

に
つ

い
て

 
お

教
え

い
た

だ
く

と
助

か
り

ま
す

。
現

在
 

福
祉

用
具

貸
与

で
 

使
用

し
て

い
る

も
の

は
一

般
住

宅
に

は
大

き
さ

が
向

か
な

い
よ

う
で

本
人

の
チ

カ
ラ

だ
け

で
は

歩
く

こ
と

は

無
理

の
様

子
。

安
定

感
を

求
め

る
と

重
く

な
る

こ
と

は
否

め
な

い
で

し
ょ

う
が

自
由

に
歩

行
で

き
な

い
の

で
は

 
ち

ょ
っ

と
…

下
肢

筋
力

の
低

下
も

あ
り

 
上

肢
の

チ
カ

ラ
の

低
下

も
あ

り

つ
か

ま
っ

て
い

る
こ

と
も

難
し

い
方

は
崩

れ
落

ち
て

し
ま

い
ま

す
。

赤
ち

ゃ
ん

が
使

用
す

る
よ

う
な

 
腰

（
臀

部
）

を
支

え
て

「
安

心
感

」
の

あ
る

も
の

で
軽

量
・

コ
ン

パ
ク

ト
な

も
の

は
 

無

い
の

で
し

ょ
う

か
？

お
教

え
く

だ
さ

い
。

 

関
連

製
品

 

既
に

製
品

化
さ

れ
て

い
る

イ
ス

付
き

歩
行

車
で

対
応

で
き

な
い

も
の

か
 

0
0

2
0

0
 -

 

0
0

0
3

9
6

 

3
9

 
H

2
2

 
掲

フ
歩

行
器

 
流

通
メ

ー
カ

 
コ

ン
パ

ク
ト

に
折

り
た

た
み

可

能
な

歩
行

器
 

 
 

現
在

、
レ

ン
タ

ル
可

能
な

歩
行

器
で

、
持

ち
手

高
さ

が
９

０
ｃ

ｍ
以

上
な

る
も

の
で

コ
ン

パ
ク

ト
に

お
り

た
た

め
る

物
(簡

単
に

車
の

ト
ラ

ン
ク

に
収

納
可

能
な

物
）

が
無

い
と

思
い

ま
す

。
あ

れ
ば

ぜ
ひ

教
え

て
頂

き
た

い
で

す
し

、
現

在
、

そ
の

よ
う

な
歩

行
器

が
無

い
様

で
し

た
ら

、
ぜ

ひ
と

も
開

発
し

て
頂

き
た

い
も

の
で

す
。

 

 
 

4
0

 
H

2
2

 
意

見
歩

行
器

 
流

通
メ

ー
カ

 
歩

行
器

の
改

良
 

 
 

ご
利

用
者

様
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

ご
意

見
で

す
。

 

現
在

、
※

※
※

※
と

い
う

歩
行

器
を

使
用

し
て

い
ま

す
が

、
荷

物
入

れ
の

止
め

具
が

止
め

に
く

い
の

で
改

良
し

て
欲

し
い

と
い

う
ご

意
見

で
す

。
 

※
製

品
名

の
明

記
 

4
1

 
H

2
2

 
意

見
歩

行
器

 
流

通
メ

ー
カ

 
折

り
た

た
み

可
能

な
歩

行
器

 
 

 
ご

利
用

者
様

か
ら

寄
せ

ら
れ

た
ご

意
見

で
す

。
 

歩
行

器
を

買
物

な
ど

の
外

出
時

に
使

用
し

て
い

ま
す

。
 

し
か

し
、

歩
行

器
が

大
き

く
分

解
で

き
な

い
の

で
バ

ス
や

タ
ク

シ
ー

に
載

せ
る

こ
と

が
出

来

ず
、

遠
出

す
る

こ
と

が
出

来
な

い
の

が
残

念
で

す
。

 

折
り

た
た

み
が

可
能

な
歩

行
器

は
あ

る
の

で
は

な
い

か
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
2

6
 

H
2

2
 

募
集

歩
行

器
 

福
祉

専
門

職
 

馬
蹄

型
歩

行
器

 
肢

体
障

害
 

馬
蹄

型
歩

行
器

で
、

在
宅

で
よ

り
使

用
し

や
す

い
も

の
を

！
 

1
.幅

、
高

さ
の

調
整

が
も

っ
と

出
来

る
も

の
。

 

 
例

え
ば

、
日

本
の

家
屋

事
情

や
体

格
を

考
え

れ
ば

幅
は

4
0

ｃ
ｍ

台
ま

で
狭

め
ら

れ
る

も
の

。

2
.抵

抗
器

、
ハ

ン
ド

ブ
レ

ー
キ

は
も

ち
ろ

ん
駐

車
ブ

レ
ー

キ
も

装
備

。
 

 
椅

子
や

ベ
ッ

ド
か

ら
の

移
乗

時
に

滑
る

。
 

 
ブ

レ
ー

キ
の

形
状

は
、

車
い

す
に

つ
い

て
い

る
よ

う
な

も
の

か
、

 

 
歩

行
車

の
よ

う
な

ハ
ン

ド
ブ

レ
ー

キ
を

下
げ

て
固

定
す

る
も

の
等

が
考

え
ら

れ
る

。
 

上
記

の
よ

う
な

機
能

を
持

っ
た

馬
蹄

型
歩

行
器

が
見

当
ら

な
い

の
で

是
非

開
発

し
て

い
た

だ

き
た

い
。

 

 
 

3
0

5
 

H
2

3
 

意
見

歩
行

器
 

利
用

者
 

脚
部

装
着

す
る

歩
行

補
助

具
 

（
例

え
ば

、
転

ば
な

い
ジ

ャ
イ

ロ
セ

ン
サ

ー
な

ど
取

り
付

け
た

も
の

）
 

 
 

小
脳

脊
髄

変
性

症
の

６
７

歳
で

す
。

進
行

性
の

病
気

で
私

の
場

合
ゆ

っ
く

り
進

行
し

て
い

ま
す

年
単

位
で

進
行

し
ま

す
。

今
最

も
不

自
由

を
感

じ
る

の
は

ひ
ざ

に
力

が
入

ら
ず

歩
く

の
に

不
自

由
で

す
。

一
度

こ
け

る
と

何
か

を
支

え
に

し
な

い
と

立
ち

上
が

れ
ま

せ
ん

。
要

望
す

る
の

は
足

に
つ

け
る

歩
行

補
助

具
で

す
。

出
来

れ
ば

上
か

ら
ズ

ボ
ン

を
履

き
た

い
で

す
。

（
構

音
障

害
あ

り
ま

す
の

で
問

い
合

わ
せ

は
メ

ー
ル

で
お

ね
が

い
し

ま
す

）
  

 
 

3
1

6
 

H
2

3
 

募
集

歩
行

器
 

利
用

者
の

家
族

 
ア

ル
コ

ー
 

そ
の

他
 
(
高

齢

者
) 

 

ア
ル

コ
ー

の
前

方
部

分
に

テ
ー

ブ
ル

を
付

け
る

。
  

※
製

品
名

の
明

記
 

3
2

3
 

H
2

3
 

募
集

歩
行

器
 

利
用

者
 

歩
行

器
 

肢
体

障
害

者
用

 
赤

ち
ゃ

ん
が

使
っ

て
い

る
歩

行
器

の
大

人
用

が
あ

る
と

良
い

な
と

い
つ

も
思

い
ま

す
。

 

今
赤

ち
ゃ

ん
用

の
歩

行
器

あ
る

か
は

分
か

り
ま

せ
ん

が
、

私
が

小
さ

い
頃

は
あ

り
ま

し
た

。
 

大
人

用
の

歩
行

器
は

、
シ

ル
バ

ー
カ

ー
と

か
４

点
歩

行
器

と
か

、
手

す
り

が
付

い
て

い
る

も
の

だ
け

で
座

る
部

分
が

あ
り

ま
せ

ん
。

シ
ル

バ
ー

カ
ー

は
、

座
る

部
分

を
出

し
て

座
る

と
き

、
向

き
を

変
え

て
座

ら
な

く
て

は
い

け
な

い
の

が
大

変
不

便
で

す
。

 

赤
ち

ゃ
ん

用
歩

行
器

の
よ

う
に

、
座

り
な

が
ら

足
で

歩
い

て
こ

げ
る

よ
う

な
も

の
が

欲
し

い
で

す
。

常
に

リ
ハ

ビ
リ

技
士

が
支

え
て

い
な

い
と

歩
行

練
習

が
出

来
な

い
よ

う
な

患
者

さ
ん

も
、
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

歩
行

練
習

が
出

来
る

の
に

と
い

つ
も

思
い

ま
す

。
 

私
は

線
維

筋
痛

症
と

い
う

病
気

で
自

分
が

使
い

た
い

の
で

す
が

、
リ

ハ
ビ

リ
技

士
と

し
て

脳
血

管
障

害
等

の
患

者
さ

ん
を

見
て

い
て

、
こ

う
い

う
歩

行
器

が
あ

っ
た

ら
良

い
と

思
い

ま
す

。
 

3
2

9
 

H
2

3
 

募
集

歩
行

器
 

利
用

者
の

家
族

 
歩

行
車

 
肢

体
障

害
者

用
 

小
脳

失
調

な
ど

が
あ

る
と

歩
行

車
ご

と
倒

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ジ

ャ
イ

ロ
ホ

イ
ー

ル
を

使
っ

た
よ

う
な

、
自

ら
た

ち
な

お
っ

て
く

る
歩

行
車

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す
。

 

 
 

3
3

1
 

H
2

3
 

募
集

歩
行

器
 

利
用

者
 

歩
行

サ
ポ

ー
ト

器
具

 
そ

の
他

 
(
線

維

筋
痛

症
患

者
用

) 

線
維

筋
痛

症
患

者
で

す
。

今
、

松
葉

杖
を

使
っ

て
い

ま
す

が
、

そ
れ

だ
と

ど
う

し
て

も
手

が
痛

い
の

で
す

。
握

力
が

な
く

、
ま

た
リ

ウ
マ

チ
の

よ
う

な
関

節
の

痛
み

も
あ

る
の

で
杖

が
し

っ
か

り
と

握
れ

ず
、

う
ま

く
体

を
支

え
る

こ
と

が
出

来
ま

せ
ん

。
ま

ず
、

松
葉

杖
を

使
っ

て
い

る
理

由
で

す
が

、
脚

が
痛

い
だ

け
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
肩

や
背

中
、

腰
が

歩
く

た
び

に
痛

む
の

で
使

っ
て

い
ま

す
。

で
す

が
、

ど
う

し
て

も
片

側
に

体
重

が
寄

り
気

味
に

な
り

、
ま

た
支

え
る

の
に

脇
を

使
っ

て
い

る
た

め
片

側
ば

か
り

が
痛

む
結

果
で

す
。

そ
し

て
杖

を
持

つ
、

と
い

う
こ

と
自

体
が

手
の

痛
み

と
し

て
苦

痛
を

伴
っ

て
し

ま
い

ま
す

。
今

は
そ

れ
ら

を
総

合
し

て
補

助
し

て
く

れ
る

器
具

が
な

い
の

で
、

そ
う

い
っ

た
場

合
に

で
も

使
え

る
、

例
え

ば
両

脇
で

支
え

て
手

で
持

つ
必

要
が

な
い

歩
行

器
、

な
ど

、
そ

う
い

っ
た

も
の

を
開

発
し

て
も

ら
え

る
と

と
て

も
助

か
り

ま
す

。
是

非
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

 
 

3
4

0
 

H
2

3
 

募
集

歩
行

器
 

福
祉

専
門

職
 

歩
行

器
（

重
い

体
重

の
方

で
も

安
全

な
物

）
 

肢
体

障
害

者

用
 
、

 
そ

の
他

(肢
体

・
知

的
障

が
い

重
複

) 
 

1
0

0
k
g

程
の

体
重

の
方

が
歩

行
器

を
使

わ
れ

る
が

、
知

的
に

障
が

い
が

あ
る

た
め

使
い

こ
な

し
方

が
悪

い
。

転
倒

が
あ

っ
た

の
で

、
安

全
で

使
い

や
す

い
物

が
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。

歩
行

器
は

前
に

出
て

し
ま

い
や

す
い

。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

3
6

8
 

H
2

4
 

意
見

歩
行

器
 

流
通

メ
ー

カ
 

脳
卒

中
の

方
の

た
め

の
歩

行
器

肢
体

障
害

 
1

 
在

宅
内

で
足

こ
ぎ

が
出

来
る

高
さ

調
整

式
事

務
イ

ス
タ

イ
プ

で
、

姿
勢

保
持

も
出

来
る

よ

う
に

座
面

奥
行

き
、

肘
高

、
背

も
た

れ
角

度
高

さ
奥

行
き

が
調

整
で

き
る

も
の

。
ブ

レ
ー

キ
は

左
右

選
択

出
来

て
ワ

ン
ロ

ッ
ク

ブ
レ

ー
キ

仕
様

。
国

内
流

通
の

海
外

製
は

機
能

的
に

は
優

れ
て

い
る

が
重

量
が

あ
り

筋
力

低
下

の
あ

る
方

に
は

動
か

し
に

く
い

ケ
ー

ス
が

あ
る

。
た

だ
し

駆
動

性
は

す
ぐ

れ
て

い
る

の
で

参
考

に
し

て
ほ

し
い

。
重

量
は

７
ｋ

ｇ
位

ま
で

が
望

ま
し

い
。

座
面

回
転

は
ロ

ッ
ク

付
き

で
安

全
性

に
配

慮
さ

れ
た

も
の

。
 

２
 

歩
行

車
の

前
輪

キ
ャ

ス
タ

ー
の

回
転

、
固

定
の

切
り

替
え

レ
バ

ー
が

ど
の

メ
ー

カ
ー

も
キ

ャ
ス

タ
ー

側
に

あ
り

高
齢

の
ご

利
用

者
は

そ
の

機
能

自
身

が
あ

る
こ

と
を

忘
れ

た
り

、
わ

か
っ

て
い

て
も

か
が

み
に

く
い

の
で

切
り

替
え

を
し

な
い

ま
ま

で
利

用
さ

れ
て

い
る

ケ
ー

ス
が

あ

る
。

ま
た

片
側

は
固

定
レ

バ
ー

に
な

っ
て

い
る

の
に

、
片

側
が

回
転

位
置

に
な

っ
て

い
て

、
そ

れ
を

気
付

か
な

い
で

使
い

に
く

い
状

況
で

利
用

さ
れ

て
い

る
ケ

ー
ス

も
あ

る
。

高
齢

者
に

見
ら

れ
る

手
指

巧
緻

性
の

低
下

な
ど

に
配

慮
し

た
折

り
た

た
み

な
ど

の
さ

ら
な

る
改

善
が

必
要

。
 

３
 

一
般

的
な

歩
行

車
仕

様
で

脳
卒

中
片

麻
痺

の
ご

利
用

者
が

使
え

る
機

種
の

開
発

が
急

務
。

宮
崎

県
の

一
部

地
域

で
ウ

ォ
ー

カ
ー

タ
イ

プ
は

利
用

さ
れ

て
い

る
が

、
各

メ
ー

カ
ー

に
頑

張
っ

て
い

た
だ

き
た

い
。

 

４
 

コ
ミ

ニ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ロ

ボ
ッ

ト
に

薬
の

飲
み

忘
れ

防
止

シ
ス

テ
ム

を
入

れ
込

ん
で

ほ

し
い

(認
知

症
ケ

ア
対

策
と

し
て

）
 

※
今

後
の

課
題

と
し

て
福

祉
用

具
提

供
の

仕
組

み
に

Ｐ
Ｔ

Ｏ
Ｔ

の
先

生
方

が
一

緒
に

介
入

で

き
る

国
と

し
て

の
具

体
的

な
ス

キ
ー

ム
(概

念
含

）
の

確
立

が
必

要
。

用
具

適
応

の
見

極
め

，
健

側
下

肢
の

位
置

、
力

の
入

れ
方

、
患

側
の

位
置

、
全

体
的

な
動

作
の

確
認

な
ど

こ
れ

ら
を

考
慮

し
な

が
ら

の
選

定
が

必
要

な
ケ

ー
ス

も
多

い
は

ず
だ

と
考

え
る

。
福

祉
用

具
導

入
の

質
の

向
上

が
伴

っ
た

普
及

(適
時

適
切

な
普

及
）

は
開

発
や

製
品

作
り

だ
け

で
は

な
く

、
適

用
と

使
用

を
連

携
と

チ
ー

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

を
核

と
し

て
運

用
出

来
る

具
体

的
な

動
き

が
必

要
だ

と
考

え
ま

す
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

3
6

9
 

H
2

4
 

意
見

歩
行

器
 

福
祉

専
門

職
 

休
み

な
が

ら
も

歩
く

こ
と

を
サ

ポ
ー

ト
す

る
歩

行
器

 

肢
体

障
害

 
認

知
症

病
棟

で
勤

務
し

て
い

る
も

の
で

す
。

筋
力

が
低

下
し

て
い

る
患

者
さ

ん
で

も
、

歩
き

た

い
と

い
う

希
望

を
も

っ
て

い
る

方
が

多
く

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
ま

た
、

転
倒

し
て

し
ま

う
患

者
さ

ん
も

多
く

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
そ

ん
な

患
者

さ
ん

の
た

め
に

、
休

み
な

が
ら

も
歩

く
こ

と
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

歩
行

器
が

あ
る

と
良

い
の

で
は

と
思

い
ま

し
た

。
  

 
 

4
7

0
 

H
2

4
 

募
集

歩
行

器
 

利
用

者
 

歩
行

器
や

補
助

カ
ー

ト
の

た
た

み
方

が
お

か
し

い
の

で
は

？
 

肢
体

障
害

者
用

 
こ

れ
ら

の
も

の
は

、
前

後
に

た
た

む
よ

う
に

な
っ

て
い

る
も

の
が

ほ
と

ん
ど

で
、

細
い

道
、

階

段
、

エ
ス

カ
レ

ー
タ

ー
や

え
、

車
の

乗
り

降
り

、
電

車
の

乗
り

降
り

に
、

か
か

え
に

く
く

て
使

え
な

い
。

  
 

 

4
7

5
 

H
2

4
 

募
集

歩
行

器
 

利
用

者
 

軽
々

歩
行

器
 

( 
公

共
の

バ

ス
・

電
車

に
も

一
人

で
乗

れ

る
 

！
 

）
 

肢
体

障
害

者
用

 
腰

が
痛

ん
で

歩
け

な
い

人
た

ち
で

も
、

歩
行

器
が

あ
れ

ば
長

い
距

離
を

歩
く

こ
と

が
出

来
ル

人

は
実

は
ま

だ
い

っ
ぱ

い
い

ま
す

。
 

で
も

そ
ん

な
ひ

と
で

も
、

家
か

ら
出

て
い

け
な

く
な

る
の

は
、

歩
行

器
が

外
出

用
に

作
ら

れ
て

な
い

か
ら

で
す

。
 

歩
行

器
は

た
い

が
い

、
重

く
て

大
き

く
て

、
リ

ハ
ビ

リ
向

け
や

、
室

内
用

だ
け

に
な

っ
て

る
も

の
が

多
い

の
で

す
。

軽
く

て
、

丈
夫

で
コ

ン
パ

ク
ト

に
た

た
め

る
、

安
定

性
も

考
慮

し
た

、
そ

ん
な

歩
行

補
助

器
が

欲
し

い
の

で
す

。
公

共
の

乗
り

物
に

も
乗

れ
る

よ
う

に
た

た
ん

で
軽

く
持

て
る

も
の

が
欲

し
い

で
す

。
シ

ョ
ッ

ピ
ン

グ
カ

－
ト

は
歩

行
器

に
は

無
理

で
す

。
  

 
 

92



  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

4
2

 
H

2
2

 
意

見
歩

行
補

助

つ
え

 

利
用

者
 

松
葉

つ
え

、
ロ

フ
ス

ト
ラ

ン
ド

ク
ラ

ッ
チ

に
変

わ
る

人
間

工
学

的
に

安
全

で
軽

量
な

杖
 

 
 

松
葉

つ
え

、
ロ

フ
ス

ト
ラ

ン
ド

ク
ラ

ッ
チ

に
変

わ
る

人
間

工
学

的
に

安
全

な
杖

 

両
足

麻
痺

の
障

害
者

は
、

長
年

の
あ

い
だ

体
重

を
支

え
る

の
に

、
松

葉
杖

や
ロ

フ
ス

ト
ラ

ン
ド

ク
ラ

ッ
チ

の
二

本
杖

を
常

用
し

て
い

ま
す

。
松

葉
杖

の
場

合
は

、
長

期
に

常
用

す
る

と
注

意
し

て
い

て
も

、
わ

き
の

下
の

血
管

や
神

経
を

圧
迫

し
て

、
二

次
障

害
を

引
き

起
こ

す
問

題
が

あ
り

ま
す

。
わ

き
の

下
を

空
け

る
よ

う
に

す
る

と
、

今
度

は
手

首
で

体
重

を
支

え
る

こ
と

に
な

り
、

手
を

痛
め

て
し

ま
い

ま
す

。
ロ

フ
ス

ト
ラ

ン
ド

の
場

合
は

、
手

首
に

荷
重

が
か

か
り

、
痛

め
ま

す
。

ま
た

転
倒

時
に

杖
が

外
れ

ず
に

、
手

を
つ

く
こ

と
が

出
き

無
い

ま
ま

、
頭

部
や

顔
を

打
撲

す
る

危
険

が
あ

り
ま

す
。

さ
ら

に
、

階
段

の
昇

降
時

に
杖

が
じ

ゃ
ま

で
、

テ
ス

リ
を

つ
か

め
な

い
問

題
も

あ
り

ま
す

。
そ

う
い

っ
た

意
味

で
、

体
重

の
５

０
％

以
上

を
支

え
る

杖
で

、
よ

り
人

間
工

学
的

に
安

全
で

、
重

量
も

軽
く

、
万

一
の

転
倒

時
に

安
全

、
階

段
昇

降
時

に
片

手
で

２
本

が
も

て
る

な
ど

の
工

夫
を

し
た

杖
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

 

海
外

製
で

は
、

杖
の

グ
リ

ッ
プ

の
角

度
な

ど
で

、
人

間
工

学
的

に
配

慮
し

た
と

い
う

杖
も

あ
り

ま
す

が
、

輸
入

し
て

使
っ

て
み

た
と

こ
ろ

、
重

量
が

重
い

な
ど

、
欠

点
も

あ
り

ま
し

た
。

 

現
在

は
、

日
本

メ
ー

カ
の

カ
ー

ボ
ン

製
ロ

フ
ス

ト
ラ

ン
ド

ク
ラ

ッ
チ

を
使

っ
て

い
ま

す
。

重
さ

が
軽

い
と

い
う

だ
け

で
も

、
身

体
へ

の
負

担
が

小
さ

く
な

り
ま

し
た

。
 

 
 

4
3

 
H

2
2

 
意

見
歩

行
補

助

つ
え

 

流
通

メ
ー

カ
 

イ
ス

付
き

の
杖

 
 

 
ご

利
用

者
様

か
ら

寄
せ

ら
れ

た
ご

意
見

で
す

。
 

歩
行

器
で

は
少

々
大

き
く

て
バ

ス
利

用
時

な
ど

に
大

変
な

為
、

杖
に

椅
子

が
付

い
て

い
る

手
軽

な
も

の
が

あ
る

と
出

か
け

る
時

に
便

利
だ

と
思

う
。

 

関
連

製
品

 

h
tt

p
:/

/
th

e
-
k
s
-
h

o

u
s
e
.c

o
m

/
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

4
4

 
H

2
2

 
意

見
歩

行
補

助

つ
え

 

不
明

 
杖

の
改

良
 

 
 

ど
う

し
て

杖
は

ど
こ

か
に

置
く

よ
う

に
で

き
な

い
の

か
？

 
つ

ま
り

置
こ

う
と

す
る

と
倒

れ

る
。

大
き

な
音

で
ま

わ
り

が
驚

く
。

じ
ゃ

あ
引

っ
か

け
る

、
す

る
と

滑
る

、
ま

た
は

引
っ

か
か

ら
な

い
。

杖
に

つ
い

て
る

紐
が

あ
る

が
引

っ
か

け
ら

れ
る

場
所

も
な

け
れ

ば
、

つ
か

う
頻

度
も

無
い

。
ホ

ー
ム

セ
ン

タ
ー

で
売

っ
て

る
杖

を
テ

ー
ブ

ル
に

引
っ

か
け

る
バ

ラ
ン

ス
を

利
用

し
た

商
品

8
0

0
円

程
度

で
も

全
然

引
っ

か
か

ら
な

い
。

じ
ゃ

あ
ど

う
す

れ
ば

よ
い

か
 

杖
の

持
つ

柄
の

下
部

分
を

滑
ら

な
い

よ
う

に
施

す
。

下
の

部
分

だ
け

、
下

の
接

触
す

る
部

分
だ

け
を

 

堅
い

ゴ
ム

で
加

工
と

か
柄

の
間

に
挟

み
込

む
。

そ
う

す
る

と
ど

こ
に

で
も

簡
単

に
引

っ
か

か

る
。

杖
を

持
っ

て
る

人
は

、
引

っ
か

け
て

は
杖

を
落

と
し

て
ま

す
。

そ
れ

が
改

善
で

き
た

ら
と

思
い

ま
す

。
杖

っ
て

値
段

が
高

い
じ

ゃ
な

い
で

す
か

。
だ

か
ら

良
い

素
材

な
ん

で
す

よ
ね

。
 

で
も

み
ん

な
同

じ
に

見
え

て
・

・
・

い
ろ

い
ろ

さ
が

し
た

け
れ

ど
ど

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
 

 
 

4
5

 
H

2
2

 
意

見
重

度
障

害

者
用

意
思

伝
達

装
置

 

利
用

者
 

脳
波

を
利

用
し

た
意

思
伝

達
装

置
 

 
 

意
思

伝
達

装
置

に
つ

い
て

質
問

で
す

。
私

の
父

は
脳

梗
塞

後
遺

症
で

運
動

性
失

語
症

が
あ

る
た

め
意

思
伝

達
が

困
難

で
す

。
相

手
の

会
話

の
内

容
は

あ
る

程
度

理
解

で
き

て
い

る
よ

う
で

す

が
、

全
く

言
葉

が
で

な
い

た
め

父
の

意
思

を
伝

達
す

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
。

 

筆
談

や
文

字
盤

、
P

C
を

利
用

し
意

思
伝

達
を

試
み

た
の

で
す

が
、

文
字

が
理

解
で

き
な

く
な

っ
て

い
る

よ
う

で
そ

れ
も

困
難

で
し

た
。

 

何
か

の
記

事
で

、
脳

波
を

利
用

し
（

確
か

･
･
･
）

そ
の

人
が

思
っ

て
い

る
こ

と
を

P
C

の
画

面

上
で

文
章

に
な

っ
て

現
れ

る
装

置
が

研
究

さ
れ

て
い

る
と

あ
り

ま
し

た
。

そ
の

よ
う

な
装

置

が
、

福
祉

用
具

と
し

て
開

発
さ

れ
る

予
定

は
な

い
の

で
し

ょ
う

か
？

 

ま
た

、
も

う
す

で
に

そ
の

よ
う

な
装

置
が

あ
る

の
で

し
た

ら
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 

国
リ

ハ
研

究
所

に
て

研
究

中
で

は
な

い
か

 

3
9

6
 

H
2

4
 

募
集

重
度

障
害

者
用

意
思

伝
達

装
置

 

利
用

者
の

家
族

 
意

思
を

確
認

す
る

た
め

の
機

器
肢

体
障

害
 

Ａ
Ｌ

Ｓ
（

筋
萎

縮
性

側
索

硬
化

症
）

の
方

で
、

以
前

は
目

の
微

妙
な

動
き

に
よ

り
、

意
思

確
認

を
し

て
い

ま
し

た
が

、
現

在
は

そ
れ

も
難

し
く

な
り

、
特

に
選

挙
の

投
票

な
ど

の
意

思
確

認
が

で
き

な
く

な
っ

て
し

ま
い

ま
し

た
。

 

こ
う

し
た

方
の

意
思

を
確

認
で

き
る

よ
う

な
機

器
の

開
発

を
望

み
ま

す
。
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o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

3
9

7
 

H
2

4
 

募
集

重
度

障
害

者
用

意
思

伝
達

装
置

 

医
療

専
門

職
 

意
思

伝
達

装
置

の
改

良
 

肢
体

障
害

 
眼

球
運

動
や

視
線

に
よ

っ
て

操
作

を
行

う
、

意
思

伝
達

装
置

が
あ

る
が

、
よ

り
安

く
手

軽
に

購

入
で

き
る

よ
う

に
な

る
と

、
あ

り
が

た
い

で
す

。
 

 
 

3
9

8
 

H
2

4
 

募
集

重
度

障
害

者
用

意
思

伝
達

装
置

 

医
療

専
門

職
 

脳
波

を
利

用
し

た
意

思
伝

達
装

置
 

肢
体

障
害

 
体

が
完

全
に

動
か

な
く

な
り

、
意

思
伝

達
装

置
等

の
操

作
が

不
可

能
に

な
っ

た
方

の
た

め
に

、

脳
波

を
測

定
し

、
Y

E
S

か
N

O
だ

け
で

も
測

定
で

き
る

装
置

が
あ

る
と

助
か

り
ま

す
。

そ
れ

だ
け

で
も

伝
え

る
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
意

思
疎

通
は

十
分

取
れ

ま
す

。
 

 
 

4
6

 
H

2
2

 
意

見
介

護
・

訓
練

支
援

用
具

 

利
用

者
 

小
型

の
簡

易
移

乗
支

援
機

器
 

 
 

ト
イ

レ
の

扉
が

幅
６

０
セ

ン
チ

し
か

な
く

、
中

に
持

ち
込

め
る

移
乗

器
は

、
ら

い
さ

ん
し

か
な

い
よ

う
で

す
が

安
価

で
別

注
で

き
る

シ
ス

テ
ム

は
車

い
す

を
含

め
て

あ
る

の
で

し
ょ

う
か

。
 

関
連

製
品

 

0
1

1
4

2
-
0

0
0

0
0

4
 

4
7

 
H

2
2

 
募

集
介

護
・

訓
練

支
援

用
具

 

利
用

者
の

家
族

 
移

乗
用

リ
フ

ト
 

肢
体

障
害

 
全

身
に

力
が

入
ら

な
い

人
が

使
え

る
リ

フ
ト

を
探

し
て

い
る

が
、

一
般

家
庭

で
使

え
る

サ
イ

ズ

の
も

の
が

見
つ

か
ら

な
い

。
一

般
家

庭
で

は
幅

5
0

セ
ン

チ
程

度
で

な
け

れ
ば

ト
イ

レ
な

ど
の

ド
ア

に
は

い
ら

な
い

。
ま

た
、
つ

り
具

も
装

着
が

大
変

な
も

の
が

多
い

。
着

替
え

の
際

な
ど

 
立

位
を

確
保

で
き

、
な

お
か

つ
腰

周
り

を
お

お
わ

な
い

で
使

用
で

き
る

も
の

が
あ

っ
て

ほ
し

い
。

具
体

的
に

言
え

ば
、

ひ
ざ

を
う

け
て

く
れ

て
、

脇
を

腕
で

持
ち

上
げ

～
だ

き
と

め
て

く
れ

る
も

の
。

つ
り

具
を

使
わ

な
く

て
も

い
い

も
の

。
赤

ち
ゃ

ん
の

歩
行

器
の

よ
う

に
わ

き
の

し
た

が

3
6

0
度

ホ
ー

ル
ド

さ
れ

て
い

れ
ば

い
い

の
に

と
お

も
う

。
も

ち
ろ

ん
使

わ
な

い
と

き
に

は
コ

ン
パ

ク
ト

に
な

っ
て

ほ
し

い
。

ま
た

、
日

本
の

福
祉

用
具

は
色

・
デ

ザ
イ

ン
が

あ
ま

り
に

も
ひ

ど
い

。
普

通
に

生
活

し
て

い
る

中
に

あ
る

と
、

非
常

に
こ

こ
ろ

が
落

ち
着

か
な

い
色

・
デ

ザ
イ

ン
が

お
お

い
。

外
国

製
品

は
そ

の
点

美
し

い
も

の
が

多
い

よ
う

に
感

じ
る

。
器

械
の

フ
レ

ー
ム

が
青

か
っ

た
り

す
る

の
は

な
ぜ

で
し

ょ
う

。
ふ

つ
う

に
お

い
て

あ
っ

て
も

気
に

な
ら

な
い

程
度

の
色

や
デ

ザ
イ

ン
・

大
き

さ
で

あ
っ

て
欲

し
い

と
思

い
ま

す
。
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o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

4
8

 
H

2
2

 
意

見
介

護
・

訓
練

支
援

用
具

 

利
用

者
の

家
族

 
頭

部
側

へ
身

体
を

移
動

さ
せ

る

用
具

 

 
 

ベ
ッ

ド
を

使
用

し
て

い
る

利
用

者
の

体
重

が
重

た
い

場
合

は
、

体
が

ベ
ッ

ド
の

下
の

ほ
う

に
ず

れ
て

し
ま

う
の

で
、

マ
ッ

ト
レ

ス
の

部
分

が
電

動
の

ベ
ル

ト
コ

ン
ベ

ア
‐

の
よ

う
な

も
の

で
下

か
ら

上
へ

回
転

し
な

が
ら

ず
れ

た
体

を
引

き
上

げ
る

よ
う

な
機

能
を

持
つ

も
の

が
あ

れ
ば

、
介

護
者

・
介

助
者

の
身

体
的

負
担

が
軽

減
で

き
る

。
 

関
連

製
品

 

0
0

9
4

7
 -

 

0
0

0
0

0
1

 

4
9

 
H

2
2

 
意

見
介

護
・

訓
練

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

移
乗

補
助

用
具

 
 

 
ト

イ
レ

用
の

リ
フ

ト
に

つ
い

て
 

ス
リ

ン
グ

シ
ー

ト
で

ぶ
ら

さ
が

る
形

の
リ

フ
ト

を
使

用
し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

が
、

使
用

す
る

の
に

時
間

が
か

か
り

、
ど

う
し

て
も

と
い

う
方

以
外

は
(よ

ほ
ど

重
た

い
方

と
か

)つ
い

抱
え

て

し
ま

う
、

と
い

う
状

態
で

し
た

。
ア

ー
ム

レ
ス

ト
の

外
れ

る
車

い
す

は
だ

い
ぶ

普
及

し
て

い
る

よ
う

に
思

い
ま

す
。

が
っ

つ
り

持
ち

上
げ

な
く

て
も

お
尻

が
浮

く
程

度
で

も
排

せ
つ

介
助

は
可

能
か

と
思

い
ま

す
。
た

と
え

ば
も

た
れ

か
か

る
、
下

半
身

を
支

え
る

な
ど

(も
し

く
は

併
用

し
て

)

立
位

補
助

の
可

能
な

リ
フ

ト
が

ほ
し

い
で

す
。

ト
イ

レ
に

後
付

け
で

き
て

、
ス

ペ
ー

ス
を

と
ら

な
い

も
の

だ
と

な
お

良
い

で
す

。
 

 
 

5
0

 
H

2
2

 
意

見
介

護
・

訓
練

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

電
動

昇
降

機
能

な
ど

が
付

い
た

オ
ー

バ
ー

テ
ー

ブ
ル

 

 
 

認
知

力
低

下
を

認
め

な
い

、
関

節
リ

ウ
マ

チ
と

重
度

の
心

疾
患

で
、

ベ
ッ

ド
上

で
生

活
さ

れ
て

い
る

女
性

を
担

当
し

て
い

ま
す

。
ご

主
人

の
介

助
や

見
守

り
が

な
い

と
生

活
で

き
ま

せ
ん

が
、

食
事

や
電

動
ベ

ッ
ド

の
ボ

タ
ン

操
作

は
自

立
さ

れ
て

い
ま

す
。

オ
ー

バ
ー

テ
ー

ブ
ル

を
利

用
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
こ

ま
め

に
電

動
ベ

ッ
ド

の
角

度
を

調
整

さ
れ

る
為

、
そ

の
都

度
、

介
護

者
で

あ
る

ご
主

人
が

オ
ー

バ
ー

テ
ー

ブ
ル

の
位

置
や

高
さ

を
調

節
す

る
必

要
が

あ
り

、
気

が
休

ま
る

暇
が

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
こ

で
電

動
の

オ
ー

バ
ー

テ
ー

ブ
ル

が
あ

れ
ば

便
利

だ
と

考
え

ま
し

た
。

オ
ー

バ
ー

テ
ー

ブ
ル

の
高

さ
や

近
づ

け
・

遠
ざ

け
の

ほ
か

に
テ

ー
ブ

ル
面

の
角

度
も

電
動

で
調

節
で

き
れ

ば
、

介
護

者
の

負
担

、
ご

本
人

の
夫

に
対

す
る

精
神

的
な

負
担

が
減

り
、

食
事

の
ほ

か
に

も
趣

味
活

動
や

読
書

等
も

楽
に

出
来

る
よ

う
に

な
る

と
考

え
て

い
ま

す
。
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o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

5
1

 
H

2
2

 
意

見
介

護
・

訓
練

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

移
乗

補
助

用
具

 
 

 
立

位
の

難
し

い
方

の
移

乗
は

リ
フ

ト
で

行
っ

た
り

、
職

員
二

人
が

か
り

で
抱

え
た

り
し

て
い

ま

す
。

た
だ

、
腰

の
負

担
も

考
え

る
と

リ
フ

ト
も

考
え

て
い

か
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
立

位
の

と
れ

な
い

方
は

リ
フ

ト
と

い
う

も
の

が
定

着
し

て
い

る
よ

う
に

思
い

ま
す

が
、

な
ん

と
か

立
位

が
保

て
る

方
と

い
う

の
は

、
リ

フ
ト

で
は

な
く

な
る

べ
く

立
っ

て
頂

き
た

い
と

は
お

も
っ

て
い

ま
す

。
た

だ
、

立
位

が
な

ん
と

か
と

れ
る

が
、

職
員

が
身

体
を

支
え

る
に

は
、

腰
に

負
担

が
か

か
る

と
い

う
場

面
が

多
く

あ
り

ま
す

。
そ

う
い

う
方

に
合

う
移

乗
器

具
を

探
し

て
い

ま
す

が
、

幅
広

い
利

用
者

が
安

心
し

て
使

え
る

も
の

が
あ

り
ま

せ
ん

。
身

体
障

害
の

方
と

い
う

こ
と

で
、

足
の

変
形

が
あ

っ
た

り
、

移
乗

器
具

が
車

椅
子

の
形

に
よ

っ
て

は
、

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

等
が

ぶ
つ

か
っ

て
し

ま
い

器
具

に
入

ら
な

い
。

そ
う

い
う

器
具

を
使

っ
て

い
る

施
設

に
も

、
い

く
つ

か
問

い
合

わ
せ

ま
し

た
が

、
ど

こ
も

、
ほ

ん
の

ご
く

一
部

の
利

用
者

に
し

か
適

さ
な

い
も

の
に

な
っ

て
い

る
と

の
こ

と
。

在
宅

の
方

で
、

家
で

一
人

に
使

用
す

る
も

の
で

あ
れ

ば
、

そ
れ

で
も

構
わ

な
い

の
で

し
ょ

う
が

、
多

く
の

利
用

者
に

使
用

で
き

る
移

乗
器

具
の

開
発

を
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

関
連

製
品

 

0
0

1
7

0
 -

 

0
0

0
5

9
9

 

5
2

 
H

2
2

 
意

見
介

護
・

訓
練

支
援

用
具

 

流
通

メ
ー

カ
 

格
納

で
き

る
ベ

ッ
ド

 
 

 
ご

利
用

者
様

か
ら

寄
せ

ら
れ

た
ご

意
見

で
す

。
 

ベ
ッ

ド
に

つ
い

て
貸

与
ベ

ッ
ド

は
品

質
強

度
が

多
少

オ
ー

バ
ー

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
 

格
納

可
能

な
ベ

ッ
ド

を
開

発
し

て
も

ら
い

た
い

で
す

。
例

え
ば

ア
ル

ミ
等

の
軽

量
材

料
使

用
し

て
検

討
し

て
も

ら
い

た
い

で
す

。
不

使
用

時
に

は
格

納
し

て
一

般
部

屋
と

し
て

使
い

た
い

で

す
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
3

4
 

H
2

2
 

意
見

介
護

・
訓

練

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

階
段

昇
降

装
置

 
 

 
世

田
谷

区
福

祉
移

動
サ

ー
ビ

ス
セ

ン
タ

ー
の

ス
タ

ッ
フ

を
し

て
い

て
、

問
い

合
わ

せ
の

多
い

要

望
に

、
移

動
困

難
な

方
の

階
段

昇
降

介
助

が
あ

り
ま

す
。

室
内

階
段

、
室

外
階

段
な

ど
、

幅
の

狭
い

、
ま

た
、

曲
り

の
あ

る
階

段
で

は
、

※
※

※
※

等
の

機
器

が
使

え
ま

せ
ん

。
日

本
の

住
宅

事
情

に
合

っ
た

、
階

段
昇

降
補

助
器

具
を

開
発

し
て

頂
け

る
と

、
助

か
る

利
用

者
さ

ん
も

多
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
私

ど
も

の
利

用
は

、
基

本
的

に
、

福
祉

タ
ク

シ
ー

の
ド

ラ
イ

バ
さ

ん
が

車
両

に
積

み
、

現
場

で
ド

ラ
イ

バ
が

操
作

す
る

こ
と

に
な

り
ま

す
。

開
発

メ
ー

カ
ー

さ
ん

と
現

場
の

方
が

知
恵

を
出

し
合

い
、

リ
ス

ク
も

お
互

い
に

分
け

合
い

な
が

ら
、

い
い

も
の

を
作

っ
て

頂
く

事
が

出
来

る
と

い
い

か
と

考
え

て
い

ま
す

。
世

田
谷

区
福

祉
移

動
支

援
セ

ン
タ

ー
に

つ
い

て
は

、
以

下
の

Ｕ
Ｒ

Ｌ
を

ご
参

照
く

だ
さ

い
。

 

 
 

2
3

5
 

H
2

2
 

意
見

介
護

・
訓

練

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

簡
易

な
移

乗
機

器
 

 
 

世
田

谷
区

福
祉

移
動

支
援

セ
ン

タ
ー

に
て

移
動

支
援

に
従

事
し

て
い

ま
す

。
利

用
者

さ
ん

の
要

望
の

多
い

中
で

、
ベ

ッ
ド

か
ら

車
い

す
や

ス
ト

レ
ッ

チ
ャ

ー
へ

の
移

乗
介

護
、

等
が

あ
り

ま
す

。

ま
た

、
銭

湯
や

温
泉

な
ど

に
行

き
た

い
と

い
う

希
望

や
、

プ
ー

ル
で

の
リ

ハ
ビ

リ
に

参
加

し
た

い
と

い
う

車
椅

子
の

方
も

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
こ

う
し

た
場

合
に

、
補

助
器

具
が

あ
る

と
大

変
便

利
な

の
で

す
が

。
介

助
員

と
と

も
に

使
え

る
コ

ン
パ

ク
ト

な
可

搬
型

の
補

助
器

具
が

あ
る

と
便

利
だ

と
考

え
て

い
ま

す
。

  

 
 

3
1

1
 

H
2

3
 

募
集

介
護

・
訓

練

支
援

用
具

 

利
用

者
の

家
族

 
外

出
用

の
携

帯
型

リ
フ

ト
 

肢
体

障
害

者
用

 
遷

延
性

（
せ

ん
え

ん
せ

い
）

意
識

障
害

の
息

子
を

介
護

し
て

い
ま

す
。

息
子

は
意

志
の

疎
通

が

困
難

で
全

介
助

が
必

要
で

す
。

家
で

は
車

椅
子

移
乗

や
入

浴
時

な
ど

家
庭

用
リ

フ
ト

を
使

用
し

て
い

ま
す

（
体

重
５

３
㎏

で
重

い
の

で
）

。
 

し
か

し
旅

行
含

め
外

出
し

た
際

に
は

車
椅

子
移

乗
や

ベ
ッ

ド
移

乗
は

す
べ

て
人

海
戦

術
し

か

手
段

が
あ

り
ま

せ
ん

。
 

従
っ

て
旅

行
に

行
っ

て
も

介
護

旅
行

で
あ

り
、

体
力

が
要

る
し

、
帰

っ
て

か
ら

腰
痛

に
な

っ
た

り
し

ま
す

。
そ

し
て

旅
行

に
連

れ
て

行
っ

て
や

り
た

い
の

は
や

ま
や

ま
だ

け
ど

次
第

に
億

劫
に

な
り

ま
す

。
携

行
で

き
る

リ
フ

ト
が

あ
れ

ば
い

い
の

に
な

あ
と

思
い

ま
す

。
人

を
持

ち
上

げ
る
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

か
ら

に
は

あ
る

程
度

の
重

量
が

な
い

と
支

え
切

れ
な

い
で

し
ょ

う
か

ら
リ

フ
ト

は
重

く
て

当

た
り

前
？

こ
ん

な
常

識
を

覆
し

て
軽

く
て

持
ち

運
び

し
や

す
い

リ
フ

ト
を

開
発

し
て

く
だ

さ

い
！

！
  

3
1

2
 

H
2

3
 

募
集

介
護

・
訓

練

支
援

用
具

 

開
発

メ
ー

カ
  

浴
槽

内
昇

降
機

 
肢

体
障

害
者

用
 
、

 
そ

の
他

 

(足
腰

の
弱

い
方

) 

入
浴

者
が

浴
槽

に
入

る
時

や
、

浴
槽

か
ら

上
が

る
時

に
体

を
支

え
る

た
め

に
、

ひ
ざ

や
腕

に
負

担
が

掛
か

り
過

ぎ
、

健
常

だ
っ

た
部

位
ま

で
痛

め
て

し
ま

う
。

 

ま
た

、
介

護
者

が
付

き
添

う
場

合
、

入
浴

者
が

浴
槽

に
入

る
時

や
、

浴
槽

か
ら

上
が

る
時

に
体

を
支

え
る

た
め

に
、

介
護

者
の

腕
や

腰
に

負
担

が
掛

か
っ

て
し

ま
う

。
 

こ
の

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
の

、
間

口
が

狭
く

て
深

い
ス

ト
レ

ー
ト

型
浴

槽
専

用
の

浴
槽

内
昇

降
機

で
、

台
の

水
平

を
保

つ
機

構
を

持
ち

、
台

の
下

に
溜

め
こ

ん
だ

空
気

の
量

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
す

る
こ

と
に

よ
り

、
浮

力
に

よ
っ

て
入

浴
者

ご
と

昇
降

し
、

入
浴

を
し

や
す

く
す

る
。

  

 
 

3
1

8
 

H
2

3
 

募
集

介
護

・
訓

練

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
  

（
新

し
い

素
材

の
）

床
ず

れ
予

防
マ

ッ
ト

 

肢
体

障
害

者
用

 
こ

れ
ま

で
と

違
っ

た
ア

プ
ロ

ー
チ

で
床

ず
れ

を
予

防
す

る
マ

ッ
ト

レ
ス

の
開

発
。

 

高
張

力
ナ

イ
ロ

ン
等

の
素

材
で

表
面

に
ネ

ッ
ト

を
形

成
す

る
。

前
後

左
右

で
こ

の
張

力
を

変
更

す
る

こ
と

で
、

マ
ッ

ト
レ

ス
の

硬
さ

を
自

由
に

変
更

で
き

る
。

カ
バ

ー
は

ゴ
ア

テ
ッ

ク
ス

等
の

生
地

を
使

用
し

て
通

気
性

の
高

い
も

の
の

液
体

は
透

過
し

な
い

よ
う

に
す

る
。

寝
心

地
が

よ

く
、

寝
返

り
も

し
や

す
い

よ
う

に
す

る
。

張
力

の
変

更
は

ダ
イ

ア
ル

で
簡

単
に

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
  

 
 

3
6

3
 

H
2

4
 

募
集

介
護

・
訓

練

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

全
自

動
移

乗
器

 
肢

体
障

害
 

車
い

す
か

ら
ベ

ッ
ド

へ
の

移
乗

を
楽

に
し

て
く

れ
る

器
具

。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

3
7

0
 

H
2

4
 

意
見

介
護

・
訓

練

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

8
3

㎝
の

ロ
ン

グ
サ

イ
ズ

の
ベ

ッ
ド

に
適

合
す

る
マ

ッ
ト

レ
ス

肢
体

障
害

 
特

殊
寝

台
と

床
ず

れ
防

止
用

具
の

マ
ッ

チ
ン

グ
で

悩
ん

で
お

り
ま

す
。

 

住
環

境
の

都
合

で
い

わ
ゆ

る
8

3
c
m

幅
の

マ
ッ

ト
レ

ス
が

適
合

す
る

サ
イ

ズ
の

特
殊

寝
台

を

選
定

し
ま

し
た

。
ま

た
、

利
用

者
の

身
長

が
1

7
5

c
m

あ
り

、
理

学
療

法
士

か
ら

の
意

見
(レ

ギ
ュ

ラ
ー

で
は

背
挙

げ
時

に
足

が
ボ

ト
ム

に
接

触
し

外
傷

リ
ス

ク
が

あ
る

)も
参

考
に

、
ロ

ン
グ

サ
イ

ズ
を

選
定

し
て

い
ま

す
。

こ
の

8
3

c
m

幅
か

つ
ロ

ン
グ

に
適

合
す

る
マ

ッ
ト

レ
ス

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

寝
返

り
が

ほ
と

ん
ど

で
き

な
い

た
め

褥
瘡

に
配

慮
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
端

座
位

は
可

能
で

あ
る

た
め

、
エ

ア
マ

ッ
ト

は
選

定
の

対
象

外
で

す
。

よ
っ

て
、

8
3

c
m

幅
か

つ
ロ

ン
グ

に
適

合
す

る
床

ず
れ

防
止

用
具

を
探

し
て

い
る

の
で

す
が

、
各

メ
ー

カ
ー

を
調

べ
て

も
適

合
す

る
も

の
が

見
つ

か
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
何

か
良

い
商

品
、

代
替

と
な

る
ア

イ
デ

ィ
ア

は
あ

り
ま

す
で

し
ょ

う
か

？
  

 
 

3
7

1
 

H
2

4
 

意
見

介
護

・
訓

練

支
援

用
具

 

利
用

者
 

最
新

技
術

に
よ

る
リ

ハ
ビ

リ
機

器
 

肢
体

障
害

 
上

肢
の

装
具

と
し

て
は

ポ
ー

タ
ブ

ル
ス

プ
リ

ン
グ

バ
ラ

ン
サ

ー
等

が
あ

り
ま

す
が

、
も

っ
と

ロ

ボ
ッ

ト
技

術
の

導
入

な
ど

に
よ

り
楽

し
ん

で
訓

練
が

で
き

る
機

器
の

開
発

が
で

き
る

の
で

は

と
思

い
ま

す
。

自
立

の
た

め
や

リ
ハ

ビ
リ

の
訓

練
等

に
も

使
用

で
き

、
最

新
技

術
に

よ
り

ユ
ー

ザ
が

楽
し

く
便

利
に

使
え

る
機

器
の

開
発

を
望

み
ま

す
。

  

 
 

3
7

2
 

H
2

4
 

意
見

介
護

・
訓

練

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

座
り

や
す

い
椅

子
 

肢
体

障
害

 
O

T
と

し
て

発
達

障
害

の
子

ど
も

た
ち

と
関

わ
っ

て
い

ま
す

。
座

り
や

す
い

椅
子

が
欲

し
い

で

す
。

学
校

や
幼

稚
園

の
椅

子
（

特
別

支
援

学
校

や
療

育
の

施
設

も
含

め
）

は
ほ

と
ん

ど
が

パ
イ

プ
と

合
板

で
で

き
て

い
て

硬
く

、
座

面
が

滑
り

や
す

い
椅

子
で

す
。

発
達

障
害

の
子

ど
も

は

様
々

な
理

由
で

落
ち

着
い

て
座

っ
て

い
る

事
が

難
し

い
の

で
す

。
骨

盤
周

り
が

し
っ

か
り

サ
ポ

ー
ト

さ
れ

、
尚

且
つ

ソ
フ

ト
な

椅
子

だ
と

身
体

が
楽

に
支

え
ら

れ
、

感
覚

が
し

っ
か

り
入

る
こ

と
で

落
ち

着
い

て
座

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

椅
子

は
な

い
で

し
ょ

う
か

 

 
 

3
7

3
 

H
2

4
 

募
集

介
護

・
訓

練

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

リ
フ

ォ
ー

ム
せ

ず
に

安
価

で
段

差
を

解
消

で
き

る
用

具
 

肢
体

障
害

 
7

0
代

の
祖

父
母

な
の

で
す

が
、

1
年

前
か

ら
祖

母
が

下
半

身
不

随
と

な
り

、
車

い
す

で
生

活

し
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
家

の
リ

フ
ォ

ー
ム

を
し

て
廊

下
に

は
手

す
り

が
つ

い
た

の
で

す
が

、

玄
関

の
段

差
に

関
し

て
は

直
さ

ず
に

そ
の

ま
ま

に
な

っ
て

い
る

た
め

、
祖

母
の

家
の

出
入

り
に
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

苦
労

し
て

い
る

と
聞

き
ま

し
た

。
高

齢
者

で
も

楽
に

段
差

を
通

れ
る

よ
う

な
用

具
が

あ
る

と
、

介
助

し
て

い
る

祖
父

の
負

担
も

減
り

、
あ

り
が

た
い

で
す

。
 

3
7

4
 

H
2

4
 

募
集

介
護

・
訓

練

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

地
面

か
ら

座
れ

る
手

動
式

リ
フ

ト
 

肢
体

障
害

 
片

麻
痺

の
方

で
、

介
助

す
れ

ば
歩

行
可

能
だ

が
、

知
的

障
害

あ
り

、
日

中
は

床
に

マ
ッ

ト
を

敷

い
て

そ
の

上
で

過
ご

し
て

い
る

。
車

い
す

に
長

時
間

乗
る

こ
と

は
あ

ま
り

好
ま

な
い

た
め

、
マ

ッ
ト

に
座

っ
て

い
る

。
排

泄
介

助
の

際
、

立
ち

上
っ

て
も

ら
う

の
に

か
な

り
苦

労
す

る
職

員
も

い
る

。
地

面
か

ら
座

れ
て

介
助

し
や

す
い

位
置

ま
で

リ
フ

ト
ア

ッ
プ

で
き

る
用

具
が

あ
る

と
い

い
と

思
う

。
床

屋
の

椅
子

の
よ

う
に

油
圧

ペ
ダ

ル
な

ど
で

上
下

す
る

も
の

で
電

気
を

使
わ

な
い

も
の

。
 

 
 

5
3

 
H

2
2

 
意

見
自

立
生

活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

聴
覚

障
害

者
向

け
の

日
常

生
活

支
援

用
具

 

聴
覚

障
害

 
火

災
警

報
器

に
つ

い
て

、
意

見
を

出
さ

せ
て

頂
い

た
が

、
昼

間
振

動
器

な
ど

を
必

ず
装

着
さ

せ

る
た

め
に

は
、

火
災

を
知

ら
せ

る
と

い
う

単
機

能
の

も
の

で
は

駄
目

で
、

来
客

、
ド

ア
の

ノ
ッ

ク
、

F
A

X
受

信
、

赤
ち

ゃ
ん

の
泣

き
声

な
ど

、
タ

イ
マ

ー
、

別
室

か
ら

の
コ

ー
ル

、
目

覚
ま

し

時
計

、
火

災
警

報
機

な
ど

の
機

能
を

も
つ

こ
と

が
必

要
。

腕
時

計
の

よ
う

に
、

家
の

中
に

居
る

と
き

も
、

外
出

時
で

も
、

常
に

付
け

て
い

る
よ

う
な

も
の

が
よ

い
。

 

多
用

途
の

一
つ

に
、

携
帯

電
話

の
受

信
を

知
ら

せ
る

と
い

う
の

を
付

け
加

え
る

の
は

、
困

難
で

あ
ろ

う
か

？
 

現
在

、
私

は
ズ

ボ
ン

の
ベ

ル
ト

に
装

着
す

る
形

で
使

用
し

て
い

る
が

、
歩

行
中

や
電

車
内

な
ど

で
は

、
着

信
に

気
付

か
な

い
こ

と
が

し
ば

し
ば

あ
る

。
ま

た
自

宅
に

い
る

場
合

は
、

ベ
ル

ト
な

し
の

ズ
ボ

ン
な

の
で

、
机

に
置

い
て

、
机

の
振

動
で

、
着

信
に

気
付

く
形

だ
が

、

机
を

離
れ

た
と

き
の

着
信

に
気

付
か

な
い

こ
と

が
多

い
。

女
性

の
場

合
、

ポ
ケ

ッ
ト

が
な

く
、

ハ
ン

ド
バ

ッ
ク

に
入

れ
て

お
き

、
ハ

ン
ド

バ
ッ

ク
か

ら
の

振
動

で
着

信
を

検
知

し
て

い
る

が
、

気
付

か
な

い
こ

と
も

多
い

と
聞

い
た

こ
と

が
あ

る
。

着
信

を
、

振
動

式
腕

時
計

に
転

送
し

て
貰

え
る

と
、

こ
う

し
た

失
敗

も
な

く
な

る
し

、
こ

の
腕

時
計

で
全

て
を

知
る

こ
と

が
で

き
る

の
で

、

必
ず

装
着

す
る

だ
ろ

う
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

5
4

 
H

2
2

 
意

見
自

立
生

活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

聴
覚

障
害

者
向

け
火

災
警

報
器

聴
覚

障
害

 
住

宅
用

火
災

報
知

器
も

重
要

で
あ

る
が

、
そ

れ
以

上
に

考
え

て
も

ら
わ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の

は
、

ホ
テ

ル
な

ど
の

宿
泊

施
設

で
、

火
災

報
知

器
が

音
だ

け
で

知
ら

せ
る

も
の

で
、

聴
覚

障
害

者
に

は
分

か
ら

な
い

。
聴

覚
障

害
者

は
、

火
事

の
場

合
、

外
か

ら
ド

ア
を

叩
い

て
知

ら
せ

て
も

分
か

ら
な

い
し

、
仮

に
チ

ェ
ー

ン
を

し
て

い
た

ら
、

ホ
テ

ル
の

人
も

中
に

入
る

こ
と

は
で

き
な

い
。

移
報

接
点

が
付

い
た

火
災

警
報

器
で

あ
れ

ば
、

聴
覚

障
害

者
が

宿
泊

す
る

と
分

か
れ

ば
、

発
信

機
と

ベ
ッ

ド
シ

ェ
イ

カ
ー

や
光

で
知

ら
せ

る
も

の
を

そ
の

部
屋

に
取

り
付

け
る

だ
け

で
、

聴
覚

障
害

者
も

火
災

の
発

生
を

知
る

こ
と

が
で

き
る

。
ホ

テ
ル

な
ど

の
宿

泊
施

設
で

の
こ

う
し

た
火

災
警

報
器

の
設

置
を

義
務

づ
け

て
も

ら
い

た
い

。
 

 
 

5
5

 
H

2
2

 
意

見
自

立
生

活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

聴
覚

障
害

者
向

け
火

災
警

報
器

聴
覚

障
害

 
昨

年
４

月
よ

り
、

住
宅

用
火

災
警

報
装

置
が

義
務

化
さ

れ
た

。
し

か
し

、
聴

覚
障

害
者

の
場

合
、

普
通

の
火

災
警

報
器

を
設

置
し

て
も

、
音

で
知

ら
せ

る
も

の
が

中
心

な
の

で
、

役
に

立
た

な
い

。

聴
覚

障
害

者
が

気
付

く
た

め
に

は
、

昼
間

で
あ

れ
ば

、
光

、
腕

な
ど

へ
の

振
動

で
知

ら
せ

る
。

夜
間

就
寝

中
で

あ
れ

ば
、

よ
り

強
力

な
光

（
ス

ト
ロ

ボ
光

な
ど

）
か

振
動

（
ベ

ッ
ド

シ
ェ

イ
カ

ー
な

ど
）

で
知

ら
せ

る
こ

と
が

ひ
つ

よ
う

で
あ

る
。

 

 
現

在
聴

覚
障

害
者

用
に

開
発

さ
れ

た
も

の
と

し
て

、
１

）
火

災
警

報
器

が
電

波
で

振
動

器
や

光
、

音
を

出
す

装
置

に
信

号
を

送
り

、
動

作
さ

せ
る

も
の

と
、

２
）

火
災

警
報

器
の

移
報

接
点

を
利

用
し

て
、

火
災

発
生

の
信

号
を

別
の

発
信

機
に

送
り

、
そ

の
発

信
機

が
、

振
動

器
や

光
、

音
を

出
す

装
置

に
無

線
で

知
ら

せ
、

動
作

さ
せ

る
も

の
が

あ
る

。
後

者
の

場
合

、
移

報
接

点
や

移
報

ア
ダ

プ
タ

ー
の

形
状

が
各

メ
ー

カ
ー

ご
と

に
異

な
っ

て
い

る
と

い
う

問
題

が
あ

る
こ

と

を
聞

い
た

。
こ

れ
を

統
一

す
れ

ば
、

移
報

接
点

を
介

し
て

、
様

々
な

形
で

、
障

害
者

に
警

報
を

伝
え

る
機

器
を

、
様

々
な

会
社

が
取

り
組

む
こ

と
が

容
易

に
な

る
。

 

 
 

5
6

 
H

2
2

 
意

見
自

立
生

活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

両
手

が
不

自
由

な
人

の
文

字
書

き
を

補
助

す
る

自
助

具
２

 

 
 

4
0

番
で

質
問

さ
せ

て
も

ら
っ

た
M

.H
と

申
し

ま
す

。
こ

の
さ

い
手

で
字

を
書

け
る

筆
記

用
具

を
作

っ
て

ほ
し

い
で

す
グ

り
ッ

プ
が

安
定

し
て

い
れ

ば
形

は
か

ま
い

ま
せ

ん
。

 

至
急

検
討

願
い

ま
す
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

5
7

 
H

2
2

 
意

見
自

立
生

活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

転
倒

時
に

臀
部

を
保

護
す

る
用

具
 

 
 

9
才

の
息

子
は

て
ん

か
ん

を
も

っ
て

い
ま

す
。

抗
け

い
れ

ん
薬

を
服

用
し

て
い

ま
す

が
難

治
性

で
あ

る
為

に
毎

日
の

よ
う

に
発

作
が

あ
り

ま
す

。
発

作
の

形
は

様
々

で
す

が
尻

も
ち

を
つ

く
事

も
し

ば
し

ば
で

す
。

自
宅

で
は

コ
ル

ク
マ

ッ
ト

を
敷

い
て

衝
撃

が
和

ら
ぐ

よ
う

に
し

て
い

ま
す

が
学

校
で

は
フ

ロ
ー

リ
ン

ク
゛

で
あ

る
為

に
け

が
の

心
配

が
あ

り
ま

す
。

頭
に

は
保

護
帽

（
ヘ

ッ
ド

ギ
ア

）
を

被
る

こ
と

で
怪

我
を

防
止

で
き

ま
す

が
お

尻
（

腰
）

を
防

護
出

来
る

も
の

が
あ

っ
た

ら
…

と
思

っ
て

い
ま

す
。

自
分

で
工

夫
し

て
ズ

ボ
ン

に
緩

衝
材

を
入

れ
て

製
作

し
て

み
よ

う
か

…
と

も
考

え
中

で
す

。
他

に
も

同
じ

お
悩

み
を

お
持

ち
の

方
は

い
ら

っ
し

ゃ
ら

な
い

の
か

な
？

そ
の

よ
う

な
方

は
ど

う
し

て
い

ら
っ

し
ゃ

る
の

か
な

？
と

疑
問

に
思

っ
て

い
ま

す
が

何

か
ア

ド
バ

イ
ス

等
の

ご
意

見
を

頂
け

ま
す

と
幸

い
で

す
。

 

 
 

5
8

 
H

2
2

 
募

集
自

立
生

活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

G
P

S
を

利
用

し
た

ポ
ー

タ
ブ

ル
ナ

ビ
 

視
覚

障
害

 
盲

導
犬

と
生

活
し

て
い

る
が

、
私

が
知

っ
て

い
る

道
し

か
通

れ
な

い
。

目
的

の
場

所
ま

で
自

立

歩
行

し
た

い
。

 

 
 

5
9

 
H

2
2

 
募

集
自

立
生

活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

ポ
ー

タ
ブ

ル
ナ

ビ
ー

ゲ
ー

シ
ョ

ン
シ

ス
テ

ム
 

視
覚

障
害

 
全

盲
だ

が
自

分
の

力
で

歩
け

る
よ

う
に

な
り

た
い

。
日

常
生

活
で

は
そ

れ
な

り
に

工
夫

し
て

生

活
し

て
い

る
。

安
全

な
移

動
を

補
助

し
て

く
れ

る
機

器
を

望
み

ま
す

。
 

 
 

6
0

 
H

2
2

 
募

集
自

立
生

活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

視
覚

障
害

者
用

の
ナ

ビ
シ

ス
テ

ム
 

視
覚

障
害

 
自

分
の

居
場

所
が

分
か

ら
な

く
な

る
こ

と
が

あ
る

。
居

場
所

を
把

握
し

、
次

の
目

的
ま

で
案

内

し
て

く
れ

る
よ

う
な

機
器

。
ま

た
駐

車
中

の
自

動
車

や
自

転
車

、
突

然
の

看
板

な
ど

に
ぶ

つ
か

る
こ

と
が

よ
く

あ
り

、
そ

れ
ら

を
事

前
に

感
知

し
知

ら
せ

て
く

れ
る

よ
う

な
機

器
が

あ
る

と
よ

い
。

 

 
 

6
1

 
H

2
2

 
募

集
自

立
生

活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

視
覚

障
害

者
用

の
外

出
支

援
機

器
 

視
覚

障
害

 
家

の
中

の
こ

と
は

大
抵

ひ
と

り
で

で
き

る
の

で
す

が
、

外
出

す
る

際
に

は
ガ

イ
ド

ヘ
ル

パ
ー

さ

ん
に

頼
っ

て
い

ま
す

。
視

覚
障

害
で

も
自

由
に

目
的

地
ま

で
行

け
る

機
器

が
あ

る
と

と
て

も
便

利
で

す
。

 

 
 

6
2

 
H

2
2

 
募

集
自

立
生

活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

多
機

能
音

声
ガ

イ
ド

付
き

湯
沸

か
し

器
 

視
覚

障
害

 
お

風
呂

の
湯

沸
か

し
器

で
、

湯
を

沸
か

し
始

め
る

時
と

、
湧

き
あ

が
っ

た
と

き
に

は
音

声
で

知

ら
せ

て
く

れ
る

が
、

温
度

を
調

節
す

る
際

に
ボ

タ
ン

で
操

作
し

た
り

、
室

温
を

知
り

た
い

時
に

も
あ

音
声

で
案

内
し

て
く

れ
る

と
も

っ
と

分
か

り
や

す
い

。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

6
3

 
H

2
2

 
募

集
自

立
生

活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

Ｉ
Ｈ

ク
ッ

キ
ン

グ
ヒ

ー
タ

ー
の

機
能

に
つ

い
て

 

視
覚

障
害

 
Ｉ

Ｈ
ク

ッ
キ

ン
グ

ヒ
ー

タ
ー

に
つ

い
て

、
例

え
ば

、
揚

げ
物

を
し

た
い

時
に

何
分

揚
げ

れ
ば

よ

い
の

か
分

か
る

よ
う

に
音

声
案

内
し

て
く

れ
た

り
、

あ
る

程
度

の
温

度
に

な
っ

た
ら

音
声

で
案

内
し

て
く

れ
る

機
能

が
あ

る
と

料
理

し
や

す
い

。
 

 
 

6
4

 
H

2
2

 
募

集
自

立
生

活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

個
人

用
ナ

ビ
ゲ

ー
シ

ョ
ン

機
器

視
覚

障
害

 
車

の
カ

ー
ナ

ビ
と

同
じ

機
能

の
も

の
を

、
携

帯
し

て
持

ち
歩

け
る

よ
う

な
端

末
機

が
あ

る
と

便

利
（

歩
行

者
用

ナ
ビ

ゲ
ー

シ
ョ

ン
機

器
）

 

家
に

い
る

時
に

目
的

地
を

セ
ッ

ト
で

き
、

音
声

案
内

で
目

的
地

ま
で

誘
導

し
て

く
れ

る
も

の
が

あ
る

と
よ

い
。

 

 
 

6
5

 
H

2
2

 
募

集
自

立
生

活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

携
帯

ナ
ビ

装
置

 
視

覚
障

害
 

携
帯

で
き

る
小

型
の

端
末

機
を

持
ち

歩
く

こ
と

で
、

家
ま

で
の

ル
ー

ト
案

内
や

、
真

直
ぐ

歩
行

で
き

て
い

る
か

を
知

ら
せ

て
く

れ
る

機
器

が
あ

る
と

助
か

る
。

道
を

歩
く

時
に

ぶ
つ

か
っ

た

り
、

ち
ゃ

ん
と

家
に

帰
れ

る
か

毎
回

不
安

に
な

る
の

で
ぜ

ひ
開

発
し

て
欲

し
い

 

 
 

6
6

 
H

2
2

 
募

集
自

立
生

活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

音
声

秤
と

音
声

電
磁

調
理

器
 

視
覚

障
害

 
既

に
開

発
さ

れ
、

日
常

使
用

し
て

い
る

、
例

え
ば

音
声

秤
や

音
声

電
磁

調
理

器
等

が
品

切
れ

と

な
り

、
メ

ー
カ

ー
で

生
産

打
ち

切
り

に
な

り
困

っ
て

い
る

。
何

か
い

い
方

法
は

ご
ざ

い
ま

せ
ん

か
？

 

 
 

6
7

 
H

2
2

 
意

見
自

立
生

活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

チ
ャ

ワ
ー

チ
ェ

ア
（

キ
ャ

リ
ー

）

用
の

転
倒

防
止

装
置

 

 
 

ユ
ニ

ッ
ト

型
の

特
養

で
す

。
個

浴
に

使
用

し
て

い
る

シ
ャ

ワ
ー

チ
ェ

ア
ー

は
、

乗
っ

て
い

て
少

し
の

け
ぞ

る
と

す
ぐ

に
後

ろ
に

倒
れ

て
し

ま
い

ま
す

。
小

回
り

で
き

る
よ

う
配

慮
し

て
の

後
輪

位
置

と
思

い
ま

す
が

、
転

倒
防

止
の

オ
プ

シ
ョ

ン
が

欲
し

い
で

す
。

ま
た

値
段

が
ア

ル
ミ

製
普

通
型

車
椅

子
と

同
じ

又
は

そ
れ

以
上

と
い

う
の

も
高

い
と

思
い

ま
す

。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

6
8

 
H

2
2

 
意

見
自

立
生

活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

メ
イ

ク
を

補
助

す
る

用
具

 
 

 
私

は
、

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
に

週
６

日
来

て
も

ら
い

な
が

ら
、

一
人

で
暮

ら
し

て
い

ま
す

。

昼
間

は
、

地
域

作
業

所
等

に
通

っ
て

い
ま

す
。

障
害

は
、

車
椅

子
使

用
の

脳
性

マ
ヒ

で
す

。
外

出
時

は
勿

論
、

入
浴

後
の

ス
キ

ン
ケ

ア
は

大
事

な
身

だ
し

な
み

。
と

言
う

事
で

、
メ

イ
ク

マ
シ

ン
み

た
い

な
も

の
が

あ
る

と
良

い
の

に
ナ

ァ
と

思
う

の
で

す
。

外
出

時
に

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

が
い

る
時

は
、

女
性

の
身

だ
し

な
み

と
し

て
簡

単
に

、
Ｕ

Ｖ
ケ

ア
等

し
て

も
ら

う
の

で
す

が
、

夜
は

一
人

。
入

浴
後

の
ス

キ
ン

ケ
ア

は
、

今
は

何
と

か
か

ん
と

か
・

・
・

と
い

う
感

じ
。

何
か

、
も

っ
と

、
楽

に
出

来
る

方
法

な
い

か
ナ

ァ
？

と
日

々
、

思
っ

て
ま

す
。

何
か

、
良

い
の

が
あ

れ
ば

。

 
 

6
9

 
H

2
2

 
意

見
自

立
生

活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

両
手

が
不

自
由

な
人

の
文

字
書

き
を

補
助

す
る

自
助

具
１

 

 
 

両
手

が
不

自
由

な
の

で
持

っ
て

字
が

か
け

る
自

助
具

が
ほ

し
い

。
 

 
 

7
0

 
H

2
2

 
意

見
自

立
生

活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

安
価

な
自

動
ペ

ー
ジ

み
く

り
機

 
 

「
自

動
ペ

ー
ジ

め
く

り
機

」
の

価
格

帯
が

高
額

（
参

考
※

※
※

約
3

5
万

円
）

な
た

め
に

購
入

に
至

ら
ず

、
読

み
た

い
本

を
読

め
ず

に
困

っ
て

い
ま

す
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
で

読
め

る
本

に
は

出
版

数
に

限
り

が
あ

り
ま

す
し

、
安

価
で

購
入

で
き

る
製

品
を

開
発

し
て

ほ
し

い
。

 

※
地

方
自

治
体

に
よ

る
自

助
具

の
給

付
対

象
者

と
な

り
ま

し
て

も
給

付
額

は
約

1
万

円
。

 

す
る

と
、

3
4

万
円

の
自

己
負

担
が

発
生

し
ま

す
の

で
負

担
が

大
き

い
の

で
す

。
 

※
製

品
名

の
明

記
 

7
1

 
H

2
2

 
意

見
自

立
生

活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

聴
覚

障
害

者
用

の
火

災
警

報
器

火
災

警
報

器
だ

け
で

な
く

、
玄

関
チ

ャ
イ

ム
や

電
話

、
Ｆ

Ａ
Ｘ

な
ど

の
機

器
と

一
体

的
に

考
え

る
必

要
が

あ
る

 

 
 

<聴
覚

障
害

者
の

火
災

警
報

器
> 

①
台

所
や

リ
ビ

ン
グ

の
火

災
警

報
器

が
無

線
電

波
で

寝
室

の
当

事
者

の
ネ

ッ
ク

レ
ス

と
か

腕

時
計

を
震

動
さ

せ
る

。
 

②
①

に
ワ

サ
ビ

の
匂

い
警

報
器

や
閃

光
点

滅
も

連
動

作
動

す
る

。
 

＊
①

②
を

満
た

せ
ば

、
同

じ
器

種
を

い
く

つ
も

つ
け

ず
に

す
む

し
、

か
つ

警
報

度
が

た
か

ま
る

の
。

 

＊
現

行
の

器
種

で
は

台
所

・
リ

ビ
ン

グ
か

ら
廊

下
、

廊
下

か
ら

寝
室

へ
と

締
め

切
っ

た
ド

ア
の

隙
間

を
２

～
３

箇
所

ク
リ

ア
し

な
い

と
煙

が
寝

室
の

警
報

器
ま

で
届

か
な

い
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

7
2

 
H

2
2

 
募

集
自

立
生

活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

歩
行

補
助

具
 

視
覚

障
害

 
一

人
で

も
外

出
で

き
る

よ
う

に
ポ

ー
タ

ブ
ル

ナ
ビ

(徒
歩

機
能

付
)を

、
補

助
の

対
象

と
し

て
ほ

し
い

。
 

投
票

不
要

 

7
3

 
H

2
2

 
募

集
自

立
生

活

支
援

用
具

 

利
用

者
の

家
族

 
黄

色
い

誘
導

用
ブ

ロ
ッ

ク
 

視
覚

障
害

 
ブ

ロ
ッ

ク
は

道
路

や
駅

な
ど

で
多

く
見

ら
れ

ま
す

が
、

白
杖

を
使

っ
て

つ
た

い
歩

き
は

し
ま

す

が
、

ブ
ロ

ッ
ク

の
上

は
と

て
も

歩
き

に
く

い
で

す
。

と
く

に
ヒ

ー
ル

で
は

歩
け

ま
せ

ん
。

 

そ
こ

で
視

覚
障

害
者

の
移

動
補

助
は

Ｇ
Ｐ

Ｓ
な

ど
か

ら
位

置
情

報
を

端
末

に
受

信
し

、
そ

の
端

末
を

持
っ

て
移

動
す

る
よ

う
に

し
て

は
い

か
が

で
し

ょ
う

か
。

 

視
覚

障
害

者
の

た
め

と
は

い
え

、
ほ

か
の

人
た

ち
の

迷
惑

な
ら

な
い

よ
う

な
設

備
が

必
要

だ
と

考
え

ま
す

。
 

Ｇ
Ｐ

Ｓ
利

用
に

よ
る

ナ
ビ

は
研

究
中

 

7
4

 
H

2
2

 
募

集
自

立
生

活

支
援

用
具

 

障
害

者
団

体
 

聴
覚

障
害

者
の

た
め

の
火

災
時

伝
達

機
能

 

聴
覚

障
害

 
聴

覚
障

害
者

が
火

災
時

、
部

屋
な

ど
で

、
火

災
を

認
知

で
き

る
よ

う
な

装
置

が
あ

る
と

助
か

る
。

光
に

よ
っ

て
火

災
を

知
ら

せ
る

も
の

や
、

に
お

い
に

よ
っ

て
知

ら
せ

る
も

の
が

あ
る

が
、

光
は

遮
ら

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

、
に

お
い

は
遠

い
と

届
か

な
い

こ
と

が
あ

る
の

で
、

他
の

方
法

で
伝

達
で

き
る

よ
う

な
装

置
が

あ
る

と
よ

い
。

  

 
 

7
5

 
H

2
2

 
意

見
自

立
生

活

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

保
護

カ
バ

ー
 

 
 

ベ
ッ

ド
柵

に
つ

か
ま

っ
た

り
、

自
分

で
無

意
識

で
ぶ

つ
け

る
人

が
い

ま
す

。
ベ

ッ
ド

柵
の

カ
バ

ー
が

あ
れ

ば
い

い
の

で
す

が
で

き
れ

ば
、

ス
ポ

ン
ジ

な
ど

が
入

っ
て

い
れ

ば
な

お
い

い
で

す
。

あ
と

、
ベ

ッ
ド

横
の

と
こ

ろ
に

足
を

ぶ
つ

け
る

か
た

も
い

る
の

で
、

そ
こ

に
ソ

フ
ト

な
素

材
を

使
っ

た
ベ

ッ
ド

が
あ

れ
ば

う
れ

し
い

で
す

ね
。

同
様

に
車

椅
子

の
フ

ッ
ト

レ
ス

ト
カ

バ
ー

も
欲

し
い

で
す

。
（

施
設

で
は

手
作

り
し

て
使

用
し

て
い

ま
す

）
 

 
 

7
6

 
H

2
2

 
意

見
自

立
生

活

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

マ
ウ

ス
ピ

ー
ス

型
電

動
歯

ブ
ラ

シ
 

 
 

マ
ウ

ス
ピ

ー
ス

型
の

電
動

歯
ブ

ラ
シ

が
な

い
で

し
ょ

う
か

？
 

 
 

7
7

 
H

2
2

 
意

見
自

立
生

活

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

立
位

で
の

排
尿

を
補

助
す

る
用

具
 

 
 

男
性

の
利

用
者

で
在

宅
で

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
利

用
を

し
て

い
る

方
が

お
り

ま
す

が
、

立
位

で
の

排
泄

の
た

め
枠

外
か

ら
は

み
出

し
た

り
し

て
し

ま
い

ま
す

。
立

位
の

状
態

で
も

上
手

く
排

泄
の

行
え

る
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
な

ど
が

あ
れ

ば
ご

紹
介

い
た

だ
け

る
と

助
か

り
ま

す
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

7
8

 
H

2
2

 
意

見
自

立
生

活

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
機

能
付

き
の

入
浴

用
い

す
 

 
 

リ
フ

ト
浴

で
入

浴
さ

れ
て

い
る

高
齢

者
の

方
が

あ
り

ま
す

。
寝

た
ま

ま
の

姿
勢

で
な

く
、

座
っ

た
ま

ま
の

姿
勢

で
の

入
浴

を
で

き
る

か
ぎ

り
継

続
し

た
い

と
考

え
ま

す
。

た
だ

円
背

が
あ

り
、

ど
う

し
て

も
腹

部
が

洗
い

に
く

く
、

シ
ャ

ワ
ー

椅
子

で
そ

の
と

き
だ

け
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

で
き

る
よ

う
な

も
の

が
あ

れ
ば

よ
い

と
思

い
ま

す
。

ま
た

シ
ャ

ワ
ー

椅
子

の
改

善
を

ぜ
ひ

お
願

い
し

ま
す

。
 

 
 

7
9

 
H

2
2

 
意

見
自

立
生

活

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

わ
ず

か
な

力
で

開
封

や
密

封
が

で
き

る
容

器
 

 
 

高
齢

者
の

在
宅

の
支

援
を

し
て

お
り

ま
す

。
買

い
物

を
依

頼
さ

れ
お

惣
菜

を
購

入
し

ま
す

が
、

惣
菜

が
入

っ
て

い
る

容
器

が
あ

け
に

く
く

、
ま

た
、

か
た

い
た

め
、

開
封

す
る

の
に

苦
労

し
て

お
り

ま
す

。
何

か
密

封
で

き
簡

易
に

開
封

で
き

る
容

器
は

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
？

 

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

 
 

8
0

 
H

2
2

 
意

見
自

立
生

活

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

掃
除

用
具

 
 

 
施

設
、

学
校

等
の

廊
下

を
掃

除
す

る
機

械
の

開
発

。
障

害
者

が
自

ら
の

環
境

を
綺

麗
に

す
る

と

と
も

に
、

ど
う

し
て

も
マ

ン
パ

ワ
ー

に
頼

っ
て

い
る

掃
除

部
分

の
雇

用
に

結
べ

つ
け

る
。

廊
下

等
の

掃
除

機
器

は
業

務
用

と
し

て
あ

り
ま

す
が

、
使

い
こ

な
す

の
に

熟
練

を
要

し
ま

す
。

誤
操

作
を

し
て

も
危

険
を

回
避

す
る

機
能

が
つ

い
て

い
れ

ば
障

害
者

に
も

道
が

開
け

る
と

思
う

の

で
す

が
。

 

具
体

的
に

ど
う

い
っ

た
障

害
を

お
持

ち
の

方
か

不
明

 

8
1

 
H

2
2

 
意

見
自

立
生

活

支
援

用
具

 

流
通

メ
ー

カ
 

寝
返

り
に

使
用

し
て

も
大

丈
夫

な
サ

イ
ド

レ
ー

ル
 

 
 

特
殊

寝
台

付
属

品
に

つ
い

て
で

す
が

、
介

助
バ

ー
（

立
ち

上
が

り
支

援
）

と
、

サ
イ

ド
レ

ー
ル

（
身

体
や

布
団

の
転

落
防

止
）

の
中

間
く

ら
い

の
性

能
で

、
“

つ
か

ま
っ

て
も

大
丈

夫
な

サ
イ

ド
レ

ー
ル

”
が

あ
る

と
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

寝
返

り
を

打
つ

と
き

に
サ

イ
ド

レ
ー

ル
に

つ
か

ま
る

利
用

者
が

多
く

、
そ

の
目

的
の

商
品

が
な

い
の

で
、

普
通

の
サ

イ
ド

レ
ー

ル
に

つ
か

ま
っ

て
い

ま
す

が
、

不
安

定
だ

っ
た

り
、

サ
イ

ド
レ

ー
ル

挿
入

部
の

破
損

に
つ

な
が

っ
た

り
し

て
い

ま
す

。
サ

イ
ド

レ
ー

ル
の

よ
う

な
感

じ
で

介
助

バ
ー

の
よ

う
に

し
っ

か
り

固
定

で
き

る
商

品
が

ほ
し

い
で

す
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

8
2

 
H

2
2

 
意

見
自

立
生

活

支
援

用
具

 

流
通

メ
ー

カ
 

ロ
フ

ス
ト

ラ
ン

ド
ク

ラ
ッ

チ
の

改
良

 

 
 

ご
利

用
者

様
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

ご
意

見
で

す
。

 

現
在

ロ
フ

ス
ト

ラ
ン

ド
ク

ラ
ッ

チ
を

家
族

が
使

用
し

て
い

ま
す

。
上

腕
支

持
部

分
の

リ
ン

グ
状

の
部

分
は

現
状

で
は

上
か

ら
腕

を
通

す
よ

う
に

作
ら

れ
て

い
ま

す
が

、
ジ

ャ
ケ

ッ
ト

や
コ

ー
ト

の
袖

口
が

引
っ

か
か

っ
て

扱
い

ず
ら

そ
う

で
す

。
ワ

ン
タ

ッ
チ

で
腕

が
は

め
ら

れ
る

よ
う

な
装

置
を

開
発

し
て

い
た

だ
け

る
と

便
利

に
な

る
と

思
い

ま
す

。
 

 
 

8
3

 
H

2
2

 
意

見
自

立
生

活

支
援

用
具

 

流
通

メ
ー

カ
 

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

用
の

ヘ
ッ

ド
サ

ポ
ー

ト
 

 
 

現
在

、
福

祉
用

具
貸

与
事

業
所

の
責

任
者

を
し

て
い

ま
す

臨
床

経
験

１
０

年
目

の
理

学
療

法
士

で
す

。
皆

様
の

ご
意

見
を

伺
い

た
い

の
で

す
が

・
・

・
最

近
、

依
頼

の
あ

っ
た

ケ
ー

ス
で

す
が

、

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

に
ヘ

ッ
ド

サ
ポ

ー
ト

を
付

け
て

欲
し

い
と

い
う

依
頼

が
あ

り
ま

し
た

。
車

イ
ス

に
使

う
ヘ

ッ
ド

サ
ポ

ー
ト

で
は

装
着

が
で

き
な

い
の

と
、

安
全

面
に

も
問

題
あ

り
。

（
本

来
は

車
イ

ス
に

装
着

す
る

も
の

で
、

そ
の

よ
う

な
使

用
方

法
は

好
ま

し
く

な
い

の
は

理
解

し
て

い
ま

す
）

ま
た

、
Ｐ

Ｌ
法

と
の

関
連

も
あ

り
、

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

を
加

工
し

て
ヘ

ッ
ド

サ
ポ

ー
ト

を
つ

け
る

と
い

う
方

法
も

い
か

が
な

も
の

か
と

考
え

て
い

ま
す

。
利

用
者

は
筋

肉
が

委
縮

す
る

難
病

の
方

で
、

ベ
ッ

ド
か

ら
移

乗
し

て
１

日
８

時
間

程
度

、
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
に

座
っ

て
い

ま
す

。
ト

イ
レ

を
す

る
際

は
立

ち
上

が
っ

て
一

人
で

可
能

で
す

が
、

ベ
ッ

ド
⇔

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

へ
の

移
乗

を
何

回
も

行
う

こ
と

は
本

人
の

負
担

が
大

き
い

状
態

で
す

。
 

１
つ

は
、

福
祉

用
具

レ
ン

タ
ル

事
業

所
が

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

を
加

工
し

て
何

か
を

取
り

付
け

る
（

例
え

ば
、

金
属

の
枠

を
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
に

つ
け

て
ク

ッ
シ

ョ
ン

で
頚

部
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

）
こ

と
は

法
的

に
問

題
な

い
に

か
と

い
う

こ
と

と
も

う
一

つ
は

、
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
に

て
ヘ

ッ
ド

サ
ポ

ー
ト

に
変

わ
る

頚
部

・
頭

部
を

安
定

さ
せ

る
方

法
は

な
い

か
で

す
。

 

ち
な

み
に

、
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
は

※
※

※
※

電
動

昇
降

タ
イ

プ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

 

※
製

品
名

の
明

記
 

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

8
4

 
H

2
2

 
募

集
自

立
生

活

支
援

用
具

 

そ
の

他
（

ユ
ニ

バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
団

体
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
 ）

 

大
声

消
火

器
 

肢
体

障
害

 

視
覚

障
害

 

聴
覚

障
害

 

言
語

障
害

 

施
設

な
ど

の
火

災
に

は
多

く
の

犠
牲

者
を

生
む

こ
と

が
事

例
か

ら
も

判
明

し
て

い
ま

す
。

そ
こ

で
ま

ず
、

小
さ

な
炎

を
消

火
す

る
た

め
に

必
要

な
の

が
消

火
器

で
す

。
し

か
し

現
状

で
は

一
般

的
な

普
及

さ
れ

て
い

る
タ

イ
プ

は
粉

末
式

の
１

０
型

消
火

器
で

す
が

、
障

が
い

を
持

っ
て

い
る

方
は

も
ち

ろ
ん

高
齢

者
に

も
非

常
に

扱
い

に
く

い
物

で
す

。
ま

し
て

や
そ

の
時

に
”

火
事

だ
～

火
を

消
せ

”
な

ど
と

大
声

を
上

げ
る

事
は

健
常

者
で

も
な

か
な

か
で

き
ま

せ
ん

。
そ

こ
で

、
消

火
器

の
底

面
に

ス
ピ

ー
カ

ー
と

セ
ン

サ
ー

を
付

け
、

倒
さ

れ
た

ら
大

音
響

で
”

火
災

で
す

、
火

災
で

す
”

な
ど

の
声

が
自

動
的

に
出

る
と

共
に

フ
ラ

ッ
シ

ュ
ラ

イ
ト

が
点

滅
す

る
も

の
で

す
。

既
存

の
消

火
器

に
容

易
に

取
り

付
け

ら
れ

、
消

防
法

に
抵

触
し

な
い

物
と

し
ま

す
。

 

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

的
に

薬
剤

を
噴

射
で

き
る

か
否

か
は

別
に

考
え

ま
す

 

 
 

8
5

 
H

2
2

 
募

集
自

立
生

活

支
援

用
具

 

そ
の

他
 

聴
覚

障
害

者
緊

急
警

報
シ

ス
テ

ム
 

聴
覚

障
害

 
聴

覚
障

害
の

家
庭

内
で

使
用

さ
れ

て
る

火
災

警
報

、
電

話
呼

び
出

し
音

、
玄

関
チ

ャ
イ

ム
音

等

に
直

接
に

後
つ

け
の

音
感

セ
ン

サ
ー

を
取

り
付

け
、

聴
覚

障
害

者
の

手
元

に
最

大
５

種
類

の
文

字
盤

に
火

災
、

電
話

、
玄

関
チ

ャ
イ

ム
光

シ
グ

ナ
ル

を
送

れ
ば

日
常

生
活

を
安

全
、

快
適

に
過

ご
せ

る
と

思
い

ま
す

。
シ

ス
テ

ム
開

発
に

関
し

て
難

問
は

無
い

と
思

い
ま

す
の

で
安

価
提

供
で

き
ま

す
。

さ
ら

に
研

究
を

必
要

な
部

分
も

有
り

ま
す

が
 
 

 
 

8
6

 
H

2
2

 
募

集
自

立
生

活

支
援

用
具

 

そ
の

他
（

商
品

企

画
開

発
）

 

視
覚

障
害

者
の
「

携
帯

ナ
ビ

杖
」

視
覚

障
害

 
ま

す
ま

す
進

化
す

る
携

帯
電

話
の

機
能

を
白

杖
に

応
用

で
き

な
い

か
と

考
え

ま
し

た
。

「
携

帯

ナ
ビ

杖
」

で
す

。
白

杖
自

体
を

パ
ソ

コ
ン

と
考

え
、

杖
の

握
り

手
部

分
を

マ
ウ

ス
の

形
状

と
し

機
能

を
付

け
、

杖
を

地
面

に
当

て
左

ク
リ

ッ
ク

す
れ

ば
、

足
元

の
地

面
に

２
６

イ
ン

チ
の

仮
想

モ
ニ

タ
ー

を
表

出
さ

せ
、

視
覚

障
害

者
は

、
杖

か
ら

の
触

覚
に

て
位

置
情

報
な

ど
を

得
る

こ
と

が
で

き
る

も
の

で
す

。
例

え
ば

最
も

初
歩

的
な

情
報

と
し

て
、

「
方

角
」

を
情

報
提

供
し

ま
す

。

仮
想

モ
ニ

タ
ー

上
に

、
線

ブ
ロ

ッ
ク

を
表

出
さ

せ
、

こ
の

方
角

が
南

北
を

表
し

ま
す

。
そ

し
て

北
側

に
は

点
ブ

ロ
ッ

ク
を

表
出

さ
せ

ま
す

。
こ

れ
に

よ
り

視
覚

障
害

者
は

、
方

向
感

を
失

う
こ

と
は

な
い

と
考

え
ま

す
。

（
勿

論
、

北
を

示
す

矢
印

↑
で

も
よ

い
の

で
す

が
）

更
に

発
展

さ
せ

、

仮
想

モ
ニ

タ
ー

上
に

、
触

地
図

を
表

出
さ

せ
た

り
、

あ
る

い
は

検
索

機
能

を
付

け
、

「
駅

」
と
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o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

点
字

入
力

・
検

索
す

れ
ば

最
寄

り
の

駅
の

改
札

口
の

位
置

が
表

示
さ

れ
、

こ
れ

を
ク

リ
ッ

ク
す

れ
ば

、
杖

を
通

し
て

知
覚

で
き

る
仮

想
の

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

が
表

出
さ

れ
、

視
覚

障
害

者
を

改
札

口
ま

で
誘

導
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
「

ト
イ

レ
」

と
点

字
入

力
・

検
索

す
れ

ば
、

周
辺

の
コ

ン
ビ

ニ
や

公
共

施
設

な
ど

の
ト

イ
レ

の
位

置
を

仮
想

モ
ニ

タ
ー

に
表

出
さ

せ
、

ク
リ

ッ
ク

す
る

と
、

目
的

地
と

し
て

誘
導

す
る

仮
想

の
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
を

表
出

さ
せ

て
は

い
か

が
で

し
ょ

う

か
？

そ
し

て
「

お
帰

り
」

機
能

で
す

。
５

年
前

に
買

っ
た

カ
ー

ナ
ビ

に
も

付
い

て
い

る
機

能
で

す
。

こ
れ

を
ク

リ
ッ

ク
す

る
と

、
女

性
の

声
で

「
自

宅
に

戻
り

ま
す

。
所

要
時

間
は

約
３

０
分

で
す

。
途

中
、

信
号

機
の

あ
る

交
差

点
を

２
ヶ

所
渡

り
ま

す
。

」
と

い
う

音
声

が
流

れ
ま

す
。

次
の

瞬
間

、
仮

想
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
が

足
元

に
現

れ
ま

す
。

そ
し

て
「

自
宅

に
到

着
で

す
。

お
疲

れ
様

で
し

た
。

」
 

カ
ー

ナ
ビ

に
は

、
当

た
り

前
に

つ
い

て
い

る
機

能
で

す
。

 

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

は
、

視
覚

障
害

者
に

と
っ

て
は

非
常

に
大

切
な

も
の

で
す

が
、

一
方

、
車

椅
子

の
方

に
は

負
担

と
な

り
高

齢
者

に
と

っ
て

は
躓

く
危

険
が

指
摘

さ
れ

て
い

ま
す

。
ま

た
美

観
の

問
題

も
あ

る
と

言
わ

れ
て

お
り

ま
す

。
杖

か
ら

の
触

覚
で

知
覚

で
き

る
仮

想
点

字
ブ

ロ
ッ

ク

で
、

こ
れ

等
の

問
題

の
全

て
が

解
決

で
す

。
 

こ
の

「
携

帯
ナ

ビ
杖

」
で

電
話

も
メ

ー
ル

も
何

で
も

で
き

ま
す

。
視

覚
障

害
者

と
は

点
字

メ
ー

ル
の

送
受

信
で

す
。

晴
眼

者
と

は
自

動
変

換
機

能
（

点
字

⇔
文

字
）

で
メ

ー
ル

の
送

受
信

で
す

。

勿
論

、
添

付
フ

ァ
イ

ル
も

Ｏ
Ｋ

で
す

。
 

こ
れ

ら
の

機
能

は
、

既
に

利
用

さ
れ

て
い

る
技

術
の

応
用

・
組

み
合

わ
せ

で
実

現
で

き
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か
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o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

8
7

 
H

2
2

 
募

集
自

立
生

活

支
援

用
具

 

そ
の

他
 

魔
法

の
杖

、
魔

法
の

絨
緞

 
肢

体
障

害
視

覚

障
害

 

表
題

の
「

魔
法

」
の

意
味

す
る

と
こ

ろ
は

、
最

近
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
と

呼
ば

れ
る

高
性

能
な

携
帯

端
末

が
具

現
化

し
つ

つ
あ

る
一

群
の

新
規

な
機

能
を

指
し

て
い

ま
す

。
 

G
P

S
測

置
シ

ス
テ

ム
、

加
速

度
セ

ン
サ

、
方

位
セ

ン
サ

、
高

密
度

な
実

装
技

術
、

自
由

度
の

高
い

入
出

力
デ

バ
イ

ス
と

多
く

の
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ソ

フ
ト

の
組

合
せ

が
こ

れ
ま

で
で

は

想
像

で
き

な
か

っ
た

様
相

の
機

能
や

サ
ー

ビ
ス

を
現

実
の

も
の

と
し

て
い

ま
す

。
更

に
そ

の
可

能
性

が
急

速
に

広
が

っ
て

行
く

こ
と

は
確

実
で

し
ょ

う
。

こ
の

よ
う

な
状

況
を

可
能

に
し

て
い

る
技

術
群

を
「

魔
法

」
と

呼
ん

で
し

ま
っ

て
も

許
さ

れ
る

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

私
た

ち
は

生
活

に
不

便
を

感
じ

る
人

を
援

護
す

る
技

術
と

し
て

一
連

の
技

術
を

筋
道

を
立

て
て

応

用
し

、
実

用
化

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
「

魔
法

の
杖

」
と

は
、

視
覚

障
害

者
の

移
動

支
援

に
こ

の
新

技
術

群
を

応
用

援
用

し
た

新
規

の
シ

ス
テ

ム
を

指
し

、
「

魔
法

の
絨

毯
」

は
歩

行
障

害
者

の
移

動
支

援
に

応
用

援
用

す
る

こ
と

を
イ

メ
ー

ジ
し

て
い

る
の

で
す

。
魔

法
の

杖
と

は
、

現
行

の
視

覚
障

害
者

移
動

支
援

シ
ス

テ
ム

は
、
A

地
点

か
ら

B
地

点
へ

の
物

理
的

移
動

を
安

全

に
ス

ム
ー

ズ
に

確
保

す
る

か
が

重
視

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

新
世

代
の

支
援

シ
ス

テ
ム

で
は

こ
の

基
本

機
能

を
向

上
さ

せ
る

と
同

時
に

歩
行

を
楽

し
み

移
動

中
の

街
を

楽
し

む
と

い
っ

た
レ

ベ

ル
ま

で
を

可
能

に
す

る
Q

O
L
 (

Q
u

a
lit

y 
o
f 

L
if
e
)向

上
シ

ス
テ

ム
と

し
て

の
「

魔
法

の
杖

」

実
現

を
目

指
す

べ
き

だ
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

視
覚

障
害

者
の

眼
前

に
広

が
る

実
空

間
情

報
（

一
覧

情
報

）
を

セ
ン

シ
ン

グ
す

る
に

は
、

各
種

の
セ

ン
サ

ー
に

よ
る

現
場

の
把

握
、

G
P

S
と

マ
ッ

プ
デ

ー
タ

の
照

合
、

イ
ン

フ
ラ

と
し

て
街

中
に

設
置

さ
れ

た
機

器
類

と
の

通
信

な
ど

を
総

合
的

に
利

用
す

れ
ば

多
く

の
可

能
性

が
考

え

ら
れ

ま
す

。
そ

の
上

で
重

要
に

な
る

の
が

、
障

害
者

の
適

切
な

判
断

と
行

動
を

可
能

に
す

る
有

用
情

報
の

抽
出

ノ
ウ

ハ
ウ

、
そ

れ
を

利
用

者
に

適
切

に
伝

え
る

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

イ
ス

技
術

の
確

立
で

す
。

 

そ
の

た
め

に
は

、
最

初
に

視
覚

障
害

者
の

方
達

の
イ

ン
タ

ヴ
ュ

ー
／

行
動

観
察

な
ど

か
ら

移
動
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

時
の

空
間

認
識

の
仕

方
、

有
用

な
誘

導
情

報
の

把
握

、
実

用
的

な
移

動
支

援
シ

ス
テ

ム
の

要
求

仕
様

の
整

理
を

行
な

う
こ

と
が

必
要

で
し

ょ
う

。
こ

れ
ら

の
知

見
を

踏
ま

え
て

、
音

声
(合

成
)

ガ
イ

ド
や

音
響

ガ
イ

ド
の

応
用

開
発

、
G

U
Iタ

ッ
チ

式
入

力
の

フ
ォ

ー
ス

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
化

技
術

や
モ

ー
シ

ョ
ン

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

、
音

声
認

識
技

術
な

ど
の

応
用

開
発

、
ハ

ー
ド

プ
ロ

ダ
ク

ト
と

し
て

統
合

さ
れ

た
イ

ン
タ

ー
フ

ェ
イ

ス
、

音
声

ガ
イ

ド
の

コ
ン

テ
ン

ツ
レ

ベ
ル

ま
で

様
々

な
フ

ェ
ー

ズ
で

の
研

究
開

発
の

必
要

性
が

予
測

さ
れ

ま
す

。
 

こ
の

よ
う

に
多

く
の

工
程

が
必

要
に

な
る

と
思

わ
れ

ま
す

が
、

不
便

さ
を

感
じ

る
方

々
の

移
動

に
関

連
す

る
Q

O
L

を
目

的
に

す
る

と
い

う
高

い
意

識
を

共
有

し
、

顕
在

化
し

て
い

る
技

術
を

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
す

れ
ば

「
魔

法
」

は
「

現
実

」
に

な
る

と
信

じ
て

い
ま

す
。

現
行

の
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

用
に

開
発

さ
れ

た
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
て

実
用

化
で

き
る

レ

ベ
ル

、
「

魔
法

の
杖

」
専

用
機

と
し

て
の

 
ハ

ー
ド

を
作

り
込

ん
で

よ
り

使
い

や
す

く
な

っ
た

段
階

、
更

に
改

良
が

進
み

イ
ン

フ
ラ

と
の

連
携

も
稠

密
と

な
り

ユ
ビ

キ
タ

ス
な

様
相

を
実

現
化

し
た

レ
ベ

ル
な

ど
あ

る
段

階
で

実
用

に
耐

え
う

る
よ

う
に

な
れ

ば
実

社
会

に
出

し
て

行
き

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
へ

フ
ィ

ー
ド

バ
ッ

ク
し

て
い

く
こ

と
に

な
る

の
で

し
ょ

う
。

 

最
後

に
も

う
一

つ
気

に
な

っ
て

い
る

の
が

盲
導

犬
の

存
在

で
す

。
こ

こ
に

は
最

小
限

の
指

示
で

思
い

通
り

の
結

果
を

得
る

「
調

教
」

の
仕

組
み

、
長

年
の

付
き

合
い

の
中

か
ら

双
方

が
馴

染
ん

で
行

く
「

学
習

」
の

仕
組

み
、

指
示

の
結

果
に

危
険

が
伴

う
場

合
の

非
服

従
な

ど
「

先
回

り
」

の
構

造
な

ど
考

察
に

値
す

る
関

係
性

が
観

ら
れ

ま
す

。
こ

れ
ら

を
シ

ス
テ

ム
に

取
込

め
れ

ば
使

用
者

と
シ

ス
テ

ム
の

間
に

「
信

頼
」

と
言

う
べ

き
関

係
が

築
け

る
か

も
知

れ
ま

せ
ん

。
 

「
魔

法
の

杖
」

は
杖

の
形

と
は

限
り

ま
せ

ん
。

一
体

ど
ん

な
も

の
な

る
の

で
し

ょ
う

。
 
一

緒

に
考

え
ま

せ
ん

か
。

 

8
8

 
H

2
2

 
募

集
自

立
生

活

支
援

用
具

 

障
害

者
団

体
 

肘
で

使
用

で
き

る
ペ

ー
ジ

め
く

り
機

 

肢
体

障
害

 
手

足
が

不
自

由
で

す
が

、
唯

一
肘

が
使

用
可

能
で

肘
で

ほ
ん

の
ペ

ー
ジ

が
め

く
れ

る
器

具
の

開

発
を

お
願

い
し

ま
す

。
現

在
絵

本
程

度
の

厚
さ

の
本

で
し

た
ら

め
く

れ
ま

す
が

、
肘

で
め

く
る
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

に
は

限
度

が
あ

り
ま

す
。

 

2
2

4
 

H
2

2
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

大
声

消
火

器
2

 
聴

覚
障

害
 

私
も

重
度

障
害

者
で

現
在

地
域

で
一

人
ぐ

ら
い

し
て

い
て

、
自

分
で

も
何

と
か

使
え

そ
う

な
ス

プ
レ

ー
タ

イ
プ

の
消

火
器

を
購

入
し

て
い

ざ
と

い
う

と
き

に
備

え
て

い
る

ん
で

す
が

、
施

設
や

病
院

な
ど

に
設

置
さ

れ
て

あ
る

本
格

的
な

消
火

器
だ

け
じ

ゃ
な

く
、

そ
う

い
う

簡
易

消
火

器
に

も
ボ

タ
ン

を
押

す
と

ま
わ

り
に

火
事

を
知

ら
せ

れ
る

よ
う

な
装

置
が

付
い

て
い

る
と

あ
り

が

た
い

で
す

。
  

 
 

2
2

5
 

H
2

2
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

長
い

杖
 

肢
体

障
害

 
多

く
使

わ
れ

て
い

る
杖

は
、

腰
あ

た
り

ま
で

の
Ｔ

字
杖

で
す

が
、

こ
れ

で
は

下
り

坂
で

不
安

定

に
な

っ
た

り
、

杖
を

つ
く

位
置

に
よ

っ
て

歩
行

が
不

安
定

に
な

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
そ

こ
で

介
護

用
品

と
し

て
、

頭
ぐ

ら
い

の
長

さ
の

杖
に

、
握

り
や

す
い

よ
う

デ
コ

ボ
コ

の
グ

リ
ッ

プ
を

つ
け

、
握

る
位

置
を

か
え

ら
れ

る
杖

を
提

案
い

た
し

ま
す

。
杖

を
長

く
す

る
こ

と
に

よ
り

、
杖

を
両

手
で

つ
か

む
こ

と
も

で
き

ま
す

し
、

立
ち

上
が

り
の

補
助

に
も

役
に

立
つ

と
思

い
ま

す
。

 
 

2
2

9
 

H
2

2
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

そ
の

他
 

対
象

物
ま

で
の

距
離

測
定

機
 

視
覚

障
害

 
デ

ジ
カ

メ
な

ど
の

ピ
ン

ト
合

わ
せ

機
能

を
使

い
、

ス
イ

ッ
チ

を
入

れ
る

と
向

け
た

方
向

に
対

象

物
が

あ
れ

ば
そ

こ
ま

で
の

距
離

を
イ

ヤ
ホ

ン
で

音
声

で
教

え
て

く
れ

る
。

使
用

例
 

電
車

の
席

に
座

り
た

い
け

ど
前

に
人

が
座

っ
て

い
る

か
わ

か
ら

な
い

時
な

ど
。

ス
テ

ッ
キ

で
足

を
確

認
す

る
の

も
失

礼
に

な
る

。
道

路
の

変
形

交
差

点
な

ど
で

ど
ち

ら
に

道
が

通
っ

て
い

る
か

確
認

す
る

 

な
ど

 

 
 

2
3

8
 

H
2

2
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

視
覚

障
碍

者
の

歩
行

支
援

機
器

に
つ

い
て

 

視
覚

障
害

 
携

帯
ラ

ジ
オ

サ
イ

ズ
で

歩
行

支
援

ナ
ビ

で
、

次
の

よ
う

な
機

能
を

備
え

た
も

の
を

希
望

し
ま

す
。

Ｇ
Ｐ

Ｓ
の

瀬
能

工
場

に
よ

り
き

め
細

か
い

支
援

が
で

き
る

の
で

は
な

い
か

と
思

っ
て

提
案

し
ま

す
。

 

１
．

道
路

情
報

の
ア

ナ
ウ

ン
ス

、
た

と
え

ば
一

方
通

行
、

歩
道

の
有

無
交

差
点

の
接

近
、

 

２
．

車
の

接
近

。
た

と
え

ば
、

前
か

ら
車

が
接

近
、

交
差

点
で

右
か

ら
車

が
接

近
な

ど
。

 

３
．

目
的

地
の

設
定

。
た

と
え

ば
住

所
や

電
話

番
号

で
の

一
特

定
だ

け
で

な
く

、
具

体
的

に
ど

こ
そ

こ
の

建
物

の
玄

関
ポ

イ
ン

ト
を

現
地

で
記

憶
さ

せ
る

と
次

回
か

ら
正

確
に

誘
導

し
て

く

 
 

113



  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

れ
る

。
 

４
．

そ
の

た
。

た
と

え
ば

、
道

路
を

歩
い

て
い

る
と

き
、

知
ら

な
い

う
ち

に
道

路
の

中
央

に
出

て
し

ま
っ

て
い

た
ら

注
意

を
促

し
て

く
れ

る
。

歩
行

先
に

自
転

車
や

障
害

物
が

あ
れ

ば
知

ら
せ

て
く

れ
る

。
 

５
．

生
活

用
具

と
し

て
助

成
制

度
の

対
象

と
な

る
よ

う
働

き
か

け
る

。
 

2
5

0
 

H
2

2
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

音
声

婦
人

体
温

計
 

視
覚

障
害

 

そ
の

他
 
(
手

帳

を
持

た
な

い
難

聴
者

・
高

齢
難

聴

者
) 

 

全
盲

で
も

使
え

る
、

音
声

読
み

上
げ

機
能

の
つ

い
た

も
の

。
検

温
結

果
が

数
か

月
も

保
存

で
き

確
認

で
き

る
な

ど
、

現
在

一
般

に
売

ら
れ

て
い

る
も

の
と

同
様

の
機

能
が

あ
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

 

 
 

2
5

1
 

H
2

2
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

音
声

調
理

用
秤

 
視

覚
障

害
 

そ
の

他
 
(
手

帳

を
持

た
な

い
難

聴
者

・
高

齢
難

聴

者
) 

 

調
理

用
の

秤
で

、
目

が
見

え
な

く
て

も
使

え
る

、
音

声
で

計
っ

た
も

の
の

重
さ

を
読

み
上

げ
る

も
の

。
  

 
 

2
5

4
 

H
2

2
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

音
声

機
能

付
き

電
卓

 
視

覚
障

害
 

そ
の

他
 
(
手

帳

を
持

た
な

い
難

聴
者

・
高

齢
難

聴

者
) 

 

台
湾

製
に

あ
る

よ
う

で
す

け
ど

。
日

本
製

の
音

声
の

電
卓

が
ほ

し
い

で
す

。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
9

1
 

H
2

3
 

意
見

自
立

生
活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

片
手

で
洗

体
で

き
る

用
具

 
 

 
お

風
呂

で
片

手
で

洗
体

で
き

る
用

具
の

開
発

 

私
は

福
祉

機
器

の
特

許
を

で
き

れ
ば

、
取

得
し

よ
う

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
ア

イ
デ

ア
に

つ
い

て
は

持
っ

て
い

る
の

で
、

ま
ず

は
協

力
し

て
い

た
だ

け
る

メ
ー

カ
ー

様
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

片
手

で
体

を
洗

う
こ

と
の

で
き

る
用

具
が

あ
る

と
大

変
助

か
り

ま
す

。
 

素
材

は
ナ

イ
ロ

ン
で

伸
縮

性
が

あ
る

た
め

、
脚

ま
で

洗
え

ま
す

。
形

状
は

輪
に

な
っ

て
い

る
の

で
、

片
手

で
も

背
中

や
脇

な
ど

が
洗

え
ま

す
。

ま
だ

ア
イ

デ
ア

の
段

階
な

の
で

、
一

緒
に

開
発

し
て

く
だ

さ
い

る
メ

ー
カ

ー
様

が
い

れ
ば

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
 

 
 

2
9

9
 

H
2

3
 

意
見

自
立

生
活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

片
手

で
使

用
で

き
る

爪
切

り
 

 
 

片
手

で
も

使
用

で
き

る
爪

切
り

 

私
は

右
片

麻
痺

の
た

め
、

爪
を

切
る

の
が

困
難

で
す

が
、

爪
切

り
を

腿
の

裏
に

挟
み

爪
を

切
っ

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
市

販
の

爪
切

り
を

使
用

し
て

い
る

の
で

、
爪

切
り

が
ズ

レ
た

り
、

滑
り

落
ち

た
り

す
る

た
め

使
い

づ
ら

い
で

す
。

爪
切

り
を

固
定

で
き

る
よ

う
な

も
の

が
あ

れ
ば

、
ズ

レ
る

こ
と

な
く

、
爪

を
切

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
  

 
 

3
1

7
 

H
2

3
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

そ
の

他
（

医
療

専

門
職

）
 

昇
降

付
き

シ
ャ

ワ
ー

チ
ェ

ア
ー

肢
体

障
害

者
用

 
入

浴
の

際
に

浴
槽

内
に

入
る

時
に

 
浴

槽
が

高
い

（
ア

パ
ー

ト
の

よ
う

に
据

え
置

き
タ

イ
プ

）

や
逆

に
低

い
時

が
あ

り
ま

す
。

バ
ス

ボ
ー

ド
は

浴
槽

の
幅

が
狭

い
時

や
場

合
に

よ
り

浴
槽

に
つ

か
る

と
き

に
は

使
用

が
で

き
な

か
っ

た
り

 
邪

魔
に

な
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

 
浴

槽
が

低
い

時
は

す
わ

る
こ

と
も

困
難

な
と

き
も

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
に

シ
ャ

ワ
ー

チ
ェ

ア
ー

の
高

さ
が

、
理

容
室

の
椅

子
の

よ
う

に
 

（
介

助
者

は
ス

テ
ッ

プ
を

踏
む

）
昇

降
が

自
由

に
で

き
れ

ば
 

入
り

や
す

い
の

で
は

考
え

る
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

3
2

4
 

H
2

3
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

利
用

者
の

家
族

 
中

間
サ

イ
ズ

の
浴

槽
に

つ
い

て

…
。

 

そ
の

他
 
(
人

工

呼
吸

器
を

着
用

)

こ
ん

に
ち

は
。

  

私
の

子
供

は
、

バ
ク

バ
ク

っ
子

（
人

工
呼

吸
器

を
つ

け
た

子
供

）
１

１
才

に
な

り
ま

す
。

ま
だ

、

小
さ

い
と

き
は

写
真

の
浴

槽
で

も
プ

カ
プ

カ
浮

く
位

で
し

た
が

、
最

近
は

体
も

大
き

く
な

っ
て

き
た

し
、

骨
粗

鬆
症

と
も

言
わ

れ
、

浴
槽

が
一

回
り

位
大

き
い

の
が

欲
し

い
と

思
い

、
色

々
問

い
合

わ
せ

（
大

手
メ

ー
カ

ー
や

ホ
ー

ム
セ

ン
タ

ー
）

ま
し

た
が

、
１

個
だ

け
で

は
高

額
に

な
る

と
か

、
こ

の
先

検
討

も
難

し
い

と
か

で
、

な
か

な
か

ベ
ス

ト
サ

イ
ズ

が
あ

り
ま

せ
ん

。
長

さ
１

メ
ー

ト
ル

位
の

物
は

代
用

で
き

た
り

、
１

メ
ー

ト
ル

４
０

セ
ン

チ
過

ぎ
る

と
大

人
サ

イ
ズ

で
使

用
で

き
ま

す
が

、
１

２
０

～
１

３
０

セ
ン

チ
ま

で
の

サ
イ

ズ
と

な
る

と
 
な

か
な

か
代

用
も

難

し
く

、
今

後
も

私
の

よ
う

に
我

が
子

に
ゆ

っ
く

り
つ

か
ら

せ
て

や
り

た
い

！
と

思
う

親
御

さ
ん

は
お

ら
れ

る
と

思
い

ま
す

。
在

宅
で

暮
ら

す
子

供
さ

ん
も

増
え

て
き

て
い

る
の

で
、

ぜ
ひ

中
旬

サ
イ

ズ
の

浴
槽

を
お

考
え

て
い

た
だ

け
な

い
で

し
ょ

う
か

…
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
 

 
 

3
3

5
 

H
2

3
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

マ
イ

ス
プ

ー
ン

食
事

介
助

ロ
ボ

ッ
ト

 

肢
体

障
害

者
用

 
マ

イ
ス

プ
ー

ン
に

セ
ッ

ト
す

る
器

は
、

指
定

さ
れ

た
も

の
し

か
使

用
で

き
な

い
た

め
、

色
々

な

器
が

使
用

で
き

る
と

よ
い

。
ま

た
、

豆
腐

の
様

な
柔

ら
か

い
食

べ
物

や
味

噌
汁

の
よ

う
な

汁
物

が
食

べ
ら

れ
る

よ
う

に
工

夫
し

て
も

ら
い

た
い

。
 

 
 

3
3

6
 

H
2

3
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

そ
の

他
（

医
療

専

門
職

）
 

立
ち

上
が

り
ア

シ
ス

ト
付

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

 

肢
体

障
害

者

用
 、

 そ
の

他
 

立
ち

上
が

る
際

に
便

座
が

昇
降

す
る

シ
ス

テ
ム

。
電

動
で

は
な

い
も

の
で

で
き

る
と

い
い

で

す
。

  

 
 

3
7

5
 

H
2

4
 

意
見

自
立

生
活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

引
っ

掛
け

可
能

な
杖

ホ
ル

ダ
ー

肢
体

障
害

 
一

本
仗

を
使

用
し

て
い

ま
す

。
杖

ホ
ル

ダ
ー

を
テ

ー
ブ

ル
な

ど
に

引
っ

掛
け

て
置

き
ま

す
が

倒

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

多
々

有
り

ま
す

。
テ

ー
ブ

ル
な

ど
き

ず
を

つ
け

ず
に

ク
リ

ッ
プ

み
た

い
な

も
の

で
、

か
け

る
所

の
、

厚
さ

に
合

わ
せ

て
力

も
か

け
ず

に
お

け
る

商
品

、
ま

た
杖

が
倒

れ
た

際
、

屈
ま

ず
に

、
手

元
に

取
れ

る
収

縮
制

あ
る

ゴ
ム

の
コ

イ
ル

状
の

物
を

商
品

化
し

て
下

さ
い

。

電
動

ベ
ッ

ド
の

、
リ

モ
コ

ン
を

暗
闇

で
も

操
作

可
能

な
物

に
し

て
下

さ
い

。
（

一
部

メ
ー

カ
ー

に
は

有
り

ま
す

。
た

だ
、

契
約

保
証

金
が

と
て

も
高

額
な

た
め

、
小

さ
な

会
社

で
は

、
契

約
で

き
ま

せ
ん

) 
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

呂
律

が
廻

ら
ず

、
字

を
書

く
に

も
力

が
は

い
ら

ず
、

相
手

に
不

愉
快

な
思

い
を

さ
せ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

首
か

ら
下

げ
ら

れ
持

ち
運

び
便

利
な

、
大

人
用

コ
ミ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

開
発

を
お

願
い

し
ま

す
。

(介
護

保
険

適
用

か
、

安
価

で
購

入
可

能
) 

3
7

6
 

H
2

4
 

意
見

自
立

生
活

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

自
走

型
の

シ
ャ

ワ
ー

キ
ャ

リ
ー

肢
体

障
害

 
入

浴
用

の
シ

ャ
ワ

ー
キ

ャ
リ

ー
に

関
し

て
、

介
助

型
の

も
の

が
多

く
を

占
め

、
数

は
少

な
い

も

の
の

自
走

型
も

あ
り

ま
す

が
、

高
齢

者
向

け
の

製
品

で
あ

る
よ

う
で

、
若

年
の

脊
髄

損
傷

者
な

ど
に

は
使

い
づ

ら
い

形
状

の
よ

う
に

思
い

ま
す

。
現

状
、

座
面

が
低

く
移

乗
が

し
づ

ら
い

、
車

輪
に

カ
バ

ー
な

ど
が

な
い

た
め

座
る

と
大

腿
が

車
輪

に
す

っ
て

し
ま

う
な

ど
の

問
題

が
あ

り
、

あ
ま

り
実

用
的

に
使

用
で

き
て

い
な

い
こ

と
が

多
い

で
す

。
も

う
少

し
自

走
型

の
シ

ャ
ワ

ー
キ

ャ
リ

ー
に

も
種

類
が

増
え

る
と

よ
い

と
思

い
ま

す
。

 

 
 

3
7

7
 

H
2

4
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

医
療

専
門

職
 

振
戦

が
あ

る
方

の
支

援
用

具
 

肢
体

障
害

 
振

戦
が

あ
る

方
は

、
洋

服
の

脱
着

が
困

難
で

あ
る

た
め

、
器

具
を

使
用

し
て

、
服

の
脱

着
時

、

ボ
タ

ン
の

留
め

外
し

字
、

服
の

袖
上

げ
等

が
容

易
に

行
え

る
も

の
が

あ
る

と
助

か
り

ま
す

。
 

 
 

3
7

8
 

H
2

4
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

医
療

専
門

職
 

上
肢

機
能

の
補

助
具

 
肢

体
障

害
 

上
肢

の
機

能
が

低
下

し
た

方
が

、
顔

を
掻

い
た

り
、

食
事

を
口

に
運

ぶ
た

め
に

、
腕

を
支

え
る

た
め

の
機

器
が

あ
る

と
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

 
 

 
 

3
7

9
 

H
2

4
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

医
療

専
門

職
 

ト
イ

レ
場

面
で

の
機

器
や

洋
服

に
つ

い
て

 

肢
体

障
害

 
筋

力
の

弱
っ

た
ご

本
人

や
現

場
で

ト
イ

レ
の

場
面

で
課

題
に

挙
が

る
こ

と
は

、
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ

ー
パ

ー
が

ち
ぎ

れ
な

い
こ

と
と

、
ズ

ボ
ン

の
上

げ
下

ろ
し

が
で

き
な

い
こ

と
で

す
。

そ
れ

を
解

消
で

き
る

よ
う

な
機

器
が

あ
れ

ば
、

ト
イ

レ
で

の
動

作
が

大
幅

に
楽

に
な

り
ま

す
。

 

ズ
ボ

ン
を

履
き

や
す

い
も

の
に

変
え

る
方

法
も

あ
り

ま
す

が
、

障
害

者
や

高
齢

者
用

の
ズ

ボ
ン

は
デ

ザ
イ

ン
が

暗
い

も
の

が
多

い
た

め
、

ご
本

人
は

敬
遠

し
が

ち
に

な
り

ま
す

。
洋

服
の

デ
ザ

イ
ン

性
の

向
上

を
利

便
性

と
併

せ
て

検
討

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

 
 

 
 

3
8

0
 

H
2

4
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

浴
槽

内
座

位
保

持
装

置
 

肢
体

障
害

 
シ

ャ
ワ

ー
キ

ャ
リ

ー
使

用
不

能
な

環
境

で
あ

っ
た

り
、

介
助

歩
行

は
可

能
で

あ
る

が
、

水
中

で

の
座

位
保

持
が

困
難

な
方

の
た

め
の

座
位

保
持

用
補

助
具

。
 

 
 

3
8

2
 

H
2

4
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

け
い

た
い

お
ふ

ろ
 

肢
体

障
害

 
浴

槽
に

入
れ

な
い

障
害

者
の

た
め

に
、

携
帯

プ
ー

ル
の

よ
う

な
も

の
に

水
（

お
湯

）
を

た
め

て
、

浴
槽

に
入

ら
な

く
て

も
入

浴
で

き
る

よ
う

に
し

た
い

。
バ

ス
チ

ェ
ア

ー
ご

と
そ

の
中

に
入

り
、
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

枠
を

持
ち

上
げ

て
固

定
し

、
そ

の
中

に
お

湯
を

た
め

る
仕

組
み

に
す

る
。

 

3
8

3
 

H
2

4
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

昇
降

機
能

付
き

シ
ャ

ワ
ー

キ
ャ

リ
ー

 

 
 

従
来

の
シ

ャ
ワ

ー
キ

ャ
リ

ー
は

椅
子

型
で

あ
り

、
既

存
の

風
呂

（
施

設
の

ス
ロ

ー
プ

付
き

）
に

入
っ

て
も

足
し

か
つ

け
ら

れ
ず

、
結

局
不

安
定

な
状

態
で

湯
舟

に
お

り
て

も
ら

っ
て

い
る

。
シ

ャ
ワ

ー
キ

ャ
リ

ー
に

昇
降

機
能

が
あ

れ
ば

、
安

全
に

浴
室

内
の

移
動

・
湯

舟
に

入
る

こ
と

が
可

能
と

な
る

。
既

存
の

施
設

や
温

泉
施

設
な

ど
で

施
設

の
改

築
等

せ
ず

に
済

む
の

で
は

な
い

か
と

思
う

。
 

 
 

3
8

4
 

H
2

4
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

お
し

ゃ
れ

な
ヘ

ッ
ド

ギ
ア

 
肢

体
障

害
 

普
通

の
ヘ

ッ
ド

ギ
ア

は
い

か
に

も
障

害
者

用
と

い
わ

ん
ば

か
り

の
デ

ザ
イ

ン
で

あ
る

。
お

し
ゃ

れ
で

普
通

に
か

ぶ
れ

る
ヘ

ッ
ド

ギ
ア

が
あ

れ
ば

、
周

り
の

目
も

気
に

な
ら

ず
、

本
人

も
楽

し
く

か
ぶ

れ
そ

う
。

 

 
 

3
8

5
 

H
2

4
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

そ
の

人
そ

の
人

に
合

う
、

食
べ

や
す

い
食

器
 

障
害

児
 

食
事

の
観

察
を

し
て

い
る

と
、

そ
れ

ぞ
れ

食
べ

こ
ぼ

し
が

目
立

ち
ま

す
。

そ
の

た
め

、
こ

ど
も

た
ち

が
快

く
摂

取
で

き
る

器
が

あ
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。
 

 
 

3
8

6
 

H
2

4
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

洗
身

椅
子

 
肢

体
障

害
 

現
在

あ
る

洗
身

時
に

使
用

す
る

椅
子

に
つ

い
て

、
洗

身
後

、
浴

槽
へ

移
動

の
際

、
風

呂
場

で
の

転
倒

が
考

え
ら

れ
る

た
め

、
椅

子
に

ロ
ー

ラ
ー

タ
イ

ヤ
の

よ
う

な
も

の
を

つ
け

、
洗

身
後

、
椅

子
か

ら
立

つ
こ

と
な

く
浴

槽
へ

移
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

に
す

る
。

洗
身

中
等

は
ロ

ー
ラ

ー
が

動
か

な
い

よ
う

に
固

定
す

る
よ

う
に

す
る

。
 

 
 

3
8

7
 

H
2

4
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

人
に

近
づ

く
シ

ャ
ワ

ー
 

肢
体

障
害

 
入

浴
時

、
シ

ャ
ワ

ー
に

人
が

近
づ

く
の

で
は

な
く

、
シ

ャ
ワ

ー
の

ヘ
ッ

ド
部

分
が

伸
び

た
り

ヘ

ッ
ド

の
向

き
が

変
わ

っ
て

シ
ャ

ワ
ー

を
人

に
合

わ
せ

る
よ

う
に

す
る

。
ま

た
、

椅
子

に
取

付
ら

れ
る

付
属

品
で

、
人

に
シ

ャ
ワ

ー
を

近
づ

け
て

使
え

る
よ

う
に

す
る

。
 

 
 

3
8

8
 

H
2

4
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

洗
え

る
ヘ

ッ
ド

ギ
ア

 
肢

体
障

害
 

今
使

用
し

て
い

る
ヘ

ッ
ド

ギ
ア

は
洗

え
な

い
素

材
の

も
の

が
多

い
の

で
、

洗
え

る
素

材
で

作
成

し
て

ほ
し

い
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

4
6

3
 

H
2

4
 

掲
フ

自
立

生
活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

（
高

さ
・

幅
等

の
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

対
応

品
）

 

 
 

内
容

 
浴

槽
か

ら
浴

槽
隣

の
棚

に
か

け
て

 
し

っ
か

り
と

固
定

で
き

る
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
で

、
 

高
さ

・
幅

を
現

状
の

浴
槽

に
合

わ
せ

て
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

し
て

下
さ

る
メ

ー
カ

ー
を

探
し

て
い

ま
す

。
自

立
支

援
の

為
の

モ
ノ

を
希

望
し

て
い

ま
す

。
浴

槽
が

狭
く

な
る

為
、

取
り

付
け

時
と

取
り

外
し

時
に

介
助

の
必

要
と

な
る

バ
ス

ボ
ー

ド
の

よ
う

な
希

望
し

て
お

ら
ず

、
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
を

掛
け

た
ま

ま
入

浴
し

た
り

、
バ

ス
タ

ブ
外

に
出

ら
れ

る
よ

う
な

自
立

支
援

用
品

を
探

し
て

い
ま

す
。

ブ
リ

ッ
ジ

に
掛

け
る

ボ
ー

ド
の

素
材

は
、

滑
り

止
め

加
工

が
施

さ
れ

、
薄

く
て

頑
丈

な
物

を
希

望
し

て
い

ま
す

。
（

ボ
ー

ド
は

取
り

外
し

が
出

来
た

ら
尚

有
難

い
で

す
。

）
現

在
市

販
さ

れ
て

い
る

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

は
高

さ
の

み
の

特
注

は
受

け
て

い
る

と
の

こ
と

で
し

た
が

、
幅

や
天

板
の

素
材

（
滑

る
の

で
木

製
以

外
を

希
望

）
等

に
対

応
し

て
い

な
い

と
の

こ
と

で
し

た
。

（
我

が
家

は
埋

め
込

み
式

浴
槽

で
、

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

の
足

に
当

た
る

部
分

は
、

高
さ

2
8

セ
ン

チ
と

な
り

ま
す

。
）

埼
玉

県
在

住
な

の
で

見
積

も
り

訪
問

で
き

る
方

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
  

 
 

4
6

4
 

H
2

4
 

掲
フ

自
立

生
活

支
援

用
具

 

不
明

 
自

立
支

援
用

品
を

特
注

で
作

っ

て
頂

け
る

方
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

 

 
 

ト
ス

テ
ム

が
開

発
し

た
『

腰
掛

が
出

来
る

サ
ー

モ
フ

タ
』

の
よ

う
な

素
晴

ら
し

い
商

品
を

我
が

家
の

バ
ス

タ
ブ

に
合

わ
せ

て
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

し
て

下
さ

る
方

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
 

メ
ー

カ
ー

に
問

い
合

わ
せ

た
と

こ
ろ

、
ト

ス
テ

ム
の

バ
ス

タ
ブ

に
の

み
設

置
で

き
る

と
の

こ
と

で
し

た
。

Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｏ

の
ポ

リ
バ

ス
に

取
り

付
け

ら
れ

る
よ

う
な

知
恵

を
技

術
の

あ
る

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
し

た
ら

、
ご

一
報

頂
き

た
く

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。

＊
市

販
品

の
改

造
や

 
安

全
性

・
耐

久
性

の
な

い
品

は
 

希
望

し
て

お
り

ま
せ

ん
が

、
何

か
お

知
恵

が
ご

ざ
い

ま
し

た
ら

お
借

り
で

き
た

ら
幸

い
で

す
。

ど
う

ぞ
宜

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

 
 

 

119



  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

4
6

7
 

H
2

4
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

の
前

傾
姿

勢
矯

正
ギ

ブ
ス

 

肢
体

障
害

者

用
 、

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 、
 そ

の
他

  

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

で
は

、
少

し
ず

つ
、

前
傾

姿
勢

に
な

っ
て

い
き

、
歩

行
困

難
、

か
ら

、
寝

た
き

り
、

と
、

最
悪

の
結

果
に

陥
い

り
ま

す
。

そ
れ

を
く

い
と

め
る

こ
と

が
、

Ｑ
Ｏ

Ｌ
を

高
め

、
介

護
を

減
ら

す
こ

と
が

出
来

る
、

唯
一

の
手

段
で

す
。

補
助

器
具

に
こ

れ
を

ぜ
ひ

も
と

め
た

い
の

で
す

。
リ

ハ
ビ

リ
に

週
一

程
度

の
３

０
分

程
ぐ

ら
い

か
け

る
程

度
の

消
極

的
な

対
策

で
は

お
い

つ
き

ま
せ

ん
。

日
常

、
姿

勢
を

自
動

的
に

補
正

し
て

く
れ

る
見

掛
け

も
軽

く
コ

ン
パ

ク
ト

な
ギ

ブ
ス

の
よ

う
な

も
の

を
開

発
し

て
く

だ
さ

い
。

姿
勢

が
美

し
け

れ
ば

、
少

し
で

も
人

間
の

尊
厳

を
感

じ
ら

れ
る

上
に

、
姿

勢
の

矯
正

が
日

常
で

で
き

た
ら

希
望

の
光

が
見

え
て

き
そ

う
で

、
開

発
お

願
い

し
ま

す
。

ロ
ボ

ッ
ト

ス
ー

ツ
の

ハ
ル

 
の

よ
う

に
お

ね
が

い
し

ま
す

。
  

 
 

4
6

8
 

H
2

4
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

の
び

の
び

全
身

つ
な

ぎ
の

下

着
・

・
・

お
し

ゃ
れ

な
色

を
そ

ろ
え

て
 

肢
体

障
害

者
用

 
ス

ト
レ

ッ
チ

素
材

で
か

る
く

て
伸

び
の

い
い

素
材

を
使

っ
て

、
レ

オ
タ

ー
ド

や
ウ

ェ
ッ

ト
ス

ー

ツ
の

よ
う

な
下

着
に

し
ま

す
。

 

伸
び

る
素

材
な

の
で

、
脱

ぎ
着

が
し

や
す

く
、

ど
う

に
か

自
分

ひ
と

り
で

も
、

ま
た

、
介

助
に

慣
れ

な
い

人
も

、
一

回
で

全
身

を
包

み
込

む
こ

と
が

出
来

ま
す

。
手

洗
い

の
と

き
下

着
の

上
げ

下
げ

の
出

来
な

い
人

も
、

窓
を

深
く

取
っ

て
れ

ば
脱

ぐ
こ

と
な

く
窓

を
大

き
く

開
い

て
、

用
を

済
ま

せ
ら

れ
ま

す
。

窓
は

折
り

重
な

っ
て

二
重

に
な

っ
て

ま
す

。
な

ん
だ

か
、

赤
ち

ゃ
ん

の
つ

な
ぎ

を
思

い
出

し
ま

す
ね

。
で

も
あ

れ
は

お
し

ゃ
れ

に
は

な
り

ま
せ

ん
け

ど
ね

。
 

あ
と

は
チ

ュ
ニ

ッ
ク

で
コ

－
デ

ィ
ネ

ー
ト

、
ま

だ
ま

だ
自

立
の

意
欲

が
あ

る
人

の
た

め
の

マ
イ

ナ
ー

な
ア

イ
デ

ィ
ア

で
す

い
ま

せ
ん

。
；
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

4
7

1
 

H
2

4
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

利
用

者
の

家
族

 
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
（

高
さ

・
幅

等

の
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

対
応

品
）

肢
体

障
害

者

用
 
、

 
そ

の
他

 

(片
麻

痺
患

者
用

)

浴
槽

か
ら

浴
槽

隣
の

棚
に

か
け

て
 

し
っ

か
り

と
固

定
で

き
る

バ
ス

ブ
リ

ッ
ジ

で
、

高
さ

・
幅

を
現

状
の

浴
槽

に
合

わ
せ

て
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

で
き

る
品

を
希

望
し

て
い

ま
す

。
 

ブ
リ

ッ
ジ

に
掛

け
る

ボ
ー

ド
の

素
材

は
、

市
販

品
の

木
製

で
は

な
く

、
バ

ス
ボ

ー
ド

に
使

用
さ

れ
て

い
る

よ
う

な
滑

り
止

め
加

工
の

物
で

、
厚

み
も

2
セ

ン
チ

程
の

薄
く

て
頑

丈
な

物
。

 

ボ
ー

ド
は

取
り

外
し

が
出

来
た

ら
尚

良
く

、
利

用
者

が
介

助
無

し
で

も
使

用
で

き
る

よ
う

に
安

定
感

が
あ

る
と

有
難

い
で

す
。

 

現
在

市
販

さ
れ

て
い

る
バ

ス
ブ

リ
ッ

ジ
は

高
さ

3
5

セ
ン

チ
～

対
応

と
の

こ
と

で
、

高
さ

3
5

セ
ン

チ
以

下
に

関
し

て
は

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
は

し
て

い
な

い
と

の
こ

と
。

 

高
さ

2
8

セ
ン

チ
の

我
が

家
の

浴
室

状
況

で
は

不
向

き
で

、
オ

ー
ダ

ー
メ

イ
ド

し
て

く
だ

さ
る

製
作

所
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

埼
玉

県
在

住
な

の
で

見
積

も
り

訪
問

で
き

る
方

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
  

 
 

4
7

2
 

H
2

4
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

利
用

者
の

家
族

 
バ

ス
ボ

ー
ド

 
肢

体
障

害
者

用
 

座
位

が
不

安
定

な
方

が
、

浴
槽

に
入

る
に

あ
た

り
、

電
動

も
し

く
は

ワ
ン

タ
ッ

チ
の

方
法

で
座

面
が

上
下

す
る

も
の

が
あ

れ
ば

良
い

の
で

す
が

。
在

宅
で

介
助

者
が

楽
に

介
助

出
来

ま
す

様

に
。

  
 

 

4
7

3
 

H
2

4
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

利
用

者
 

そ
の

ま
ま

バ
ス

タ
オ

ル
 

肢
体

障
害

者
用

 
入

浴
後

、
介

助
者

の
か

た
が

一
連

の
動

作
と

し
て

、
着

替
え

を
し

ま
す

が
、

汗
が

引
く

前
に

着

替
え

を
し

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

 

寒
い

の
で

は
な

い
か

と
い

う
配

慮
か

ら
だ

と
思

い
ま

す
が

、
で

き
れ

ば
汗

が
ひ

い
て

か
ら

と
思

い
ま

す
。

そ
こ

で
手

足
の

形
、

ふ
ん

ど
し

様
に

形
を

取
り

、
し

ば
ら

く
そ

の
ま

ま
で

も
良

い
タ

オ
ル

が
あ

れ
ば

と
思

い
ま

す
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

4
7

4
 

H
2

4
 

募
集

自
立

生
活

支
援

用
具

 

利
用

者
の

家
族

 
隙

間
の

出
来

な
い

自
立

支
援

バ

ス
ボ

ー
ド

 

肢
体

障
害

者
用

 
傾

斜
の

あ
る

バ
ス

タ
ブ

で
困

っ
て

い
る

方
や

腰
掛

け
る

場
所

の
必

要
の

あ
る

方
の

為
に

、
介

護

用
品

の
隙

間
の

出
来

て
し

ま
う

バ
ス

ボ
ー

ド
で

は
な

く
、

よ
り

薄
く

頑
丈

で
取

り
外

し
も

出
来

る
風

呂
フ

タ
タ

イ
プ

の
バ

ス
ボ

ー
ド

を
 

後
付

け
タ

イ
プ

と
し

て
作

っ
て

頂
き

た
い

で
す

。
 

ど
ん

な
タ

イ
プ

の
バ

ス
タ

ブ
に

も
後

付
け

で
き

、
掃

除
も

し
や

す
い

よ
う

に
取

り
外

し
が

可
能

で
、

お
し

ゃ
れ

な
ユ

ニ
バ

ー
サ

ル
デ

ザ
イ

ン
の

も
の

が
あ

れ
ば

、
普

段
介

護
さ

れ
て

い
る

こ
と

に
気

疲
れ

し
て

し
ま

っ
て

い
る

方
で

も
 

一
人

で
入

浴
で

き
る

か
も

し
れ

な
い

と
い

う
希

望

が
湧

く
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
ど

う
ぞ

宜
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

  
 

 

8
9

 
H

2
2

 
掲

フ
在

宅
療

養

等
支

援
用

具
 

利
用

者
の

家
族

 
軽

量
で

小
型

の
吸

引
機

 
 

 
気

管
・

喉
頭

の
狭

窄
（

重
症

で
完

治
は

見
込

み
な

し
）

で
気

管
切

開
し

て
頑

張
っ

て
い

る
、

４

歳
男

児
の

母
で

す
。

気
管

切
開

し
、

声
も

ま
っ

た
く

出
ま

せ
ん

が
、

と
て

も
元

気
で

幼
稚

園
に

も
通

っ
て

い
る

悪
が

き
君

で
す

。
笑

。
吸

引
機

は
相

棒
で

い
つ

も
一

緒
な

の
で

す
が

、
外

出
す

る
の

に
は

、
と

に
か

く
大

き
す

ぎ
る

し
、

重
す

ぎ
る

。
も

う
、

肩
こ

り
で

死
に

そ
う

に
持

っ
て

て
も

、
体

調
の

良
い

日
の

少
し

の
外

出
で

は
、

吸
引

し
な

く
て

も
い

い
時

も
あ

る
ん

で
す

。
汚

水
を

貯
め

る
容

器
（

７
０

０
m

l）
大

き
す

ぎ
。

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

に
し

た
り

出
来

な
い

で
す

か
ね

ー
。

今
の

ご
時

世
の

技
術

な
ら

、
絶

対
に

も
っ

と
小

さ
い

も
の

を
作

れ
そ

う
に

思
う

ん
で

す
が

…
。

お
家

用
と

外
出

用
、

も
っ

と
楽

に
な

っ
た

ら
、

も
っ

と
た

く
さ

ん
い

ろ
ん

な
所

に
連

れ
て

行
け

る
の

に
な

ー
 

（
補

足
説

明
）

息
子

は
、

元
気

に
走

り
回

っ
て

て
（

看
護

師
さ

ん
付

き
で

幼
稚

園
に

も
通

っ
て

ま
す

）
、

喉
頭

・
気

管
狭

窄
の

病
気

、
で

の
気

管
切

開
以

外
は

、
全

く
普

通
に

生
活

し
て

ま
す

。

問
題

は
む

し
ろ

私
側

で
、

吸
引

機
で

肩
こ

り
等

が
酷

く
、

吸
引

回
数

も
そ

ん
な

に
な

い
時

に
は

、

本
当

に
大

変
な

ん
で

す
。

ど
ん

ど
ん

福
祉

機
器

も
進

化
し

て
ま

す
の

で
、

近
い

将
来

小
型

が
で

る
か

も
！

？
で

す
ね

。
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9
0

 
H

2
2

 
意

見
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

地
デ

ジ
放

送
に

な
っ

て
も

音
声

出
力

が
可

能
な

機
器

２
 

 
 

7
3

番
の

タ
イ

マ
ー

ズ
さ

ん
の

ご
意

見
、

 

> 
私

は
視

覚
障

害
者

で
す

。
デ

ジ
タ

ル
テ

レ
ビ

に
代

わ
っ

て
か

ら
今

ま
で

の
F
M

ラ
ジ

オ
チ

ュ

ー
ナ

ー
の

放
送

で
は

聞
け

な
く

な
り

ま
し

た
。

こ
れ

か
ら

も
音

声
の

み
の

テ
レ

ビ
中

継
を

楽
し

み
た

い
の

で
す

。
安

価
で

手
軽

に
使

え
る

器
具

の
開

発
を

願
っ

て
い

ま
す

。
つ

ま
り

ア
ナ

ロ
グ

の
テ

レ
ビ

放
送

を
、

Ｆ
Ｍ

ラ
ジ

オ
の

テ
レ

ビ
バ

ン
ド

で
聴

く
の

が
便

利
な

の
で

、
使

っ
て

い
た

の
で

す
ね

。
実

は
聴

覚
障

害
者

も
同

じ
よ

う
な

使
い

方
を

し
て

い
ま

す
。

補
聴

援
助

用
で

す
。

ス
ピ

ー
カ

ー
の

音
を

大
き

く
す

る
と

近
所

迷
惑

な
の

で
、

手
持

ち
の

ラ
ジ

オ
と

イ
ヤ

ホ
ン

で
ボ

リ
ュ

ー
ム

を
大

き
く

し
て

聴
く

の
が

便
利

な
の

で
す

。
こ

う
し

た
機

能
を

持
つ

ラ
ジ

オ
が

、
地

デ
ジ

だ
け

に
な

る
と

、
ア

ナ
ロ

グ
の

テ
レ

ビ
放

送
を

受
信

で
き

な
く

な
っ

て
し

ま
う

の
で

、
販

売
さ

れ
な

く
な

っ
て

き
た

。
地

デ
ジ

を
受

信
で

き
る

ラ
ジ

オ
が

ほ
し

い
、

と
い

う
こ

と
の

よ
う

で
す

。
ワ

ン
セ

グ
を

使
え

ば
テ

レ
ビ

音
声

も
受

信
で

き
ま

す
が

、
場

所
を

選
び

ま
す

。
ネ

ッ
ト

で
の

テ
レ

ビ
放

送
音

声
再

送
信

、
ワ

ン
セ

グ
再

送
信

の
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

が
必

要
で

は
な

い
か

と
思

わ
れ

ま
す

。
 

 
 

9
1

 
H

2
2

 
意

見
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

地
デ

ジ
放

送
に

な
っ

て
も

音
声

出
力

が
可

能
な

機
器

１
 

 
 

私
は

視
覚

障
害

者
で

す
。

デ
ジ

タ
ル

テ
レ

ビ
に

代
わ

っ
て

か
ら

今
ま

で
の

F
M

ラ
ジ

オ
チ

ュ
ー

ナ
ー

の
放

送
で

は
聞

け
な

く
な

り
ま

し
た

。
こ

れ
か

ら
も

音
声

の
み

の
テ

レ
ビ

中
継

を
楽

し
み

た
い

の
で

す
。

安
価

で
手

軽
に

使
え

る
器

具
の

開
発

を
願

っ
て

い
ま

す
。

 

 
 

9
2

 
H

2
2

 
募

集
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

聞
こ

え
な

い
人

の
た

め
の

器
具

聴
覚

障
害

 
玄

関
の

入
り

口
に

、
夜

で
も

見
え

る
モ

ニ
タ

ー
が

あ
る

と
便

利
。

 

携
帯

以
外

で
人

と
す

ば
や

く
連

絡
取

れ
る

機
器

。
 

 
 

9
3

 
H

2
2

 
募

集
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

パ
ソ

コ
ン

の
入

力
装

置
 

肢
体

障
害

 

言
語

障
害

  

※
※

※
※

と
い

う
Ｐ

Ｃ
入

力
支

援
装

置
を

使
用

し
て

い
る

が
、

吐
く

息
で

操
作

し
て

い
る

が
、

思
っ

た
と

お
り

の
操

作
が

し
に

く
い

。
 

※
製

品
名

の
明

記
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9
4

 
H

2
2

 
募

集
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

携
帯

用
会

話
補

助
装

置
 

言
語

障
害

 
太

陽
光

で
充

電
で

き
る

よ
う

に
し

て
欲

し
い

で
す

。
長

時
間

外
出

す
る

機
会

も
多

い
か

ら
で

す
。

絵
文

字
や

顔
文

字
、

マ
ー

ク
で

気
持

ち
を

表
現

で
き

る
器

械
。

な
ぜ

な
ら

「
嬉

し
い

」
「

め

ち
ゃ

嬉
し

い
」

と
い

っ
た

感
情

が
絵

文
字

な
ど

に
す

る
と

一
遍

に
伝

わ
る

か
ら

で
す

。
 

メ
イ

ン
画

面
を

カ
ラ

ー
に

し
て

も
っ

と
分

か
り

や
す

く
し

て
欲

し
い

で
す

。
白

黒
で

は
同

じ
様

な
色

だ
か

ら
、

ち
ょ

っ
と

分
か

り
に

く
い

と
思

い
ま

す
。

音
量

に
つ

い
て

、
外

で
話

す
と

き
も

あ
る

の
で

も
う

少
し

大
き

い
音

や
、

逆
に

内
緒

話
が

で
き

る
よ

う
な

小
さ

い
音

が
欲

し
い

で

す
。

抑
揚

や
音

の
高

さ
も

、
も

う
少

し
段

階
を

増
や

す
か

聞
き

取
り

や
す

い
よ

う
に

し
て

欲
し

い
で

す
。

現
在

の
機

器
で

も
読

み
上

げ
速

度
を

変
え

ら
れ

る
の

で
す

が
、

速
く

す
る

と
抑

揚
が

お
か

し
く

な
る

の
で

そ
れ

も
改

善
し

て
欲

し
い

で
す

。
機

種
に

よ
っ

て
は

、
本

文
の

ほ
か

に
機

能
操

作
音

の
読

み
上

げ
も

さ
れ

て
し

ま
い

、
会

話
の

妨
げ

と
な

る
の

で
、

そ
れ

も
設

定
で

O
F
F

に
で

き
る

よ
う

し
て

ほ
し

い
で

す
。

 

音
声

は
タ

レ
ン

ト
さ

ん
な

ど
の

声
を

使
え

な
い

で
し

ょ
う

か
。

あ
る

い
は

、
自

分
の

声
を

入
れ

て
構

成
音

と
し

て
使

え
な

い
で

し
ょ

う
か

。
ど

の
器

械
か

ら
も

同
じ

声
で

は
大

勢
で

話
を

す
る

と
き

誰
が

話
し

て
い

る
の

か
も

分
か

ら
な

い
の

で
す

。
皆

さ
ん

と
同

じ
よ

う
に

自
分

の
声

を
持

ち
た

い
で

す
。

漢
字

変
換

機
能

が
付

く
と

助
か

り
ま

す
。

漢
字

が
使

え
る

と
感

情
も

豊
か

に
表

現
で

き
る

し
、

文
字

数
も

少
な

く
て

す
む

か
ら

で
す

。
コ

ピ
ー

と
移

動
の

機
能

も
、

文
字

を
打

つ
手

間
を

減
ら

す
た

め
に

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。
他

に
も

携
帯

電
話

の
入

力
み

た
い

に
、
「

あ
」

と
初

め
の

１
字

を
打

て
ば

（
「

あ
り

が
と

う
」

な
ど

）
そ

の
あ

と
の

言
葉

が
出

て
く

る
機

能
。

機
種

に
よ

っ
て

は
既

に
そ

の
機

能
が

つ
い

て
い

る
も

の
も

あ
り

ま
す

が
、

価
格

が
高

く
入

手
で

き
ま

せ
ん

。
文

章
の

保
存

に
つ

い
て

、
今

あ
る

器
械

は
短

い
文

章
し

か
保

存
で

き
ま

せ
ん

。

3
0

0
0

文
字

ぐ
ら

い
の

文
章

も
保

存
し

て
欲

し
い

で
す

。
私

た
ち

の
生

活
の

中
で

ち
ょ

っ
と

お

し
ゃ

べ
り

と
い

う
の

で
は

な
く

、
ス

ピ
ー

チ
な

ど
を

す
る

場
面

も
あ

る
か

ら
で

す
。

ま
た

、
携

帯
電

話
で

は
入

力
中

の
メ

ー
ル

を
フ

ァ
イ

ル
名

を
作

ら
な

く
て

も
一

時
保

存
が

で
き

ま
す

が
、
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そ
う

し
た

機
能

も
欲

し
い

で
す

。
文

章
は

Ｓ
Ｄ

カ
ー

ド
に

保
存

で
き

ま
す

が
、

フ
ァ

イ
ル

名
を

覚
え

て
い

な
い

と
い

け
な

い
と

い
う

点
と

、
覚

え
て

い
て

も
入

力
に

時
間

が
か

か
る

と
い

う
点

で
不

便
で

す
。

ボ
イ

ス
レ

コ
ー

ダ
ー

（
録

音
）

機
能

も
欲

し
い

で
す

。
今

あ
る

録
音

機
能

は
、

挨
拶

程
度

の
録

音
し

か
で

き
ま

せ
ん

。
会

議
や

話
し

合
い

の
と

き
、

入
力

し
て

い
る

う
ち

に
話

が
進

ん
で

し
ま

っ
て

つ
い

て
い

け
な

い
こ

と
が

あ
り

、
い

っ
た

い
何

が
話

さ
れ

た
の

だ
ろ

う
と

思
う

こ
と

が
多

い
か

ら
で

す
。

携
帯

用
会

話
補

助
装

置
で

は
1

0
万

円
を

超
え

る
も

の
も

あ
り

ま
す

。
携

帯
電

話
で

は
携

帯
用

会
話

補
助

装
置

よ
り

便
利

な
機

能
が

多
く

つ
い

て
い

ま
す

が
、

も
っ

と
安

い
価

格
で

購
入

で
き

ま
す

。
そ

し
て

携
帯

電
話

で
は

楽
し

く
遊

ん
で

い
る

と
知

ら
な

い
う

ち
に

操
作

に
慣

れ
て

使
い

こ
な

せ
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

携
帯

用
会

話
補

助
装

置
に

も
、

楽
し

ん
で

使
い

続
け

ら
れ

る
よ

う
な

遊
び

心
が

欲
し

い
と

思
い

ま
す

。
 

9
5

 
H

2
2

 
募

集
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

時
間

お
知

ら
せ

時
計

 
そ

の
他

 
(
発

達

障
害

者
全

般

（
A

D
H

D
、

L
D

な
ど

）
) 

時
間

感
覚

に
乏

し
く

、
自

己
管

理
が

苦
手

な
発

達
障

害
者

向
け

の
生

活
支

援
グ

ッ
ツ

。
セ

ッ
ト

し
た

時
間

に
な

る
と

、
合

成
音

声
で

や
る

こ
と

を
指

示
し

て
く

れ
る

携
帯

時
計

。
防

水
タ

イ
プ

の
腕

時
計

型
だ

と
、

ど
こ

で
も

使
え

る
の

で
な

お
よ

い
。

実
際

、
私

（
A

D
H

D
）

は
パ

ソ
コ

ン

で
合

成
音

声
を

作
成

し
て

、
音

声
フ

ァ
イ

ル
を

携
帯

に
転

送
し

、
ア

ラ
ー

ム
の

サ
ウ

ン
ド

設
定

で
そ

の
音

声
フ

ァ
イ

ル
を

指
定

し
、

指
定

時
刻

に
下

記
音

声
を

携
帯

か
ら

発
す

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

音
声

の
例

：
（

時
間

指
定

で
）

起
き

る
時

間
で

す
、

出
勤

の
時

間
で

す
、

お
昼

の
時

間
で

す
、

帰
宅

時
間

で
す

、
お

風
呂

の
時

間
で

す
、

食
事

の
時

間
で

す
、

寝
る

時
間

で
す

。
 

（
曜

日
と

時
間

指
定

で
）

今
日

は
燃

え
る

ゴ
ミ

の
日

で
す

、
今

日
は

資
源

ゴ
ミ

の
日

で
す

、
な

ど
  

 
 

9
6

 
H

2
2

 
募

集
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

視
覚

障
害

者
に

配
慮

し
た

銀
行

の
振

り
込

み
用

紙
と

取
引

経
過

が
把

握
で

き
る

表
示

 

視
覚

障
害

 
※

※
※

※
は

値
段

が
高

い
割

に
は

使
う

機
会

が
少

な
い

で
す

。
 

金
融

系
は

銀
行

の
用

紙
の

説
明

も
金

額
も

記
入

枠
も

全
然

見
え

な
い

の
に

定
期

を
す

る
の

に

入
れ

て
く

だ
さ

い
と

い
い

ま
す

し
。

通
帳

は
合

計
残

高
だ

け
で

公
共

料
金

の
引

き
去

り
と

か
解

り
ま

せ
ん

。
 

※
製

品
名

の
明

記
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内

容
 

備
考

 

9
7

 
H

2
2

 
募

集
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

探
し

物
発

見
器

「
ハ

ー
イ

こ
こ

で
す

よ
」

 

視
覚

障
害

 
視

覚
障

害
者

で
す

。
現

在
の

 
視

力
 
右

0
.0

2
 
左

0
.0

1
 
視

野
損

失
度

９
５

パ
ー

セ
ン

ト
で

す
。

視
野

が
か

け
始

め
て

か
ら

物
探

し
ば

か
り

し
て

お
り

ま
す

。
例

え
ば

懐
中

電
灯

、
白

状
、

Ｐ
Ｔ

Ｐ
Ⅰ

、
色

ん
な

小
物

類
と

、
毎

日
、

毎
日

、
イ

ラ
イ

ラ
と

探
し

物
ば

か
り

し
て

い
ま

す
。

視
野

が
な

い
為

か
す

ぐ
そ

ば
に

あ
る

の
に

み
え

て
い

な
い

と
い

う
か

、
眼

に
止

ま
ら

な
い

の
で

す
。

あ
る

い
は

物
の

上
に

物
を

重
ね

て
し

ま
っ

て
い

る
こ

と
も

あ
る

ら
し

い
で

す
。

私
の

探
し

て
い

る
物

が
返

事
を

し
て

く
れ

た
な

ら
ど

ん
な

に
幸

せ
な

事
で

し
ょ

う
か

と
思

う
毎

日
で

す
。

 
そ

ん
な

時
、

今
度

は
、

携
帯

電
話

が
見

え
な

く
な

り
ま

し
た

。
そ

の
時

は
家

の
電

話
か

ら
自

分
の

携
帯

を
番

号
で

呼
び

出
し

ま
し

た
。

何
と

い
う

こ
と

で
し

ょ
う

、
私

が
探

し
て

い
た

携
帯

電
話

が
時

間
表

示
の

ガ
ラ

ス
の

面
を

光
ら

せ
な

が
ら

呼
び

出
し

音
を

発
し

て
い

る
で

は
あ

り

ま
せ

ん
か

。
す

ぐ
そ

ば
の

足
元

に
落

ち
て

お
り

ま
し

た
。

 
こ

れ
で

す
。

電
話

帳
に

氏
名

を
登

録
す

る
よ

う
に

、
い

つ
も

探
し

物
を

す
る

物
を

登
録

し
て

お
く

と
探

し
た

い
と

き
、

そ
の

物
に

カ
ー

ソ
ル

を
合

わ
せ

て
呼

び
出

し
を

す
る

と
、

「
ハ

ー
イ

こ
こ

で
す

よ
」

と
い

っ
て

、
あ

ら
か

じ
め

貼
っ

て
お

い
た

タ
グ

か
な

ん
か

が
光

り
な

が
ら

返
事

を
す

る
の

で
す

。
作

っ
て

く
だ

さ

い
。

探
し

物
発

見
器

・
「

ハ
ー

イ
、

こ
こ

で
す

よ
」

是
非

お
願

い
し

ま
す

。
電

波
の

届
く

範
囲

は
あ

ま
り

広
く

な
い

ほ
う

が
良

い
と

お
も

い
ま

す
。

せ
い

ぜ
い

十
畳

間
ぐ

ら
い

の
広

さ
に

し
て

く
だ

さ
い

.そ
の

範
囲

で
お

返
事

が
な

い
と

き
は

次
の

場
所

を
探

す
事

に
な

り
ま

す
の

で
。

 

関
連

製
品

 

ク
マ

ザ
キ

エ
イ

ム
 
 

探
し

物
探

知
機

 ど

こ
い

っ
太

郎
 

R
F
3

1
5

  

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.k
u

m
a
z
a
k
i-

a
im

.c
o
.jp

/
2

0
0

7
/
0

3
/r

f3
1

5
.h

tm
l 

9
8

 
H

2
2

 
募

集
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

多
用

途
携

帯
型

拡
大

読
書

器
 

視
覚

障
害

 
筆

記
や

遠
方

視
も

し
や

す
い

携
帯

型
読

書
器

を
望

み
ま

す
。

 

私
が

試
し

た
も

の
は

、
筆

記
用

ワ
ー

ク
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
が

狭
か

っ
た

り
・

支
持

し
に

く
か

っ
た

り
、

画
像

処
理

の
遅

延
が

あ
っ

た
り

、
画

像
強

調
し

す
ぎ

て
ペ

ン
先

が
わ

か
ら

な
か

っ
た

り
と

、

筆
記

困
難

な
も

の
が

多
か

っ
た

で
す

。
遠

方
視

が
で

き
る

機
種

で
も

デ
ジ

カ
メ

に
遠

く
及

ば
な

い
性

能
で

し
た

。
ル

ー
ペ

、
単

眼
鏡

、
弱

視
眼

鏡
、

携
帯

型
拡

大
読

書
器

、
デ

ジ
カ

メ
な

ど
多

く
を

持
ち

歩
か

な
く

て
も

い
い

よ
う

に
な

っ
て

ほ
し

い
で

す
。

あ
と

バ
ッ

テ
リ

ー
を

気
に

せ
ず

に
使

い
た

い
で

す
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

9
9

 
H

2
2

 
募

集
情

報
・

意
思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

人
物

識
別

機
 

視
覚

障
害

 
正

面
に

い
る

人
を

識
別

し
て

、
音

声
で

名
前

を
伝

え
て

く
れ

る
装

置
。

 
 

 

1
0

0
 

H
2

2
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

軽
量

可
搬

可
能

据
え

置
き

型
拡

大
読

書
器

 

視
覚

障
害

 
現

在
で

も
可

搬
可

能
な

据
え

置
き

型
拡

大
読

書
器

は
あ

り
ま

す
が

、
重

た
く

て
始

終
持

ち
歩

く

こ
と

は
困

難
で

す
。

 

ノ
ー

ト
パ

ソ
コ

ン
程

度
の

重
さ

で
折

り
た

た
め

て
バ

ッ
テ

リ
ー

駆
動

も
可

能
な

読
書

器
が

ほ

し
い

で
す

。
 

 
 

1
0

1
 

H
2

2
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

活
字

を
点

字
に

変
換

す
る

機
器

視
覚

障
害

 
一

般
の

活
字

文
書

を
、

簡
単

に
点

字
に

変
換

す
る

機
器

を
求

め
て

い
ま

す
。

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

に

頼
っ

て
い

ま
す

が
、

自
分

の
ペ

ー
ス

で
読

み
た

い
。

日
常

生
活

の
中

で
読

む
こ

と
の

出
来

な
い

も
の

が
沢

山
あ

り
ま

す
。

 

 
 

1
0

2
 

H
2

2
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

携
帯

で
き

る
拡

大
器

 
視

覚
障

害
 

持
ち

運
び

が
可

能
な

拡
大

読
書

器
み

た
い

な
機

器
。

外
出

先
で

使
用

で
き

る
も

の
。

 
 

 

1
0

3
 

H
2

2
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

視
覚

障
害

者
で

も
使

え
る

Ｉ
Ｃ

レ
コ

ー
ダ

ー
 

視
覚

障
害

 
銀

行
や

お
役

所
な

ど
で

の
重

要
な

お
話

し
は

録
音

し
て

、
あ

と
で

し
っ

か
り

と
聴

き
た

い
で

す
。

い
ま

の
Ｉ

Ｃ
レ

コ
ー

ダ
ー

で
は

使
用

で
き

ま
せ

ん
。

昔
の

カ
セ

ッ
ト

テ
ー

プ
も

販
売

さ
れ

な
く

な
っ

て
き

て
い

ま
す

。
視

覚
障

害
者

に
優

し
い

Ｉ
Ｃ

レ
コ

ー
ダ

ー
を

求
め

ま
す

。
音

声
録

音
は

大
変

重
要

で
す

。
 

 
 

1
0

4
 

H
2

2
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

書
き

な
が

ら
使

え
る

拡
大

読
書

器
 

視
覚

障
害

 
銀

行
等

で
用

紙
な

ど
に

記
入

す
る

際
、

該
当

部
分

を
拡

大
し

な
が

ら
記

入
で

き
る

よ
う

な
商

品

が
欲

し
い

。
軽

量
か

つ
簡

単
な

も
の

。
ル

ー
ペ

の
よ

う
な

も
の

で
も

よ
い

。
 

そ
う

い
っ

た
も

の
が

銀
行

や
郵

便
局

に
備

え
付

け
ら

れ
て

い
る

と
便

利
で

す
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

1
0

5
 

H
2

2
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

単
眼

鏡
の

拡
充

 
視

覚
障

害
 

単
眼

鏡
の

種
類

が
ル

ー
ペ

等
に

比
べ

る
と

少
な

い
よ

う
に

思
い

ま
す

。
駅

の
路

線
図

や
、

案
内

板
な

ど
を

見
る

と
き

に
は

単
眼

鏡
が

重
宝

す
る

の
で

、
性

能
の

い
い

製
品

が
も

っ
と

で
て

く
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。
 

 
 

1
0

6
 

H
2

2
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

誤
認

が
な

い
色

識
別

装
置

 
視

覚
障

害
 

色
を

判
断

し
て

音
声

で
教

え
て

く
れ

る
色

識
別

装
置

が
あ

る
が

、
誤

認
し

て
し

ま
う

こ
と

が
多

い
の

で
、

正
確

な
色

を
判

別
し

て
く

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。
 

 
 

1
0

7
 

H
2

2
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

手
紙

の
読

み
取

り
機

 
視

覚
障

害
 

手
紙

や
メ

ー
ル

に
Ｓ

Ｐ
コ

ー
ド

が
付

い
て

い
る

と
内

容
が

読
み

取
れ

る
の

で
、

普
及

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
特

に
、

区
役

所
や

郵
便

物
な

ど
、

長
い

文
章

で
も

読
み

あ
げ

て
く

れ
る

も
の

が
あ

る
と

よ
い

。
 

 
 

1
0

8
 

H
2

2
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

拡
大

読
書

器
の

値
段

 
視

覚
障

害
 

拡
大

読
書

器
の

値
段

が
1

9
万

8
0

0
0

円
だ

が
、

1
0

万
円

く
ら

い
で

買
え

る
よ

う
に

な
っ

て

欲
し

い
。

 

 
 

1
0

9
 

H
2

2
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
読

み
取

り
機

 
視

覚
障

害
 

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
読

み
取

り
機

を
使

用
し

て
い

た
が

、
ロ

ー
マ

字
の

「
I」

と
数

字
の

「
１

」
を

間
違

え
て

読
み

取
っ

て
し

ま
う

の
で

、
 

使
い

勝
手

が
悪

か
っ

た
。

そ
の

よ
う

な
誤

認
が

な
い

よ
う

改
善

し
て

欲
し

い
。

 

※
製

品
名

の
明

記
 

1
1

0
 

H
2

2
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

時
刻

表
を

読
み

取
っ

て
く

れ
る

読
書

器
 

視
覚

障
害

 
冊

子
に

な
っ

て
い

る
時

刻
表

を
音

声
で

読
み

上
げ

て
く

れ
る

読
書

器
が

欲
し

い
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

1
1

1
 

H
2

2
 

意
見

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

緊
急

時
に

お
け

る
情

報
伝

達
ツ

ー
ル

 

 
 

■
聴

覚
障

害
の

方
が

地
域

生
活

を
す

る
場

合
、

緊
急

時
に

Ｆ
Ａ

Ｘ
、

テ
レ

ビ
電

話
を

し
て

い
る

余
裕

が
な

い
為

、
別

途
、

緊
急

時
に

外
部

に
連

絡
を

と
る

装
置

を
要

望
し

て
い

る
。

希
望

と
し

て
は

 

・
固

定
電

話
に

接
続

で
き

る
事

 

・
登

録
し

た
連

絡
先

に
ダ

イ
ヤ

ル
せ

ず
に

、
ボ

タ
ン

も
し

く
は

ス
イ

ッ
チ

で
連

絡
が

で
き

る
事

・
相

手
先

に
音

声
ガ

イ
ド

で
「

緊
急

で
あ

る
こ

と
」

「
だ

れ
が

必
要

と
し

て
い

る
こ

と
」

を
伝

え
る

こ
と

が
出

来
る

こ
と

。
 

 
 

例
「

○
○

で
す

。
緊

急
で

す
。

助
け

て
く

だ
さ

い
」

 

 
 

1
1

2
 

H
2

2
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

障
害

者
団

体
 

通
訳

機
器

 
聴

覚
障

害
 

小
型

Ｐ
Ｃ

に
マ

イ
ク

を
つ

け
て

、
音

声
が

文
字

に
な

る
通

訳
機

器
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

  
音

声
認

識
 

1
1

3
 

H
2

2
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

デ
ジ

タ
ル

数
字

読
み

取
り

 
視

覚
障

害
 

盲
ろ

う
 

音
声

体
重

計
、

音
声

体
温

計
な

ど
デ

ジ
タ

ル
表

示
さ

れ
た

物
を

音
声

で
読

み
上

げ
る

機
械

が
増

え
、

視
覚

障
碍

者
に

と
っ

て
は

あ
り

が
た

い
の

で
す

が
、

１
つ

１
つ

の
機

械
を

開
発

す
る

の
で

は
な

く
、

デ
ジ

タ
ル

表
示

さ
れ

て
い

る
数

字
を

読
み

取
る

機
械

を
開

発
し

て
欲

し
い

で
す

。
 

手
の

ひ
ら

に
収

ま
る

程
度

に
小

さ
い

物
で

、
読

ま
せ

た
い

数
字

の
所

に
そ

れ
を

も
っ

て
い

く

と
、

音
声

読
み

上
げ

す
る

機
械

を
イ

メ
ー

ジ
し

て
い

ま
す

。
読

み
上

げ
た

数
字

を
点

字
表

示
で

き
れ

ば
、

盲
ろ

う
者

の
利

用
も

可
能

に
な

り
ま

す
。

 

世
の

中
に

は
、

数
字

を
デ

ジ
タ

ル
表

示
す

る
機

械
は

た
く

さ
ん

あ
り

ま
す

。
で

す
か

ら
、

こ
の

数
字

を
読

み
上

げ
る

機
械

が
で

き
る

と
、

視
覚

障
碍

者
も

多
く

の
機

械
の

利
用

が
可

能
に

な
り

ま
す

。
ぜ

ひ
、

開
発

し
て

く
だ

さ
い

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

1
1

4
 

H
2

2
 

意
見

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

片
手

で
の

パ
ソ

コ
ン

入
力

を
支

援
す

る
用

具
 

 
 

就
労

移
行

支
援

事
業

に
お

い
て

、
Ｐ

Ｃ
訓

練
を

提
供

し
て

い
ま

す
。

Ｐ
Ｃ

に
お

け
る

基
本

ス
キ

ル
と

し
て

は
「

入
力

の
ス

ピ
ー

ド
」

だ
と

思
い

ま
す

。
身

体
に

障
害

を
持

た
れ

て
い

る
方

で
も

、

座
位

が
確

保
出

来
て

、
両

手
の

両
指

が
使

え
れ

ば
、

キ
ー

パ
ン

チ
は

、
訓

練
次

第
で

、
速

さ
を

身
に

付
け

る
の

は
可

能
だ

と
思

い
ま

す
が

、
片

麻
痺

の
方

が
キ

ー
パ

ン
チ

を
す

る
の

で
は

、
や

は
り

、
片

手
な

の
で

、
速

さ
に

限
界

が
有

る
と

思
い

ま
す

。
そ

こ
で

思
い

付
い

た
の

で
す

が
、

Ｐ
Ｃ

の
キ

ー
ボ

ー
ド

代
わ

り
に

、
携

帯
電

話
の

端
末

を
使

用
し

て
、

Ｐ
Ｃ

入
力

出
来

る
、

携
帯

電
話

型
の

キ
ー

ボ
ー

ド
の

様
な

も
の

は
作

成
出

来
な

い
で

し
ょ

う
か

？
片

手
で

素
早

く
作

業

が
出

来
る

と
思

う
の

で
す

が
。

 

 
 

1
1

5
 

H
2

2
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

開
発

メ
ー

カ
 

U
S

B
眼

球
入

力
マ

ウ
ス

 
肢

体
障

害
視

覚

障
害

 

上
肢

体
障

が
い

者
に

対
し

て
の

パ
ソ

コ
ン

操
作

を
上

下
肢

を
使

わ
ず

に
利

用
者

自
身

が
目

で

見
て

い
る

箇
所

に
マ

ウ
ス

カ
ー

ソ
ル

を
追

従
さ

せ
、

健
常

者
が

利
用

し
て

い
る

マ
ウ

ス
操

作
と

同
等

の
操

作
性

と
設

定
の

簡
易

性
が

あ
れ

ば
、

利
用

者
及

び
介

護
者

に
負

担
少

な
い

P
C

用

U
S

B
入

力
装

置
と

な
る

と
思

い
ま

す
。

  

 
 

1
1

6
 

H
2

2
 

意
見

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

不
明

 
情

報
伝

達
ツ

ー
ル

 
 

 
携

帯
電

話
、

ゲ
ー

ム
機

を
利

用
し

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

開
発

 

◎
視

覚
障

が
い

者
の

た
め

に
、

様
々

な
表

示
を

音
声

化
し

、
携

帯
電

話
や

Ｐ
Ｓ

Ｐ
、

Ｄ
Ｓ

な
ど

の
赤

外
線

通
信

機
能

を
利

用
し

、
表

示
内

容
を

音
声

に
変

え
て

、
伝

え
る

こ
と

は
で

き
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

◎
聴

覚
障

が
い

者
の

た
め

に
、

音
声

ガ
イ

ド
付

き
の

製
品

(Ａ
Ｅ

Ｄ
な

ど
)に

も
、

同
様

の
方

法

で
、

音
声

ガ
イ

ド
を

文
字

化
し

、
携

帯
電

話
等

の
画

面
か

ら
視

覚
情

報
と

し
て

伝
え

る
こ

と
は

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
。

 

◎
盲

ろ
う

者
の

た
め

に
、

携
帯

電
話

の
バ

イ
ブ

振
動

機
能

を
利

用
し

、
モ

ー
ル

ス
信

号
み

た
い

な
方

法
で

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
す

る
こ

と
は

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
。

 

関
連

製
品

 

日
本

光
電

社
 

Ａ
Ｅ

Ｄ
－

9
2

3
1

 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.n
ih

o
n

k
o
h

d
e
n

.c
o
.jp

/

a
e
d
/
p
ro

d
u

c
t0

1
.

h
tm

l 
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
3

0
 

H
2

2
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

簡
単

取
り

外
し

電
話

用
拡

声
機

器
（

仮
称

）
 

聴
覚

障
害

 
私

は
脳

出
血

の
後

遺
症

の
障

害
に

よ
る

耳
鳴

り
の

為
に

、
電

話
の

帯
域

が
難

聴
に

な
り

ま
し

た
。

職
場

で
健

常
者

で
は

聞
こ

え
る

電
話

機
で

も
、

私
に

は
一

切
聞

こ
え

ま
せ

ん
。

古
い

ビ
ジ

ネ
ス

電
話

機
を

利
用

し
て

い
る

の
で

、
簡

単
に

市
販

の
骨

伝
導

電
話

機
と

付
け

替
え

が
出

来
ま

せ
ん

。
毎

日
、

不
自

由
な

生
活

を
送

っ
て

い
ま

す
。

 

骨
伝

導
を

利
用

し
た

難
聴

者
の

た
め

、
職

場
用

ビ
ジ

ネ
ス

電
話

機
が

取
替

の
出

来
な

い
場

合

の
、

簡
単

に
取

り
外

し
が

出
来

る
、

拡
声

機
器

の
開

発
を

お
願

い
し

ま
す

。
 

 
 

2
3

1
 

H
2

2
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

音
声

リ
モ

コ
ン

 
視

覚
障

害
 

家
庭

の
電

化
製

品
：

例
え

ば
、

テ
レ

ビ
・

ビ
デ

オ
・

ラ
ジ

オ
・

エ
ア

コ
ン

・
照

明
等

を
一

つ
の

音
声

リ
モ

コ
ン

で
操

作
で

き
、

ま
た

、
リ

モ
コ

ン
の

在
り

処
を

ア
ラ

ー
ム

で
知

ら
せ

る
機

能
が

あ
る

物
が

併
用

し
て

あ
れ

ば
視

覚
障

害
者

は
非

常
に

助
か

る
。

パ
ソ

コ
ン

を
介

し
た

音
声

操
作

で
き

る
も

の
（

ボ
イ

ス
・

ス
キ

ャ
ン

）
は

あ
り

ま
す

が
、

パ
ソ

コ
ン

を
扱

え
な

い
ひ

と
は

利
用

で
き

な
い

の
で

、
是

非
、

開
発

し
て

頂
き

た
い

。
 

 
 

2
4

4
 

H
2

2
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

電
動

車
い

す
の

「
ジ

ョ
イ

ス
テ

ィ
ッ

ク
」

を
、

パ
ソ

コ
ン

の
マ

ウ
ス

に
・

・
・

 

肢
体

障
害

 
私

は
現

在
、

電
動

車
い

す
で

生
活

を
し

て
い

ま
す

。
 

パ
ソ

コ
ン

操
作

は
「

ヘ
ッ

ド
ポ

イ
ン

タ
ー

」
で

の
操

作
を

し
て

い
る

の
で

す
が

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
閲

覧
だ

け
を

す
る

の
に

も
、
「

ヘ
ッ

ド
ポ

イ
ン

タ
ー

」
を

つ
け

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

文
章

を
打

つ
の

な
ら

と
も

か
く

、
ネ

ッ
ト

を
閲

覧
す

る
だ

け
で

し
た

ら
「

マ
ウ

ス
」

の
操

作
だ

け
で

十
分

だ
と

考
え

て
い

ま
す

。
 

普
段

は
、

電
動

車
い

す
の

操
作

を
し

て
、

、
パ

ソ
コ

ン
の

前
に

き
た

と
き

だ
け

「
ス

イ
ッ

チ
」

の
切

り
替

え
だ

け
で

「
電

動
の

ハ
ン

ド
ル

」
→

「
マ

ウ
ス

に
切

り
替

わ
る

」
（

無
線

で
）

と
い

う
も

の
が

あ
れ

ば
、

首
や

背
中

を
少

し
で

も
痛

め
る

こ
と

が
無

く
な

る
の

で
は

な
い

か
と

思
っ

て
い

ま
す

。
 

そ
う

い
っ

た
こ

と
は

、
難

し
い

の
で

し
ょ

う
か

？
 

 
 

131



  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
4

5
 

H
2

2
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

Ｆ
Ｍ

モ
ジ

ガ
デ

ル
（

音
声

認
識

出
力

機
器

）
 

視
覚

障
害

 

聴
覚

障
害

 

盲
ろ

う
者

 

そ
の

他
 
(
誰

で

も
（

健
常

者
も

）
) 

Ｆ
Ｍ

補
聴

シ
ス

テ
ム

の
Ｆ

Ｍ
電

波
で

と
ば

し
た

声
を

、
受

信
機

が
リ

ア
ル

タ
イ

ム
に

音
声

認
識

し
て

液
晶

表
示

装
置

に
出

力
し

て
墨

字
（

目
で

見
る

文
字

）
表

示
、

あ
る

い
は

機
械

的
点

字
デ

バ
イ

ス
に

出
力

し
て

点
字

表
示

で
き

る
と

便
利

で
す

。
漢

字
に

は
ル

ビ
が

ふ
ら

れ
る

と
知

的
障

害
者

や
日

本
語

学
習

中
の

外
国

人
に

も
便

利
で

す
。

ま
た

、
こ

の
機

器
で

音
声

認
識

入
力

し
た

「
さ

さ
き

」
や

「
し

ょ
う

ゆ
」

等
の

短
い

単
語

は
、

点
字

や
墨

字
の

ラ
ベ

ル
印

刷
機

に
出

力
し

て
貼

り
付

け
ラ

ベ
ル

を
簡

単
に

作
る

こ
と

が
で

き
る

と
便

利
で

す
。

点
字

を
よ

く
知

ら
な

い
健

常
者

が
点

字
ラ

ベ
ル

を
作

る
時

に
も

便
利

で
す

。
 

 
 

2
4

7
 

H
2

2
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

筆
談

・
指

点
字

て
ぶ

く
ろ

 
視

覚
障

害
 

聴
覚

障
害

 

盲
ろ

う
者

  

こ
の

手
袋

は
、

て
の

ひ
ら

書
き

文
字

を
て

の
ひ

ら
部

分
に

機
械

的
に

出
力

し
て

、
あ

た
か

も
て

の
ひ

ら
に

筆
談

文
字

が
書

か
れ

て
い

る
か

の
よ

う
に

感
じ

る
こ

と
が

で
き

る
デ

バ
イ

ス
で

す
。

テ
キ

ス
ト

フ
ァ

イ
ル

の
内

容
を

、
て

の
ひ

ら
に

機
械

的
筆

談
で

伝
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
こ

の
手

袋
の

両
手

の
指

（
人

差
し

指
・

中
指

・
薬

指
）

が
機

械
的

に
振

動
す

る
と

指
点

字
デ

バ
イ

ス
と

し
て

も
使

う
こ

と
が

で
き

、
個

々
の

ニ
ー

ズ
に

応
じ

た
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

を
支

援
で

き
ま

す
。

 

 
 

2
4

9
 

H
2

2
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

屋
内

用
ワ

イ
ヤ

レ
ス

音
声

送
信

機
（

施
設

用
）

及
び

受
信

機
（

利

用
者

用
）

 

視
覚

障
害

 

そ
の

他
 
(
手

帳

を
持

た
な

い
難

聴
者

・
高

齢
難

聴

者
) 

 

障
害

者
手

帳
の

有
無

に
か

か
わ

ら
ず

、
音

声
を

聞
く

こ
と

で
生

活
し

て
い

る
難

聴
者

た
ち

は
会

議
や

講
演

会
な

ど
の

際
、

屋
内

で
ス

ピ
ー

カ
ー

か
ら

の
音

声
を

聞
き

取
る

こ
と

が
困

難
で

す
。

ス
ピ

ー
カ

ー
が

無
指

向
性

の
た

め
、

発
さ

れ
た

音
声

が
壁

や
天

井
な

ど
に

当
た

っ
て

反
射

し
な

が
ら

耳
に

届
く

の
で

、
音

声
の

明
瞭

度
が

低
下

し
、

聞
き

取
り

難
く

な
り

ま
す

。
し

か
し

、
マ

イ
ク

に
入

っ
た

音
声

を
直

接
聞

く
こ

と
が

で
き

れ
ば

、
明

瞭
度

が
高

く
聞

き
取

り
の

効
率

が
著

し
く

高
ま

り
ま

す
。

 

送
信

機
（

施
設

用
）

：
音

響
装

置
で

複
数

の
マ

イ
ク

か
ら

の
音

声
を

取
り

入
れ

る
ア

ン
プ

の
出

力
プ

ラ
グ

に
接

続
し

、
特

定
周

波
数

の
無

線
を

発
し

ま
す

。
ア

ン
プ

を
備

え
た

音
響

装
置

を
備

え
る

公
共

施
設

に
購

入
常

備
を

お
願

い
し

た
い

で
す

。
 

 
受

信
機

（
利

用
者

用
）

：
送

信
機

及
び

す
べ

て
の

屋
内

用
ワ

イ
ヤ

レ
ス

マ
イ

ク
か

ら
発

す
る
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

無
線

を
聞

き
取

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
で

す
。

こ
の

場
合

、
電

波
法

で
定

め
ら

れ
て

い
る

屋
内

ラ
ジ

オ
マ

イ
ク

用
周

波
数

（
7

0
 M

H
z

帯
（

約
4

0
チ

ャ
ン

ネ
ル

）
, 

3
2

0
 M

H
z

帯
（

約

1
3

チ
ャ

ン
ネ

ル
）

, 8
0

0
 M

H
z

帯
（

約
3

0
チ

ャ
ン

ネ
ル

）
）

す
べ

て
を

受
信

で
き

る
も

の

に
し

ま
す

。
そ

う
す

れ
ば

、
ど

の
公

共
施

設
に

行
っ

て
も

こ
の

受
信

機
１

台
で

明
瞭

な
音

声
を

聞
く

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
複

数
の

マ
イ

ク
使

用
に

備
え

、
複

数
の

チ
ャ

ン
ネ

ル
を

同
時

受
信

で
き

る
シ

ス
テ

ム
が

内
蔵

さ
れ

れ
ば

、
よ

り
簡

便
に

使
用

で
き

ま
す

。
 

2
8

7
 

H
2

2
 

意
見

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

電
話

機
ホ

ル
ダ

ー
 

 
 

両
腕

分
娩

麻
痺

。
障

害
者

手
帳

６
級

。
３

３
才

。
男

子
。

両
腕

共
、

反
対

側
へ

は
、

鎖
骨

あ
た

り
ま

で
し

か
届

き
ま

せ
ん

。
電

話
に

装
着

し
て

電
話

機
を

伸
ば

し
て

使
う

用
具

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？
少

し
で

も
電

話
機

の
長

さ
が

伸
び

れ
ば

、
左

手
で

持
っ

て
右

耳
で

聞
い

て
、

メ
モ

を
取

れ
ま

す
。

右
手

は
電

話
機

を
持

っ
て

耳
で

聞
く

こ
と

の
動

作
は

、
３

分
く

ら
い

な
ら

出
来

ま
す

が
、

そ
れ

で
は

メ
モ

を
取

れ
ま

せ
ん

。
左

手
は

機
を

耳
ま

で
持

っ
て

い
け

ま
せ

ん
。

肩
で

機
を

押
さ

え
る

動
作

も
や

っ
て

み
ま

し
た

が
、

肩
が

あ
が

り
ま

せ
ん

の
で

、
機

を
は

さ
め

ま
せ

ん
。

日
常

生
活

に
は

さ
ほ

ど
の

支
障

は
あ

り
ま

せ
ん

が
、

就
職

活
動

を
始

め
て

、
電

話
を

聞
き

な
が

ら
の

メ
モ

と
い

う
事

の
ク

リ
ア

が
出

来
ま

せ
ん

。
パ

ソ
コ

ン
は

基
礎

は
出

来
て

い
ま

し
た

が
、

ス
キ

ル
ア

ッ
プ

の
為

勉
強

中
。

運
転

免
許

、
簿

記
３

級
、

住
環

境
福

祉
コ

ー
デ

ｲ
ネ

ー
タ

ー
２

級
は

取
得

。
握

力
が

あ
る

事
と

好
き

だ
っ

た
こ

と
で

、
整

体
、

足
裏

を
自

宅
で

１
０

年
し

ま
し

た
が

、
将

来
の

こ
と

を
考

え
、

就
職

活
動

を
始

め
ま

し
た

。
 

 
２

３
才

当
時

、
就

職
す

る
ま

で
は

、
そ

れ
ほ

ど
の

障
害

が
く

る
と

は
考

え
て

い
ま

せ
ん

で
し

た
。

柔
道

初
段

も
と

れ
ま

し
た

の
で

。
一

度
就

職
し

ま
し

た
が

、
ブ

ロ
ッ

ク
注

射
も

効
か

な
い

程
の

痺
れ

、
一

晩
中

腕
が

動
か

な
い

状
態

等
あ

り
、

就
業

は
断

念
。

。
生

後
3

ｹ
月

か
ら

中
3

迄
、

東
大

の
原

先
生

（
分

娩
麻

痺
専

門
医

）
に

受
診

。
そ

の
後

は
自

然
治

癒
と

い
う

こ
と

で
し

た
。

痺
れ

が
あ

っ
て

か
ら

は
医

者
探

し
を

再
出

発
。

偶
然

３
年

前
に

や
っ

と
池

上
先

生
に

た
ど

り
着

き
、

１
０

代
に

来
て

い
た

ら
手

術
で

き
た

と
い

わ
れ

ま
し

た
が

、
今

は
リ

ハ
ビ

リ
（

家
と
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

病
院

）
を

続
け

て
い

ま
す

。
自

分
で

も
装

着
器

具
を

考
え

て
み

よ
う

と
思

っ
て

お
り

ま
す

が
、

何
と

か
お

力
を

お
借

り
し

た
い

の
で

す
。

１
０

年
以

上
前

に
分

娩
麻

痺
サ

イ
ト

を
た

ち
あ

げ
ま

し
た

。
も

し
見

て
い

た
だ

け
る

よ
う

で
し

た
ら

サ
イ

ト
（

w
w

w
1

.o
c
n

.n
e
.jp

/
~a

k
a
c
h

a
n

/
）

も
ご

覧
下

さ
い

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
 

2
9

6
 

H
2

3
 

意
見

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

顔
や

手
の

上
下

動
作

を
利

用
し

た
扉

の
開

閉
操

作
機

能
 

 
 

ホ
ー

ム
ヘ

ル
パ

ー
と

し
て

、
重

度
身

体
障

害
者

の
方

を
担

当
し

て
い

ま
す

。
 

一
人

暮
ら

し
で

、
3

6
5

日
 

１
日

５
回

ヘ
ル

パ
ー

を
利

用
し

て
生

活
し

て
い

ま
す

。
可

動
域

は
 

顔
と

右
手

の
上

下
の

み
で

す
。

ヘ
ル

パ
ー

不
在

時
の

窓
の

開
閉

が
で

き
ず

困
っ

て
い

ま

す
。

リ
モ

コ
ン

操
作

で
窓

、
引

き
戸

の
開

閉
が

で
き

る
も

の
（

開
口

部
の

微
調

整
が

で
き

る
も

の
）

が
あ

り
ま

す
か

？
暑

い
夏

に
向

い
早

め
に

対
応

で
き

る
こ

と
を

望
ん

で
い

ま
す

。
宜

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
  

 
 

2
9

8
 

H
2

3
 

意
見

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

携
帯

電
話

用
ハ

ン
ズ

フ
リ

ー
ス

タ
ン

ド
 

 
 

携
帯

電
話

の
ハ

ン
ズ

フ
リ

ー
ス

タ
ン

ド
。

 

私
は

右
片

麻
痺

の
障

害
が

あ
る

た
め

、
携

帯
電

話
で

通
話

を
す

る
際

に
左

手
は

携
帯

電
話

を
持

っ
て

い
る

た
め

、
メ

モ
を

と
る

こ
と

が
困

難
で

す
。

そ
の

た
め

、
手

を
使

わ
な

く
て

も
、

通
話

が
で

き
る

よ
う

に
、

携
帯

電
話

を
固

定
し

て
お

け
る

、
ス

タ
ン

ド
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

ハ
ン

ズ
フ

リ
ー

な
の

で
、

片
手

で
も

通
話

を
し

な
が

ら
メ

モ
を

と
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

ま
た

、
高

さ
や

左
右

の
移

動
が

自
在

で
あ

れ
ば

、
と

て
も

便
利

な
の

で
開

発
し

て
い

た
だ

き
た

い
で

す
。

一
緒

に
開

発
し

て
い

た
だ

け
る

片
が

い
れ

ば
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

 

 
 

3
1

4
 

H
2

3
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

ラ
ジ

オ
の

周
波

数
を

利
用

し
た

視
覚

障
害

者
用

支
援

機
器

 

視
覚

障
害

者
用

 
1

6
2

0
k
H

z
は

全
国

ど
こ

へ
行

っ
て

も
、

道
路

交
通

情
報

で
す

が
、

例
え

ば
1

5
0

0
k
H

z
を

視
覚

障
害

者
に

対
す

る
情

報
提

供
専

用
の

周
波

数
域

に
し

て
い

た
だ

き
、

公
共

施
設

や
駅

、
ト

イ
レ

、
お

店
な

ど
で

視
覚

障
害

者
が

容
易

に
聞

く
こ

と
が

で
き

る
よ

う
に

し
て

ほ
し

い
で

す
。

視
覚

障
害

者
は

ラ
ジ

オ
を

も
っ

て
歩

く
だ

け
で

、
様

々
な

情
報

が
必

要
な

時
に

得
ら

れ
る

よ
う

に
な

り
ま

す
。

宜
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

（
こ

の
意

見
は

、
事

務
局

が
代

行
し

て
入

力
し

て
い

ま
す

。
）

  

 
 

134



  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

3
1

5
 

H
2

3
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

エ
レ

ベ
ー

タ
内

の
音

声
認

識
シ

ス
テ

ム
 

視
覚

障
害

者
用

 
視

覚
に

障
害

が
あ

り
、

エ
レ

ベ
ー

タ
を

利
用

す
る

際
、

必
ず

人
の

介
助

を
必

要
と

し
て

い
ま

す
。

一
部

の
メ

ー
カ

ー
で

は
オ

プ
シ

ョ
ン

で
あ

る
よ

う
で

す
が

、
視

覚
障

害
者

が
人

に
頼

ま
な

く
て

も
す

む
よ

う
、

音
声

認
識

装
置

は
標

準
装

備
に

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
 

 
 

3
2

1
 

H
2

3
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

振
動

で
知

ら
せ

る
時

計
 

肢
体

障
害

者

用
 、

 視
覚

障
害

者
用

 
、

 
盲

ろ
う

者
用

  

視
覚

障
害

者
用

の
時

計
と

し
て

は
音

声
時

計
が

一
般

的
で

す
が

、
会

議
や

静
か

な
場

所
で

は
周

囲
へ

迷
惑

を
か

け
ま

す
し

、
う

る
さ

い
場

所
で

は
時

刻
が

聞
こ

え
に

く
い

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

そ
こ

で
携

帯
電

話
の

よ
う

に
、

振
動

を
利

用
し

て
時

刻
を

知
ら

せ
て

く
れ

る
時

計
を

開
発

し
て

い
た

だ
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

具
体

的
に

は
、

短
い

振
動

（
ブ

ル
）

は
１

、
長

い
振

動
（

ブ
ル

ル
ル

ル
）

は
５

と
す

る
。

時
刻

は
2

4
時

間
制

で
、

た
と

え
ば

2
3

時
5

6
分

な
ら

ば
２

 
３

５
 

６
 

の
順

に
振

動
さ

せ
ま

す
。

ブ
ル

ブ
ル

（
間

隔
）

ブ
ル

ブ
ル

ブ
ル

（
間

隔
）

ブ
ル

ル
ル

ル
（

間
隔

）
ブ

ル
ル

ル
ル

ブ
ル

の
よ

う
に

、
時

分
の

時
の

１
０

の
位

か
ら

順
番

に
短

い
振

動
と

長
い

振
動

で
表

現
し

て
い

き
ま

す
。

最
近

は
携

帯
電

話
用

に
バ

イ
ブ

レ
ー

タ
ー

も
小

型
化

し
て

き
て

お
り

、
安

価
に

も
な

っ
て

き
て

い
る

と
思

わ
れ

る
の

で
、

価
格

的
に

も
大

き
な

負
担

に
は

な
ら

な
い

の
で

は
な

い
か

と
思

い
ま

す
。

ま
た

振
動

さ
せ

る
ス

イ
ッ

チ
の

工
夫

を
す

れ
ば

、
関

節
可

動
域

制
限

の
あ

る
肢

体
不

自
由

者
に

も
使

え
る

商
品

に
な

る
の

で
は

な
い

で
し

ょ
う

か
。

 
 

3
2

5
 

H
2

3
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

歩
行

補
助

具
 

視
覚

障
害

者
用

 
カ

ー
ナ

ビ
シ

ス
テ

ム
を

利
用

し
、

Ｇ
Ｐ

Ｓ
で

、
目

的
場

所
の

電
話

番
号

を
入

れ
る

と
案

内
し

て

く
れ

る
物

。
そ

れ
に

プ
ラ

ス
し

て
前

方
を

中
心

に
両

速
方

の
様

子
を

知
ら

せ
て

く
れ

る
物

。
知

ら
せ

る
手

段
は

音
声

と
振

動
。

利
用

者
の

体
に

装
着

し
て

使
用

す
る

。
カ

ー
ナ

ビ
シ

ス
テ

ム
を

使
う

の
は

コ
ス

ト
を

安
く

す
る

た
め

。
バ

ー
ジ

ョ
ン

ア
ッ

プ
可

能
な

物
。

 

 
 

3
2

6
 

H
2

3
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

オ
ー

ル
マ

イ
テ

ィ
ー

ラ
ジ

オ
 

視
覚

障
害

者
用

 
ラ

ジ
コ

・
ラ

ジ
ル

ラ
ジ

ル
の

再
生

、
地

デ
ジ

テ
レ

ビ
（

解
説

放
送

）
受

信
、

A
M

/
F
M

受
信

、

デ
ジ

タ
ル

ラ
ジ

オ
受

信
可

能
な

ラ
ジ

オ
を

最
低

２
機

種
。

ス
テ

レ
オ

ス
ピ

ー
カ

ー
内

蔵
の

ホ
ー

ム
ラ

ジ
オ

。
 

ワ
ン

ス
ピ

ー
カ

ー
の

携
帯

ラ
ジ

オ
。

２
機

種
と

も
ダ

イ
バ

ー
シ

テ
ィ

ー
ア

ン
テ

ナ
等

で
受

信
す

る
高

感
度

な
物

。
価

格
は

、
ホ

ー
ム

ラ
ジ

オ
が

２
万

円
～

３
万

円
程

度
。

携
帯

ラ
ジ

オ
が

１
５

０
０

０
円

～
２

万
円

程
度

。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

3
2

7
 

H
2

3
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

視
覚

障
害

者
で

も
使

え
る

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

。
 

視
覚

障
害

者
用

 
価

格
は

、
現

在
一

般
に

販
売

さ
れ

て
い

る
物

と
同

じ
程

度
。

 
 

 

3
2

8
 

H
2

3
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

リ
モ

コ
ン

操
作

時
の

ビ
ー

プ
音

に
つ

い
て

 

視
覚

障
害

者
用

 
最

近
リ

モ
コ

ン
や

本
体

が
ビ

ー
プ

音
を

発
声

さ
せ

る
機

種
が

増
え

て
い

ま
す

が
、

ビ
ー

プ
音

一

つ
（

ピ
ッ

）
、

二
つ

（
ピ

ッ
ピ

ッ
）

、
長

音
（

ピ
ー

ー
ー

ー
）

な
ど

い
ろ

い
ろ

の
音

を
使

い
分

け
て

操
作

確
認

で
き

る
物

を
製

作
し

て
欲

し
い

。
 

 

デ
ジ

タ
ル

機
器

の
押

し
ボ

タ
ン

は
操

作
し

て
も

判
り

に
く

い
の

で
、

例
え

ば
エ

ア
コ

ン
の

温
度

設
定

は
一

番
高

い
温

度
は

（
ピ

ッ
ピ

ッ
）

、
風

量
の

強
い

設
定

で
は

（
ピ

ッ
ピ

ッ
）

、
タ

イ
マ

ー
の

時
間

は
長

い
ビ

ー
プ

音
と

短
い

物
の

組
み

合
わ

せ
（

ソ
ニ

ー
の

Ｍ
Ｄ

デ
ッ

キ
、

型
式

、
Ｍ

Ｄ
Ｓ

３
８

・
４

０
・

５
０

・
５

０
０

Ｓ
の

よ
う

に
）

。
で

き
れ

ば
各

社
統

一
し

て
欲

し
い

。
 

 
 

3
3

0
 

H
2

3
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

そ
の

他
 

周
辺

案
内

カ
メ

ラ
 

視
覚

障
害

者

用
 、

 盲
ろ

う
者

用
  

小
型

カ
メ

ラ
を

メ
ガ

ネ
フ

レ
ー

ム
に

組
み

込
み

、
手

持
ち

の
コ

ン
ト

ロ
ー

ラ
ー

の
ボ

タ
ン

を
押

す
た

び
に

正
面

の
画

像
を

認
識

し
て

、
イ

ヤ
ホ

ン
か

ら
主

な
景

色
を

音
声

出
力

す
る

。
(約

３
Ｍ

先
に

階
段

が
あ

り
ま

す
・

壁
が

あ
り

ま
す

・
横

断
歩

道
が

あ
り

ま
す

・
信

号
機

が
あ

り
ま

す
・

人
が

い
ま

す
）

な
ど

な
ど

。
 

画
像

認
識

精
度

と
音

声
発

信
(変

換
)能

力
を

ど
ん

ど
ん

向
上

さ
せ

て
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

な
ど

か

ら
自

由
に

ア
ッ

プ
デ

ー
ト

で
き

る
よ

う
に

す
る

。
(ナ

ビ
タ

イ
ム

)の
よ

う
な

一
般

商
業

メ
デ

ィ

ア
と

も
連

携
を

図
っ

て
、

精
度

・
認

識
速

度
の

向
上

に
努

め
る

。
 

 
 

3
4

2
 

H
2

3
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

そ
の

他
（

医
療

専

門
職

）
 

ト
ー

キ
ン

グ
エ

イ
ド

 
肢

体
障

害
者

用
 、

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 

私
は

力
が

弱
い

た
め

、
な

で
る

よ
う

な
タ

ッ
チ

で
入

力
で

き
る

も
の

が
欲

し
い

。
も

し
、

間
違

っ
て

も
以

前
の

も
の

の
よ

う
に

、
ず

っ
と

、
押

し
続

け
て

れ
ば

、
ず

っ
と

そ
の

場
所

ま
で

戻
る

よ
う

な
、

シ
ス

テ
ム

が
ほ

し
い

。
今

の
も

の
は

１
文

字
づ

つ
し

か
戻

ら
な

い
。

発
表

時
に

時
間

が
か

か
り

、
こ

の
人

に
あ

て
る

と
時

間
が

か
か

る
か

ら
嫌

だ
と

い
う

印
象

を
与

え
て

し
ま

う
。

そ
れ

は
嫌

だ
。

 

（
私

は
文

字
板

だ
と

、
相

手
の

読
む

速
度

に
合

わ
せ

ら
れ

ず
、

自
分

で
も

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

が
効

開
発

促
進

事
業

に
お

い
て

開
発

中
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

か
な

い
の

だ
が

、
か

な
り

速
く

な
っ

て
し

ま
う

。
し

ま
い

に
は

自
分

で
も

ど
こ

ま
で

押
し

た
っ

け
？

と
な

る
ほ

ど
だ

。
こ

う
い

う
症

状
の

人
は

ト
ー

キ
ン

グ
エ

イ
ド

使
用

者
に

は
珍

し
い

か
と

思
う

。
そ

こ
で

オ
プ

シ
ョ

ン
で

構
わ

な
い

の
で

上
記

の
よ

う
な

も
の

を
切

に
望

む
。

）
  

3
4

7
 

H
2

3
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

そ
の

他
 

目
で

見
る

携
帯

電
話

 
聴

覚
障

害
者

用
 

聴
覚

障
害

者
は

耳
が

聞
こ

え
な

い
た

め
、

相
手

の
声

を
聞

き
た

く
て

も
電

話
で

き
ま

せ
ん

。
こ

の
ア

イ
デ

ア
は

健
聴

者
は

普
通

に
聴

覚
障

害
者

宛
に

電
話

→
聴

覚
障

害
者

の
携

帯
電

話
（

画

面
）

に
は

、
健

聴
者

が
話

し
て

い
る

言
葉

が
、

そ
の

ま
ま

字
幕

や
テ

ロ
ッ

プ
表

示
さ

れ
る

よ
う

な
機

器
の

開
発

を
要

望
し

ま
す

。
  

 
 

3
8

9
 

H
2

4
 

意
見

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

視
覚

障
害

者
用

タ
ブ

レ
ッ

ト
パ

ソ
コ

ン
 

視
覚

障
害

 
視

覚
障

害
が

あ
っ

て
も

タ
ブ

レ
ッ

ト
パ

ソ
コ

ン
を

使
え

る
よ

う
な

製
品

を
開

発
し

て
く

だ
さ

い
。

タ
ブ

レ
ッ

ト
パ

ソ
コ

ン
は

持
ち

運
び

に
便

利
で

す
が

、
押

し
て

も
感

覚
が

な
い

の
で

使
え

ま
せ

ん
。

外
付

け
キ

ー
ボ

ー
ド

で
は

メ
リ

ッ
ト

を
消

し
て

し
ま

う
の

で
、

そ
の

ま
ま

の
形

で
使

え
る

も
の

が
欲

し
い

で
す

。
  

 
 

3
9

0
 

H
2

4
 

意
見

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

声
で

作
動

す
る

電
話

機
 

肢
体

障
害

 
掲

示
板

に
も

書
き

込
み

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
 

A
L
S

の
在

宅
療

養
患

者
か

ら
の

相
談

で
す

。
自

力
で

寝
起

き
で

き
ま

せ
ん

。
介

助
で

寝
起

き
し

、

座
位

保
持

は
自

力
で

可
能

で
す

。
日

中
は

座
っ

て
い

る
こ

と
が

ほ
と

ん
ど

で
す

が
、

立
位

は
で

き
ま

せ
ん

。
手

は
自

由
に

使
え

な
い

の
で

食
事

は
介

助
が

必
要

で
す

。
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
は

良
好

で
す

。
本

人
は

緊
急

時
も

含
め

電
話

で
家

族
や

支
援

者
に

連
絡

を
取

れ
る

体
制

を
望

ん
で

い
ま

す
。

リ
モ

コ
ン

操
作

や
ボ

タ
ン

操
作

が
で

き
な

い
た

め
、

声
で

作
動

す
る

電
話

機
を

探
し

て
い

ま
す

。
 
 

 
 

3
9

1
 

H
2

4
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

そ
の

他
 

作
品

を
手

で
見

る
た

め
の

手
袋

視
覚

障
害

 
彫

刻
な

ど
小

さ
な

デ
ィ

テ
ー

ル
も

分
か

り
や

す
い

触
察

用
の

手
袋

が
欲

し
い

。
 

こ
れ

ま
で

美
術

館
で

の
視

覚
障

が
い

者
（

全
盲

）
の

手
に

よ
る

鑑
賞

（
触

察
）

で
は

、
素

手
の

場
合

も
あ

る
が

、
木

綿
の

手
袋

、
ラ

テ
ッ

ク
ス

の
手

袋
が

用
い

ら
れ

て
い

る
。

作
品

の
保

存
性

の
問

題
か

ら
主

に
木

綿
の

手
袋

が
多

く
使

わ
れ

る
が

、
布

地
が

厚
か

っ
た

り
サ

イ
ズ

が
ぴ

っ
た

り
だ

と
、

指
先

が
凹

ま
ず

感
度

が
悪

く
な

る
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

こ
れ

ま
で

、
盲

学
校

で
は

、
樹

脂
製

の
触

地
図

を
手

で
見

る
場

合
に

は
、

シ
ッ

カ
ロ

ー
ル

を
塗

し
た

り
、

薄
い

絹
の

よ
う

な
滑

り
の

良
い

布
を

弛
み

な
く

被
せ

た
り

し
て

触
れ

、
分

か
り

や
す

く
疲

れ
な

い
よ

う
に

し
て

き
た

。
触

察
時

の
湿

気
を

移
さ

な
い

保
存

性
や

読
み

取
り

感
度

や
細

か
な

扱
い

が
で

き
る

よ
う

な
手

袋
の

形
状

や
布

地
が

工
夫

さ
れ

た
手

袋
は

な
い

。
 

3
9

2
 

H
2

4
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

盲
ろ

う
者

用
触

読
式

振
動

式
腕

時
計

 

視
覚

障
害

 
視

覚
障

害
者

用
の

触
読

式
腕

時
計

、
聴

覚
障

害
者

用
の

振
動

式
腕

時
計

は
す

で
に

あ
り

ま
す

が
、

両
方

が
一

緒
に

な
っ

た
も

の
が

あ
り

ま
せ

ん
。

盲
ろ

う
者

は
視

覚
、

聴
覚

双
方

に
障

害
が

あ
る

の
で

、
単

機
能

の
腕

時
計

で
は

不
十

分
で

す
。

両
腕

に
そ

れ
ぞ

れ
に

時
計

を
は

め
て

い
る

と
い

う
方

が
、

T
w

it
te

r
上

で
ツ

イ
ー

ト
し

て
い

ま
し

た
。

オ
ガ

ワ
も

某
社

で
開

発
を

検
討

し

た
こ

と
が

あ
り

ま
す

が
、

ニ
ッ

チ
な

市
場

で
あ

る
こ

と
、

コ
ス

ト
的

に
ユ

ー
ザ

ー
の

ご
希

望
に

そ
え

る
も

の
に

は
な

り
に

く
い

こ
と

か
ら

実
現

し
ま

せ
ん

で
し

た
。

ぜ
ひ

意
欲

あ
る

方
に

チ
ャ

レ
ン

ジ
し

て
い

た
だ

き
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。
  

 
 

3
9

3
 

H
2

4
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

障
害

者
団

体
 

宿
泊

施
設

用
字

幕
・

音
声

解
説

オ
ン

オ
フ

リ
モ

コ
ン

 

視
覚

障
害

 
宿

泊
施

設
に

も
地

デ
ジ

テ
レ

ビ
が

広
ま

っ
て

き
ま

し
た

が
、

残
念

な
こ

と
に

字
幕

ボ
タ

ン
の

な

い
テ

レ
ビ

リ
モ

コ
ン

が
あ

り
、

聴
覚

障
害

者
は

そ
ん

な
リ

モ
コ

ン
に

直
面

す
る

た
び

に
、

字
幕

の
オ

ン
オ

フ
に

困
っ

て
フ

ロ
ン

ト
に

問
い

あ
わ

せ
た

り
、

あ
る

い
は

字
幕

が
見

ら
れ

な
い

ま

ま
、

我
慢

し
て

し
ま

っ
た

り
し

て
い

ま
す

。
せ

っ
か

く
字

幕
機

能
が

標
準

と
な

っ
た

の
に

、
宿

泊
業

界
の

テ
レ

ビ
リ

モ
コ

ン
は

、
旧

態
依

然
と

し
て

い
ま

す
。

聴
覚

障
害

者
に

と
っ

て
は

せ
っ

か
く

の
宿

泊
先

で
、

大
変

が
っ

か
り

な
差

別
的

状
況

で
す

。
正

確
な

情
報

が
入

り
に

く
い

、
入

る
の

が
遅

れ
る

と
い

う
点

か
ら

、
心

身
の

安
全

や
財

産
に

影
響

し
か

ね
な

い
と

い
う

懸
念

も
あ

り
ま

す
。
全

難
聴

や
聴

覚
障

害
者

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
協

会
の

W
氏

等
が

数
年

前
か

ら
問

題
提

起

し
て

い
ま

す
が

、
改

善
さ

れ
ま

せ
ん

。
解

決
方

法
で

す
が

、
宿

泊
施

設
用

の
テ

レ
ビ

リ
モ

コ
ン

に
は

、
そ

れ
ぞ

れ
の

テ
レ

ビ
に

字
幕

専
用

の
リ

モ
コ

ン
を

別
途

用
意

で
き

る
と

よ
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
解

説
放

送
専

用
の

ボ
タ

ン
も

あ
る

と
よ

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
 

当
事

者
が

購
入

す
る

福
祉

用
具

で
は

な
く

、
施

設
側

の
設

備
と

し
て

必
要

な
も

の
で

す
が

。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

ぜ
ひ

ご
検

討
い

た
だ

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

3
9

4
 

H
2

4
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

視
覚

障
害

者
の

タ
ブ

レ
ッ

ト
パ

ソ
コ

ン
使

用
 

視
覚

障
害

 
タ

ブ
レ

ッ
ト

パ
ソ

コ
ン

は
キ

ー
ボ

ー
ド

が
な

い
の

で
視

覚
障

害
の

あ
る

者
は

使
え

ま
せ

ん
。

 

手
軽

に
持

ち
歩

け
る

の
で

使
用

し
た

い
の

で
す

が
外

付
け

キ
ー

ボ
ー

ド
で

は
意

味
が

あ
り

ま

せ
ん

。
な

に
か

良
い

製
品

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

 
 

3
9

5
 

H
2

4
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

声
に

反
応

し
て

発
信

受
信

で
き

る
電

話
機

 

肢
体

障
害

 
A

L
S

の
在

宅
療

養
患

者
か

ら
の

相
談

で
す

。
自

力
で

寝
起

き
で

き
ま

せ
ん

。
介

助
で

寝
起

き
し

、

座
位

保
持

は
自

力
で

可
能

で
す

。
日

中
は

座
っ

て
い

る
こ

と
が

ほ
と

ん
ど

で
す

が
、

立
位

は
で

き
ま

せ
ん

。
手

は
自

由
に

使
え

な
い

の
で

食
事

は
介

助
が

必
要

で
す

。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

能
力

は
良

好
で

す
。

本
人

は
緊

急
時

も
含

め
電

話
で

家
族

や
支

援
者

に
連

絡
を

取
れ

る
体

制
を

望
ん

で
い

ま
す

。
リ

モ
コ

ン
操

作
や

ボ
タ

ン
操

作
が

で
き

な
い

た
め

、
声

で
作

動
す

る
電

話
機

を
探

し
て

い
ま

す
。

 

 
 

3
9

9
 

H
2

4
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

医
療

専
門

職
 

布
団

を
か

け
る

た
め

の
装

置

（
用

具
）

 

肢
体

障
害

 
ベ

ッ
ド

上
で

は
布

団
を

掛
け

た
り

剥
い

だ
り

す
る

こ
と

が
課

題
に

な
り

ま
す

。
筋

力
の

弱
い

方

は
、

布
団

が
重

く
て

動
き

づ
ら

く
な

り
、

特
に

冬
場

は
毛

布
を

か
け

る
の

で
、

身
動

き
が

完
全

に
取

れ
な

く
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

ス
イ

ッ
チ

一
つ

で
毛

布
を

掛
け

た
り

、
剥

い
だ

り
で

き
る

よ
う

な
装

置
が

あ
る

と
便

利
で

す
。

 
 

 
 

4
0

0
 

H
2

4
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

打
ち

誤
り

の
な

い
大

き
な

キ
ー

ボ
ー

ド
 

肢
体

障
害

 
パ

ソ
コ

ン
キ

ー
ボ

ー
ド

や
電

卓
を

1
.5

倍
く

ら
い

大
き

く
す

る
こ

と
に

よ
り

、
打

ち
誤

り
が

少

な
く

な
る

。
 

 
 

4
0

1
 

H
2

4
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
ア

プ
リ

言
語

障
害

 
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

を
媒

介
と

し
、

言
葉

を
文

字
、

文
字

を
言

葉
に

変
換

す
る

ア
プ

リ
。

 
 

 

4
0

2
 

H
2

4
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

誰
で

も
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

 
視

覚
障

害
 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

は
指

の
感

触
が

な
く

、
視

覚
障

害
者

に
と

っ
て

は
使

い
に

く
い

。
そ

の
為

画
面

に
小

さ
な

凹
凸

を
つ

け
る

工
夫

が
必

要
。

パ
ソ

コ
ン

の
キ

ー
ボ

ー
ド

カ
バ

ー
の

よ
う

な
素

材
で

作
成

し
て

、
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
取

り
付

け
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

4
0

3
 

H
2

4
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

意
思

疎
通

が
で

き
る

器
具

 
障

害
児

 
知

的
障

害
者

に
は

う
ま

く
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
取

れ
な

い
方

も
い

ら
っ

し
ゃ

る
の

で
、

そ

の
方

の
思

い
が

く
み

取
れ

る
よ

う
な

器
具

が
あ

る
と

い
い

で
す

。
 

 
 

4
0

4
 

H
2

4
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

足
で

押
せ

る
電

気
ス

イ
ッ

チ
 

肢
体

障
害

 
指

押
し

の
電

気
ス

イ
ッ

チ
か

ら
足

で
押

す
ス

イ
ッ

チ
へ

。
高

さ
を

変
え

て
使

い
や

す
さ

を
よ

く

す
る

。
 

 
 

4
0

5
 

H
2

4
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

言
語

の
通

じ
な

い
方

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
で

き
る

た
め

の
器

具
 

言
語

障
害

者
 

頭
に

何
か

考
え

た
も

の
が

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
等

を
通

し
て

他
人

の
考

え
が

理
解

で
き

る
よ

う

に
、

画
面

を
通

す
等

で
表

れ
る

も
の

。
相

手
と

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

（
障

が
い

者
と

健
常

者
）

と
る

た
め

に
利

用
で

き
れ

ば
い

い
。

 

 
 

4
0

6
 

H
2

4
 

募
集

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

早
わ

か
り

意
思

表
示

板
 

言
語

障
害

 
言

語
が

話
せ

な
い

方
に

は
、

マ
カ

ト
ン

や
絵

が
描

い
て

あ
る

カ
ー

ド
が

あ
り

ま
す

が
、

知
的

障

害
が

あ
る

た
め

う
ま

く
伝

わ
ら

な
い

こ
と

が
多

く
あ

り
ま

す
。

携
帯

電
話

ぐ
ら

い
の

大
き

さ
で

首
か

ら
下

げ
ら

れ
る

電
子

機
器

で
、

そ
の

中
に

数
種

類
の

画
像

デ
ー

タ
（

ト
イ

レ
・

食
事

・
住

所
な

ど
）

が
入

っ
て

い
る

物
が

あ
れ

ば
、

よ
り

意
思

が
伝

わ
り

や
す

く
な

る
と

思
い

ま
す

。
携

帯
電

話
の

よ
う

な
も

の
で

は
操

作
が

複
雑

な
の

で
、

ボ
タ

ン
が

３
・

４
個

で
お

し
ゃ

れ
な

も
の

が
い

い
と

思
い

ま
す

。
 

 
 

4
0

7
 

H
2

4
 

掲
フ

情
報

・
意

思

疎
通

支
援

用
具

 

利
用

者
 

視
覚

障
害

者
用

信
号

機
識

別
装

置
 

視
覚

障
害

 
ほ

と
ん

ど
の

信
号

機
に

は
音

声
が

付
い

て
い

ま
せ

ん
。

 

そ
の

た
め

、
視

覚
障

害
者

は
危

険
な

思
い

を
し

な
が

ら
渡

っ
て

い
る

の
が

現
状

で
す

。
 

管
轄

の
警

察
な

ど
に

、
そ

の
よ

う
な

信
号

機
の

設
置

を
願

っ
て

も
す

ぐ
に

付
く

例
は

あ
ま

り
あ

り
ま

せ
ん

。
 

ま
た

、
折

角
付

い
て

い
て

も
、

そ
の

音
が

う
る

さ
い

と
消

さ
れ

る
例

も
少

な
く

あ
り

ま
せ

ん
。

そ
こ

で
、

昨
今

の
画

像
処

理
技

術
な

ど
を

活
用

し
、

ス
マ

ー
ト

ホ
ン

な
ど

で
信

号
機

を
捉

え
、

識
別

す
る

装
置

を
開

発
で

き
な

い
で

し
ょ

う
か

。
思

い
つ

い
た

ア
イ

デ
ア

な
の

で
こ

の
カ

テ
ゴ

リ
に

投
稿

し
ま

し
た

。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

1
1

7
 

H
2

2
 

意
見

排
泄

管
理

支
援

用
具

 

利
用

者
 

障
害

児
の

体
型

に
あ

っ
た

紙
オ

ム
ツ

 

 
 

J
U

N
E

様
 

先
日

、
児

童
用

紙
オ

ム
ツ

を
開

発
し

て
ほ

し
い

と
い

う
要

望
を

書
き

込
み

し
ま

し
た

、
佐

々
木

で
す

。
J
U

N
E

様
の

ご
意

見
を

拝
見

し
、

も
し

か
し

た
ら

私
の

内
容

に
対

し
て

ア
ド

バ
イ

ス
を

く
だ

さ
っ

た
の

で
は

と
思

い
、

お
返

事
を

書
か

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

（
違

っ
て

い
た

ら
ス

ミ
マ

セ
ン

）
。

要
望

に
書

き
添

え
る

の
を

失
念

し
て

い
た

の
で

す
が

、
私

の
子

ど
も

は
極

端
に

腰
が

細
い

た
め

、
パ

ン
ツ

タ
イ

プ
の

オ
ム

ツ
で

は
な

く
板

状
の

オ
ム

ツ
を

使
用

し
て

い
ま

す
。

具
体

的
に

い
う

な
ら

、
赤

ち
ゃ

ん
用

の
S

サ
イ

ズ
で

十
分

な
細

さ
で

す
。

体
重

が
あ

る
の

は
た

て
に

細
長

い
せ

い
で

、
赤

ち
ゃ

ん
オ

ム
ツ

だ
と

股
上

が
あ

わ
な

い
の

で
す

。
で

も
パ

ン
ツ

タ
イ

プ
だ

と
腰

が
ゆ

る
ゆ

る
…

。
な

の
で

、
開

発
の

お
願

い
も

板
オ

ム
ツ

の
こ

と
だ

っ
た

の
で

す
…

。
あ

い
ま

い
な

書
き

方
を

し
て

し
ま

っ
て

ご
め

ん
な

さ
い

。
ア

ド
バ

イ
ス

い
た

だ
け

た
こ

と
は

と
て

も
う

れ
し

く
、

J
U

N
E

様
の

や
さ

し
さ

に
深

く
感

謝
し

て
お

り
ま

す
。

私
と

同
じ

よ
う

に
悩

ん

で
い

る
障

害
児

マ
マ

友
だ

ち
に

は
、

ぜ
ひ

紹
介

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

本
当

に
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
 

管
理

者
様

 

福
祉

用
具

の
開

発
は

、
障

害
が

人
そ

れ
ぞ

れ
違

う
こ

と
に

難
し

さ
が

あ
る

の
で

す
ね

。
と

く
に

子
ど

も
の

場
合

は
体

格
差

も
あ

り
ま

す
し

…
。

そ
れ

で
も

こ
う

し
て

意
見

を
書

き
込

め
る

ス
ペ

ー
ス

が
あ

る
だ

け
で

も
気

持
ち

の
支

え
に

な
り

ま
す

。
伝

え
る

機
会

を
く

だ
さ

っ
て

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。

で
き

れ
ば

、
書

き
込

ん
だ

後
に

修
正

が
で

き
る

と
も

っ
と

助
か

り
ま

す
。

私
の

よ
う

な
う

っ
か

り
さ

ん
の

た
め

に
も

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

 

 
 

1
1

8
 

H
2

2
 

意
見

排
泄

管
理

支
援

用
具

 

利
用

者
 

左
右

に
も

動
く

ウ
ォ

シ
ュ

レ
ッ

ト
機

能
 

 
 

ウ
ォ

ュ
レ

ッ
ト

機
能

付
き

の
便

器
は

た
い

へ
ん

良
い

の
で

す
が

、
自

分
で

お
尻

を
動

か
せ

な
い

者
は

、
座

ら
せ

て
も

ら
っ

た
位

置
で

用
を

足
す

こ
と

に
な

る
。

前
後

に
ノ

ズ
ル

は
動

く
が

左
右

に
も

動
い

た
ら

も
っ

と
良

い
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

1
1

9
 

H
2

2
 

意
見

排
泄

管
理

支
援

用
具

 

利
用

者
 

ね
じ

式
の

蓋
が

つ
い

た
男

性
用

尿
器

 

 
 

男
性

用
尿

器
に

簡
単

な
蓋

は
付

い
て

ま
す

が
、

傾
け

る
と

こ
ぼ

れ
ま

す
。

ね
じ

式
の

蓋
が

付
い

て
い

れ
ば

、
外

出
や

車
の

中
等

で
小

便
を

捨
て

ら
れ

な
い

時
に

も
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

使
用

後
に

洗
え

た
と

し
て

も
臭

い
が

気
に

な
る

の
で

、
紙

を
乗

せ
て

蓋
を

し
て

ま
す

。
 

 
 

1
2

0
 

H
2

2
 

募
集

排
泄

管
理

支
援

用
具

 

利
用

者
の

家
族

 
児

童
用

オ
ム

ツ
 

肢
体

障
害

 

そ
の

他
 
(
障

害

児
) 

 

体
重

が
1

5
キ

ロ
グ

ラ
ム

を
超

え
た

く
ら

い
か

ら
、

市
販

の
赤

ち
ゃ

ん
・

幼
児

用
オ

ム
ツ

が
き

つ
く

な
っ

て
困

っ
て

い
ま

す
。

か
と

い
っ

て
、

成
人

向
け

の
オ

ム
ツ

は
大

き
す

ぎ
て

使
え

ま
せ

ん
。

1
5

～
4

0
キ

ロ
グ

ラ
ム

く
ら

い
の

障
害

児
用

の
オ

ム
ツ

を
作

っ
て

い
た

だ
け

る
と

と
て

も

助
か

り
ま

す
。

障
害

児
の

場
合

、
足

の
付

け
根

や
股

関
節

の
隙

間
か

ら
オ

シ
ッ

コ
が

こ
ぼ

れ
て

し
ま

う
こ

と
も

多
い

の
で

、
そ

の
点

に
も

配
慮

し
て

い
た

だ
け

ま
す

よ
う

お
願

い
し

ま
す

。
ご

一
考

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。
 

 
 

1
2

1
 

H
2

2
 

意
見

排
泄

管
理

支
援

用
具

 

医
療

専
門

職
 

柄
の

付
い

た
リ

ハ
ビ

リ
パ

ン
ツ

 
 

リ
ハ

ビ
リ

パ
ン

ツ
は

ガ
ラ

が
な

く
白

一
色

の
も

の
が

多
い

。
外

出
や

旅
行

に
行

っ
て

周
囲

に
見

ら
れ

て
も

恥
ず

か
し

く
な

い
ガ

ラ
の

つ
い

た
リ

ハ
ビ

リ
パ

ン
ツ

が
あ

っ
て

も
良

い
の

で
は

な

い
か

。
  

 
 

1
2

2
 

H
2

2
 

意
見

排
泄

管
理

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

お
し

ゃ
れ

な
デ

ザ
イ

ン
の

お
む

つ
 

 
 

高
齢

の
方

々
が

使
用

し
て

い
る

紙
パ

ン
ツ

の
事

で
す

。
身

体
に

障
害

の
あ

る
方

の
中

で
も

排
泄

面
に

障
害

を
持

た
れ

て
い

る
方

々
は

、
紙

パ
ン

ツ
を

使
用

し
て

お
り

ま
す

。
二

分
脊

椎
の

方
な

ど
、

未
だ

若
く

し
な

が
ら

も
紙

パ
ン

ツ
を

使
用

し
て

お
り

ま
す

。
市

販
の

紙
パ

ン
ツ

は
白

の
ブ

リ
ー

フ
の

様
な

形
状

の
も

の
が

一
般

的
で

す
が

、
若

い
方

が
付

け
る

に
し

て
は

、
な

ん
か

索
漠

と
し

て
い

る
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

そ
こ

で
思

っ
た

の
で

す
が

、
柄

付
き

の
紙

パ
ン

ツ
と

か
、

ト
ラ

ン
ク

ス
型

と
か

、
お

洒
落

な
形

状
や

デ
ザ

イ
ン

の
も

の
は

な
い

も
の

か
、

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
他

人
に

見
ら

れ
て

も
恥

ず
か

し
く

な
い

と
思

え
ま

す
し

、
福

祉
用

具
に

お
い

て
「

お
洒

落
」

の
質

感
が

必
要

で
は

な
い

か
と

思
い

ま
す

。
き

っ
と

、
ト

ラ
ン

ク
ス

タ
イ

プ
の

柄
付

き
の

紙
パ

ン
ツ

が
有

っ
た

ら
、

若
く

し
て

排
泄

面
に

障
害

が
あ

る
方

も
、

積
極

的
に

使
用

し
て

も
ら

え
る

の
で

は
な

い
か

、
と

、
思

っ
て

お
り

ま
す

。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

3
0

2
 

H
2

3
 

意
見

排
泄

管
理

支
援

用
具

 

流
通

メ
ー

カ
 

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
バ

ケ
ツ

を
ロ

ッ
ク

す
る

機
能

 

 
 

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

に
付

け
て

欲
し

い
機

能
で

す
。

認
知

症
で

問
題

行
動

の
あ

る
方

が
、

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

を
利

用
し

て
い

る
場

合
、

ご
自

分
で

バ
ケ

ツ
を

取
り

出
し

て
部

屋
に

こ
ぼ

し
た

り
、

窓
か

ら
汚

物
を

捨
て

た
り

す
る

ケ
ー

ス
が

あ
り

ま
す

。
特

に
窓

か
ら

汚
物

を
捨

て
ら

れ
る

と
ご

近
所

の
迷

惑
に

も
な

っ
て

し
ま

い
、

ご
家

族
の

方
も

大
変

困
っ

て
い

ま
す

。
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
か

ら
バ

ケ
ツ

を
取

り
外

す
際

に
ロ

ッ
ク

が
か

か
る

様
な

機
能

を
付

け
て

欲
し

い
と

考

え
て

お
り

ま
す

。
 

 
 

3
1

9
 

H
2

3
 

募
集

排
泄

管
理

支
援

用
具

 

そ
の

他
（

医
療

専

門
職

）
 

温
水

洗
浄

便
座

用
肛

門
モ

ニ
タ

ー
 

肢
体

障
害

者
用

 
脊

髄
損

傷
患

者
が

温
水

洗
浄

便
座

を
使

用
す

る
と

、
肛

門
周

囲
の

臀
部

感
覚

麻
痺

か
ら

、
肛

門

の
洗

浄
が

的
確

に
で

き
な

い
と

い
う

問
題

が
あ

る
。

そ
の

た
め

に
肛

門
が

モ
ニ

タ
―

で
き

る
装

置
が

あ
る

と
便

利
で

あ
る

。
ま

た
、

温
水

洗
浄

便
座

の
水

流
は

排
便

障
害

の
あ

る
脊

髄
損

傷
患

者
に

と
っ

て
排

便
促

進
の

効
果

も
も

た
ら

す
。

こ
の

際
に

も
役

立
つ

。
さ

ら
に

座
薬

挿
入

や
浣

腸
操

作
の

際
も

便
利

で
あ

る
。

自
身

も
研

究
開

発
し

た
こ

と
が

あ
り

、
既

製
品

も
国

内
で

販
売

し
て

い
る

が
、

メ
ン

テ
ナ

ン
ス

や
耐

久
性

に
ま

だ
ま

だ
問

題
が

あ
る

。
温

水
洗

浄
便

座
の

機
能

の
オ

プ
シ

ョ
ン

と
し

て
、

便
座

に
一

体
化

さ
せ

コ
ン

パ
ク

ト
に

付
加

で
き

る
と

よ
い

と
考

え
て

い
る

。
 

 
 

4
0

9
 

H
2

4
 

募
集

排
泄

管
理

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

ウ
レ

タ
ン

製
脱

着
可

能
な

便
座

シ
ー

ト
 

そ
の

他
 

知
的

障
害

者
の

利
用

者
の

中
に

は
、

便
座

カ
バ

ー
を

取
り

付
け

て
も

、
そ

れ
を

取
り

外
し

て
便

器
の

中
に

入
れ

て
流

し
て

し
ま

う
方

が
い

ま
す

。
そ

の
た

め
冬

季
時

に
は

冷
た

い
便

座
シ

ー
ト

に
座

っ
て

排
泄

し
て

い
ま

す
。

ウ
レ

タ
ン

製
の

脱
着

可
能

な
便

座
シ

ー
ト

が
あ

れ
ば

、
寒

い
期

間
「

ヒ
ヤ

ー
」

と
し

た
感

覚
で

な
か

な
か

排
泄

す
る

こ
と

が
で

き
な

い
利

用
者

も
ス

ム
ー

ズ
な

排
泄

が
可

能
に

な
り

ま
す

。
 

 
 

4
1

0
 

H
2

4
 

募
集

排
泄

管
理

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

失
禁

感
知

オ
ム

ツ
（

セ
ン

サ
ー

）
そ

の
他

（
知

的
障

害
）

 

尿
や

便
を

感
知

し
、

す
ぐ

に
取

り
替

え
ら

れ
る

オ
ム

ツ
で

す
。

感
知

機
は

、
オ

ム
ツ

か
ら

取
り

外
し

が
で

き
る

も
の

で
、

洗
え

る
も

の
が

い
い

で
す

。
オ

ム
ツ

や
パ

ン
ツ

の
中

に
入

れ
て

お
い

て
失

禁
を

感
知

し
ま

す
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

4
1

1
 

H
2

4
 

募
集

排
泄

管
理

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

穴
あ

き
尿

と
り

パ
ッ

ト
 

そ
の

他
（

知
的

障

害
）

 

尿
と

り
パ

ッ
ト

だ
け

で
は

、
夜

尿
を

取
り

き
れ

な
い

方
に

使
用

す
る

。
取

り
き

れ
な

い
も

の
を

オ
ム

ツ
で

吸
収

し
て

も
ら

う
こ

と
で

尿
漏

れ
を

防
ぐ

。
現

在
は

手
で

切
っ

て
対

応
し

て
い

る

が
、

は
じ

め
か

ら
穴

が
あ

い
て

い
る

と
便

利
と

思
わ

れ
る

。
穴

は
３

～
４

箇
所

で
、

わ
た

部
分

は
そ

の
ま

ま
で

ビ
ニ

ー
ル

シ
ー

ト
部

分
の

み
穴

あ
き

に
す

る
。

 

 
 

4
1

2
 

H
2

4
 

募
集

排
泄

管
理

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

知
的

障
害

者
が

使
用

で
き

る
生

理
用

品
 

そ
の

他
（

知
的

障

害
）

 

生
理

の
時

に
ナ

プ
キ

ン
を

使
用

で
き

な
い

方
が

た
く

さ
ん

い
る

の
で

、
何

か
垂

れ
流

し
に

な
ら

な
い

方
法

や
用

品
。

 

 
 

4
1

3
 

H
2

4
 

募
集

排
泄

管
理

支
援

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

排
便

の
タ

イ
ミ

ン
グ

を
教

え
て

く
れ

る
装

置
 

そ
の

他
（

知
的

障

害
）

 

知
的

障
害

者
の

方
に

下
剤

等
を

使
っ

て
便

を
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
し

て
い

る
の

で
、

便
意

が
あ

っ
て

も
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

が
う

ま
く

と
れ

ず
、

紙
オ

ム
ツ

を
使

っ
て

い
て

も
便

が
漏

れ
て

し
ま

う
。

便
が

出
そ

う
な

タ
イ

ミ
ン

グ
で

教
え

て
く

れ
る

器
具

が
あ

る
と

便
利

で
あ

る
。

 

 
 

1
2

3
 

H
2

2
 

意
見

居
宅

生
活

動
作

補
助

用
具

 

流
通

メ
ー

カ
 

折
り

た
た

め
る

手
す

り
 

 
 

ご
利

用
者

様
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

ご
意

見
で

す
。

 

使
用

し
な

い
と

き
に

は
折

り
た

た
め

る
よ

う
な

手
す

り
が

あ
る

と
便

利
だ

と
思

い
ま

す
。

設
置

型
で

な
い

よ
う

な
も

の
。

 

持
ち

運
び

を
想

定
し

て
い

る
の

か
 

4
1

4
 

H
2

4
 

募
集

居
宅

生
活

動
作

補
助

用
具

 

福
祉

専
門

職
 

ト
イ

レ
で

の
手

す
り

 
肢

体
障

害
 

ト
イ

レ
の

壁
に

取
り

付
け

た
手

す
り

に
つ

か
ま

っ
て

の
立

ち
上

が
り

で
、

ど
の

方
向

か
ら

で
も

立
っ

た
り

座
っ

た
り

で
き

る
よ

う
に

、
手

す
り

の
角

度
が

自
由

に
つ

け
ら

れ
る

手
す

り
が

あ
っ

た
ら

便
利

だ
と

思
う

。
 

 
 

1
2

4
 

H
2

2
 

掲
フ

そ
の

他
 

利
用

者
 

洗
髪

用
具

 
 

 
ベ

ッ
ド

で
洗

髪
を

し
て

も
ら

っ
て

い
ま

す
。

ふ
ち

に
排

水
ホ

ー
ス

の
つ

い
た

四
角

い
も

の
を

使

っ
て

い
ま

す
。

そ
の

商
品

が
廃

番
に

な
り

、
似

て
い

る
も

の
を

購
入

し
た

の
で

す
が

、
排

水
ホ

ー
ス

が
細

す
ぎ

て
排

水
が

進
み

ま
せ

ん
。

お
湯

が
冷

め
て

寒
く

て
使

え
ま

せ
ん

。
顔

が
お

ぼ
れ

そ
う

に
な

っ
て

し
ま

い
ま

す
。

 

関
連

製
品

 

1
2

5
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

・
交

通
信

号
の

色
・

音
楽

 

視
覚

障
害

 
点

字
ブ

ロ
ッ

ク
の

黄
色

や
黒

、
シ

ル
バ

ー
な

ど
様

々
な

の
で

見
に

く
い

物
が

あ
り

、
統

一
し

て

ほ
し

い
。

交
通

信
号

の
色

で
も

青
が

見
に

く
い

こ
と

が
あ

る
。

交
通

信
号

の
音

楽
も

場
所

に
よ

っ
て

違
う

の
で

分
か

り
に

く
い

。
 

 
 

1
2

6
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

手
話

通
訳

・
字

幕
の

表
示

 
聴

覚
障

害
 

よ
り

多
く

の
テ

レ
ビ

番
組

や
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
動

画
で

手
話

通
訳

や
字

幕
の

表
示

が
で

き
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

る
こ

と
を

望
む

。
 
 

1
2

7
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

携
帯

用
コ

イ
ン

投
入

器
具

（
名

称
 

コ
イ

～
ン

）
 

肢
体

障
害

 
頚

髄
損

傷
者

で
す

。
１

人
で

自
動

車
を

運
転

し
て

外
出

す
る

機
会

が
多

い
で

す
。

最
近

、
町

の

中
は

無
人

の
有

料
駐

車
場

が
多

く
な

り
、

出
口

で
い

つ
も

機
械

に
駐

車
料

金
（

特
に

コ
イ

ン
）

を
入

れ
る

の
に

苦
労

し
ま

す
。

不
自

由
な

手
で

１
０

円
玉

や
１

０
０

円
玉

を
何

枚
も

入
れ

て
い

る
と

時
間

が
掛

か
り

、
遅

く
な

る
と

後
ろ

の
車

か
ら

ク
ラ

ク
シ

ョ
ン

を
鳴

ら
さ

れ
、

焦
っ

て
コ

イ
ン

を
車

外
に

落
と

す
こ

と
が

度
々

あ
り

、
無

人
の

有
料

駐
車

場
を

利
用

し
な

く
な

り
ま

し

た
。

最
近

の
自

動
販

売
機

に
は

コ
イ

ン
を

受
け

る
器

具
の

付
い

た
バ

リ
ア

フ
リ

ー
自

動
販

売
機

が
多

く
な

り
ま

し
た

が
、

駐
車

場
の

料
金

投
入

機
械

は
屋

外
で

も
あ

り
、

コ
イ

ン
を

受
け

る
器

具
は

雨
等

が
入

る
と

い
う

こ
と

で
な

か
な

か
普

及
し

ま
せ

ん
。

し
た

が
っ

て
、

１
０

円
玉

や
１

０
０

円
玉

を
２

０
枚

位
を

前
も

っ
て

セ
ッ

ト
し

、
簡

単
に

料
金

投
入

機
械

に
投

入
で

き
る

軽
い

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

製
で

携
帯

が
出

来
、

自
動

車
の

中
に

置
い

て
お

け
る

携
帯

用
コ

イ
ン

投
入

器
具

が
で

き
な

い
で

す
か

。
高

齢
者

に
も

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。
 

 
 

1
2

8
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

携
帯

手
摺

 
肢

体
障

害
 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 

旅
行

中
や

一
般

ト
イ

レ
な

ど
で

簡
単

に
脱

着
使

用
出

来
る

様
な

手
摺

を
作

成
で

き
ま

せ
ん

か
？

ト
イ

レ
に

依
っ

て
手

摺
が

ま
ち

ま
ち

で
、

障
害

者
ト

イ
レ

が
少

な
く

利
用

出
来

な
い

こ
と

が
多

か
っ

た
り

、
最

近
誰

で
も

使
用

出
来

ま
す

と
言

っ
た

様
な

物
が

あ
る

為
、

携
帯

手
摺

（
補

助
具

）
が

あ
れ

ば
行

動
範

囲
が

増
え

る
。

 

持
ち

運
び

可
能

な
手

す
り

 

1
2

9
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

携
帯

電
話

 
肢

体
障

害
 

視
覚

障
害

 

聴
覚

障
害

 

言
語

障
害

 

F
O

M
A

 
D

8
0

0
ｉ

D
S

を
販

売
復

活
し

て
欲

し
い

 
太

陽
発

電
で

充
電

し
て

欲
し

い
 

ス
キ

ャ
ン

を
０

、
３

秒
に

し
て

欲
し

い
 

電
池

を
も

う
少

し
使

わ
な

い
携

帯
に

し
て

欲
し

い
 

テ
ン

キ
ー

も
ス

キ
ャ

ン
を

し
て

欲
し

い
 

パ
ネ

ル
内

の
ボ

タ
ン

を
大

き
く

し
て

欲
し

い
 

予
測

候
補

を
初

期
化

し
な

い
で

欲
し

い
 

ス
キ

ャ
ン

可
能

な
携

帯
を

増
や

し
て

欲
し

い
 

※
製

品
名

の
明

記
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

1
3

0
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

A
E

D
 

聴
覚

障
害

 
Ａ

Ｅ
Ｄ

が
必

要
に

な
る

こ
と

は
、

い
つ

何
時

起
こ

る
か

分
か

ら
な

い
し

、
早

け
れ

ば
早

い
ほ

ど

効
果

が
高

い
の

で
、

現
場

に
聴

覚
障

害
者

し
か

居
な

い
場

合
で

も
使

用
で

き
る

こ
と

が
望

ま
し

い
。

胸
骨

圧
迫

や
人

工
呼

吸
は

、
聴

覚
障

害
者

で
も

可
能

で
あ

る
の

に
、

Ａ
Ｅ

Ｄ
の

操
作

だ
け

が
、

音
声

ガ
イ

ド
に

従
っ

て
行

う
形

に
な

っ
て

お
り

、
聴

覚
障

害
者

が
使

用
で

き
ま

せ
ん

。
し

か
し

、
日

本
光

電
社

の
Ａ

Ｅ
Ｄ

－
9

2
3

1
は

、
液

晶
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
で

、
音

声
ガ

イ
ド

を
文

字

で
表

示
し

て
い

る
こ

と
に

気
付

き
ま

し
た

。
こ

の
よ

う
な

Ａ
Ｅ

Ｄ
が

普
及

す
れ

ば
、

聴
覚

障
害

者
で

も
使

用
で

き
ま

す
。

普
及

さ
せ

る
た

め
に

は
、

何
か

の
工

夫
が

必
要

で
す

。
今

後
公

共
団

体
が

購
入

す
る

場
合

の
基

準
と

か
に

入
れ

る
と

い
う

よ
う

な
こ

と
で

、
聴

覚
障

害
者

で
も

使
え

る
Ａ

Ｅ
Ｄ

を
普

及
さ

せ
る

こ
と

を
考

え
て

頂
き

た
い

。
 

 
音

声
ガ

イ
ド

を
文

章
化

し
た

紙
を

入
れ

て
お

け
ば

、
電

気
シ

ョ
ッ

ク
が

必
要

か
ど

う
か

を
Ａ

Ｅ
Ｄ

が
判

定
し

ま
す

が
、

そ
の

結
果

を
ラ

ン
プ

で
知

ら
せ

る
と

か
、

判
定

中
や

電
気

シ
ョ

ッ
ク

を
与

え
る

と
き

体
に

触
れ

る
な

と
い

う
こ

と
も

ラ
ン

プ
で

知
ら

せ
る

と
い

う
よ

う
な

工
夫

を

す
る

だ
け

で
も

、
聴

覚
障

害
者

が
使

用
可

能
と

な
り

ま
す

。
  

※
製

品
名

の
明

記
 

1
3

1
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

視
覚

障
害

者
で

あ
っ

て
も

検
便

採
取

が
容

易
に

で
き

る
用

具
 

肢
体

障
害

視
覚

障
害

 

市
の

健
康

診
断

も
人

間
ド

ッ
ク

も
脳

性
麻

痺
と

か
視

覚
障

害
に

手
が

使
え

な
い

人
は

大
腸

癌

検
査

の
お

通
じ

を
持

っ
て

い
け

な
い

の
が

不
便

で
す

。
私

は
特

に
神

経
症

の
薬

が
便

秘
に

な
っ

て
夜

下
剤

を
飲

む
の

で
不

便
で

す
。

い
く

ら
言

っ
て

も
医

者
も

保
健

セ
ン

タ
ー

も
わ

か
ら

な
い

で
す

。
 

 
 

1
3

2
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

買
い

物
時

の
バ

ー
コ

ー
ド

リ
ー

ダ
ー

 

視
覚

障
害

 
買

い
物

を
し

て
い

る
時

、
商

品
に

つ
い

て
い

る
バ

ー
コ

ー
ド

を
読

み
取

る
と

、
商

品
名

、
値

段
、

内
容

量
、

カ
ロ

リ
ー

等
の

詳
細

情
報

を
音

声
で

知
ら

せ
て

く
れ

る
も

の
が

欲
し

い
。

 

既
存

で
類

似
す

る
製

品
は

あ
る

の
だ

が
、

商
品

名
だ

け
し

か
知

ら
せ

て
く

れ
な

い
。

そ
れ

で
は

あ
ま

り
役

に
立

た
な

い
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

1
3

3
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

エ
ア

コ
ン

の
音

声
対

応
リ

モ
コ

ン
 

視
覚

障
害

 
視

覚
障

害
者

だ
と

、
エ

ア
コ

ン
が

ど
う

い
う

設
定

に
な

っ
て

い
る

か
確

認
が

で
き

な
い

た
め

、

音
声

で
冷

房
・

暖
房

・
ド

ラ
イ

の
設

定
や

温
度

を
知

ら
せ

て
く

れ
る

も
の

が
欲

し
い

。
 

現
在

、
大

手
企

業
で

上
記

の
物

を
売

っ
て

は
い

る
が

、
本

体
込

み
で

１
７

万
円

以
上

す
る

の
で

手
が

出
な

い
。

２
～

３
年

前
ま

で
は

、
あ

る
大

手
企

業
で

、
全

メ
ー

カ
ー

対
応

の
音

声
リ

モ
コ

ン
を

２
万

円
程

度
で

売
っ

て
い

た
ら

し
い

が
、

今
は

廃
番

に
な

っ
て

い
る

模
様

で
あ

る
。

こ
れ

を
安

い
値

段
で

販
売

し
て

く
れ

れ
ば

と
て

も
よ

い
。

も
し

く
は

各
メ

ー
カ

ー
で

、
プ

ラ
ス

１
万

円
く

ら
い

で
音

声
リ

モ
コ

ン
に

替
え

ら
れ

る
と

よ
い

。
 

 
 

1
3

4
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

音
声

出
力

で
き

る
固

定
電

話
機

視
覚

障
害

 
電

話
を

使
う

と
き

、
事

前
に

登
録

し
て

お
い

た
相

手
方

の
名

前
、

電
話

番
号

の
検

索
や

通
話

履

歴
を

音
声

出
力

す
る

も
の

が
欲

し
い

。
大

手
企

業
が

既
に

実
用

化
し

て
い

る
が

、
電

話
帳

を
登

録
す

る
際

に
パ

ソ
コ

ン
が

必
要

で
あ

っ
た

り
、

そ
の

機
能

を
利

用
す

る
の

に
別

途
ナ

ン
バ

ー
デ

ィ
ス

プ
レ

イ
の

契
約

を
結

ば
な

け
れ

ば
い

け
な

い
。

そ
れ

で
は

使
い

勝
手

が
悪

い
の

で
、

電
話

機
本

体
で

簡
単

に
登

録
・

編
集

が
で

き
、

安
価

な
も

の
が

欲
し

い
。

 

 
 

1
3

5
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

音
声

で
操

作
で

き
る

電
子

字
書

視
覚

障
害

 
単

語
な

ど
を

音
声

を
頼

り
に

入
力

す
る

こ
と

が
で

き
、

結
果

と
内

容
を

音
声

で
知

ら
せ

て
く

れ

る
も

の
。

パ
ソ

コ
ン

で
は

で
き

る
が

、
時

間
が

か
か

る
た

め
、

手
軽

に
使

用
で

き
る

も
の

が
ほ

し
い

。
 

 
 

1
3

6
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

視
覚

障
害

に
配

慮
し

た
掃

除
機

視
覚

障
害

 
間

違
っ

て
重

要
な

も
の

ま
で

吸
い

込
ん

で
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

、
電

源
ホ

ー
ス

の

取
扱

や
中

味
の

始
末

な
の

で
苦

労
し

て
い

ま
す

。
充

電
式

な
ど

で
視

覚
障

害
者

で
も

使
用

し
や

す
い

掃
除

機
。

 

 
 

1
3

7
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

新
聞

広
告

や
チ

ラ
シ

を
読

む
機

器
 

視
覚

障
害

 
新

聞
公

告
や

チ
ラ

シ
を

視
覚

障
害

者
で

も
読

め
る

よ
う

に
し

て
ほ

し
い

。
 

 
 

1
3

8
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

音
声

対
応

の
電

子
辞

書
 

視
覚

障
害

 
音

声
で

読
み

上
げ

て
く

れ
る

電
子

辞
書

が
ほ

し
い

。
そ

れ
が

安
価

な
ら

な
お

よ
い

。
  

 
 

1
3

9
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

携
帯

電
話

の
メ

モ
録

音
機

能
つ

き
 

視
覚

障
害

 
１

台
の

携
帯

電
話

に
メ

モ
録

音
機

能
が

あ
る

と
助

か
る

。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

1
4

0
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

家
電

製
品

の
液

晶
画

面
の

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

を
強

く
し

て
欲

し
い

視
覚

障
害

 
弱

視
の

た
め

、
強

い
コ

ン
ト

ラ
ス

ト
の

も
の

で
な

い
と

見
え

ず
ら

い
。

電
子

ジ
ャ

ー
や

エ
ア

コ

ン
、

リ
モ

コ
ン

な
ど

は
、

音
声

機
能

の
充

実
よ

り
も

、
液

晶
表

示
が

光
っ

た
り

バ
ッ

ク
と

文
字

が
黄

色
と

黒
の

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

の
よ

う
に

は
っ

き
り

し
て

い
る

と
見

え
や

す
い

。
 

 
 

1
4

1
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

視
覚

障
害

用
の

駅
の

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

 

視
覚

障
害

 
駅

を
利

用
す

る
際

は
、

あ
ら

か
じ

め
目

的
地

ま
で

の
値

段
を

調
べ

て
お

い
て

券
売

機
で

購
入

し

ま
す

が
、

回
数

券
や

定
期

券
な

ど
、

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

を
使

わ
な

い
と

で
き

な
い

操
作

が
あ

る
。

視
覚

障
害

者
で

も
簡

単
に

使
え

る
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
を

望
み

ま
す

。
 

 
 

1
4

2
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

に
つ

い
て

 
視

覚
障

害
 

近
年

、
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
の

普
及

が
進

ん
で

き
た

た
め

、
不

便
を

感
じ

る
。

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

は
押

し
た

感
覚

も
な

い
し

、
ど

の
よ

う
な

操
作

を
行

っ
て

い
る

か
も

わ
か

ら
な

い
。

特
に

iP
h

o
n

e

は
使

い
こ

な
せ

な
い

。
 

 
 

1
4

3
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

信
号

機
の

押
し

ボ
タ

ン
 

視
覚

障
害

 
最

近
は

音
響

装
置

付
き

の
信

号
機

が
増

え
て

い
ま

す
が

、
ま

だ
不

十
分

で
す

。
な

か
に

は
、

大

元
の

ス
イ

ッ
チ

を
切

っ
て

あ
る

の
か

、
視

覚
障

害
者

用
の

押
し

ボ
タ

ン
を

お
し

て
も

音
が

流
れ

な
い

信
号

機
も

あ
り

ま
す

。
近

隣
住

民
の

こ
と

を
配

慮
し

て
な

ら
、

信
号

の
色

を
感

知
し

て
、

バ
イ

ブ
等

で
知

ら
せ

て
く

れ
る

受
信

機
が

あ
れ

ば
よ

い
と

思
い

ま
す

。
 

 
 

1
4

4
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
の

普
及

 
視

覚
障

害
 

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
読

み
取

り
装

置
を

使
っ

て
い

る
が

、
使

え
る

場
面

が
少

な
い

。
も

っ
と

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
を

広
く

普
及

し
て

ほ
し

い
。

ま
た

、
選

挙
公

報
な

ど
に

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
を

付
け

て
い

る
自

治
体

も
あ

る
よ

う
で

す
が

、
数

が
少

な
す

ぎ
ま

す
。

主
体

的
に

投
票

す
る

た
め

に
も

、
国

政
選

挙
、

地
方

選
挙

問
わ

ず
、

選
挙

公
報

に
は

Ｓ
Ｐ

コ
ー

ド
を

義
務

付
け

て
ほ

し
い

 

 
 

1
4

5
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

画
像

情
報

を
容

易
に

認
識

で
き

る
機

器
 

視
覚

障
害

 
1

5
年

前
に

中
途

視
覚

障
害

に
な

っ
た

。
現

在
は

大
学

で
講

師
の

仕
事

を
し

て
い

る
。

 

教
材

を
扱

う
際

、
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

の
画

像
情

報
を

専
用

の
機

器
で

立
体

化
し

、
触

っ
て

イ
メ

ー
ジ

を
す

る
の

だ
が

、
想

像
力

だ
け

で
は

、
画

像
情

報
を

理
解

す
る

の
は

非
常

に
難

し
い

。
 

立
体

化
す

る
だ

け
で

は
な

く
、

文
字

情
報

な
ど

が
付

け
加

わ
る

と
よ

り
、

理
解

で
き

る
よ

う
に

な
る

。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

1
4

6
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

公
共

ト
イ

レ
の

流
す

方
法

 
視

覚
障

害
 

公
共

の
ト

イ
レ

を
流

す
際

、
最

近
は

立
ち

上
が

る
と

反
応

す
る

も
の

や
手

を
か

ざ
す

セ
ン

サ
ー

式
、

昔
な

が
ら

の
レ

バ
ー

・
ボ

タ
ン

式
な

ど
い

ろ
い

ろ
あ

る
た

め
、

手
さ

ぐ
り

で
そ

れ
を

探
さ

な
い

と
い

け
な

い
。

ト
イ

レ
と

い
う

場
所

で
も

あ
る

の
で

、
で

き
る

こ
と

な
ら

あ
ち

こ
ち

触
ら

な
く

て
済

む
よ

う
に

、
な

ん
ら

か
の

ル
ー

ル
を

作
っ

て
い

た
だ

け
る

と
あ

り
が

た
い

で
す

。
 

 
 

1
4

7
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

文
字

放
送

の
音

声
（

テ
ロ

ッ
プ

）
視

覚
障

害
 

文
字

放
送

の
テ

ロ
ッ

プ
を

音
声

に
し

て
く

れ
る

も
の

。
特

に
緊

急
・

重
要

な
も

の
は

音
声

に
し

て
も

ら
わ

な
い

と
困

る
。

 

 
 

1
4

8
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

音
響

装
置

付
き

信
号

機
に

つ
い

て
 

視
覚

障
害

 
信

号
機

の
視

覚
障

害
者

用
延

長
ボ

タ
ン

は
、

ど
こ

に
つ

い
て

い
る

か
、

わ
か

り
づ

ら
い

。
 

も
っ

と
わ

か
り

や
す

い
よ

う
に

な
る

こ
と

を
望

む
が

、
た

だ
位

置
を

知
ら

せ
る

音
声

を
大

き
く

す
る

だ
け

で
は

、
近

隣
の

家
に

迷
惑

が
か

か
る

。
何

か
良

い
方

法
で

位
置

を
わ

か
り

や
す

く
す

る
方

法
は

な
い

の
か

。
 

 
 

1
4

9
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

駅
の

階
段

の
ス

テ
ッ

プ
 

視
覚

障
害

 
駅

の
階

段
の

ス
テ

ッ
プ

（
角

の
黄

色
い

印
）

が
あ

る
と

下
り

や
す

い
。

（
上

る
時

は
何

と
か

な

る
）

 

 
 

1
5

0
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

手
す

り
の

改
良

 
視

覚
障

害
 

手
す

り
が

階
段

の
上

ま
で

き
ち

ん
と

つ
い

て
い

る
と

い
い

。
下

り
る

時
に

は
目

印
と

し
て

最
初

に
触

る
の

で
、

な
い

場
合

に
は

怖
い

思
い

を
す

る
こ

と
が

あ
る

。
 

 
 

1
5

1
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

音
声

出
力

す
る

リ
モ

コ
ン

 
視

覚
障

害
 

リ
モ

コ
ン

や
タ

イ
マ

ー
の

ボ
タ

ン
を

押
し

た
ら

、
そ

の
数

字
を

音
声

で
知

ら
せ

る
も

の
。

（
Ｔ

Ｖ
で

は
な

く
、

リ
モ

コ
ン

か
ら

音
声

が
出

る
も

の
）

 

 
 

1
5

2
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

障
害

者
用

パ
ス

モ
 

視
覚

障
害

 
一

般
の

人
と

同
じ

よ
う

に
パ

ス
モ

を
使

い
た

い
。

障
害

者
手

帳
を

併
せ

る
と

子
供

料
金

で
通

れ

る
よ

う
に

な
る

と
よ

い
。

 

※
製

品
名

の
明

記
 

1
5

3
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

公
共

ト
イ

レ
で

使
え

る
音

声
ガ

イ
ド

 

視
覚

障
害

 
公

共
ト

イ
レ

で
「

緊
急

ス
イ

ッ
チ

」
「

流
す

ス
イ

ッ
チ

」
「

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
の

位
置

」

な
ど

を
音

声
で

知
ら

せ
て

く
れ

る
も

の
が

欲
し

い
。

 

 
 

1
5

4
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

ト
イ

レ
の

ボ
タ

ン
に

付
け

る
マ

ー
ク

 

視
覚

障
害

 
公

共
ト

イ
レ

の
水

を
流

す
マ

ー
ク

が
分

か
り

に
く

い
。

認
識

し
や

す
い

よ
う

に
大

き
く

し
て

ほ

し
い

。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

1
5

5
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

ラ
ジ

オ
に

つ
い

て
 

視
覚

障
害

 
昔

の
ラ

ジ
オ

は
ダ

イ
ヤ

ル
式

で
使

い
や

す
か

っ
た

が
、

液
晶

操
作

が
主

流
に

な
っ

て
し

ま
っ

た

た
め

、
使

い
づ

ら
い

。
設

定
等

が
上

手
く

で
き

な
く

な
っ

て
し

ま
っ

た
の

が
残

念
。

 

 
 

1
5

6
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

小
型

携
帯

用
テ

レ
ビ

 
視

覚
障

害
 

小
型

の
携

帯
用

テ
レ

ビ
が

地
デ

ジ
対

応
に

な
っ

て
し

ま
う

と
初

期
設

定
で

地
域

等
を

設
定

し

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

の
で

困
る

。
矢

印
操

作
は

配
置

を
覚

え
た

り
、

押
す

ボ
タ

ン
を

覚
え

た
り

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の

で
、

難
し

く
感

じ
る

。
 

た
と

え
ば

、
企

業
や

家
電

量
販

店
が

購
入

前
に

使
え

る
よ

う
に

な
る

ま
で

サ
ポ

ー
ト

し
て

く
れ

た
り

、
購

入
後

も
い

つ
で

も
対

応
し

て
く

れ
る

と
有

り
難

い
。

 

 
 

1
5

7
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

音
声

付
き

家
電

製
品

 
視

覚
障

害
 

よ
り

多
く

の
家

電
製

品
に

音
声

案
内

機
能

が
付

く
と

便
利

だ
と

思
い

ま
す

。
 

 
 

1
5

8
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

ボ
イ

ス
オ

ー
バ

ー
機

能
 

視
覚

障
害

 
タ

ッ
チ

パ
ネ

ル
の

製
品

が
増

え
て

、
不

便
を

感
じ

て
い

る
。

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
な

ど
は

使
い

づ

ら
い

が
、

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

と
し

て
ボ

イ
ス

オ
ー

バ
ー

機
能

（
タ

ッ
チ

す
る

と
音

声
で

読
み

上
げ

て
く

れ
る

機
能

）
が

内
蔵

さ
れ

て
い

る
の

で
、

助
か

る
。

 

今
後

、
販

売
さ

れ
る

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

式
の

製
品

に
つ

い
て

も
、

こ
の

よ
う

な
機

能
を

最
初

か
ら

内
蔵

し
て

も
ら

い
た

い
。

 

※
製

品
名

の
明

記
 

1
5

9
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

地
デ

ジ
対

応
テ

レ
ビ

の
音

声
ガ

イ
ド

 

視
覚

障
害

 
地

デ
ジ

対
応

の
テ

レ
ビ

で
、

見
た

い
番

組
の

時
間

や
ジ

ャ
ン

ル
別

の
情

報
を

音
声

案
内

し
て

欲

し
い

。
 

 
 

1
6

0
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

色
を

識
別

し
て

く
れ

る
機

器
 

視
覚

障
害

 
色

を
確

実
に

判
定

し
て

く
れ

る
機

器
が

欲
し

い
。

現
在

で
も

色
を

判
定

し
て

く
れ

る
機

器
は

出

て
い

る
が

、
確

実
で

は
な

い
。

自
分

が
ど

ん
な

洋
服

を
着

て
い

る
か

、
わ

か
る

よ
う

に
な

り
た

い
。

ケ
ー

タ
イ

の
ア

プ
リ

で
も

同
様

の
機

能
は

あ
る

が
、

正
確

性
に

欠
け

る
。

 

 
 

1
6

1
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

色
識

別
装

置
 

視
覚

障
害

 
洋

服
や

ネ
ク

タ
イ

の
色

を
正

確
に

読
み

取
っ

て
く

れ
る

、
識

別
装

置
が

あ
れ

ば
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン

を
コ

ー
デ

ィ
ネ

ー
ト

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
既

に
そ

の
よ

う
な

機
器

が
販

売
さ

れ
て

い
る

は
ず

だ
が

、
正

確
に

色
を

識
別

で
き

て
い

な
い

。
 

 
 

1
6

2
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

駅
の

券
売

機
 

視
覚

障
害

 
駅

で
切

符
を

購
入

す
る

時
に

タ
ッ

チ
パ

ネ
ル

に
な

っ
て

し
ま

っ
た

の
で

、
前

の
押

し
ボ

タ
ン

式

の
券

売
機

に
戻

し
て

欲
し

い
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

1
6

3
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

ケ
ー

タ
イ

の
カ

メ
ラ

で
で

文
字

や
標

識
を

認
識

し
て

く
れ

る
機

能
 

視
覚

障
害

 
ケ

ー
タ

イ
の

カ
メ

ラ
機

能
を

利
用

し
て

、
撮

影
し

た
文

字
や

標
識

を
読

み
あ

げ
て

く
れ

る
機

能

を
開

発
し

て
欲

し
い

。
 

一
部

の
ゴ

シ
ッ

ク
体

を
読

み
取

っ
て

く
れ

る
装

置
は

あ
る

が
、

少
し

で
も

装
飾

し
て

い
た

り
、

別
の

書
体

だ
と

読
み

取
っ

て
く

れ
な

い
の

で
幅

広
く

対
応

し
て

い
る

も
の

が
よ

い
。

 

 
 

1
6

4
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
の

家
族

 
健

康
管

理
ノ

ー
ト

 
そ

の
他

 
日

々
の

体
温

・
食

事
・

排
泄

・
睡

眠
な

ど
を

記
録

で
き

る
ノ

ー
ト

が
あ

る
と

と
て

も
助

か
り

ま

す
。

具
体

的
に

は
、

病
院

が
入

院
患

者
用

に
用

意
し

て
い

る
よ

う
な

グ
ラ

フ
を

一
週

間
分

一
ペ

ー
ジ

に
配

置
し

、
と

な
り

の
ペ

ー
ジ

に
細

か
な

様
子

や
受

診
の

内
容

を
書

き
込

め
る

よ
う

に
し

ま
す

。
毎

日
記

録
を

し
な

く
て

も
、

体
調

が
悪

く
な

っ
た

と
き

に
記

録
を

つ
け

て
病

院
に

持
参

す
る

よ
う

に
す

れ
ば

、
受

診
の

際
の

説
明

時
間

を
短

縮
す

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
ま

た
、

ノ
ー

ト
の

先
頭

に
、

病
気

や
障

害
の

経
過

、
入

退
院

の
履

歴
を

記
録

で
き

る
箇

所
が

あ
れ

ば
、

医
療

・

福
祉

関
係

の
担

当
者

に
何

度
も

同
じ

説
明

を
す

る
手

間
を

は
ぶ

く
こ

と
も

で
き

ま
す

。
実

は
す

で
に

実
験

作
を

個
人

で
作

成
し

、
友

人
知

人
、

主
に

障
害

児
の

お
母

さ
ん

た
ち

に
配

っ
て

い
ま

す
。

も
ち

ろ
ん

私
自

身
も

活
用

し
て

い
ま

す
。

広
く

普
及

す
る

こ
と

を
願

っ
て

、
商

品
化

を
お

願
い

い
た

し
ま

す
。

よ
ろ

し
く

ご
検

討
く

だ
さ

い
。

 

 
 

1
6

5
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

障
害

者
団

体
 

体
温

を
保

護
す

る
器

具
 

肢
体

障
害

 
体

温
調

節
が

う
ま

く
出

来
な

い
利

用
者

か
ら

寄
せ

ら
れ

た
要

望
を

投
稿

致
し

ま
す

。
 

ご
本

人
は

、
寝

た
き

り
の

重
症

児
で

、
障

害
１

級
の

９
歳

女
児

。
 

室
内

は
常

時
2

2
度

を
保

っ
て

い
ま

す
。

エ
ア

コ
ン

を
切

る
と

3
7

度
～

3
8

度
に

体
温

が
上

昇
す

る
そ

う
で

、
手

足
は

冷
え

る
た

め
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
に

お
湯

を
入

れ
保

温
を

し
て

い
ま

す
。

外
出

が
ま

ま
な

ら
な

い
の

で
、

体
温

を
保

護
す

る
器

具
を

要
望

し
た

い
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

1
6

6
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

障
害

者
団

体
 

ヘ
ル

メ
ッ

ト
型

エ
ア

コ
ン

 
肢

体
障

害
 

利
用

者
の

ご
家

族
か

ら
い

た
だ

い
た

要
望

を
事

例
内

容
と

共
に

投
稿

致
し

ま
す

。
 

ご
本

人
は

黄
疸

性
脊

椎
損

傷
に

よ
る

ウ
イ

ル
ス

後
遺

症
に

よ
り

発
汗

作
用

が
う

ま
く

働
か

ず
、

夏
期

等
に

お
い

て
は

在
宅

時
や

車
の

乗
車

時
に

は
強

く
エ

ア
コ

ン
を

使
用

し
な

け
れ

ば
な

り

ま
せ

ん
。

お
も

ち
ゃ

の
扇

風
機

を
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

で
購

入
し

ま
し

た
が

、
電

池
は

3
0

～
4

0

分
程

度
し

か
持

ち
ま

せ
ん

。
現

在
帽

子
の

中
に

ア
イ

ス
ノ

ン
用

の
冷

却
座

位
を

入
れ

る
方

法
が

あ
る

と
聞

き
ま

す
が

、
ヘ

ル
メ

ッ
ト

型
エ

ア
コ

ン
は

出
来

な
い

で
し

ょ
う

か
。

ク
ー

ル
ジ

ャ
ケ

ッ
ト

が
あ

る
事

は
聞

き
ま

す
が

、
頭

部
を

冷
や

す
方

法
の

福
祉

用
具

の
開

発
を

お
願

い
し

ま

す
。

 

 
 

1
6

7
 

H
2

2
 

意
見

そ
の

他
 

医
療

専
門

職
 

片
麻

痺
の

方
で

も
容

易
に

利
用

で
き

る
財

布
 

 
 

片
麻

痺
の

方
が

片
手

で
利

用
で

き
る

財
布

。
ポ

ー
チ

な
ど

を
利

用
し

て
。

 
 

 

1
6

8
 

H
2

2
 

意
見

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

下
着

、
肌

着
 

 
 

車
椅

子
に

て
上

半
身

の
蒸

れ
防

止
に

、
通

気
性

の
い

い
背

も
た

れ
 

機
能

素
材

で
の

肌
着

。

薄
く

て
暖

か
い

。
 

吸
水

性
に

優
れ

た
肌

着
 

敏
感

肌
用

失
禁

パ
ン

ツ
 

肌
疾

患
対

応
型

肌
着

 
 

1
6

9
 

H
2

2
 

意
見

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

お
し

ゃ
れ

な
デ

ザ
イ

ン
の

靴
 

 
 

高
齢

者
向

け
の

靴
に

関
し

て
の

要
望

で
す

。
私

の
知

識
が

不
足

し
て

い
る

場
合

は
ご

容
赦

下
さ

い
。

高
齢

者
向

け
の

靴
は

い
か

に
も

高
齢

者
向

け
と

い
っ

た
デ

ザ
イ

ン
の

物
が

多
く

、
中

に
は

デ
ザ

イ
ン

が
嫌

だ
か

ら
便

利
な

の
は

分
か

る
け

ど
、

市
販

の
靴

を
履

く
と

い
う

方
が

多
数

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
そ

こ
で

、
機

能
性

を
重

視
す

る
こ

と
は

重
要

で
す

が
、

そ
れ

を
保

ち
つ

つ
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
性

を
も

十
二

分
に

満
た

す
商

品
が

も
っ

と
多

く
あ

っ
て

も
良

い
と

思
い

ま
す

。
 

か
な

り
製

品
化

さ
れ

て
い

る
が

･
･
 

1
7

0
 

H
2

2
 

意
見

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

脱
ぎ

着
し

や
す

い
衣

類
 

 
 

足
の

変
形

が
あ

る
人

に
ズ

ボ
ン

は
難

し
く

、
巻

き
ス

カ
ー

ト
が

あ
れ

ば
い

い
の

で
す

が
、

一
般

の
巻

き
ス

カ
ー

ト
で

ベ
ッ

ド
で

寝
る

の
は

少
し

難
し

い
で

す
。

私
の

祖
父

は
左

足
断

絶
し

て
お

り
、

右
足

も
痛

み
が

あ
り

、
変

形
が

少
し

あ
り

ま
す

。
冬

用
に

フ
リ

ー
ス

で
巻

き
ス

カ
ー

ト
を

作
り

ま
し

た
。

市
販

で
も

あ
れ

ば
、

他
の

足
の

痛
み

が
あ

る
人

や
変

形
の

ひ
ど

い
ひ

と
に

も
使

え
る

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

？
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

1
7

1
 

H
2

2
 

意
見

そ
の

他
 

流
通

メ
ー

カ
 

ベ
ッ

ド
持

ち
上

げ
装

置
 

 
 

ご
利

用
者

様
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

ご
意

見
で

す
。

 

ベ
ッ

ド
の

足
部

分
四

箇
所

に
キ

ャ
ス

タ
ー

を
つ

け
ベ

ッ
ド

の
移

動
に

利
用

し
て

い
る

が
 

、
キ

ャ
ス

タ
ー

と
床

カ
ー

ペ
ッ

ト
間

に
介

助
を

入
れ

て
い

る
の

で
移

動
終

了
後

こ
の

パ
ッ

ト
を

当
て

る
と

き
ベ

ッ
ド

を
持

ち
上

げ
る

こ
と

と
な

る
。

 

ベ
ッ

ド
の

足
を

持
ち

上
げ

る
リ

フ
タ

ー
を

考
案

、
作

成
し

て
欲

し
い

で
す

。
 

 
 

1
7

2
 

H
2

2
 

意
見

そ
の

他
 

そ
の

他
（

施
設

経

営
）

 

車
い

す
の

搬
送

装
置

 
 

 
田

舎
で

小
規

模
多

機
能

事
業

な
ど

を
や

っ
て

い
る

が
狭

い
道

路
が

多
い

の
で

軽
自

動
車

の
ス

ロ
ー

プ
式

の
車

両
で

対
応

し
て

い
る

が
、

少
し

大
き

い
車

い
す

が
固

定
で

き
な

か
っ

た
り

、
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

車
い

す
を

少
し

倒
し

た
ら

後
ろ

の
ド

ア
が

閉
ま

ら
な

か
っ

た
り

で
困

る
こ

と

が
多

い
で

す
。

 

デ
モ

車
が

少
な

く
買

っ
て

か
ら

困
っ

て
い

る
状

態
で

す
。

 

 
 

2
2

3
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

そ
の

他
 

空
気

の
も

れ
な

い
カ

ニ
ュ

ー
レ

肢
体

障
害

視
覚

障
害

 

カ
ニ

ュ
ー

レ
は

、
空

気
が

も
れ

る
か

ら
声

が
聞

こ
え

に
く

く
感

じ
て

し
ま

う
と

思
い

ま
す

。
そ

こ
で

、
空

気
が

ぬ
け

な
い

よ
う

に
形

を
工

夫
し

た
り

、
形

以
外

に
も

肌
に

な
じ

み
や

す
い

素
材

な
ど

を
使

っ
て

空
気

が
ぬ

け
な

い
よ

う
な

カ
ニ

ュ
ー

レ
が

あ
れ

ば
な

と
思

い
ま

す
。

 

 
 

2
3

2
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

そ
の

他
：

障
害

者

支
援

、
家

族
、

開

発
メ

ー
カ

 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
を

使
っ

た
Ｅ

Ｍ
Ｓ

（
環

境
制

御
装

置
）

 

肢
体

障
害

 

視
覚

障
害

 

聴
覚

障
害

 

言
語

障
害

 

盲
ろ

う
 

iP
h

o
n

e
に

代
表

さ
れ

る
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
、

障
害

者
に

と
っ

て
も

大
き

く
Ｑ

Ｏ
Ｌ

を
高

め

ら
れ

る
可

能
性

が
で

て
き

ま
し

た
が

、
ま

だ
ま

だ
そ

れ
1

台
で

な
ん

で
も

出
来

る
と

ま
で

は
い

き
ま

せ
ん

。
病

室
や

部
屋

で
家

電
製

品
を

制
御

で
き

る
ソ

フ
ト

が
あ

れ
ば

自
分

達
の

意
思

で
身

の
回

り
の

生
活

を
変

え
ら

れ
ま

す
（

希
望

価
格

は
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

本
体

は
含

み
ま

せ
ん

）
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
3

3
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

視
覚

障
害

者
で

も
簡

単
に

使
え

る
携

帯
傘

入
れ

 

視
覚

障
害

 
視

覚
障

害
の

私
は

階
段

上
り

下
り

左
は

手
摺

で
右

手
に

白
杖

を
持

っ
て

い
ま

す
の

で
、

雨
の

日

は
折

り
た

た
み

傘
に

し
て

レ
ジ

の
ビ

ニ
ー

ル
に

入
れ

て
、

リ
ュ

ッ
ク

サ
ッ

ク
の

外
側

の
持

つ
ベ

ル
ト

に
縛

っ
て

つ
る

し
て

持
っ

て
歩

き
ま

す
。

電
車

の
中

に
傘

も
忘

れ
な

い
し

。
満

員
電

車
の

時
に

他
の

乗
客

に
傘

の
水

が
付

か
な

い
で

す
。

折
り

た
た

み
の

傘
を

入
れ

る
専

門
の

レ
ジ

袋
じ

ゃ
な

く
て

リ
ュ

ッ
ク

サ
ッ

ク
に

縛
り

付
け

れ
る

の
が

あ
る

と
良

い
と

思
い

ま
す

。
 

通
院

の
時

と
か

傘
立

て
に

お
い

た
ら

自
分

で
探

せ
な

い
の

で
、

折
り

た
た

ん
で

ビ
ニ

ー
ル

に
入

れ
て

手
元

に
持

っ
て

い
る

ほ
う

が
便

利
で

す
。

歯
科

は
靴

も
脱

ぎ
ま

す
の

で
、

目
印

を
つ

け
た

り
大

変
で

す
。

  

 
 

2
3

6
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

そ
の

他
：

支
援

、

家
族

、
開

発
メ

ー

カ
ー

  

視
覚

障
碍

者
の

た
め

の
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
よ

る
音

声
案

内
 

視
覚

障
害

 
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

の
Ｇ

Ｐ
Ｓ

（
位

置
情

報
シ

ス
テ

ム
）

と
音

声
録

音
を

利
用

し
て

、
出

か
け

る

場
所

を
予

め
介

助
者

が
下

見
を

し
な

が
ら

、
交

差
点

や
注

意
点

等
の

情
報

を
音

声
録

音
し

て
お

き
ま

す
音

声
録

音
デ

ー
タ

に
は

、
位

置
情

報
が

付
加

さ
れ

ま
す

。
視

覚
障

碍
者

が
一

人
で

出
か

け
る

際
に

、
音

声
デ

ー
タ

の
あ

る
場

所
に

く
る

と
Ｇ

Ｐ
Ｓ

が
察

知
し

、
音

声
ガ

イ
ダ

ン
ス

が
流

れ
ま

す
。

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
が

道
案

内
や

注
意

箇
所

の
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
適

時
流

し
て

く
れ

ま
す

 
 

2
3

7
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

そ
の

他
：

支
援

、

家
族

、
開

発
メ

ー

カ
ー

  

読
み

書
き

障
害

を
持

つ
人

が
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

で
読

む
補

助
 

そ
の

他
 
(
読

み

書
き

障
害

者
用

) 

読
み

書
き

障
害

（
デ

ィ
ス

レ
ク

シ
ア

）
の

方
々

が
、

普
段

の
生

活
で

文
字

を
読

む
た

め
に

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

Ａ
Ｒ

（
拡

張
現

実
機

能
）

を
使

用
し

て
、

カ
メ

ラ
ご

し
に

読
み

た
い

物
を

み
る

と
、

実
際

の
文

字
に

線
や

マ
ス

目
を

重
ね

あ
わ

せ
る

こ
と

で
読

み
に

く
さ

を
補

助
し

ま
す

 

 
 

2
4

0
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

そ
の

他
：

支
援

、

家
族

、
企

画
  

忘
れ

物
の

多
い

発
達

障
害

者
の

た
め

の
お

出
か

け
前

確
認

シ
ス

テ
ム

 

肢
体

障
害

 

視
覚

障
害

 

聴
覚

障
害

 

言
語

障
害

 

盲
ろ

う
者

 

そ
の

他
 
(
発

達

障
害

者
) 

 

必
要

な
も

の
を

揃
え

て
出

か
け

る
こ

と
が

不
得

手
な

方
の

た
め

に
、

必
要

な
も

の
（

た
と

え
ば

財
布

や
定

期
券

）
に

Ｒ
Ｆ

Ｉ
Ｄ

（
無

線
タ

グ
）

を
付

け
る

こ
と

で
、

お
出

か
け

前
に

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

予
め

登
録

し
て

お
い

た
備

品
が

 

す
べ

て
揃

っ
て

い
る

か
を

無
線

通
信

で
チ

ェ
ッ

ク
で

き
る

ア
プ

リ
を

開
発

し
ま

す
。

 

玄
関

に
持

ち
物

チ
ャ

ッ
ク

と
書

い
て

お
気

だ
け

で
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

ア
プ

リ
で

確
認

す
る

と
持

ち
忘

れ
て

い
る

も
の

を
確

認
で

き
ま

す
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
4

1
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

そ
の

他
：

支
援

、

家
族

、
企

画
  

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

で
見

に
く

い
人

の
た

め
の

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

の
色

補
正

 

視
覚

障
害

 
色

覚
に

障
害

の
あ

る
人

た
ち

に
と

っ
て

、
ど

う
し

て
も

判
別

し
に

く
い

風
景

や
文

字
が

あ
っ

た

時
に

予
め

色
補

正
を

登
録

し
て

お
け

ば
、

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
の

カ
メ

ラ
機

能
を

通
し

て
、

自
動

的
に

色
補

正
を

し
ま

す
。

 

白
地

が
見

え
に

く
い

人
な

ど
に

は
、

ち
ょ

っ
と

困
っ

た
と

き
に

便
利

で
す

。
 

 
 

2
4

2
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

そ
の

他
：

支
援

、

家
族

、
企

画
  

１
日

の
行

動
を

登
録

し
て

お
け

ば
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

が
知

ら
せ

て
く

れ
ま

す
 

肢
体

障
害

 

視
覚

障
害

 

聴
覚

障
害

 

言
語

障
害

 

そ
の

他
 
(
発

達

障
害

者
) 

 

１
日

の
行

動
を

忘
れ

が
ち

な
人

の
た

め
に

、
予

め
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

に
登

録
し

て
お

け
ば

、
決

ま
っ

た
時

間
の

前
に

音
声

、
文

字
、

バ
イ

ブ
に

よ
る

モ
ー

ル
ス

信
号

で
次

の
行

動
を

し
ら

せ
て

く
れ

る
ア

プ
リ

が
あ

る
と

便
利

で
す

。
 

 
 

2
4

3
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

そ
の

他
：

支
援

、

家
族

、
企

画
  

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

に
無

線
タ

グ
を

埋
め

込
み

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

感
知

し
ま

す
 

視
覚

障
害

 
道

路
や

駅
に

あ
る

点
字

ブ
ロ

ッ
ク

に
予

め
、

必
要

な
情

報
を

書
き

込
ん

だ
Ｒ

Ｆ
Ｉ

Ｄ
（

無
線

タ

グ
）

を
う

め
て

お
き

 

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
で

感
知

す
る

と
音

声
や

文
字

で
情

報
を

お
知

ら
せ

し
ま

す
。

 

こ
れ

に
よ

り
杖

で
感

知
す

る
よ

り
も

前
に

必
要

な
情

報
を

ス
マ

ー
ト

フ
ォ

ン
よ

り
得

る
こ

と

が
出

来
ま

す
。

 

 
 

2
4

8
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

そ
の

他
 

車
い

す
や

障
害

の
あ

る
人

が
自

分
自

身
で

衣
類

を
収

納
で

き
る

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

 

肢
体

障
害

 

聴
覚

障
害

 

車
い

す
を

利
用

し
て

い
る

方
や

腰
や

足
を

痛
め

自
分

自
身

で
衣

類
収

納
で

き
ず

に
家

族
、

介
護

者
の

支
援

が
必

要
な

人
達

が
、

自
分

で
衣

類
を

収
納

で
き

る
ク

ロ
ー

ゼ
ッ

ト
が

必
要

で
す

。
 

 
 

2
5

2
 

H
2

2
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

反
射

素
材

 
視

覚
障

害
 

そ
の

他
 
(
手

帳

を
持

た
な

い
難

聴
者

・
高

齢
難

聴

者
) 

 

網
膜

色
素

変
性

症
の

視
覚

障
害

者
で

す
が

、
夜

盲
な

の
で

夜
道

を
歩

行
し

て
も

、
道

幅
が

分
か

り
や

す
く

な
る

よ
う

に
な

れ
ば

助
か

り
ま

す
。

歩
道

に
、

イ
ル

ミ
ネ

ー
シ

ョ
ン

的
が

良
い

と
は

思
い

ま
す

が
、

電
気

が
必

要
だ

し
全

道
路

に
は

め
込

む
の

は
不

可
能

と
考

え
ま

す
。

の
で

、
破

損
し

に
く

い
反

射
テ

ー
プ

、
で

き
れ

ば
コ

ン
ク

リ
ー

ト
に

混
ぜ

て
発

光
す

る
素

材
、

若
し

く
は

外
灯

な
ど

の
光

で
反

射
す

る
素

材
を

開
発

し
て

も
ら

い
た

い
と

願
っ

て
い

ま
す

。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
9

2
 

H
2

3
 

意
見

そ
の

他
 

利
用

者
 

片
手

で
使

用
で

き
る

脚
の

リ
ハ

ビ
リ

機
器

 

 
 

片
手

で
使

用
で

き
る

歩
行

訓
練

機
器

の
開

発
。

私
は

福
祉

機
器

の
特

許
を

で
き

れ
ば

、
取

得
し

よ
う

と
思

っ
て

お
り

ま
す

。
ア

イ
デ

ア
に

つ
い

て
は

持
っ

て
い

る
の

で
、

ま
ず

は
協

力
し

て
く

だ
さ

る
メ

ー
カ

ー
様

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
ま

だ
、

試
作

段
階

で
す

が
、

デ
モ

が
で

き
ま

す
。

伊
豆

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

５
年

間
入

所
し

て
お

り
ま

し
た

が
、

そ
こ

で
は

、
腕

の
リ

ハ
ビ

リ
機

器
は

あ
り

ま
し

た
が

、
脚

の
リ

ハ
ビ

リ
機

器
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
そ

の
た

め
、

片
手

で
使

え
る

脚
用

の
リ

ハ
ビ

リ
機

器
を

作
り

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

よ
ろ

し
け

れ
ば

、
ご

連
絡

い
た

だ
け

な
い

で
し

ょ
う

か
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
  

 
 

3
0

1
 

H
2

3
 

意
見

そ
の

他
 

そ
の

他
（

会
社

員
）

 

資
料

の
ペ

ー
ジ

を
自

動
に

め
く

る
機

器
 

 
 

弊
社

(特
例

子
会

社
）

で
新

た
に

採
用

し
た

社
員

で
上

肢
障

が
い

（
右

腕
機

能
全

廃
）

の
社

員
が

い
ま

す
。

業
務

内
容

は
数

枚
重

ね
ら

れ
た

資
料

を
一

枚
ず

つ
め

く
っ

て
内

容
を

P
C

へ
入

力
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
現

在
は

左
手

で
資

料
を

め
く

り
、

一
旦

止
め

て
マ

ウ
ス

又
は

キ
ー

ボ
ー

ド
で

入
力

し
て

い
ま

す
が

こ
の

資
料

を
自

動
的

に
め

く
っ

て
く

れ
る

機
器

が
あ

れ
ば

是
非

紹

介
頂

き
た

く
。

※
め

く
る

命
令

を
出

す
の

は
、

出
来

た
ら

フ
ッ

ト
S

W
で

あ
れ

ば
な

お
さ

ら
有

効
的

で
す

。
  

 
 

3
3

2
 

H
2

3
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

水
道

か
ら

な
べ

や
電

気
ポ

ッ
ト

ま
で

、
つ

な
ぐ

ホ
ー

ス
の

よ
う

な
も

の
 

肢
体

障
害

者
用

 
線

維
筋

痛
症

患
者

で
す

。
と

に
か

く
す

べ
て

の
も

の
が

重
い

の
で

す
。

（
パ

ン
一

斤
は

重
く

て

買
っ

て
こ

ら
れ

な
い

、
程

度
。

）
そ

の
た

め
、

調
理

な
べ

や
、

お
湯

を
沸

か
す

た
め

の
電

気
ポ

ッ
ト

へ
水

を
入

れ
る

作
業

が
、

人
に

手
伝

っ
て

も
ら

わ
な

い
と

で
き

ま
せ

ん
。

水
道

か
ら

ホ
ー

ス
の

よ
う

な
も

の
が

で
て

い
れ

ば
、

簡
単

に
な

べ
に

沢
山

水
を

い
れ

た
り

（
葉

物
を

ゆ
で

る
と

き
。

ゆ
で

卵
で

も
）

、
自

力
で

電
気

ポ
ッ

ト
へ

給
水

で
き

る
と

思
う

の
で

す
。

現
在

は
、

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

で
数

回
に

分
け

て
お

な
べ

に
水

を
入

れ
た

り
、

電
気

ポ
ッ

ト
に

関
し

て
は

、
家

族
に

頼
ん

で
い

ま
す

。
ま

た
家

族
が

で
か

け
て

い
る

と
き

は
、

水
の

ペ
ッ

ト
ボ

ト
ル

を
買

い
（

出
費

で
す

）
、

ヘ
ル

パ
ー

さ
ん

に
ポ

ッ
ト

脇
に

お
い

て
お

い
て

も
ら

い
、

ぺ
ッ

ト
ボ

ト
ル

の
淵

を
電

気
ポ

ッ
ト

に
も

た
せ

か
け

な
が

ら
、

流
し

い
れ

て
い

ま
す

。
（

小
分

け
に

し
て

蛇
口

か
ら

何
度

も
運

ん
で

い
た

の
で

は
、

そ
の

作
業

だ
け

で
力

尽
き

て
一

日
が

終
わ

っ
て

し
ま

い
ま

す
）
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

抗
菌

タ
イ

プ
に

な
っ

て
い

る
よ

う
な

も
の

を
希

望
し

ま
す

。
 

3
3

8
 

H
2

3
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

ジ
ャ

ン
ボ

携
帯

電
話

 
そ

の
他

 
(
脳

性

ま
ひ

) 

携
帯

電
話

の
数

字
ボ

タ
ン

が
大

き
い

も
の

が
欲

し
い

。
小

さ
い

と
不

随
運

動
が

あ
る

た
め

押
し

た
い

ボ
タ

ン
が

押
せ

な
い

。
１

セ
ン

チ
角

く
ら

い
の

ボ
タ

ン
が

ち
ょ

う
ど

良
い

。
 

 
 

3
3

9
 

H
2

3
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

呼
吸

器
の

バ
ッ

テ
リ

ー
 

肢
体

障
害

者
用

 
外

出
に

使
う

バ
ッ

テ
リ

ー
が

、
６

時
間

し
か

も
た

な
い

と
、

自
由

に
外

出
が

出
来

な
い

。
な

の

で
、

バ
ッ

テ
リ

ー
の

時
間

を
気

に
し

な
い

で
い

い
く

ら
い

長
く

、
充

電
出

来
る

も
の

が
欲

し
い

。

 
 

3
4

1
 

H
2

3
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

重
度

肢
体

不
自

由
者

（
車

椅
子

使
用

者
）

の
た

め
の

室
内

運
動

器
具

の
開

発
 

肢
体

障
害

者
用

 
重

度
肢

体
不

自
由

者
（

特
に

頸
髄

損
傷

者
）

等
で

、
在

宅
生

活
を

送
っ

て
い

る
方

か
ら

、
体

を

動
か

す
機

会
が

ほ
と

ん
ど

な
い

と
の

話
を

聞
く

。
特

に
、

自
分

で
車

の
運

転
が

で
き

な
い

方
や

、

自
宅

の
外

の
環

境
面

で
自

走
が

不
可

能
な

方
等

は
、

生
活

の
ほ

と
ん

ど
を

屋
内

で
過

ご
し

て
い

る
よ

う
で

あ
る

。
車

い
す

か
ら

ベ
ッ

ド
等

へ
の

ト
ラ

ン
ス

等
を

自
分

で
行

っ
て

い
る

方
は

ま
だ

し
も

、
車

椅
子

の
自

走
以

外
は

ほ
ぼ

介
助

で
生

活
し

て
い

る
方

に
と

っ
て

、
体

を
動

か
す

機
会

が
な

い
こ

と
が

な
い

の
が

実
情

の
よ

う
だ

。
一

般
の

方
に

は
、

生
活

習
慣

病
の

予
防

事
業

が
盛

ん
に

な
っ

て
い

る
が

、
上

記
の

よ
う

な
障

害
者

は
運

動
の

機
機

会
も

限
ら

れ
、

よ
り

深
刻

な
問

題
と

な
っ

て
い

る
で

あ
ろ

う
。

屋
内

で
運

動
が

で
き

れ
ば

と
い

う
話

を
利

用
者

か
ら

伺
う

こ
と

が
あ

る
が

、
現

存
す

る
も

の
は

、
大

き
さ

の
問

題
（

大
き

く
動

く
場

所
を

と
る

）
、

値
段

の
問

題
（

２
０

万
以

上
）

等
の

問
題

が
あ

り
、

な
か

で
も

一
番

大
き

な
問

題
は

、
運

動
を

行
う

際
に

介
助

者
の

手
助

け
が

必
要

な
点

で
あ

ろ
う

（
ル

ー
ム

ラ
ン

ナ
ー

へ
の

乗
り

降
り

が
自

分
で

は
で

き
な

い
構

造
と

な
っ

て
い

る
）

体
力

維
持

の
た

め
、

生
活

習
慣

病
等

を
予

防
し

健
康

を
維

持
す

る
た

め
、

重
度

の
肢

体
不

自
由

者
の

た
め

の
室

内
で

室
内

運
動

器
具

の
開

発
が

必
要

で
あ

る
と

考
え

て
い

る
。

 

○
室

内
運

動
器

具
に

必
要

な
要

素
 

・
持

久
的

な
運

動
が

で
き

る
器

具
で

あ
る

こ
と

。
 

・
室

内
に

簡
易

に
設

置
で

き
る

こ
と

。
 

・
特

別
な

工
事

を
必

要
と

し
な

い
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

・
生

活
ス

ペ
ー

ス
に

設
置

で
き

る
こ

と
。

（
大

き
さ

や
静

音
性

）
 

・
対

象
者

ひ
と

り
で

使
用

で
き

る
こ

と
。

  

3
4

8
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

介
護

補
助

ユ
ニ

ッ
ト

 
 

 
腰

痛
に

な
り

や
す

い
職

場
な

の
で

、
装

具
を

つ
け

る
こ

と
で

筋
力

カ
バ

ー
や

負
担

の
か

か
る

部

分
を

筋
肉

な
ど

で
支

え
る

装
具

。
 

 
 

3
6

0
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

障
害

が
あ

る
人

に
も

優
し

い
レ

ス
ト

ラ
ン

 

 
 

車
い

す
の

方
が

通
り

や
す

か
っ

た
り

、
足

が
不

自
由

な
方

が
通

り
や

す
く

幅
や

手
す

り
が

あ
っ

た
り

、
テ

ー
ブ

ル
と

椅
子

の
幅

を
あ

け
座

り
や

す
く

な
っ

て
い

る
レ

ス
ト

ラ
ン

を
増

や
し

て
ほ

し
い

。
周

り
が

気
に

な
ら

な
い

よ
う

仕
切

り
が

あ
れ

ば
ゆ

っ
く

り
と

し
た

時
間

を
過

ご
す

こ
と

も
で

き
る

か
も

。
 

 
 

4
0

8
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

Ａ
Ｌ

Ｓ
疾

患
の

進
行

を
遅

ら
せ

る
た

め
の

訓
練

等
機

器
 

肢
体

障
害

 
胃

ろ
う

や
人

工
呼

吸
器

の
利

用
を

少
し

で
も

遅
ら

せ
る

よ
う

、
残

存
機

能
の

維
持

を
図

る
た

め

の
機

器
開

発
を

お
願

い
し

た
い

。
毎

日
、

５
０

０
０

歩
を

目
標

に
歩

行
訓

練
を

行
っ

て
い

ま
し

た
が

、
上

肢
や

下
肢

機
能

の
筋

力
の

低
下

に
よ

り
、

そ
れ

も
難

し
く

な
っ

て
き

ま
し

た
。

 

 
 

4
1

5
 

H
2

4
 

意
見

そ
の

他
 

開
発

メ
ー

カ
 

筋
肉

が
弱

い
児

童
の

電
動

ア
シ

ス
ト

自
転

車
 

そ
の

他
 

生
ま

れ
つ

き
身

体
の

筋
肉

が
弱

い
お

子
さ

ん
に

、
電

動
ア

シ
ス

ト
付

き
の

自
転

車
を

作
っ

て
あ

げ
た

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。
た

だ
、

探
し

て
も

、
１

４
０

c
m

位
か

ら
し

か
な

く
、

就
学

前
の

小
さ

い
お

子
さ

ん
（

身
長

９
０

c
m

位
）

が
乗

れ
る

よ
う

な
、

電
動

ア
シ

ス
ト

付
き

の
自

転
車

が
み

つ
か

り
ま

せ
ん

。
構

造
上

難
し

い
の

で
し

ょ
う

か
？

な
ん

と
か

し
て

、
自

転
車

で
動

く
楽

し
さ

を
感

じ
て

も
ら

い
た

い
と

思
っ

て
い

る
の

で
す

が
・

・
・

。
ど

う
に

か
し

て
作

れ
な

い
も

の
か

、
ご

意
見

を
聞

か
せ

て
下

さ
い

。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

4
1

6
 

H
2

4
 

意
見

そ
の

他
 

利
用

者
 

柄
の

長
さ

が
３

０
㎝

く
ら

い
の

フ
ォ

ー
ク

や
ス

プ
ー

ン
 

 
 

食
事

を
と

る
時

の
用

具
の

要
望

、
提

案
で

す
。

私
、

上
肢

下
肢

が
不

自
由

な
身

体
で

す
。

食
事

の
時

で
す

が
、

手
が

不
自

由
な

た
め

、
お

箸
が

使
え

ま
せ

ん
。

ま
た

、
肘

が
思

う
よ

う
に

曲
が

ら
ず

、
ま

た
腕

を
自

由
に

上
げ

る
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

に
フ

ォ
ー

ク
と

ス
プ

ー
ン

を
使

っ
て

お
り

ま
す

。
し

か
し

、
通

常
の

フ
ォ

ー
ク

や
ス

プ
ー

ン
で

は
柄

が
短

い
た

め
自

分
一

人
で

は
口

ま
で

持
っ

て
い

く
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
。

そ
れ

で
要

望
で

す
。

柄
の

長
さ

が
３

０
㎝

く
ら

い
の

フ
ォ

ー
ク

や
ス

プ
ー

ン
を

販
売

し
て

も
ら

え
な

い
で

し
ょ

う
か

。
そ

し
て

、
柄

の
長

さ
だ

け
で

は
無

く
、

先
の

取
り

外
し

が
で

き
る

洗
浄

可
能

な
も

の
、

及
び

、
軽

量
、

尚
且

つ
お

手
頃

の
お

値
段

で
提

供
し

て
も

ら
え

な
い

で
し

ょ
う

か
。

通
常

の
販

売
で

は
こ

う
い

っ
た

も
の

は
販

売
さ

れ
て

お
ら

ず
、

オ
ー

ダ
ー

メ
イ

ド
と

な
り

、
柄

が
長

い
だ

け
で

非
常

に
高

価
な

お
値

段
で

、
年

金
生

活
の

私
に

と
っ

て
は

、
「

は
い

そ
う

で
す

か
。

」
と

買
え

る
も

の
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
こ

う
い

っ
た

も
の

は
ど

う
か

と
、

介
助

を
し

て
い

た
だ

い
て

い
る

方
々

か
ら

、
画

像
の

よ
う

な
フ

ォ
ー

ク
、

ス
プ

ー
ン

を
作

っ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

ひ
と

つ
の

試
作

品
で

す
。

要
望

で
あ

り
提

案
で

す
。

ど
こ

か
の

メ
ー

カ
ー

様
に

て
検

討
し

て
頂

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

尚
、

サ
イ

ズ
が

分
か

る
よ

う
に

５
０

０
m

lの
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
を

横
に

写
し

ま
し

た
。

 

試
作

品
作

製
者

: 
看

護
師

、
介

護
士

 

協
力

者
: 

管
理

者
、

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

、
介

護
士

他
 

 
 

4
1

7
 

H
2

4
 

意
見

そ
の

他
 

利
用

者
 

軽
量

装
着

型
ロ

ボ
ッ

ト
 

肢
体

障
害

 
神

経
難

病
の

A
L
S

(筋
萎

縮
性

側
索

硬
化

症
)で

運
動

ニ
ュ

ー
ロ

ン
の

障
害

に
よ

り
筋

が
萎

縮

し
て

ゆ
く

進
行

性
の

病
気

で
す

。
現

在
両

上
肢

に
力

が
入

ら
ず

ほ
と

ん
ど

動
か

す
こ

と
が

で
き

ま
せ

ん
。

腕
が

挙
げ

ら
れ

な
い

の
で

、
衣

服
の

着
脱

・
入

浴
・

洗
面

等
の

日
常

生
活

は
一

人
で

は
で

き
ま

せ
ん

。
軽

量
装

着
型

の
ロ

ボ
ッ

ト
の

よ
う

な
装

具
開

発
を

希
望

し
ま

す
。

そ
の

機
能

と
し

て
は

 
両

上
肢

の
上

げ
下

げ
 

旋
回

 
腕

の
姿

勢
保

持
 

な
ど

の
運

動
補

助
で

す
 
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

4
1

8
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

簡
易

ド
ア

 
肢

体
障

害
 

家
で

は
車

椅
子

利
用

者
は

ト
イ

レ
を

含
め

ド
ア

を
開

け
っ

放
し

に
す

る
こ

と
が

多
く

プ
ラ

イ

バ
シ

ー
が

あ
り

ま
せ

ん
。

か
と

い
っ

て
開

け
閉

め
（

特
に

閉
め

る
の

）
は

一
苦

労
で

、
市

販
の

ド
ア

ク
ロ

ー
ザ

ー
は

挟
ま

れ
る

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

操
作

性
の

よ
い

家
庭

用
ド

ア
を

要
望

し
ま

す
。

 

 
 

4
1

9
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
の

家
族

 
人

工
呼

吸
器

に
用

い
る

非
常

バ

ッ
テ

リ
ー

 

肢
体

障
害

 
災

害
時

や
緊

急
時

に
使

用
で

き
る

、
実

用
的

で
簡

易
な

人
工

呼
吸

器
用

の
バ

ッ
テ

リ
ー

 
 

 

4
2

0
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

医
療

専
門

職
 

生
卵

割
り

用
具

 
肢

体
障

害
 

神
経

疾
患

で
指

の
筋

力
が

低
下

し
た

方
や

、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

で
振

戦
が

あ
る

方
が

、
片

手
で

簡
単

に
生

卵
を

割
る

た
め

の
用

具
が

あ
る

と
と

て
も

助
か

り
ま

す
。

 
 

 
 

4
2

1
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

自
分

で
で

き
る

、
缶

の
開

け
器

肢
体

障
害

 
さ

ん
ま

の
蒲

焼
・

も
も

・
み

か
ん

・
食

卓
塩

・
缶

コ
ー

ヒ
ー

な
ど

缶
詰

の
種

類
は

沢
山

あ
り

ま

す
。

私
は

片
手

が
不

自
由

な
の

で
缶

詰
を

開
け

る
時

に
不

自
由

に
感

じ
て

い
ま

す
。

形
状

・
大

き
さ

な
ど

異
な

る
構

造
の

缶
を

１
つ

の
機

器
で

開
け

る
こ

と
が

で
き

る
も

の
が

あ
る

と
、

と
て

も
助

か
り

ま
す

。
 
 

 
 

4
2

2
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

音
声

ガ
イ

ド
・

説
明

付
き

食
器

盲
ろ

う
者

 
皿

な
ど

の
食

器
に

ス
ピ

ー
カ

ー
と

セ
ン

サ
ー

が
つ

い
て

お
り

、
ス

プ
ー

ン
な

ど
の

食
器

に
発

信

機
を

付
け

、
皿

に
近

付
け

る
と

皿
の

位
置

を
教

え
て

く
れ

、
盲

ろ
う

者
の

介
助

を
し

て
く

れ
ま

す
。

ま
た

、
音

声
を

録
音

で
き

、
料

理
の

事
を

料
理

従
事

者
が

説
明

で
き

る
と

、
利

用
者

と
触

れ
合

う
機

会
を

増
や

せ
る

と
思

い
ま

す
。

 

 
 

4
2

3
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

徘
徊

警
報

ア
プ

リ
 

 
 

基
点

か
ら

一
定

の
設

定
距

離
を

離
れ

る
と

警
報

が
な

り
親

機
に

知
ら

せ
る

。
本

人
の

現
在

地
点

が
分

か
る

。
 

 
 

4
2

4
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

火
災

報
知

機
の

ボ
タ

ン
の

カ
バ

ー
 

そ
の

他
（

知
的

障

害
）

 

知
的

障
害

者
施

設
で

働
い

て
い

ま
す

。
火

災
報

知
機

を
い

た
ず

ら
で

押
す

こ
と

が
で

き
な

い
よ

う
な

カ
バ

ー
が

ほ
し

い
で

す
。

頑
丈

だ
け

ど
、

い
ざ

と
い

う
時

に
は

す
ぐ

に
ボ

タ
ン

が
押

せ
る

よ
う

な
工

夫
が

さ
れ

て
い

る
と

い
い

と
思

い
ま

す
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

4
2

5
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

後
付

け
で

簡
単

に
テ

ー
ブ

ル
等

の
高

さ
を

上
げ

ら
れ

る
機

能
 

肢
体

障
害

 
椅

子
に

座
っ

た
姿

勢
で

作
業

等
を

す
る

の
に

、
最

適
な

机
の

高
さ

に
調

整
で

き
る

と
作

業
効

率

や
作

業
疲

れ
が

改
善

で
き

る
と

思
う

。
既

存
の

机
に

取
り

付
け

る
た

め
、

高
さ

を
下

げ
る

こ
と

は
不

可
能

で
も

上
げ

る
こ

と
は

で
き

る
。

机
が

低
く

て
作

業
等

が
や

り
に

く
い

肢
体

障
害

者
、

視
覚

障
害

者
や

座
高

が
高

い
人

に
と

っ
て

は
、

助
か

る
機

能
だ

と
思

う
が

ど
う

だ
ろ

う
か

。
既

存
の

机
、

テ
ー

ブ
ル

は
低

い
物

が
多

い
気

が
す

る
。

 

 
 

4
2

6
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

障
害

者
用

音
楽

プ
レ

ー
ヤ

ー
 

障
害

児
 

障
害

者
・

児
の

方
で

も
簡

単
に

操
作

で
き

る
よ

う
な

音
楽

プ
レ

ー
ヤ

ー
が

あ
る

と
良

い
。

 

再
生

・
停

止
・

選
曲

と
ボ

タ
ン

を
少

な
く

し
、

他
の

ボ
タ

ン
は

隠
せ

る
よ

う
な

形
に

す
る

。
 

U
S

B
な

ど
で

好
き

な
曲

を
入

れ
ら

れ
る

よ
う

に
す

る
。

 

 
 

4
2

7
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

自
閉

症
知

育
ア

プ
リ

 
障

害
児

 
ス

マ
ー

ト
フ

ォ
ン

や
タ

ブ
レ

ッ
ト

を
使

っ
た

、
自

閉
症

向
け

の
知

育
ア

プ
リ

が
あ

る
と

い
い

で

す
。

 

 
 

4
2

8
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

ポ
ン

プ
ッ

シ
ュ

 
肢

体
障

害
 

片
麻

痺
で

も
自

分
で

頭
が

洗
え

る
用

具
と

し
て

、
シ

ャ
ン

プ
ー

や
リ

ン
ス

の
ボ

ト
ル

の
先

端
に

チ
ュ

ー
ブ

を
接

続
す

る
。

た
だ

チ
ュ

ー
ブ

を
接

続
し

た
だ

け
で

は
押

し
て

も
シ

ャ
ン

プ
ー

や
リ

ン
ス

は
手

に
落

ち
て

こ
な

い
。

手
に

落
と

す
た

め
に

は
、

チ
ュ

ー
ブ

の
中

に
細

い
針

金
を

通
し

、

自
由

に
曲

げ
ら

れ
る

こ
と

で
手

の
ひ

ら
に

落
と

す
こ

と
が

で
き

る
。

押
す

時
に

ボ
ト

ル
が

す
べ

っ
て

し
ま

う
こ

と
も

考
え

ら
れ

る
の

で
、

下
に

は
す

べ
り

止
め

を
敷

い
て

対
応

す
る

。
 

 
 

4
2

9
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

汚
物

処
理

掃
除

機
 

そ
の

他
（

知
的

障

害
）

 

床
な

ど
に

落
ち

た
汚

物
を

吸
い

取
っ

て
、

消
毒

ま
で

で
き

る
掃

除
機

。
手

が
汚

れ
ず

、
す

ぐ
に

対
応

で
き

る
の

で
衛

生
的

。
専

用
タ

オ
ル

で
汚

物
を

拭
き

取
っ

た
後

に
別

の
タ

オ
ル

で
床

を
拭

い
て

お
り

二
度

手
間

に
な

っ
て

い
る

。
 

 
 

4
3

0
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

フ
ィ

ル
タ

ー
付

き
吸

い
飲

み
 

肢
体

障
害

 
吸

い
飲

み
で

水
分

を
飲

ん
で

も
ら

う
際

、
対

象
者

の
口

内
に

食
べ

物
が

残
っ

て
い

る
と

逆
流

し

て
吸

い
飲

み
内

に
食

べ
物

が
入

っ
て

し
ま

う
。

そ
れ

を
防

止
す

る
た

め
に

吸
い

飲
み

の
口

の
部

分
に

水
分

だ
け

通
る

フ
ィ

ル
タ

ー
の

よ
う

な
も

の
を

付
け

る
。

吸
い

飲
み

内
が

不
潔

に
な

る
の

を
防

ぐ
こ

と
が

で
き

る
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

4
3

1
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

筋
肉

ス
カ

ウ
タ

ー
 

障
害

児
 

電
極

の
付

い
た

パ
ッ

ト
を

当
て

る
だ

け
で

、
筋

肉
の

発
達

度
が

数
値

で
表

さ
れ

る
。

見
た

目
や

行
動

を
み

な
く

て
も

数
値

が
測

れ
る

こ
と

で
、

訓
練

の
充

足
律

が
わ

か
り

や
す

い
。

 

 
 

4
3

2
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

運
動

兼
リ

ハ
ビ

リ
器

 
肢

体
障

害
 

下
肢

の
不

自
由

な
方

が
、

椅
子

に
座

っ
て

手
を

動
か

す
こ

と
に

よ
っ

て
、

足
が

上
が

っ
た

り
下

が
っ

た
り

し
て

、
膝

の
屈

伸
運

動
に

な
る

よ
う

な
器

具
。

 

 
 

4
3

3
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

人
の

力
で

は
破

け
な

い
素

材
の

衣
類

 

そ
の

他
（

知
的

障

害
）

 

人
の

力
で

は
破

け
な

い
素

材
の

下
着

（
パ

ン
ツ

）
。

ウ
エ

ス
ト

部
分

だ
け

で
も

あ
る

と
い

い
の

だ
が

。
 

 
 

4
3

4
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

補
装

具
用

の
靴

 
肢

体
障

害
 

外
に

運
動

に
出

る
際

に
、

足
を

ひ
き

ず
っ

て
い

る
た

め
、

靴
の

つ
ま

先
が

す
り

へ
っ

て
し

ま
う

。

で
す

の
で

つ
ま

先
が

磨
り

減
ら

な
い

よ
う

に
作

っ
て

い
た

だ
き

た
い

。
 

素
材

を
考

え
て

作
っ

て
ほ

し
い

。
 

 
 

4
3

5
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

ら
く

ら
く

あ
か

す
り

 
肢

体
障

害
 

あ
か

す
り

タ
オ

ル
の

片
方

に
輪

に
な

っ
た

ひ
も

を
付

け
る

。
片

手
に

麻
痺

が
あ

り
、

タ
オ

ル
を

握
ら

な
く

て
も

輪
の

方
に

手
を

掛
け

る
こ

と
で

背
中

も
届

く
よ

う
に

な
る

。
 

 
 

4
3

6
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

あ
ん

し
ん

ポ
ッ

ト
 

肢
体

障
害

 
ポ

ッ
ト

の
お

湯
を

注
ぐ

と
き

に
、

片
麻

痺
だ

と
カ

ッ
プ

な
ど

を
下

に
置

か
な

け
れ

ば
な

ら
ず

熱

湯
が

と
び

は
ね

て
危

険
で

あ
る

。
ポ

ッ
ト

か
ら

S
字

フ
ッ

ク
の

よ
う

な
も

の
を

下
げ

て
台

を
作

る
。

そ
う

す
る

こ
と

で
カ

ッ
プ

の
位

置
が

高
く

な
り

、
熱

湯
が

は
ね

る
こ

と
が

な
く

な
る

。
 

 
 

4
3

7
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

ア
ル

ミ
缶

・
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
プ

レ
ス

機
 

そ
の

他
（

知
的

障

害
）

 

高
齢

の
知

的
障

害
者

が
安

全
に

複
数

で
作

業
で

き
る

よ
う

、
投

入
担

当
、

取
り

出
し

作
業

分
担

で
き

る
プ

レ
ス

機
。

米
の

く
ず

米
、

出
荷

米
選

別
機

の
よ

う
な

形
を

し
た

プ
レ

ス
機

が
あ

る
と

よ
い

。
 

 
 

4
3

8
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

飲
み

物
の

こ
ぼ

れ
に

く
い

マ
グ

カ
ッ

プ
 

肢
体

障
害

 
高

齢
の

利
用

者
様

は
手

の
震

え
等

か
ら

飲
み

物
を

飲
む

際
、

マ
グ

カ
ッ

プ
を

傾
け

る
と

横
か

ら

こ
ぼ

れ
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

火
傷

の
危

険
性

や
衣

類
を

汚
し

て
し

ま
う

可
能

性
も

あ
り

ま
す

。
そ

こ
で

、
手

が
震

え
て

い
て

も
、

飲
み

物
を

こ
ぼ

さ
ず

に
飲

め
る

マ
グ

カ
ッ

プ
が

あ
る

と
い

い
と

思
い

ま
し

た
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

4
3

9
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

扉
の

開
け

閉
め

が
制

御
で

き
る

装
置

 

そ
の

他
（

知
的

障

害
）

 

知
的

障
害

者
の

施
設

で
働

い
て

い
る

が
、

利
用

者
に

は
開

け
て

ほ
し

く
な

い
戸

棚
や

扉
が

あ

る
。

施
錠

を
し

て
も

効
果

が
な

い
場

合
が

あ
る

の
で

、
職

員
だ

け
が

開
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
な

装
置

を
開

発
し

て
ほ

し
い

。
 

 
 

4
4

0
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

必
要

な
も

の
が

自
動

で
取

り
出

し
と

収
納

が
で

き
る

装
置

 

 
 

知
的

障
害

児
施

設
で

は
、

消
毒

液
や

石
け

ん
等

を
子

ど
も

た
ち

の
目

の
届

く
と

こ
ろ

に
お

け
な

い
の

で
、

使
用

の
都

度
、

持
っ

て
こ

な
け

れ
ば

な
ら

ず
、

大
変

な
思

い
を

し
て

い
る

。
使

用
す

る
際

に
セ

ン
サ

ー
な

ど
で

反
応

後
、

自
動

で
壁

か
ら

必
要

品
が

出
て

き
た

り
、

天
井

か
ら

降
り

て
き

た
り

し
て

、
使

用
後

は
元

の
場

所
に

自
動

で
収

納
さ

れ
る

よ
う

な
装

置
が

あ
る

と
便

利
で

あ
る

。
 

 
 

4
4

1
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

流
し

た
も

の
が

取
り

出
せ

る
排

水
管

設
備

 

 
 

知
的

障
害

者
の

方
は

、
水

洗
ト

イ
レ

で
用

を
足

し
た

後
、

身
に

つ
け

て
い

た
パ

ン
ツ

や
靴

下
も

一
緒

に
流

し
て

し
ま

う
こ

と
が

あ
り

苦
労

し
て

い
ま

す
。

で
す

の
で

、
排

水
管

の
ど

こ
か

で
網

の
よ

う
な

も
の

を
と

り
つ

け
て

お
け

ば
、

も
し

そ
の

よ
う

な
こ

と
が

あ
っ

た
と

し
て

も
、

職
員

で
取

り
出

す
こ

と
が

で
き

る
と

思
い

ま
す

。
網

に
ひ

っ
か

か
っ

た
も

の
を

簡
単

に
取

れ
る

よ
う

な
仕

組
み

で
作

っ
て

も
ら

え
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

 
 

4
4

2
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

防
水

加
工

さ
れ

た
IC

タ
グ

 
 

 
徘

徊
感

知
機

器
の

IC
タ

グ
等

を
利

用
者

に
持

た
せ

る
と

、
う

っ
か

り
洗

濯
し

て
し

ま
っ

た
り

し
て

使
え

な
く

な
る

の
で

、
防

水
加

工
し

て
ほ

し
い

。
 

 
 

4
4

3
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

柔
軟

性
が

あ
る

破
れ

な
い

介
護

着
 

 
 

知
的

障
害

を
持

っ
て

い
る

方
と

外
出

す
る

際
に

、
着

て
い

る
服

を
破

ら
れ

て
し

ま
う

こ
と

が
あ

り
、

体
に

破
ら

れ
て

も
い

い
タ

オ
ル

を
巻

い
た

り
し

て
対

応
し

て
い

る
。

人
の

力
で

は
破

る
こ

と
が

で
き

な
い

柔
軟

性
の

あ
る

素
材

で
服

を
作

っ
て

ほ
し

い
。

 

 
 

4
4

4
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

福
祉

専
門

職
 

ス
ロ

ー
プ

用
滑

り
ど

め
マ

ッ
ト

 
 

雪
や

雨
な

ど
で

路
面

が
濡

れ
た

ス
ロ

ー
プ

は
大

変
す

べ
り

や
す

く
、

ひ
や

っ
と

す
る

こ
と

も
多

い
。

普
段

は
丸

め
て

携
帯

で
き

、
必

要
な

時
に

ス
ロ

ー
プ

面
に

広
げ

る
と

一
瞬

で
硬

く
な

っ
て

安
全

な
走

行
が

可
能

と
な

る
よ

う
な

も
の

が
あ

る
と

便
利

で
あ

る
。
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

4
6

5
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

コ
ル

セ
ッ

ト
 

外
巻

き
型

 
カ

ラ
フ

ル
デ

ザ
イ

ン
 

肢
体

障
害

者

用
 、

 視
覚

障
害

者
用

 
、

 
聴

覚
障

害
者

用
 、

 言
語

障
害

者
用

 、
 盲

ろ
う

者
用

 、
 障

害
者

ス
ポ

ー
ツ

用
 、

 そ
の

他
 

腰
痛

の
あ

る
方

が
コ

ル
セ

ッ
ト

を
使

う
と

き
、

通
常

、
白

か
、

黒
の

一
色

で
 

肌
着

の
上

か
ら

セ
ッ

ト
す

る
も

の
と

な
っ

て
い

る
よ

う
で

す
。

い
か

に
も

年
寄

り
っ

ぽ
く

て
、

人
に

見
せ

る
の

は
タ

ブ
ー

な
イ

メ
ー

ジ
が

あ
る

ん
で

。
し

か
し

意
外

と
腰

痛
も

ち
の

人
で

、
若

い
人

も
多

い
ん

で
す

。
こ

れ
を

逆
転

の
発

想
で

お
も

い
き

り
フ

ァ
ッ

シ
ョ

ン
ア

イ
テ

ム
と

し
て

気
軽

に
使

お
う

じ
ゃ

な
い

か
と

い
う

こ
と

で
提

案
し

ま
す

。
こ

れ
か

ら
は

、
コ

ル
セ

ッ
ト

は
服

の
上

か
ら

巻
き

ま
す

。
い

ろ
い

ろ
な

カ
ラ

フ
ル

な
柄

だ
と

か
、

モ
ノ

ト
ー

ン
だ

と
か

で
、

フ
ァ

ッ
シ

ョ
ン

性
を

持
た

せ
る

の
で

す
。

見
え

る
コ

ル
セ

ッ
ト

は
医

療
器

具
で

は
な

く
も

う
、

お
し

ゃ
れ

の
一

つ
に

変
わ

り
ま

す
。

気
軽

な
着

用
・

着
脱

が
気

に
な

り
ま

せ
ん

。
ま

る
で

マ
フ

ラ
ー

を
つ

け
た

り
は

ず
し

た
り

す
る

よ
う

に
気

軽
で

お
し

ゃ
れ

な
も

の
に

商
品

化
す

る
の

で
す

。
 

実
は

私
は

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

で
腰

が
痛

む
の

で
す

が
、

外
出

先
で

、
コ

ル
セ

ッ
ト

は
外

に
ま

い
て

お
か

な
い

と
手

が
動

か
な

い
と

き
ト

イ
レ

で
は

ず
す

こ
と

が
出

来
ず

大
変

な
思

い
を

し
ま

し

た
。

広
い

ベ
ル

ト
の

よ
う

に
黒

の
コ

ル
セ

ッ
ト

を
外

に
巻

い
て

は
ず

す
の

が
楽

に
な

る
よ

う
に

し
て

い
ま

す
。

黒
は

引
き

締
ま

っ
て

い
い

色
で

す
が

、
さ

び
し

い
も

の
で

す
。

カ
ラ

フ
ル

だ
っ

た
ら

、
以

外
に

た
の

し
く

な
る

よ
う

な
気

が
し

て
こ

こ
に

提
案

さ
せ

て
頂

き
ま

し
た

。
  

 
 

4
6

6
 

H
2

4
 

募
集

そ
の

他
 

利
用

者
 

安
全

ら
く

ち
ん

自
転

車
 

肢
体

障
害

者

用
 、

 障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
用

 、
 そ

の
他

  

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

の
人

は
腰

が
曲

が
っ

て
し

ま
っ

た
り

、
突

進
や

こ
き

ざ
み

歩
行

、
す

く
み

足
、

な
ど

で
、

自
力

で
歩

こ
う

と
す

る
と

、
歩

け
な

く
な

る
人

が
い

る
の

で
す

が
、

自
転

車
に

す
い

す
い

乗
れ

る
の

は
な

ぜ
？

・
・

・
・

と
い

う
疑

問
は

、
介

護
し

た
こ

と
の

あ
る

人
な

ら
、

も
し

く
は

、
身

内
に

パ
ー

キ
ン

ソ
ン

の
方

が
お

ら
れ

た
ら

、
か

な
り

知
ら

れ
て

い
る

話
で

す
。

も
ち

ろ
ん

怖
く

て
乗

れ
な

い
と

思
わ

れ
る

方
、
乗

る
気

の
な

い
方

は
初

め
か

ら
論

外
で

す
が

・
・
・
・
・

。

で
も

、
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
の

人
は

薬
に

よ
っ

て
は

制
限

さ
れ

て
ま

す
が

、
う

ま
く

薬
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

で
き

て
い

る
人

は
、

た
く

さ
ん

の
患

者
が

Ｑ
Ｏ

Ｌ
を

高
め

て
車

を
運

転
し

て
い

ま
す

。
ち

ょ
っ

と
、

比
べ

る
対

照
が

違
う

と
お

思
い

で
し

ょ
う

が
、

ど
ち

ら
も

自
力

で
長

い
距

離
を

歩
か

な
く

て
も

い
い

、
自

力
で

は
歩

く
こ

と
が

難
し

い
し

、
バ

ス
や

電
車

は
乗

り
降

り
が

大
変

な
の
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福

祉
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な
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利
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対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

に
、

自
転

車
や

、
車

は
、

行
き

た
い

と
こ

ろ
に

自
由

に
い

け
る

、
・

・
・

家
に

こ
も

る
と

い
ず

れ
は

体
力

、
知

力
、

心
、

さ
え

も
、

病
の

せ
い

に
さ

れ
て

悲
惨

な
闘

病
を

強
い

ら
れ

る
運

命
が

待
っ

て
い

る
の

で
す

。
自

ら
右

肩
下

が
り

を
た

ど
っ

て
い

く
し

か
な

い
病

に
負

け
て

し
ま

わ
な

い
よ

う
自

分
か

ら
立

ち
上

が
っ

て
い

こ
う

と
思

っ
て

い
ま

す
。

と
こ

ろ
で

。
完

全
に

足
が

つ
く

、

安
定

感
の

あ
る

、
大

人
も

乗
れ

る
、

ペ
ダ

ル
を

押
し

て
歩

く
と

き
に

、
足

に
当

た
っ

て
痛

く
な

ら
な

い
、

重
た

く
な

く
て

、
丈

夫
な

も
の

。
を

作
っ

て
欲

し
い

の
で

す
が

。
今

の
私

の
は

、
と

て
も

重
い

の
で

す
。

 

1
7

3
 

H
2

2
 

意
見

－
 

利
用

者
 

－
 

 
 

住
ん

で
い

る
市

に
問

い
合

す
と

、
貴

方
の

指
定

が
い

る
よ

う
で

す
が

、
次

の
商

品
は

、
介

護
保

険
の

対
象

物
に

な
り

ま
す

か
。

 

h
tt

p
:/

/
c
a
r.
jp

.m
s
n

.c
o
m

/
n

e
w

s
/
p
h

o
to

s
.a

s
p

x
?

c
p

-
d

o
c
u

m
e
n

ti
d

=
4

4
3

8
1

0
5

 

今
回

幕
張

メ
ッ

セ
で

行
わ

れ
た

展
示

会
で

見
ら

れ
た

、
車

椅
子

で
乗

れ
る

電
動

三
輪

車
で

す
。

要
望

外
 

1
7

4
 

H
2

2
 

意
見

－
 

利
用

者
 

－
 

 
 

外
出

用
遮

光
メ

ガ
ネ

を
使

用
し

て
い

ま
す

が
、

そ
れ

で
も

眩
し

い
の

で
も

う
一

つ
、

遮
光

レ
ン

ズ
（

ク
リ

ッ
プ

オ
ン

式
）

し
て

い
ま

す
が

、
室

内
と

屋
外

用
を

支
給

し
て

い
る

の
で

補
助

の
対

象
と

な
ら

な
い

と
い

わ
れ

た
。

人
そ

れ
ぞ

れ
状

況
が

違
う

の
で

補
助

の
対

象
し

な
る

よ
う

規
制

を
緩

和
し

て
欲

し
い

。
ま

た
、

ナ
ビ

を
補

助
の

対
象

と
し

て
欲

し
い

。
徒

歩
対

応
製

品
が

あ
り

。

要
望

外
 

1
7

5
 

H
2

2
 

意
見

－
 

利
用

者
 

－
 

 
 

児
童

用
紙

オ
ム

ツ
の

問
い

合
わ

せ
が

あ
り

ま
し

た
が

・
・

・
我

が
家

の
体

重
２

３
Ｋ

ｇ
の

息
子

が
使

っ
て

い
る

も
の

が
あ

り
ま

す
の

で
、

参
考

に
し

て
く

だ
さ

い
。

メ
ー

カ
ー

は
、

大
王

製
紙

株
式

会
社

、
品

名
は

、
Ｇ

Ｏ
Ｏ

Ｎ
（

グ
ー

ン
）

ス
ー

パ
ー

Ｂ
Ｉ

Ｇ
で

す
。

対
応

は
、

体
重

１
５

Ｋ
ｇ

か
ら

３
５

Ｋ
ｇ

，
ウ

エ
ス

ト
５

０
ｃ

ｍ
か

ら
７

０
ｃ

ｍ
で

す
。

ど
こ

の
ド

ラ
ッ

グ
ス

ト
ア

ー
に

も
お

い
て

い
る

わ
け

で
は

な
い

の
で

、
身

近
に

な
け

れ
ば

直
接

メ
ー

カ
ー

に
問

い
合

わ
せ

て
み

て
は

ど
う

で
し

ょ
う

か
？

 

※
製

品
名

の
明

記
 

要
望

外
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者
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福

祉
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具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

1
7

6
 

H
2

2
 

意
見

－
 

利
用

者
 

－
 

 
 

福
祉

用
具

を
使

っ
て

３
年

に
な

り
ま

す
。

最
近

、
マ

ッ
ト

の
ス

プ
リ

ン
グ

、
ベ

ッ
ト

の
足

の
部

分
が

壊
れ

て
、

睡
眠

の
時

ゆ
っ

く
り

寝
れ

ま
せ

ん
。

マ
ッ

ト
の

交
換

を
お

願
い

し
た

と
こ

ろ
ベ

ッ
ト

と
一

体
型

な
の

で
で

き
な

い
と

の
返

事
で

し
た

。
８

年
た

て
ば

新
し

い
も

の
と

交
換

で
き

る
か

ら
そ

れ
ま

で
上

に
マ

ッ
ト

等
し

い
て

い
て

ほ
し

い
で

し
た

。
福

祉
用

具
の

耐
久

性
を

十
分

調
べ

て
販

売
の

許
可

を
出

し
て

ほ
し

い
も

の
で

す
。

今
は

、
市

販
の

ベ
ッ

ト
の

購
入

を
考

え
て

い
ま

す
。

 

要
望

外
 

1
7

7
 

H
2

2
 

意
見

－
 

利
用

者
 

－
 

 
 

福
祉

に
関

係
し

て
る

人
以

外
の

意
見

は
、

聞
か

な
い

ん
で

す
か

？
知

人
で

病
気

か
ら

車
い

す
で

生
活

し
て

い
る

人
が

い
ま

す
。

介
護

認
定

は
４

ら
し

い
で

す
。

で
も

ハ
ワ

イ
で

は
車

い
す

で
自

由
に

外
に

も
出

て
買

い
物

も
で

き
ま

し
た

。
自

分
で

外
に

出
よ

う
と

前
向

き
に

な
っ

て
い

ま

す
。

だ
け

ど
日

本
で

は
、

そ
う

思
っ

て
も

や
っ

ぱ
り

難
し

い
み

た
い

で
す

ね
。

全
て

に
お

い
て

壁
が

あ
り

、
前

向
き

だ
っ

た
知

人
も

何
の

た
め

に
生

き
て

い
る

の
か

？
国

は
障

害
者

は
、

生
き

て
な

く
て

い
い

っ
て

考
え

な
の

か
？

そ
う

感
じ

て
い

る
み

た
い

で
す

。
や

ら
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
を

や
っ

て
く

だ
さ

い
。

国
会

で
人

の
上

げ
足

を
取

る
無

駄
な

時
間

を
費

や
す

よ
り

、
国

民
の

た
め

に
動

い
て

く
だ

さ
い

。
自

分
で

動
き

た
い

と
思

っ
て

頑
張

っ
て

い
る

障
害

者
の

方

は
、

沢
山

い
る

と
思

い
ま

す
よ

。
 

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

1
7

8
 

H
2

2
 

意
見

－
 

利
用

者
 

－
 

 
 

火
災

や
地

震
が

発
生

し
た

と
き

に
、

足
が

不
自

由
な

方
と

か
寝

た
き

り
の

方
と

か
自

力
で

非
常

階
段

を
下

り
る

こ
と

が
で

き
な

い
歩

行
困

難
者

を
、

一
人

で
上

層
階

か
ら

救
出

で
き

る
簡

単
な

簡
易

型
階

段
避

難
車

を
考

案
し

ま
し

た
。

き
っ

か
け

は
、

住
ん

で
る

マ
ン

シ
ョ

ン
の

自
治

会
と

消
防

署
の

共
催

で
避

難
訓

練
が

あ
り

ま
し

た
が

、
そ

の
と

き
に

消
防

署
の

方
か

ら
避

難
困

難
者

が
い

た
ら

皆
さ

ん
で

力
を

合
わ

せ
て

救
出

し
て

く
だ

さ
い

と
話

が
あ

り
ま

し
た

。
 

実
は

妻
の

９
４

歳
に

な
る

母
親

と
住

ん
で

い
ま

す
の

で
、

最
近

は
め

っ
き

り
足

が
衰

え
て

自
力

で
は

階
段

を
下

り
る

こ
と

が
で

き
ま

せ
ん

。
そ

れ
で

、
災

害
時

に
は

助
け

が
必

要
で

す
が

、
現

実
は

救
出

用
具

も
な

く
、

防
災

組
織

も
で

き
て

い
な

い
の

で
、

一
人

の
力

で
救

出
で

き
る

用
具

の
必

要
性

を
痛

感
し

ま
し

た
。

市
販

品
を

探
し

ま
し

た
が

、
価

格
が

高
く

、
重

量
も

重
く

、
ま

た
、

寝
て

い
る

人
の

傍
に

持
っ

て
行

っ
て

乗
せ

る
の

が
困

難
な

よ
う

で
結

局
自

分
で

開
発

し
ま

し
た

。
 

実
際

に
母

親
を

乗
せ

て
階

段
を

降
ろ

す
実

験
を

し
ま

し
た

が
私

一
人

で
救

出
で

き
ま

し
た

。
実

験
中

の
ビ

デ
オ

を
検

索
窓

に
カ

イ
ダ

ン
サ

ッ
ト

と
入

力
す

れ
ば

ユ
ー

チ
ュ

ー
ブ

で
ご

覧
に

な

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
現

在
の

カ
イ

ダ
ン

サ
ッ

ト
は

ビ
デ

オ
の

も
の

よ
り

か
な

り
改

良
さ

れ
て

い
ま

す
。

そ
れ

で
、

こ
の

カ
イ

ダ
ン

サ
ッ

ト
を

一
般

に
普

及
し

た
い

と
思

い
、

ど
こ

か
商

品
化

し
て

下
さ

る
会

社
を

探
し

て
い

ま
す

。
既

に
特

許
は

取
得

し
て

い
ま

す
。

特
許

番
号

は
第

４
３

４
８

４
１

６
で

す
。

こ
の

よ
う

な
福

祉
用

具
或

い
は

防
災

用
具

に
関

心
が

あ
る

会
社

や
、

会
社

を
ご

存
じ

の
方

は
ご

一
報

下
さ

い
。

 

商
品

紹
介

 

要
望

外
 

1
7

9
 

H
2

2
 

意
見

－
 

利
用

者
 

－
 

 
 

私
の

長
男

(2
3

歳
）

は
、

網
膜

色
素

変
性

症
で

、
視

野
障

害
で

障
害

者
手

帳
（

２
級

）
を

持
っ

て
い

ま
す

。
 

遮
光

眼
鏡

を
作

り
た

い
と

思
い

、
大

学
病

院
で

診
断

書
を

頂
き

、
専

門
眼

鏡
店

で
見

積
も

り
を

取
り

、
福

祉
事

務
所

に
申

請
し

た
の

で
す

が
、

視
野

障
害

で
手

帳
を

取
得

し
た

場
合

、
前

掛
け

式
(ク

リ
ッ

プ
式

）
の

も
の

し
か

補
助

で
き

な
い

と
言

わ
れ

ま
し

た
。

 

要
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

ま
だ

作
れ

ず
に

困
っ

て
い

ま
す

。
そ

も
そ

も
６

Ｄ
と

は
何

を
意

味
す

る
の

か
ど

こ
に

も
情

報
が

な
く

教
え

て
い

た
だ

け
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

1
8

0
 

H
2

2
 

意
見

－
 

利
用

者
 

－
 

 
 

妻
が

脳
内

出
血

で
失

語
症

に
な

り
、

リ
ハ

ビ
リ

言
語

訓
練

シ
ス

テ
ム

｢
※

※
」

の
購

入
を

検
討

し
て

い
ま

す
が

、
言

語
を

再
構

築
さ

せ
よ

う
と

す
る

言
語

機
能

回
復

訓
練

シ
ス

テ
ム

で
あ

る
と

い
う

理
由

で
、

介
護

保
険

に
よ

る
購

入
や

福
祉

制
度

に
よ

る
助

成
金

支
給

対
象

品
か

ら
は

ず
さ

れ
て

い
る

と
の

説
明

が
、

メ
ー

カ
ー

か
ら

あ
り

ま
し

た
が

、
納

得
が

い
き

ま
せ

ん
。

 

何
ら

か
の

助
成

や
保

険
の

対
象

と
な

る
よ

う
な

措
置

が
取

れ
な

い
も

の
か

。
ま

た
、

こ
れ

以
外

の
制

度
で

利
用

で
き

る
も

の
は

な
い

の
か

。
返

事
を

い
た

だ
け

れ
ば

幸
い

で
す

。
 

※
製

品
名

の
明

記
 

要
望

外
 

1
8

1
 

H
2

2
 

意
見

－
 

利
用

者
 

－
 

 
 

福
祉

用
具

に
該

当
し

な
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
身

体
障

害
や

老
人

用
に

使
用

さ
れ

る
リ

フ
ト

付
の

介
護

車
両

。
知

的
障

害
、

精
神

障
害

の
方

々
の

送
迎

に
使

う
為

に
購

入
し

て
も

減
免

が
な

い
の

は
何

故
な

の
で

し
ょ

う
？

減
免

を
受

け
る

為
に

は
普

段
必

要
の

な
い

リ
フ

ト
付

を
購

入

す
る

し
か

な
い

の
が

残
念

で
す

。
 

要
望

外
 

1
8

2
 

H
2

2
 

意
見

－
 

利
用

者
 

－
 

 
 

ご
意

見
へ

の
返

事
は

、
メ

ー
ル

し
か

無
い

の
が

残
念

で
使

い
難

い
で

す
。

一
盤

の
掲

示
板

の
よ

う
に

、
レ

ス
も

出
来

る
と

い
い

な
と

思
い

ま
す

。
 

要
望

外
 

1
8

3
 

H
2

2
 

意
見

－
 

利
用

者
 

－
 

 
 

カ
ッ

ト
ア

ウ
ト

テ
ー

ブ
ル

に
つ

い
て

知
り

た
い

。
こ

の
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

ど
こ

を
検

索
す

れ
ば

い
い

の
で

し
ょ

う
。

 

要
望

外
 

1
8

4
 

H
2

2
 

意
見

－
 

利
用

者
 

－
 

 
 

※
※

※
※

（
格

子
状

の
手

す
り

）
に

つ
い

て
 

介
護

保
険

住
宅

改
修

の
対

象
に

な
り

の
で

し
ょ

う
か

？
ま

た
は

福
祉

用
具

貸
与

に
な

る
の

で

し
ょ

う
か

？
教

え
て

く
だ

さ
い

 

※
製

品
名

の
明

記
 

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

1
8

5
 

H
2

2
 

募
集

－
 

利
用

者
の

家
族

 
錠

剤
服

用
コ

ッ
プ

 
肢

体
障

害
 

１
２

年
前

に
、

父
親

の
介

護
を

し
て

い
た

母
親

の
要

望
で

錠
剤

薬
と

飲
用

水
が

同
時

に
流

れ
出

し
て

片
手

で
簡

単
に

服
用

す
る

こ
と

が
出

来
る

コ
ッ

プ
を

考
案

し
ま

し
た

。
障

害
者

の
方

々
や

高
齢

者
の

方
々

が
使

い
や

す
く

す
る

た
め

に
、

コ
ッ

プ
本

体
と

錠
剤

薬
を

収
容

で
き

る
装

着
部

を
は

め
合

わ
せ

る
だ

け
の

シ
ン

プ
ル

な
デ

ザ
イ

ン
で

す
。

使
用

方
法

 
①

日
々

の
健

康
維

持
に

欠
か

す
こ

と
の

出
来

な
い

錠
剤

薬
を

装
着

部
本

体
に

あ
る

錠
剤

ポ
ケ

ッ
ト

に
収

容
し

た
後

に

コ
ッ

プ
本

体
に

は
め

込
み

ま
す

。
②

コ
ッ

プ
本

体
に

装
着

部
を

は
め

込
ん

だ
後

は
、

注
水

口
よ

り
飲

用
水

を
注

入
し

ま
す

。
③

コ
ッ

プ
内

に
は

め
込

ま
れ

た
装

着
部

内
の

錠
剤

ポ
ケ

ッ
ト

に
口

を
付

け
て

コ
ッ

プ
を

傾
け

る
だ

け
で

錠
剤

ポ
ケ

ッ
ト

内
に

あ
る

水
流

出
穴

が
ら

流
れ

出
し

た

飲
用

水
が

錠
剤

薬
を

押
し

流
し

て
飲

用
水

と
共

に
片

手
で

簡
単

に
錠

剤
薬

の
服

用
が

出
来

ま

す
。

現
在

 
試

作
品

を
作

製
し

て
障

害
者

の
方

々
や

老
人

施
設

連
盟

を
通

じ
て

高
齢

者
施

設
の

方
々

に
プ

レ
ゼ

ン
ト

し
て

、
当

事
者

は
も

ち
ろ

ん
介

護
を

さ
れ

る
職

員
の

方
々

に
も

大
好

評
で

す
。

今
後

の
日

本
は

、
介

護
す

る
側

も
さ

れ
る

側
も

高
齢

化
に

向
か

っ
て

い
ま

す
。

当
事

者
の

方
々

は
勿

論
の

こ
と

、
介

護
さ

れ
る

方
々

の
介

護
負

担
が

少
し

で
も

軽
減

出
来

れ
ば

非
常

に
好

ま
し

く
思

い
ま

す
。

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
コ

ッ
プ

の
写

真
を

掲
載

し
て

い
ま

す
の

で
一

度
ご

覧
く

だ
さ

い
。

 

Ｕ
Ｒ

Ｌ
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.s
a
k
u

ra
k
o
b

o
3

1
2

4
.c

o
m

/
 
 

要
望

外
 

1
8

6
 

H
2

2
 

意
見

－
 

医
療

専
門

職
 

－
 

 
 

Ａ
Ｌ

Ｓ
の

方
の

外
出

時
（

吸
引

器
＆

呼
吸

器
を

付
属

）
の

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
＆

テ
ィ

ル
ト

機
能

を
も

つ
車

い
す

を
探

し
て

い
る

と
の

相
談

が
ケ

ア
マ

ネ
ジ

ャ
ー

、
介

護
者

の
家

族
か

ら
あ

り
ま

し
た

。
介

護
保

険
で

の
対

応
は

な
い

の
で

障
害

で
オ

ー
ダ

ー
す

る
こ

と
と

な
り

ま
す

が
、

取
り

扱
っ

て
い

る
メ

ー
カ

ー
様

、
機

種
、

静
岡

県
内

で
の

対
応

が
可

能
な

連
絡

先
な

ど
の

情
報

を
教

え
て

く
だ

さ
い

。
 

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

1
8

7
 

H
2

2
 

意
見

－
 

医
療

専
門

職
 

－
 

 
 

私
の

病
院

は
同

法
人

に
老

健
や

特
養

を
持

っ
て

い
て

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

科
で

は
全

施
設

で
リ

ハ
ビ

リ
サ

ー
ビ

ス
を

行
っ

て
い

ま
す

。
病

院
、

施
設

で
は

歩
け

な
い

方
に

車
椅

子
を

貸
し

出
し

ま
す

が
、

離
床

時
間

を
延

ば
し

た
い

方
な

ど
で

は
、

標
準

型
車

椅
子

は
適

応
し

に
く

い
で

す
し

、
テ

ィ
ル

ト
機

能
が

つ
い

て
い

る
車

椅
子

は
リ

ハ
ビ

リ
訓

練
に

は
適

し
て

い
ま

す
が

、
置

く
場

所
を

取
っ

た
り

、
高

価
で

あ
る

た
め

、
病

院
や

施
設

に
は

数
が

限
ら

れ
て

し
ま

い
ま

す
。

私
の

考
え

は
、

標
準

型
車

椅
子

の
前

輪
の

つ
い

て
い

る
支

柱
を

延
長

す
る

こ
と

で
、

テ
ィ

ル
ト

機
能

を
持

た
せ

る
よ

う
な

車
椅

子
付

属
品

の
開

発
す

る
こ

と
で

す
。

病
院

に
働

い
て

い
る

た

め
、

使
え

な
く

な
っ

た
松

葉
杖

の
長

さ
調

整
部

分
を

代
用

し
て

、
試

作
品

を
作

っ
て

み
ま

し
た

。

日
本

全
国

に
あ

る
病

院
や

施
設

は
近

年
医

療
・

介
護

報
酬

改
定

で
利

益
が

少
な

く
な

り
、

医
療

機
器

に
予

算
を

さ
け

な
い

た
め

、
既

存
の

標
準

型
車

椅
子

の
利

用
方

法
の

幅
を

広
げ

る
こ

と

で
、

低
予

算
で

治
療

効
果

が
上

が
る

商
品

開
発

が
で

き
れ

ば
、

ニ
ー

ズ
は

大
き

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
テ

ィ
ル

ト
機

能
自

体
は

新
し

い
概

念
で

は
な

い
た

め
、

基
礎

研
究

費
用

は
か

か
ら

な
い

と
思

い
ま

す
が

、
比

較
検

討
は

必
要

だ
と

思
い

ま
す

。
共

同
研

究
に

協
力

い
た

だ
け

る
メ

ー
カ

ー
様

が
い

ら
っ

し
ゃ

れ
ば

、
ご

意
見

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

要
望

外
 

1
8

8
 

H
2

2
 

意
見

－
 

医
療

専
門

職
 

－
 

 
 

私
は

2
0

年
以

上
に

わ
た

り
在

宅
で

オ
ム

ツ
し

な
い

で
快

適
に

過
ご

せ
な

い
か

を
研

究
、

ト
イ

レ
を

作
っ

て
い

ま
す

。
そ

れ
は

・
在

宅
で

ト
イ

レ
や

P
.ト

イ
レ

ま
で

は
間

に
合

わ
な

い
け

れ
ど

頭
が

し
っ

か
り

し
て

い
る

う
ち
（

尿
便

意
が

あ
る

）
は

オ
ム

ツ
を

し
な

い
で

過
ご

し
た

い
。
 

自

分
で

始
末

で
き

る
も

の
が

欲
し

い
。

オ
ム

ツ
は

最
終

手
段

で
い

い
。

こ
の

よ
う

な
ご

意
見

ご
要

望
が

多
く

毎
日

奮
闘

し
て

い
ま

す
。

介
護

者
が

楽
に

な
る

物
の

開
発

は
喜

ば
れ

ま
す

が
、

患
者

に
は

仕
方

な
い

と
あ

き
ら

め
さ

せ
る

の
が

正
し

い
の

で
し

ょ
う

か
。

皆
さ

ん
は

こ
の

レ
ベ

ル
の

方
の

排
泄

方
法

は
ど

う
す

れ
ば

良
い

と
お

考
え

で
し

ょ
う

か
？

 

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

1
8

9
 

H
2

2
 

意
見

－
 

福
祉

専
門

職
 

－
 

 
 

福
祉

用
具

プ
ラ

ン
ナ

ー
制

度
が

し
っ

か
り

と
確

立
さ

れ
て

い
る

の
で

、
ご

利
用

者
や

ご
家

族
が

利
用

・
相

談
し

や
す

い
環

境
を

作
る

意
味

で
も

、
プ

ラ
ン

ナ
ー

が
居

る
施

設
や

事
業

所
等

を
紹

介
す

る
シ

ス
テ

ム
を

作
っ

て
も

よ
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

私
は

老
人

保
健

施
設

で
勤

務
し

て
お

り
ま

す
が

、
福

祉
用

具
に

関
し

て
は

全
く

知
ら

な
い

方
が

ほ
と

ん
ど

で
、

職
員

内
で

も
知

ら
な

い
方

も
い

ま
す

。
車

い
す

な
ど

を
購

入
さ

れ
て

入
所

さ
れ

る
方

も
お

ら
れ

ま
す

が
、

体
型

に
合

っ
て

い
な

い
も

の
で

あ
っ

た
り

、
利

用
目

的
に

そ
ぐ

わ
な

い
物

だ
っ

た
り

す
る

こ
と

が
あ

り
ま

す
。

車
い

す
な

ど
安

い
買

い
物

で
は

な
い

の
で

、
ト

ラ
ブ

ル
に

も
な

り
か

ね
ま

せ
ん

。
利

用
者

だ
け

で
な

く
、

サ
ー

ビ
ス

を
提

供
す

る
側

に
と

っ
て

も

様
々

な
メ

リ
ッ

ト
が

あ
る

と
思

い
ま

す
の

で
、

ご
検

討
い

た
だ

け
れ

ば
幸

い
で

す
。

 

要
望

外
 

1
9

0
 

H
2

2
 

意
見

－
 

福
祉

専
門

職
 

－
 

 
 

利
用

料
金

シ
ス

テ
ム

が
わ

か
り

や
す

く
な

れ
ば

良
い

な
あ

・
・

・
。

と
思

い
ま

し
た

。
 

要
望

外
 

1
9

1
 

H
2

2
 

意
見

－
 

福
祉

専
門

職
 

－
 

 
 

各
障

害
は

も
と

よ
り

、
個

人
の

障
害

に
合

わ
せ

た
様

々
な

福
祉

用
具

が
簡

単
に

安
く

出
来

る
よ

う
な

シ
ス

テ
ム

を
希

望
い

た
し

ま
す

。
出

来
れ

ば
追

加
料

金
な

ど
が

出
来

る
だ

け
抑

え
れ

る
事

を
望

み
ま

す
。

又
、

電
子

機
器

な
ど

も
利

用
者

は
勿

論
、

ヘ
ル

パ
ー

に
も

使
い

や
す

い
者

も
希

望
い

た
し

ま
す

。
 

要
望

外
 

1
9

2
 

H
2

2
 

意
見

－
 

福
祉

専
門

職
 

－
 

 
 

福
祉

車
両

に
つ

い
て

 

現
在

リ
フ

ト
付

き
車

両
を

使
用

し
て

高
齢

者
の

送
迎

等
に

活
用

し
て

い
ま

す
が

、
リ

フ
ト

部
分

に
関

す
る

安
全

基
準

が
あ

っ
て

な
い

よ
う

な
気

が
し

ま
す

。
特

に
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
に

関
し

て
は

お
そ

ら
く

法
令

等
で

も
基

準
が

な
く

、
一

回
納

車
し

て
し

ま
え

ば
後

は
事

業
所

任
せ

と
判

断
に

な
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
よ

う
に

思
い

ま
す

。
車

で
す

の
で

、
車

検
は

行
わ

れ
る

の
で

す
が

、
リ

フ
ト

部
分

に
関

す
る

安
全

基
準

と
定

期
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
の

実
施

要
綱

と
そ

の
補

助
が

必
要

と

感
じ

て
い

ま
す

。
 

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

1
9

3
 

H
2

2
 

募
集

－
 

福
祉

専
門

職
 

福
祉

用
具

の
開

発
だ

け
で

な
く

て
 

 
 

別
の

掲
示

板
に

も
書

き
ま

し
た

が
、

新
し

い
技

術
や

製
品

の
開

発
だ

け
で

な
く

ば
ら

ば
ら

の
基

準
を

統
一

す
る

取
り

組
み

を
し

て
ほ

し
い

で
す

。
そ

う
い

う
取

り
組

み
が

で
き

る
の

は
テ

ク
ノ

エ
イ

ド
協

会
さ

ん
や

厚
生

労
働

省
な

ど
あ

る
意

味
第

三
者

機
関

が
音

頭
を

取
ら

な
い

と
で

き

な
い

の
で

は
？

業
界

の
自

発
性

を
待

っ
て

い
る

間
に

事
故

が
起

き
る

よ
う

な
気

が
し

ま
す

。
 

そ
れ

と
も

、
事

故
が

起
き

な
い

と
そ

の
よ

う
な

取
り

組
み

は
な

さ
れ

な
い

の
で

し
ょ

う
か

。
 

も
ち

ろ
ん

 
新

し
い

技
術

や
製

品
の

開
発

も
大

切
で

す
が

、
そ

の
技

術
が

広
ま

る
過

程
で

ば
ら

ば
ら

の
広

が
り

方
だ

っ
た

ら
一

番
困

る
の

は
ユ

ー
ザ

ー
で

す
。

 

要
望

外
 

1
9

4
 

H
2

2
 

意
見

－
 

福
祉

専
門

職
 

－
 

 
 

福
祉

用
具

の
事

業
者

と
障

害
者

と
の

パ
イ

プ
を

太
く

す
る

こ
と

で
、

よ
り

良
い

福
祉

用
具

の
開

発
・

普
及

が
で

き
る

は
ず

。
こ

れ
か

ら
様

々
な

提
言

を
し

て
い

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
過

去
に

福
祉

用
具

流
通

の
仕

事
に

従
事

し
、

現
在

は
知

的
障

害
者

団
体

の
理

事
を

務
め

て
い

ま
す

。
次

男
が

知
的

障
害

者
で

す
。

 

要
望

外
 

1
9

5
 

H
2

2
 

意
見

－
 

福
祉

専
門

職
 

－
 

 
 

車
椅

子
の

種
類

に
よ

っ
て

は
、

段
差

の
乗

り
越

え
時

、
前

輪
を

上
げ

る
動

作
に

、
行

な
い

や
す

い
も

の
と

、
行

な
い

ず
ら

い
物

が
、

あ
り

ま
す

。
バ

ラ
ン

ス
の

問
題

と
は

思
い

ま
す

が
、

外
出

の
支

援
が

多
い

私
ど

も
に

と
っ

て
は

、
大

変
重

要
な

こ
と

に
な

り
ま

す
。

そ
の

点
に

つ
い

て
の

、

調
査

研
究

を
お

願
い

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

要
望

外
 

1
9

6
 

H
2

2
 

意
見

－
 

福
祉

専
門

職
 

－
 

 
 

新
用

具
の

開
発

で
は

な
い

の
で

す
が

、
車

椅
子

の
タ

イ
ヤ

に
広

告
を

付
け

る
と

い
う

の
は

い
か

が
で

し
ょ

う
か

。
ア

ク
リ

ル
ボ

ー
ド

の
よ

う
な

危
な

く
な

い
素

材
で

タ
イ

ヤ
の

上
に

ホ
イ

ー
ル

状
の

も
の

を
付

け
る

の
で

す
。

月
間

も
し

く
は

年
間

い
く

ら
の

契
約

で
タ

イ
ヤ

に
カ

ラ
フ

ル
な

広
告

を
付

け
る

と
企

業
に

と
っ

て
は

イ
メ

ー
ジ

ア
ッ

プ
に

な
り

ま
す

。
義

務
・

報
告

は
外

出
回

数
・

場
所

と
す

る
の

は
い

か
が

で
し

ょ
う

。
稚

拙
な

意
見

で
あ

り
ま

す
が

、
ご

検
討

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
以

上
 

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

1
9

7
 

H
2

2
 

意
見

－
 

開
発

メ
ー

カ
 

－
 

 
 

※
※

※
※

（
格

子
状

の
手

す
り

）
に

つ
い

て
※

※
※

※
は

 
介

護
保

険
住

宅
改

修
の

対
象

に
な

り
ま

す
。

 
 

※
製

品
名

の
明

記
 

要
望

外
 

1
9

8
 

H
2

2
 

意
見

－
 

開
発

メ
ー

カ
 

－
 

 
 

下
肢

切
断

・
欠

損
の

児
童

・
生

徒
・

学
生

が
、

学
校

の
体

育
の

授
業

・
な

か
ま

と
の

運
動

遊
び

で
使

う
義

足
。

 

歩
行

を
中

心
に

考
え

ら
れ

た
義

足
の

継
手

類
は

、
活

動
的

に
使

用
す

る
と

早
期

に
消

耗
す

る
。

ま
た

、
通

常
の

義
足

部
品

は
運

動
用

に
考

え
ら

れ
た

板
バ

ネ
の

足
部

な
ど

よ
り

も
衝

撃
が

大
き

く
運

動
し

づ
ら

く
、

断
端

に
も

負
担

が
か

か
る

。
歩

行
を

中
心

と
し

た
義

足
と

、
活

動
的

な
場

面
で

使
用

す
る

義
足

と
を

使
い

分
け

る
（

2
種

類
の

義
足

を
作

る
）

こ
と

を
推

奨
す

る
行

政
の

し
く

み
が

あ
る

と
望

ま
し

い
。

歩
行

用
の

義
足

の
修

理
頻

度
が

減
少

す
る

、
運

動
を

通
じ

て
子

供
の

豊
か

な
成

長
を

期
待

で
き

る
。

 

要
望

外
 

1
9

9
 

H
2

2
 

募
集

－
 

開
発

メ
ー

カ
 

夢
の

進
む

杖
 

肢
体

障
害

 

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
 

そ
の

他
 
(
介

護

認
定

者
用

) 
 

多
点

杖
よ

り
 

い
い

杖
の

開
発

を
進

め
て

く
だ

さ
い

歩
け

な
い

人
が

介
護

認
定

う
け

ま
す

が

歩
き

に
く

い
杖

だ
け

を
、

介
護

保
険

対
象

製
品

に
す

る
の

は
ど

う
か

。
多

点
杖

は
介

護
保

険
対

象
で

あ
る

が
、

使
用

者
は

元
気

に
な

っ
た

の
だ

ろ
う

か
介

護
認

定
者

は
、

現
状

維
持

の
ま

ま
、

歩
く

訓
練

を
せ

ず
に

筋
力

が
衰

え
て

い
く

元
気

な
高

齢
者

の
基

本
は

、
一

人
で

部
屋

の
中

を
歩

け
る

こ
と

。
歩

け
な

い
時

に
、

安
全

に
立

ち
上

が
り

 
調

子
の

良
い

時
に

、
移

動
し

や
す

い
杖

が
必

要
で

す
１

日
も

早
く

、
４

点
杖

以
上

の
夢

の
あ

る
 

使
用

者
が

、
歩

き
出

す
杖

の
開

発
が

必
要

で
す

。
介

護
保

険
の

枠
の

拡
大

が
、

理
想

的
な

高
齢

者
社

会
を

築
く

と
思

い
ま

す
 

要
望

外
 

2
0

0
 

H
2

2
 

意
見

－
 

流
通

メ
ー

カ
 

－
 

 
 

ご
利

用
者

様
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

ご
意

見
で

す
。

 

目
が

悪
い

の
で

福
祉

用
具

全
般

に
目

立
つ

カ
ラ

ー
・

ポ
イ

ン
ト

が
あ

る
と

便
利

だ
と

思
い

ま

す
。

 

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
0

1
 

H
2

2
 

意
見

－
 

流
通

メ
ー

カ
 

－
 

 
 

福
祉

用
具

の
活

用
に

対
す

る
認

識
が

い
ま

い
ち

で
、

人
手

に
頼

ら
れ

て
い

る
の

が
残

念
で

す
。

適
合

の
専

門
技

術
を

持
ち

な
が

ら
専

門
相

談
員

へ
の

評
価

は
「

ベ
ッ

ト
屋

さ
ん

、
車

イ
ス

の
配

達
さ

ん
」

に
留

ま
っ

て
い

る
の

も
残

念
で

す
。

専
門

相
談

員
か

ら
ケ

ア
マ

ネ
資

格
を

取
得

し
ま

し
た

。
他

分
野

の
専

門
職

と
協

力
し

て
福

祉
用

具
を

効
果

的
に

活
用

し
た

多
く

の
プ

ラ
ン

を
立

て
て

み
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

要
望

外
 

2
0

2
 

H
2

2
 

意
見

－
 

流
通

メ
ー

カ
 

－
 

 
 

ご
利

用
者

様
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

ご
意

見
で

す
。

 

現
在

、
突

っ
張

る
タ

イ
プ

の
手

す
り

を
レ

ン
タ

ル
し

て
い

ま
す

が
、

強
度

の
都

合
上

仕
方

が
無

い
の

か
も

知
れ

な
い

が
太

過
ぎ

る
。

 

要
望

外
 

2
0

3
 

H
2

2
 

意
見

－
 

流
通

メ
ー

カ
 

－
 

 
 

ご
利

用
者

様
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

ご
意

見
で

す
。

 

ト
イ

レ
の

手
す

り
を

利
用

し
て

お
り

、
振

り
返

時
に

役
に

立
っ

て
い

ま
す

。
 

で
す

が
、

も
う

少
し

手
す

り
の

前
部

分
が

長
め

に
な

っ
て

い
る

と
い

い
と

思
い

ま
す

。
 

要
望

外
 

2
0

4
 

H
2

2
 

意
見

－
 

流
通

メ
ー

カ
 

－
 

 
 

介
護

労
働

負
担

が
問

題
と

し
て

取
り

上
げ

ら
れ

、
腰

痛
の

問
題

の
解

決
な

ど
の

た
め

の
ノ

ウ
ハ

ウ
が

今
後

の
日

本
の

産
業

の
発

展
に

役
立

つ
と

多
く

の
場

面
で

指
摘

さ
れ

て
い

ま
す

。
そ

の
直

後
に

、
事

例
と

し
て

指
摘

さ
れ

る
の

が
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
の

ケ
ー

ス
が

ほ
と

ん
ど

で
す

。
ロ

ボ
ッ

ト
技

術
も

基
礎

技
術

と
し

て
力

を
入

れ
る

必
要

が
あ

る
と

思
い

ま
す

が
、

喫
緊

の
対

策
と

し
て

移
動

用
リ

フ
ト

の
よ

う
な

既
存

の
福

祉
用

具
の

活
用

の
促

進
や

改
良

に
も

力
を

入
れ

て
欲

し

い
。

 

要
望

外
 

2
0

5
 

H
2

2
 

意
見

－
 

行
政

 
車

い
す

ブ
ー

レ
ー

キ
の

改
良

２
 

 
5

2
の

車
い

す
プ

レ
ー

キ
の

要
望

に
関

し
て

、
以

下
の

も
の

が
あ

り
ま

す
。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.ir
c
a
re

.c
o
.jp

/
s
yo

u
h

in
n

_
N

o
2

1
.h

tm
 

タ
イ

ヤ
の

空
気

が
多

少
抜

け
て

い
る

と
丸

棒
の

摩
擦

で
止

め
る

ブ
レ

ー
キ

は
効

き
に

く
く

な

り
ま

す
。

そ
れ

を
防

ぐ
た

め
開

発
さ

れ
た

ブ
レ

ー
キ

で
す

。
ご

参
考

ま
で

。
 

投
票

不
要
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
0

6
 

H
2

2
 

意
見

－
 

行
政

 
－

 
 

 
地

方
自

治
体

に
対

し
て

補
助

の
要

望
が

あ
が

っ
て

い
る

人
工

内
耳

音
声

信
号

処
理

装
置

（
※

※

※
※

）
は

補
装

具
の

基
準

外
交

付
（

厚
労

省
の

平
成

1
8

年
通

知
の

基
準

外
補

装
具

）
に

該
当

し
な

い
の

で
し

ょ
う

か
？

初
回

の
取

り
付

け
に

対
し

て
は

医
療

保
険

の
対

象
に

な
っ

て
い

る

よ
う

で
す

が
、

買
い

替
え

に
つ

い
て

は
医

療
保

険
の

適
用

が
な

く
、

利
用

者
が

全
額

自
費

で
購

入
し

て
い

る
よ

う
で

す
。

全
国

的
に

見
る

と
わ

ず
か

で
す

が
、

独
自

で
助

成
を

行
っ

て
い

る
自

治
体

も
あ

り
ま

す
。

制
度

的
観

点
か

ら
国

が
補

助
す

べ
き

も
の

だ
と

考
え

る
の

で
す

が
、

い
か

が
で

し
ょ

う
？

 

※
製

品
名

の
明

記
 

要
望

外
 

2
0

7
 

H
2

2
 

意
見

－
 

そ
の

他
（

事
業

所

職
員

）
 

－
 

 
 

施
設

に
て

排
泄

委
員

会
を

立
ち

上
げ

、
人

間
の

尊
厳

、
無

理
の

な
い

ト
イ

レ
に

て
排

泄
を

目
標

と
し

行
っ

て
い

ま
す

。
そ

れ
に

伴
い

、
オ

ム
ツ

の
見

直
し

、
尿

取
り

パ
ッ

ト
の

見
直

し
な

ど
排

泄
委

員
会

を
開

き
、

問
題

提
起

と
情

報
交

換
を

進
め

て
い

る
。

 

要
望

外
 

2
0

8
 

H
2

2
 

意
見

－
 

そ
の

他
（

事
業

所

所
長

）
 

－
 

 
 

視
覚

障
害

者
の

大
阪

府
か

ら
の

援
助

費
は

2
,0

0
0

円
/
時

間
利

用
者

の
一

部
負

担
金

は
、

 

2
,0

0
0

円
/
月

 
4

,0
0

0
円

/
月

と
な

っ
て

い
る

。
視

覚
障

害
者

の
移

動
に

伴
う

ヘ
ル

パ
ー

の

危
険

度
（

責
任

の
重

さ
）

を
考

え
る

と
安

す
ぎ

る
。

 

今
後

ヘ
ル

パ
ー

志
願

者
も

減
っ

て
く

る
と

思
わ

れ
る

の
で

援
助

費
の

値
上

げ
を

要
求

し
た

い
。

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
0

9
 

H
2

2
 

意
見

－
 

そ
の

他
（

施
設

経

営
）

 

－
 

 
 

市
の

無
認

可
作

業
所

で
８

年
目

に
障

害
福

祉
サ

ー
ビ

ス
事

業
所

（
生

活
介

護
）

に
移

行
し

、
現

在
２

年
目

を
迎

え
た

事
業

所
で

サ
ー

ビ
ス

管
理

責
任

者
を

担
当

し
て

い
ま

す
。

利
用

者
さ

ん
の

構
成

は
知

的
障

害
者

、
身

体
障

害
者

、
内

部
障

害
者

、
精

神
障

害
者

で
、

人
数

は
１

４
名

で
す

が
障

害
区

分
は

多
様

で
な

か
な

か
支

援
の

難
し

さ
を

痛
感

し
て

お
り

ま
す

。
そ

の
中

で
、

日
常

的
に

車
椅

子
を

使
用

さ
れ

て
い

る
方

が
３

名
お

ら
れ

ま
す

が
、

身
体

状
況

の
変

化
に

車
椅

子
が

対
応

で
き

て
い

な
い

と
感

じ
る

こ
と

が
た

ま
に

あ
り

ま
す

。
オ

ー
ダ

ー
で

作
っ

て
も

加
齢

や
障

害
の

進
行

度
合

い
に

よ
り

、
自

力
で

操
作

で
き

て
い

た
こ

と
が

困
難

に
な

っ
て

い
く

こ
と

も
あ

り
、

ま
た

オ
ー

ダ
ー

で
作

り
直

す
と

い
う

負
担

が
あ

り
ま

す
ね

。
大

き
く

形
状

を
変

え
る

こ
と

は
仕

方
な

い
か

と
思

い
ま

す
が

、
例

え
ば

ブ
レ

ー
キ

レ
バ

ー
の

長
さ

が
伸

縮
で

き
た

り
、

ス
テ

ッ
プ

の
稼

動
操

作
が

手
元

で
出

来
た

り
す

る
こ

と
で

、
利

用
者

自
身

の
自

力
の

発
揮

に
繋

が
る

と
思

い
ま

す
。

そ
れ

が
出

来
る

、
で

き
な

い
に

よ
っ

て
介

助
の

範
囲

が
変

わ
り

、
で

き
な

い
（

す

な
わ

ち
介

助
し

て
も

ら
う

こ
と

を
待

つ
）

こ
と

に
よ

っ
て

、
精

神
衛

生
上

も
違

っ
て

く
る

か
と

思
い

ま
す

。
今

ま
で

出
来

て
い

た
→

出
来

な
く

な
っ

た
→

介
助

し
て

も
ら

う
こ

と
は

、
あ

る
こ

と
で

す
が

、
上

記
に

書
い

た
よ

う
な

こ
と

が
少

し
で

も
あ

れ
ば

自
分

で
出

来
る

部
分

が
残

せ
て

行
く

の
で

は
…

と
思

う
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
専

門
的

な
こ

と
が

解
ら

ず
、

要
望

を
書

か
せ

て
頂

い
た

の
で

失
礼

致
し

ま
し

た
。

 

要
望

外
 

2
1

0
 

H
2

2
 

意
見

－
 

そ
の

他
（

施
設

経

営
）

 

－
 

 
 

排
泄

、
入

浴
、

歩
行

等
の

介
助

器
具

に
つ

い
て

利
用

者
の

観
点

で
掘

り
下

げ
て

考
え

て
み

た
い

。
要

望
外

 

2
1

1
 

H
2

2
 

募
集

－
 

そ
の

他
 

車
い

す
の

人
達

が
自

分
自

身
で

衣
類

を
ク

ロ
ー

ゼ
ッ

ト
に

収
納

で
き

ま
す

 

肢
体

障
害

 

そ
の

他
 
(
老

人

施
設

な
ど

) 

車
い

す
の

人
達

が
自

分
自

身
で

衣
類

、
ス

ー
ツ

、
コ

ー
ト

な
ど

日
常

生
活

の
一

部
を

家
族

の
手

を
借

り
ず

に
自

分
自

身
の

手
で

収
納

で
き

る
シ

ス
テ

ム
を

開
発

中
で

す
。

こ
の

シ
ス

テ
ム

が
、

車
い

す
の

人
達

に
喜

ば
れ

る
？

周
り

の
車

椅
子

の
人

は
、

開
発

終
了

を
待

っ
て

い
る

方
も

お
ら

れ
ま

す
。

現
在

使
用

し
て

い
る

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

に
取

り
付

け
可

能
で

す
。

 

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
1

2
 

H
2

2
 

意
見

－
 

そ
の

他
（

教
員

）
－

 
 

 
介

護
用

ベ
ッ

ド
に

つ
い

て
 

特
に

、
介

護
保

険
施

行
以

降
、

軽
量

化
さ

れ
た

た
め

に
、

①
私

は
ヘ

ル
パ

ー
と

そ
て

ベ
ッ

ド
を

自
立

支
援

福
祉

器
具

代
わ

り
に

使
い

ま
し

た
。

寝
た

き
り

者
に

対
し

て
、

ベ
ッ

ド
の

足
も

と
に

晒
し

（
２

，
４

ｍ
）

で
輪

を
作

り
そ

れ
を

縄
状

に
し

て
、

そ
の

先
端

に
結

び
目

を
4

個
か

ら
5

個
作

り
、

寝
た

き
り

者
に

そ
の

結
び

目
を

握
っ

て
い

た
だ

き
、

身
体

を
少

し
ず

つ
上

げ
て

い
た

だ
き

、
起

き
上

が
る

ま
で

の
介

護
を

し
て

き
ま

し
た

。
長

座
位

が
と

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

ら
、

別
途

周
り

の
柵

に
捉

ま
り

な
が

ら
初

歩
歩

行
の

訓
練

を
し

ま
し

た
。

し
か

し
、

現
在

の
ベ

ッ
ド

は
軽

量
化

を
目

指
す

こ
と

に
力

が
入

り
す

ぎ
て

、
足

元
の

柵
に

晒
し

を
取

り
付

け
る

こ
と

す
ら

で
き

ま
せ

ん
。

（
柵

そ
の

も
の

が
引

き
ぬ

け
て

し
ま

う
）

身
体

機
能

に
合

わ
せ

た
、

ベ
ッ

ド
の

デ
ザ

イ
ン

を
考

慮
す

べ
き

で
す

。
寝

た
き

り
者

を
自

立
支

援
す

る
に

は
病

院
ベ

ッ
ド

が
一

番
良

い
の

で
す

。
 

②
ベ

ッ
ド

は
キ

ャ
ス

タ
ー

が
な

い
デ

ザ
イ

ン
と

な
り

ま
し

た
。

そ
の

こ
と

か
ら

、
床

ず
れ

防
止

の
た

め
の

日
光

浴
や

部
屋

の
清

掃
や

い
つ

も
同

じ
場

所
で

は
な

く
変

化
を

持
た

せ
る

場
合

に

お
い

て
使

い
勝

手
が

悪
く

な
り

ま
し

た
。

 

要
望

外
 

2
1

3
 

H
2

2
 

意
見

－
 

そ
の

他
（

学
生

）
－

 
 

 
ご

意
見

1
0

7
番

の
方

に
参

考
に

な
れ

ば
と

思
い

ま
し

た
。

 

車
い

す
の

片
手

片
足

駆
動

に
関

す
る

私
が

、
習

っ
た

こ
と

で
す

。
脳

血
管

障
害

に
よ

り
片

麻
痺

を
呈

し
、

歩
行

が
困

難
の

場
合

の
移

動
手

段
と

し
て

車
い

す
に

よ
る

片
手

片
足

移
動

方
法

が
あ

る
そ

う
で

す
。

片
手

片
足

駆
動

は
、

日
常

的
に

は
活

用
さ

れ
て

な
い

そ
う

で
す

。
特

に
室

内
移

動
に

は
少

し
の

訓
練

で
移

動
可

能
だ

そ
う

で
す

、
日

々
の

生
活

を
自

立
し

、
自

分
ら

し
く

生
活

し
て

ゆ
く

為
に

移
動

手
段

を
獲

得
す

る
事

が
非

常
に

大
事

と
言

わ
れ

ま
し

た
.下

肢
を

使
っ

て

駆
動

す
る

た
め

に
は

、
足

部
を

し
っ

か
り

と
床

に
押

し
付

け
、

車
い

す
を

前
方

に
進

め
る

力
が

生
じ

る
必

要
が

会
り

ま
す

。
前

座
の

高
さ

で
足

の
ど

こ
を

床
に

つ
け

ら
れ

る
か

？
座

面
高

が
高

す
ぎ

な
い

、
低

す
ぎ

な
い

な
ど

適
切

な
姿

勢
で

足
駆

動
を

行
う

こ
と

だ
そ

う
で

す
。

車
椅

子
を

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

約
５

セ
ン

チ
前

に
座

り
足

駆
動

の
訓

練
を

繰
り

返
し

実
践

す
る

こ
と

で
室

内
な

ど
の

移
動

が

で
き

日
常

生
活

が
エ

ン
ジ

ョ
イ

で
き

る
そ

う
で

す
。

 

2
1

4
 

H
2

2
 

意
見

－
 

そ
の

他
（

学
生

）
－

 
 

 
い

つ
も

こ
の

サ
イ

ト
で

勉
強

を
さ

せ
て

い
た

だ
き

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す

。
そ

こ
で

最
近

ふ

と
思

っ
た

の
で

す
が

こ
の

頃
あ

ま
り

に
も

サ
イ

ト
の

利
用

者
数

が
少

な
い

よ
う

に
感

じ
ま

す
。

利
用

者
を

増
や

す
に

は
ど

う
す

れ
ば

い
い

か
？

と
い

う
事

を
考

え
て

み
た

の
で

今
か

ら
こ

こ

に
投

稿
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
 

僕
が

こ
の

サ
イ

ト
を

見
て

い
て

ま
ず

思
っ

た
こ

と
は

僕
の

よ
う

な
修

行
中

（
新

人
）

の
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
が

い
な

い
と

言
う

事
で

す
。

そ
こ

で
思

っ
た

の
で

す
が

ヘ
ル

パ
ー

の
研

修
施

設
で

テ
ク

ノ
エ

イ
ド

の
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
を

配
っ

て
み

て
は

い
か

が
で

す
か

？
コ

ス
ト

は
か

か
る

と
思

い

ま
す

が
ヘ

ル
パ

ー
修

行
中

の
僕

に
と

っ
て

こ
の

サ
イ

ト
は

大
変

役
に

立
つ

の
で

今
後

利
用

者

が
増

え
る

こ
と

を
願

っ
て

ま
す

。
 

要
望

外
 

2
1

5
 

H
2

2
 

意
見

－
 

そ
の

他
（

学
生

）
－

 
 

 
日

常
生

活
に

お
い

て
、

車
い

す
な

ど
を

利
用

し
て

い
る

が
、

衣
類

の
着

脱
を

人
の

助
け

を
借

り

ず
に

日
常

的
に

で
き

れ
ば

ス
ト

レ
ス

を
感

じ
る

こ
と

な
く

生
活

で
き

る
と

思
い

ま
す

。
現

在
、

大
学

と
共

同
開

発
中

で
す

、
先

日
の

学
内

面
接

事
に

リ
ハ

の
先

生
が

大
変

興
味

示
し

て
頂

ま
し

た
。

奥
行

き
３

０
セ

ン
チ

以
内

高
さ

天
上

ま
で

利
用

可
能

ク
ロ

ー
ゼ

ッ
ト

を
開

発
中

で
す

。
商

品
化

後
の

こ
と

な
ど

、
必

要
性

な
ど

の
御

意
見

頂
け

れ
ば

と
思

い
登

録
さ

せ
て

頂
ま

し
た

。
 

要
望

外
 

2
1

6
 

H
2

2
 

意
見

－
 

そ
の

他
（

建
築

）
－

 
 

 
住

宅
の

新
築

や
改

修
で

階
段

昇
降

機
の

設
置

を
希

望
さ

れ
る

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
い

ま
す

。
い

す

式
だ

と
耐

荷
重

が
9

0
～

1
0

0
k
g

の
製

品
が

多
い

の
で

す
が

、
そ

れ
を

超
え

る
体

重
の

方
で

も

使
え

る
製

品
を

ご
存

じ
な

い
で

し
ょ

う
か

？
車

い
す

ご
と

載
れ

る
大

が
か

り
な

も
の

に
な

る

と
、

ス
ペ

ー
ス

・
コ

ス
ト

と
も

個
人

住
宅

に
は

荷
が

重
い

の
で

す
が

･
･
･
 

ご
教

授
の

ほ
ど

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。

 

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
1

7
 

H
2

2
 

意
見

－
 

不
明

 
－

 
 

 
福

祉
用

具
の

再
利

用
に

つ
い

て
、

今
日

我
々

の
団

体
の

支
援

者
の

小
学

校
の

先
生

で
特

別
職

支

援
員

の
女

性
か

ら
福

祉
用

具
の

制
度

に
つ

い
て

メ
ー

ル
頂

き
ま

し
た

。
支

給
さ

れ
る

福
祉

用
具

に
つ

い
て

の
質

問
が

入
っ

て
参

り
ま

し
た

、
子

供
達

が
利

用
し

て
い

る
車

い
す

な
ど

成
長

時
期

で
サ

イ
ズ

が
合

わ
ず

新
し

い
用

具
に

変
更

問
題

が
出

て
く

る
そ

う
で

す
。

今
の

親
は

、
リ

サ
イ

ク
ル

で
キ

チ
ン

と
消

毒
さ

れ
て

い
れ

ば
再

利
用

で
も

抵
抗

な
い

そ
う

で
す

。
目

先
の

利
益

や
見

た
目

や
利

便
性

し
か

頭
に

な
い

人
間

が
地

球
を

駄
目

に
す

る
の

で
す

と
厳

し
い

意
見

で
す

、
私

自
身

福
祉

用
具

の
再

利
用

の
制

度
を

考
え

て
ま

す
が

市
町

村
独

自
制

度
で

も
と

思
案

し
て

ま

す
。

福
祉

用
具

の
再

利
用

制
度

を
国

で
検

討
さ

れ
て

は
と

思
い

ま
す

、
地

方
の

小
学

校
の

先
生

が
真

剣
に

提
案

し
て

ま
す

、
資

源
を

大
切

に
し

ま
し

ょ
う

 

要
望

外
 

2
1

8
 

H
2

2
 

意
見

－
 

不
明

 
－

 
 

 
施

設
関

係
者

(O
T

)か
ら

聞
い

た
話

で
す

が
、

移
動

用
リ

フ
ト

を
使

用
す

る
と

き
、

ベ
ッ

ド
の

隙

間
に

ベ
ー

ス
・

キ
ャ

ス
タ

ー
が

入
ら

な
い

（
ぶ

つ
か

っ
て

し
ま

う
）

こ
と

か
ら

、
ベ

ッ
ド

に
あ

ま
り

近
づ

け
ず

、
最

終
的

に
は

サ
ー

ビ
ス

利
用

者
を

抱
き

か
か

え
て

移
乗

さ
せ

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

。
そ

の
た

め
、

お
互

い
危

険
な

目
に

あ
う

こ
と

も
し

ば
し

ば
で

あ
っ

た
こ

と
か

ら
、

移
動

用
リ

フ
ト

を
使

わ
な

く
な

っ
て

し
ま

っ
た

と
の

こ
と

。
そ

の
方

は
、

ベ
ー

ス
・

キ
ャ

ス
タ

ー
の

高
さ

を
簡

単
且

つ
自

由
に

調
整

で
き

る
製

品
が

あ
れ

ば
い

い
の

に
、

と
言

わ
れ

て
い

ま
し

た
。

（
ベ

ッ
ド

の
高

さ
を

簡
単

に
調

節
で

き
る

も
の

が
あ

る
の

は
知

っ
て

い
ま

す
が

、
施

設
す

べ
て

の
ベ

ッ
ド

を
そ

の
よ

う
な

高
機

能
な

ベ
ッ

ド
に

す
る

こ
と

は
非

現
実

的
だ

し
…

と
も

言
わ

れ

て
い

ま
し

た
）

 

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
1

9
 

H
2

2
 

意
見

－
 

不
明

 
－

 
 

 
私

は
、

自
身

も
車

椅
子

に
乗

る
１

級
の

重
度

障
害

者
で

す
。

う
ち

は
現

在
、

生
活

介
護

施
設

を

運
営

し
、

知
的

、
精

神
、

身
体

と
様

々
な

障
害

を
か

か
え

る
人

達
が

通
っ

て
い

ま
す

。
比

較
的

重
度

の
障

害
を

も
つ

人
が

多
い

の
で

、
生

活
の

い
ろ

ん
な

場
面

で
福

祉
用

具
も

活
用

さ
れ

て
い

ま
す

。
福

祉
用

具
は

も
ち

ろ
ん

自
費

で
も

購
入

で
き

ま
す

が
、

た
い

て
い

の
場

合
、

そ
れ

ぞ
れ

の
地

域
で

判
定

を
受

け
公

費
で

の
給

付
と

な
り

ま
す

。
こ

れ
ま

で
に

数
え

切
れ

な
い

ほ
ど

に
判

定
の

現
場

に
立

ち
会

い
ま

し
た

が
、

い
つ

も
判

定
の

仕
方

に
疑

問
を

感
じ

て
し

ま
い

ま
す

。
本

来
、

そ
の

人
の

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
が

最
大

限
尊

重
さ

れ
、

そ
う

し
た

自
分

な
り

の
ス

タ
イ

ル
を

維
持

し
支

え
る

も
の

の
一

つ
と

し
て

福
祉

用
具

の
活

用
が

有
る

べ
き

な
の

に
、

現
状

は
判

定
医

の
医

学
的

所
見

に
重

き
が

置
か

れ
る

傾
向

が
多

々
あ

り
ま

す
。

判
定

医
は

い
ち

い
ち

生
活

状
況

や
個

々
の

生
き

方
は

把
握

し
て

お
ら

ず
、

仕
方

な
い

面
は

あ
り

ま
す

が
、

こ
ち

ら
が

必
要

性
を

主
張

し
て

も
判

定
医

の
プ

ラ
イ

ド
を

傷
つ

け
た

ご
と

く
受

け
取

ら
れ

、
頑

な
に

こ
ち

ら
の

意
見

を
退

け
ら

れ
る

こ
と

も
何

度
も

あ
り

ま
し

た
。

例
え

ば
、

座
位

保
持

の
や

り
取

り
で

、
室

内
の

真
っ

平
ら

な
所

で
体

の
ず

れ
や

姿
勢

の
崩

れ
が

一
定

起
き

な
く

て
も

、
外

出
等

で
普

通
の

道
を

歩
け

ば
路

面
振

動
等

で
す

ぐ
に

体
が

ず
れ

た
り

姿
勢

が
崩

れ
て

し
ま

う
ケ

ー
ス

が
あ

り
ま

し

た
。

こ
ち

ら
は

当
然

こ
の

状
況

を
説

明
し

、
車

椅
子

に
何

ら
か

の
座

位
保

持
の

工
夫

が
い

る
と

主
張

し
ま

し
た

が
、

判
定

医
は

そ
の

場
所

で
一

定
時

間
座

位
保

持
が

で
き

る
か

を
確

認
し

た
だ

け
で

、
こ

ち
ら

が
抗

議
す

る
と

、
判

定
場

所
の

外
の

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
所

を
少

し
回

ら
せ

た
だ

け
で

姿
勢

変
化

は
な

い
と

判
定

さ
れ

、
こ

の
時

は
こ

ち
ら

の
主

張
は

認
め

て
も

ら
え

ま
せ

ん
で

し
た

。
ま

た
、

室
内

で
は

自
力

移
動

が
可

能
で

も
外

出
時

は
介

護
が

必
要

な
ケ

ー
ス

で
も

、
一

応
自

力
移

動
可

能
と

し
て

介
護

対
応

型
の

車
椅

子
が

認
め

ら
れ

な
い

ケ
ー

ス
も

あ
り

ま
し

た
。

ず
っ

と
判

定
時

の
疑

問
を

書
い

て
き

ま
し

た
が

、
福

祉
用

具
の

公
費

利
用

に
よ

る
更

新
可

能
耐

用
年

数
が

設
定

設
定

に
も

疑
問

が
あ

り
ま

す
。

も
ち

ろ
ん

公
費

に
よ

る
支

給
の

場
合

、
無

限
大

に
認

め
る

わ
け

に
は

い
き

ま
せ

ん
。

し
か

し
な

が
ら

、
個

々
の

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
に

よ
っ

て
は

要
望

外
 

180



  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

福
祉

用
具

の
消

耗
の

度
合

い
も

大
き

く
こ

と
な

り
ま

す
。

以
前

、
お

風
呂

で
使

う
バ

ス
チ

ェ
ア

が
壊

れ
業

者
か

ら
も

修
理

不
能

と
い

う
ケ

ー
ス

が
あ

り
ま

し
た

。
ま

だ
更

新
に

は
２

年
ほ

ど
あ

り
ま

し
た

が
、

生
活

の
必

需
品

な
の

で
役

所
に

申
請

に
行

き
ま

し
た

。
と

こ
ろ

が
何

度
か

の
申

請
に

も
か

か
わ

ら
ず

認
め

て
も

ら
え

ま
せ

ん
で

し
た

。
車

椅
子

の
更

新
申

請
で

は
同

じ
よ

う
な

ケ
ー

ス
は

多
々

あ
り

ま
し

た
。

い
つ

も
思

う
こ

と
で

す
が

、
障

害
者

の
大

部
分

は
贅

沢
で

福
祉

用
具

を
求

め
て

い
る

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

ど
ん

な
便

利
な

用
具

が
開

発
さ

れ
て

も
、

そ
れ

が
必

要
な

人
の

所
に

届
か

な
け

れ
ば

意
味

が
あ

り
ま

せ
ん

。
障

害
者

が
地

域
社

会
の

中
で

よ
り

豊
か

な
生

活
が

送
れ

る
よ

う
、

開
発

の
み

な
ら

ず
、

必
要

な
物

が
必

要
な

人
に

行
き

渡
る

よ
う

、

当
事

者
の

視
点

に
立

っ
た

開
発

や
給

付
の

シ
ス

テ
ム

作
り

が
必

要
だ

と
考

え
ま

す
。

 

2
2

0
 

H
2

2
 

意
見

－
 

不
明

 
－

 
 

 
現

在
、

就
労

支
援

花
く

じ
ら

で
ヘ

ル
パ

ー
取

得
の

た
め

に
頑

張
っ

て
ま

す
。

こ
の

福
祉

用
具

ニ

ー
ズ

情
報

の
ご

意
見

を
利

用
し

て
問

題
解

決
な

ど
を

 

現
物

の
車

椅
子

、
福

祉
用

具
の

パ
ン

フ
レ

ッ
ト

を
活

用
し

て
よ

り
高

度
な

解
決

方
法

を
教

え
て

も
ら

っ
て

ま
す

。
ヘ

ル
パ

ー
取

得
に

目
指

す
自

分
に

 

と
っ

て
福

祉
用

具
の

勉
強

は
絶

対
必

要
と

思
い

ま
し

た
。

今
後

も
、

ニ
ー

ズ
情

報
を

利
用

し
て

勉
強

し
て

行
き

た
い

で
す

。
特

に
、

車
椅

子
の

段
差

問
題

解
決

は
人

に
教

え
て

あ
げ

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
今

後
も

覚
え

た
こ

と
を

報
告

し
ま

す
。

 

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
2

1
 

H
2

2
 

意
見

－
 

行
政

 
－

 
 

 
自

衛
隊

で
公

務
災

害
の

担
当

を
し

て
い

ま
す

。
 

あ
る

隊
員

が
、

5
年

前
に

人
差

し
指

の
第

2
関

節
か

ら
指

を
切

断
し

、
福

祉
事

業
と

し
て

補
装

具
の

申
請

を
し

た
い

と
い

う
こ

と
で

し
た

。
た

だ
し

、
そ

の
隊

員
は

昨
年

に
転

属
し

て
き

て
、

か
つ

、
初

め
て

申
請

す
る

と
い

う
も

の
で

し
た

。
以

前
は

2
0

万
円

ほ
ど

の
義

指
を

自
腹

で
購

入
し

て
い

ま
し

た
。

そ
の

た
め

、
今

回
も

同
等

の
も

の
を

申
請

し
、

支
給

を
受

け
た

い
と

い
う

も
の

で
し

た
。

私
も

、
公

務
災

害
の

担
当

に
な

っ
て

日
も

浅
い

た
め

、
義

指
の

平
均

的
な

価
格

も
わ

か
ら

ず
、

ま
た

、
厚

生
労

働
省

で
定

め
ら

れ
て

い
る

価
格

が
あ

ま
り

に
も

安
い

た
め

、
基

準
額

で
補

装
具

の
支

給
が

可
能

か
を

知
り

た
く

、
ま

た
、

こ
の

サ
イ

ト
に

載
っ

て
い

る
製

作
所

な
ら

基
準

額
に

沿
っ

た
義

指
を

作
っ

て
い

た
だ

け
る

の
か

。
教

え
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

要
望

外
 

2
2

2
 

H
2

2
 

意
見

－
 

福
祉

専
門

職
 

－
 

 
 

現
在

 
私

の
担

当
ケ

ー
ス

で
両

足
の

切
断

の
女

性
6

7
歳

の
方

が
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
が

、
※

※
※

（
車

い
す

）
を

レ
ン

タ
ル

中
で

す
。

週
に

3
回

透
析

も
し

て
い

ら
っ

し
ゃ

い
ま

す
が

、
車

で
の

送
迎

時
、

ワ
イ

ヤ
ー

固
定

し
て

い
ま

し
た

が
、

車
い

す
ご

と
送

迎
車

の
中

で
後

ろ
へ

転
倒

、

ガ
ラ

ス
に

後
頭

部
を

打
ち

ま
し

た
。

お
お

ご
と

に
な

ら
ず

に
す

み
ま

し
た

が
、

足
が

な
い

た
め

踏
ん

張
り

も
き

か
な

い
こ

と
、

視
力

も
障

害
が

あ
り

、
危

険
に

備
え

る
こ

と
が

で
き

な
い

こ
と

で
こ

れ
か

ら
の

生
活

が
心

配
で

す
。

車
の

中
だ

け
で

な
く

自
宅

の
中

で
も

車
い

す
ご

と
転

倒
し

て
い

ま
す

。
非

常
に

安
定

が
悪

く
軽

い
力

が
加

わ
っ

た
だ

け
で

の
転

倒
が

考
え

ら
れ

る
状

況
で

す
。

自
宅

内
の

ト
イ

レ
入

口
が

狭
く

誘
導

の
た

め
に

ス
リ

ム
の

当
該

車
い

す
で

な
い

と
誘

導
が

難
し

い
こ

と
と

移
乗

の
際

の
こ

と
も

考
え

フ
ッ

ト
レ

ス
ト

が
取

れ
る

タ
イ

プ
の

も
の

が
よ

い

で
す

。
狭

い
所

で
ブ

レ
ー

キ
に

も
手

が
届

か
な

い
た

め
ご

自
分

で
工

夫
さ

れ
バ

ー
を

伸
ば

し
て

利
用

し
て

い
ま

す
。

介
護

保
険

で
対

応
し

て
い

た
だ

け
る

レ
ン

タ
ル

の
品

を
お

し
え

て
い

た
だ

け
な

い
で

し
ょ

う
か

？
  

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
2

7
 

H
2

2
 

意
見

－
 

利
用

者
 

－
 

 
 

私
は

現
在

、
両

下
肢

機
能

障
害

と
体

感
障

害
で

手
帳

１
級

を
受

け
て

お
り

、
車

椅
子

使
用

し
て

い
る

の
で

す
が

、
屋

外
で

の
ち

ょ
っ

と
し

た
段

差
で

の
振

動
が

と
て

も
辛

く
感

じ
ま

す
。

キ
ャ

ス
タ

ー
サ

ス
ペ

ン
シ

ョ
ン

な
ど

支
給

の
対

象
に

な
ら

な
い

の
で

す
か

？
ま

た
、

車
椅

子
の

重
さ

を
も

う
少

し
軽

く
な

る
素

材
を

使
っ

て
頂

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
一

人
で

出
掛

け
る

際
に

車
に

載
せ

る
際

に
載

せ
る

作
業

が
大

変
で

す
。

車
椅

子
の

支
給

額
に

関
し

て
障

害
を

持
っ

て
車

椅
子

を
買

う
人

た
ち

は
足

の
変

わ
り

に
車

椅
子

を
使

う
の

で
す

か
ら

、
も

っ
と

高
性

能
な

車
椅

子
を

支
給

す
る

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

。
高

い
車

椅
子

は
負

担
額

を
超

え
て

し
ま

っ
た

分
は

自
己

負
担

な
の

で
解

消
し

て
欲

し
い

で
す

。
 

要
望

外
 

2
5

5
 

H
2

2
 

意
見

－
 

利
用

者
 

－
 

 
 

私
は

車
椅

子
ユ

ー
ザ

ー
な

の
で

す
が

、
一

人
で

車
に

載
せ

る
際

タ
イ

ヤ
が

外
せ

る
タ

イ
プ

の
車

椅
子

を
支

給
対

象
に

し
て

欲
し

い
。

雨
の

時
で

も
地

面
に

座
っ

て
積

み
込

ま
な

い
と

乗
せ

ら
れ

な
い

の
で

以
上

に
困

難
な

作
業

に
な

っ
て

い
ま

す
。

  

要
望

外
 

2
5

6
 

H
2

2
 

意
見

－
 

福
祉

専
門

職
 

－
 

 
 

高
齢

者
施

設
職

員
の

会
御

福
祉

士
で

す
。

 

車
椅

子
の

ア
ー

ム
レ

ス
ト

に
つ

い
て

意
見

で
す

が
、

ア
ー

ム
レ

ス
ト

が
食

事
テ

ー
ブ

ル
と

ぶ
つ

か
り

、
充

分
テ

ー
ブ

ル
に

近
づ

い
て

食
事

す
る

こ
と

が
困

難
で

す
。

 

利
用

者
の

体
格

に
よ

っ
て

は
、

お
膳

が
非

常
に

遠
く

な
っ

て
し

ま
う

こ
と

も
あ

り
ま

す
。

 

車
椅

子
に

よ
っ

て
は

、
肘

掛
が

テ
ー

ブ
ル

の
下

に
入

る
タ

イ
プ

の
も

の
も

存
在

す
る

よ
う

で
す

が
、

そ
れ

を
標

準
規

格
化

（
義

務
化

と
は

い
か

な
い

ま
で

も
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
化

）
す

る
べ

き
だ

と
思

う
の

で
す

が
、

ご
検

討
下

さ
い

。
  

要
望

外
 

2
5

7
 

H
2

2
 

意
見

－
 

開
発

メ
ー

カ
 

－
 

 
 

1
0

/
2

8
の

利
用

者
の

書
き

込
み

で
「

捜
し

物
発

見
器

ハ
ー

イ
こ

こ
で

す
よ

」
と

い
う

問
い

合

わ
せ

が
あ

り
ま

し
た

が
、

弊
社

が
現

在
開

発
し

て
い

る
「

捜
し

物
メ

ロ
デ

ィ
ー

コ
ー

ル
捜

せ
る

ん
で

す
！

」
で

問
題

が
解

決
出

来
る

と
思

い
ま

す
。

自
立

を
支

援
す

る
商

品
で

す
。

現
在

試
作

品
で

す
が

、
デ

モ
が

可
能

で
す

。
参

考
U

R
L

「
h

tt
p
:/

/
w

w
w

.n
e
w

.m
e
g
a
-
tr

e
n

d
-
s
a
le

s
.c

o
m

/
」

是
非

、
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
で

確
認

し

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

て
頂

き
、

お
問

い
合

わ
せ

く
だ

さ
い

。
お

役
に

立
て

る
と

思
い

ま
す

。
以

上
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

  

2
5

8
 

H
2

2
 

意
見

－
 

福
祉

専
門

職
 

－
 

 
 

お
風

呂
で

使
う

為
の

リ
フ

ト
に

つ
い

て
質

問
で

す
。

現
在

、
担

当
し

て
い

る
、

利
用

者
さ

ん
で

、

糖
尿

病
か

ら
左

足
膝

下
か

ら
切

断
、

今
回

入
院

さ
れ

右
足

膝
上

か
ら

切
断

さ
れ

て
い

ま
す

。
２

号
被

保
険

者
の

た
め

、
高

齢
者

の
多

い
、

通
所

系
サ

ー
ビ

ス
や

訪
問

入
浴

な
ど

の
サ

ー
ビ

ス
は

希
望

さ
れ

て
お

り
ま

せ
ん

。
自

宅
の

浴
室

は
ユ

ニ
ッ

ト
型

の
浴

室
で

す
。

レ
ン

タ
ル

対
応

の
バ

ス
リ

フ
ト

は
対

象
に

な
る

も
の

が
、

２
種

類
ぐ

ら
い

し
か

あ
り

ま
せ

ん
（

Ｔ
Ｏ

Ｔ
Ｏ

製
バ

ス
リ

フ
ト

、
ア

ク
シ

ョ
ン

ジ
ャ

パ
ン

製
ラ

ク
ヨ

ク
ー

ン
な

ど
）

レ
ン

タ
ル

対
応

の
も

の
で

浴
室

用
リ

フ
ト

が
あ

れ
ば

、
教

え
て

く
だ

さ
い

。
  

要
望

外
 

2
5

9
 

H
2

2
 

意
見

－
 

不
明

 
－

 
 

 
意

見
/
要

望
 

で
は

な
く

、
情

報
提

供
を

お
願

い
し

た
く

メ
ー

ル
を

致
し

ま
し

た
。

 

見
当

違
い

で
あ

れ
ば

申
し

訳
あ

り
ま

せ
ん

。
 

現
在

、
福

祉
と

は
全

く
関

係
の

な
い

業
態

に
就

業
し

て
お

り
ま

す
が

 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

で
福

祉
に

関
連

す
る

活
動

を
行

い
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

 

以
下

の
情

報
を

お
持

ち
の

方
が

い
ら

っ
し

ゃ
れ

ば
、

提
示

で
き

る
範

囲
で

結
構

で
す

の
で

 

教
え

て
頂

き
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

※
社

会
福

祉
協

議
会

/
メ

ー
カ

ー
へ

の
問

い
合

わ
せ

で
も

情
報

が
入

手
で

き
ず

に
困

っ
て

お
り

ま
す

。
 

①
：

福
祉

機
器

に
関

わ
る

開
発

/
改

善
等

の
検

討
を

行
っ

て
い

る
団

体
/
組

織
で

 

 
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
様

な
形

で
携

わ
れ

る
所

を
ご

存
知

で
し

ょ
う

か
？

 

 
 

 
※

福
祉

車
両

/
電

動
車

い
す

/
介

護
ロ

ボ
ッ

ト
・

・
・

等
 

②
：

福
祉

に
関

す
る

ビ
ジ

ネ
ス

（
事

業
）

を
検

討
し

て
い

る
団

体
/
組

織
で

 

 
 

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

の
様

な
形

で
携

わ
れ

る
所

を
ご

存
知

で
し

ょ
う

か
？

 

参
考

：
私

は
、

神
奈

川
県

在
住

で
電

気
回

路
設

計
/
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

等
の

 

 
 

 
業

務
経

験
が

有
り

ま
す

。
 

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

以
上

、
よ

ろ
し

く
お

願
い

致
し

ま
す

。
  

2
6

0
 

H
2

2
 

意
見

－
 

不
明

 
－

 
 

 
精

神
障

害
者

の
シ

ン
ボ

ル
マ

ー
ク

が
あ

り
ま

せ
ん

。
 

通
院

で
電

車
に

乗
っ

た
り

し
て

も
、

一
見

健
常

者
に

み
え

て
優

先
座

席
に

座
る

と
変

な
目

で
み

ら
れ

ま
す

。
マ

タ
ニ

テ
ィ

ー
マ

ー
ク

み
た

い
に

か
ば

ん
に

付
け

ら
れ

る
程

度
の

大
き

さ
の

シ
ン

ボ
ル

マ
ー

ク
が

ほ
し

い
で

す
。

作
っ

て
く

だ
さ

い
。

お
願

い
し

ま
す

。
切

実
で

す
。

  

要
望

外
 

2
6

1
 

H
2

2
 

意
見

－
 

福
祉

専
門

職
 

－
 

 
 

私
の

娘
は

東
京

都
板

橋
区

の
総

合
療

育
セ

ン
タ

ー
に

沼
津

市
か

ら
月

に
一

回
リ

ハ
ビ

リ
や

ボ

ト
ッ

ク
ス

注
射

に
通

っ
て

い
ま

す
 

O
T

の
野

口
先

生
に

鴨
下

先
生

の
こ

と
を

伺
っ

て
メ

ー
ル

を
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

 
私

は
障

害
児

の
自

立
や

社
会

参
加

を
支

援
す

る
居

宅
介

護
事

業

所
を

N
P

O
で

運
営

し
て

い
ま

す
が

沼
津

市
の

住
み

伊
豆

医
療

セ
ン

タ
ー

で
O

T
,P

T
の

訓
練

を
受

け
て

い
る

お
子

さ
ん

た
ち

が
な

か
な

か
自

分
の

体
に

合
っ

た
車

い
す

を
作

れ
な

い
こ

と

に
疑

問
を

持
っ

た
こ

と
が

き
っ

か
け

で
２

/
１

９
日

(土
)に

沼
津

市
の

千
本

プ
ラ

ザ
で

「
福

祉
機

器
展

IN
沼

津
」

を
小

さ
く

開
催

し
ま

す
 

小
さ

い
会

で
す

が
自

力
歩

行
補

助
ロ

ボ
ッ

ト
ス

ー

ツ
(大

和
ハ

ウ
ス

東
京

）
や

ロ
ボ

ッ
ト

ア
ー

ム
（

松
本

吉
夫

博
士

）
の

ご
参

加
も

得
ら

れ
あ

き
ら

め
な

く
て

も
良

い
ん

だ
！

希
望

を
捨

て
な

い
！

と
も

っ
て

い
た

だ
け

る
様

な
会

に
な

り
そ

う

で
す

 
つ

き
ま

し
て

は
ぜ

ひ
ぜ

ひ
鴨

下
先

生
に

お
願

い
又

は
ご

相
談

し
た

い
こ

と
が

あ
り

ま

す
 

唐
突

で
申

し
訳

ご
ざ

い
ま

せ
ん

が
ご

連
絡

さ
せ

て
い

た
だ

い
て

も
よ

ろ
し

い
で

し
ょ

う

か
？

  

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
6

2
 

H
2

2
 

意
見

－
 

利
用

者
 

－
 

 
 

片
手

で
使

用
で

き
る

歩
行

訓
練

機
器

の
開

発
。

私
は

福
祉

機
器

の
特

許
を

取
得

し
よ

う
と

思
っ

て
お

り
ま

す
。

ア
イ

デ
ア

に
つ

い
て

は
持

っ
て

い
る

の
で

、
協

力
し

て
く

だ
さ

る
メ

ー
カ

ー
様

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
ま

だ
、

試
作

段
階

で
す

が
、

デ
モ

が
で

き
ま

す
。

伊
豆

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

５
年

間
入

所
し

て
お

り
ま

し
た

が
、

そ
こ

で
は

、
腕

の
リ

ハ
ビ

リ
機

器
は

あ
り

ま
し

た
が

、
脚

の
リ

ハ
ビ

リ
機

器
が

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
そ

の
た

め
、

片
手

で
使

え
る

脚
用

の
リ

ハ
ビ

リ
機

器
を

作
り

た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

よ
ろ

し
け

れ
ば

、
ご

連
絡

い
た

だ
け

な
い

で
し

ょ
う

か
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

要
望

外
 

2
6

3
 

H
2

2
 

意
見

－
 

利
用

者
 

－
 

 
 

お
風

呂
で

片
手

で
洗

体
で

き
る

用
具

の
開

発
私

は
福

祉
機

器
の

特
許

を
取

得
し

よ
う

と
思

っ

て
お

り
ま

す
。

ア
イ

デ
ア

に
つ

い
て

は
持

っ
て

い
る

の
で

、
協

力
し

て
い

た
だ

け
る

メ
ー

カ
ー

様
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

片
手

で
体

を
洗

う
こ

と
の

で
き

る
用

具
が

あ
る

と
大

変
助

か
り

ま

す
。

素
材

は
ナ

イ
ロ

ン
で

伸
縮

性
が

あ
る

た
め

、
脚

ま
で

洗
え

ま
す

。
形

状
は

輪
に

な
っ

て
い

る
の

で
、

片
手

で
も

背
中

や
脇

な
ど

が
洗

え
ま

す
。

ま
だ

ア
イ

デ
ア

の
段

階
な

の
で

、
一

緒
に

開
発

し
て

く
だ

さ
い

る
メ

ー
カ

ー
様

が
い

れ
ば

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま

す
。

 

要
望

外
 

2
6

4
 

H
2

2
 

募
集

－
 

そ
の

他
：

研
究

機

関
  

重
度

の
障

害
を

持
つ

子
供

た
ち

の
電

動
移

動
機

器
 

肢
体

障
害

 
び

わ
こ

学
園

の
Ｐ

Ｔ
の

高
塩

純
一

さ
ん

と
い

う
方

が
，

重
度

の
障

害
を

持
つ

子
供

た
ち

に
対

し

て
の

電
動

移
動

機
器

の
研

究
開

発
を

行
っ

て
い

ま
す

．
大

き
な

ボ
タ

ン
で

動
く

シ
ン

プ
ル

な
電

動
の

全
方

向
移

動
車

い
す

で
す

．
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.b
lo

g
.c

rn
.o

r.
jp

/
re

p
o
rt

/
0

7
/
1

3
.h

tm
l 

移
動

経
験

を
お

こ
な

う
こ

と
は

，
認

知
・

社
会

面
の

発
達

に
も

影
響

を
及

ぼ
す

の
で

，
早

期
の

段
階

か
ら

移
動

を
支

援
す

る
こ

と
が

重
要

，
と

別
の

リ
ハ

ビ
リ

の
お

医
者

さ
ん

か
ら

も
伺

っ
て

い
た

の
で

す
が

，
ま

さ
に

そ
の

よ
う

な
取

り
組

み
を

さ
れ

て
い

ま
す

．
先

日
見

学
さ

せ
て

頂
い

た
と

こ
ろ

，
こ

れ
ま

で
意

思
表

示
を

で
き

る
と

思
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
重

度
障

害
を

持
つ

お
子

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

さ
ん

が
，

１
時

間
車

い
す

に
搭

乗
し

て
試

行
錯

誤
し

て
い

る
間

に
あ

る
人

（
Ｐ

Ｔ
の

女
性

）
に

近
づ

こ
う

と
し

て
い

る
の

が
分

か
っ

て
，

ご
両

親
が

感
激

さ
れ

て
い

ま
し

た
．
「

電
動

車
い

す
」

に
な

る
の

か
「

重
度

障
害

者
用

意
思

伝
達

装
置

」
な

の
か

分
か

り
ま

せ
ん

が
，

こ
の

よ
う

な
技

術
の

完
成

度
（

安
全

性
な

ど
）

が
高

ま
り

，
（

現
状

は
非

常
に

高
価

の
よ

う
で

す
が

）
安

価
に

家
庭

で
使

え
る

よ
う

に
な

り
広

ま
る

と
，

重
度

の
障

害
を

持
つ

お
子

さ
ん

た
ち

の
生

活
や

人
生

が
変

わ
る

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
た

の
で

す
が

，
世

の
中

で
ど

の
程

度
の

ニ
ー

ズ
が

あ
る

の

か
，

い
く

ら
で

出
来

れ
ば

い
い

か
，

皆
様

の
ご

意
見

を
伺

い
た

い
と

思
い

ま
す

．
 

2
6

5
 

H
2

2
 

掲
フ

－
 

利
用

者
 

祖
母

の
紙

お
む

つ
 

 
 

福
岡

県
に

住
む

専
業

主
婦

(5
9

歳
)で

す
。

 

知
り

合
い

の
施

設
関

係
者

か
ら

こ
の

サ
イ

ト
の

こ
と

を
聞

き
、

投
稿

し
ま

し
た

。
現

在
、

祖
母

(8
0

歳
)は

紙
お

む
つ

を
し

て
い

る
の

で
す

が
、
そ

の
デ

ザ
イ

ン
や

自
身

の
プ

ラ
イ

ド
か

ら
紙

お

む
つ

を
身

に
つ

け
た

く
な

い
と

い
つ

も
訴

え
ま

す
。

た
だ

、
お

む
つ

を
し

な
い

と
大

変
な

こ
と

に
な

る
た

め
、

家
族

と
し

て
も

悩
ん

で
い

ま
す

。
※

祖
母

は
外

出
時

の
み

電
動

車
い

す
を

使
っ

て
い

ま
す

が
比

較
的

健
康

で
す

。
良

い
デ

ザ
イ

ン
の

紙
お

む
つ

を
探

し
て

い
け

ば
い

い
の

か

（
そ

の
よ

う
な

紙
お

む
つ

が
あ

る
か

も
わ

か
り

ま
せ

ん
が

…
）

、
祖

母
に

納
得

し
て

も
ら

え
る

よ
う

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
を

続
け

て
い

け
ば

良
い

の
か

（
そ

の
場

合
、

ど
の

よ
う

な
話

を
し

て
い

け
ば

良
い

の
か

）
も

わ
か

り
ま

せ
ん

。
こ

こ
の

ト
ピ

ッ
ク

に
書

き
込

ん
で

よ
い

の
か

わ
か

り
ま

せ
ん

で
し

た
が

、
よ

ろ
し

け
れ

ば
ア

ド
バ

イ
ス

な
ど

を
頂

け
な

い
で

し
ょ

う
か

。
 

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
6

6
 

H
2

2
 

掲
フ

－
 

行
政

 
地

デ
ジ

対
応

ラ
ジ

オ
（

音
声

ガ

イ
ド

付
き

な
ど

）
・

チ
ュ

ー
ナ

ー
に

つ
い

て
 

 
 

地
デ

ジ
対

応
ラ

ジ
オ

が
話

題
に

で
て

お
り

ま
す

が
、

す
で

に
名

刺
サ

イ
ズ

の
商

品
で

下
記

の
も

の
が

あ
り

ま
す

。
 

ソ
ニ

ー
 

ワ
ン

セ
グ

対
応

F
M

ス
テ

レ
オ

／
A

M
ラ

ジ
オ

 
X

D
V

-
G

2
0

0
 

W
E

B
検

索
で

調
べ

る
と

現
時

点
（

2
0

1
0

/
0

3
/
2

3
）

で
最

安
値

1
6

9
8

0
円

で
す

。
 

い
ず

れ
に

せ
よ

、
携

帯
ラ

ジ
オ

の
よ

う
に

持
ち

運
び

し
た

い
と

な
る

と
、

ワ
ン

セ
グ

が
映

る
場

所
で

な
い

と
利

用
で

き
ま

せ
ん

。
家

庭
に

お
い

て
通

常
T

V
は

、
ア

ン
テ

ナ
と

接
続

さ
れ

て
い

る
か

、
ケ

ー
ブ

ル
T

V
に

よ
り

地
上

デ
ジ

タ
ル

放
送

を
受

信
し

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
 

上
記

の
機

種
を

お
使

い
の

方
や

、
携

帯
電

話
を

地
デ

ジ
対

応
ラ

ジ
オ

の
よ

う
に

お
使

い
の

方
、

ま
た

上
記

で
は

不
足

と
思

わ
れ

る
方

は
、

感
想

や
ア

ド
バ

イ
ス

、
コ

メ
ン

ト
な

ど
い

た
だ

け
る

と
幸

い
で

す
。

 

な
お

、
パ

ソ
コ

ン
を

お
持

ち
の

方
で

あ
れ

ば
、

1
5

0
0

0
円

位
で

、
パ

ソ
コ

ン
に

接
続

し
ワ

ン

セ
グ

が
入

る
よ

う
に

す
る

機
器

が
販

売
さ

れ
て

い
ま

す
。

 

要
望

外
 

2
6

7
 

H
2

2
 

掲
フ

－
 

流
通

メ
ー

カ
 

手
す

り
に

つ
い

て
 

 
 

※
※

※
の

高
さ

調
整

で
す

が
、

現
在

、
7

0
0

ｍ
ｍ

・
7

5
0

ｍ
ｍ

・
8

0
0

ｍ
ｍ

の
3

段
階

し
か

調
整

出
来

な
い

の
で

不
便

で
す

。
せ

め
て

2
0

ｍ
ｍ

刻
み

で
調

整
が

出
来

る
様

に
し

て
欲

し
い

も
の

で
す

。
穴

は
縦

に
穴

が
開

け
れ

な
い

の
な

ら
ば

、
ザ

グ
ザ

グ
に

穴
を

開
け

れ
ば

強
度

維
持

出
来

る
と

思
う

の
で

す
が

・
・

・
 

要
望

外
 

2
6

8
 

H
2

2
 

掲
フ

－
 

流
通

メ
ー

カ
 

特
殊

寝
台

の
オ

プ
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

 

 
 

現
場

で
ベ

ッ
ド

を
選

定
す

る
際

に
思

う
事

で
す

が
、

男
性

で
身

長
の

高
い

方
が

何
人

か
お

見
え

で
す

。
※

※
※

で
延

長
す

る
為

の
オ

プ
シ

ョ
ン

が
出

た
事

は
と

て
も

嬉
し

い
の

で
す

が
、

マ
ッ

ト
レ

ス
の

延
長

が
※

※
※

し
か

な
い

の
は

福
祉

用
具

の
選

定
の

幅
が

無
く

、
何

と
か

し
て

欲
し

い
も

の
で

す
。

せ
め

て
※

※
※

の
※

※
※

や
※

※
※

、
※

※
※

の
※

※
※

に
延

長
機

能
が

あ
れ

ば
嬉

し
い

の
で

す
が

・
・

・
ど

う
で

し
ょ

う
？

 

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
6

9
 

H
2

2
 

掲
フ

－
 

流
通

メ
ー

カ
 

特
殊

寝
台

の
介

助
バ

ー
と

サ
イ

ド
レ

ー
ル

の
組

み
合

わ
せ

に
つ

い
て

 

 
 

ス
イ

ン
グ

ア
ウ

ト
介

助
バ

ー
と

サ
イ

ド
レ

ー
ル

※
※

※
又

は
サ

イ
ド

レ
ー

ル
※

※
※

の
組

み

合
わ

せ
の

場
合

、
介

助
バ

ー
と

サ
イ

ド
レ

ー
ル

が
干

渉
し

合
う

の
で

干
渉

し
合

わ
な

い
様

に
鈍

角
（

３
０

度
）

に
て

グ
リ

ッ
プ

部
分

を
固

定
す

る
と

幅
が

９
ｃ

ｍ
開

い
て

し
ま

い
ま

す
。

首
が

挟
ま

れ
易

い
と

思
い

ま
す

が
、

ベ
ッ

ド
メ

ー
カ

ー
さ

ん
側

で
何

と
か

介
助

バ
ー

と
丁

度
良

い
塩

梅
の

サ
イ

ド
レ

ー
ル

を
製

作
し

て
も

ら
え

な
い

も
の

で
し

ょ
う

か
？

（
認

知
症

の
方

に
ベ

ッ
ド

を
導

入
す

る
際

）
（

供
給

事
業

者
の

つ
ぶ

や
き

で
す

）
 

要
望

外
 

2
7

0
 

H
2

2
 

掲
フ

－
 

福
祉

専
門

職
 

９
６

番
さ

ん
へ

 
 

 
高

齢
者

用
の

靴
で

す
が

、
最

近
は

と
っ

て
も

可
愛

い
靴

が
あ

り
ま

す
よ

。
 

私
の

母
に

先
日

購
入

し
た

の
で

す
が

、
黒

地
に

白
の

水
玉

模
様

で
、

甲
の

部
分

は
 

シ
ャ

ー
リ

ン
グ

に
な

っ
て

、
私

が
履

き
た

い
く

ら
い

に
可

愛
い

靴
で

す
。

 

今
、

得
意

顔
で

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

に
履

い
て

い
っ

て
ま

す
。

 

こ
れ

は
、

病
院

の
売

店
に

売
っ

て
い

ま
し

た
。

 

要
望

外
 

2
7

1
 

H
2

2
 

掲
フ

－
 

流
通

メ
ー

カ
 

幼
児

が
遊

ぶ
知

育
玩

具
 

 
 

日
々

ベ
ッ

ド
で

過
ご

す
利

用
者

に
と

っ
て

、
ベ

ッ
ド

上
が

生
活

空
間

す
べ

て
の

感
が

あ
り

ま

す
。

仰
臥

状
態

で
も

上
肢

は
動

か
せ

る
、

物
を

握
る

・
つ

か
む

こ
と

の
で

き
る

利
用

者
は

、
サ

イ
ド

レ
ー

ル
を

握
り

寝
返

り
を

し
た

り
と

、
リ

ハ
ビ

リ
へ

の
意

欲
的

な
行

動
を

さ
れ

て
い

る
姿

を
見

か
け

ま
す

。
 

 
そ

こ
で

、
乳

幼
児

の
使

用
す

る
乳

母
車

や
ベ

ッ
ド

に
セ

ッ
ト

さ
れ

、
幼

児
が

指
な

ど
で

遊
ぶ

知
育

玩
具

を
コ

ン
セ

プ
ト

に
、

介
護

ベ
ッ

ド
や

手
す

り
な

ど
に

セ
ッ

ト
で

き
る

、
安

全
で

、
楽

し
み

と
意

欲
を

促
が

す
ア

ク
セ

サ
リ

ー
的

商
品

の
開

発
に

興
味

を
持

っ
て

き
ま

し
た

。
 

ご
興

味
の

あ
る

方
居

ら
れ

れ
ば

、
情

報
を

交
換

し
た

い
と

思
い

ま
す

。
 

要
望

外
 

2
7

2
 

H
2

2
 

掲
フ

－
 

流
通

メ
ー

カ
 

歩
行

器
の

か
ご

 
 

 
股

関
節

を
骨

折
し

、
且

つ
膝

も
悪

く
足

を
曲

げ
る

の
に

大
変

な
方

で
す

。
日

中
独

居
状

態
で

が

ん
ば

っ
て

み
え

ま
す

が
、

宅
急

便
の

対
応

や
、

新
聞

代
の

集
金

等
、

何
か

し
ら

玄
関

ま
で

移
動

す
る

機
会

が
あ

り
ま

す
。

玄
関

先
に

印
鑑

や
現

金
を

準
備

し
て

お
く

の
は

不
安

が
あ

り
、

い
つ

も
身

の
回

り
に

持
ち

歩
い

て
み

え
ま

す
。

現
在

、
レ

ン
タ

ル
で

※
※

※
を

使
用

頂
い

て
お

り
ま

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

す
が

、
バ

ッ
ク

に
都

度
出

し
入

れ
す

る
の

は
大

変
な

様
で

す
。

何
か

良
い

カ
ゴ

み
た

い
な

物
を

知
っ

て
い

る
方

が
み

え
ま

し
た

ら
教

え
頂

け
れ

ば
嬉

し
い

で
す

。
 

2
7

3
 

H
2

2
 

掲
フ

－
 

利
用

者
 

筆
記

用
具

 
 

 
手

が
不

自
由

な
の

で
自

分
ん

で
も

字
が

書
く

こ
と

が
出

来
ま

せ
ん

何
か

よ
い

も
の

は
な

い
の

で
し

ょ
う

か
？

 

要
望

外
 

2
7

4
 

H
2

2
 

掲
フ

－
 

利
用

者
の

家
族

 
排

泄
･
･
ホ

ル
ダ

ー
パ

ン
ツ

を
ご

存
知

で
す

か
？

 

 
 

「
ご

意
見

」
欄

は
ご

当
人

に
し

か
届

か
な

い
の

で
す

ね
。

で
、

改
め

て
。

紙
パ

ン
ツ

を
拒

否
、

あ
る

い
は

３
６

番
の

よ
う

な
ご

意
見

を
お

持
ち

の
方

へ
。

ホ
ル

ダ
ー

パ
ン

ツ
を

ご
存

知
で

す

か
？

紙
の

尿
取

り
パ

ッ
ド

を
固

定
す

る
た

め
の

専
用

の
布

製
の

ア
ウ

タ
ー

が
市

販
さ

れ
て

い

ま
す

。
身

体
に

ぴ
っ

た
り

と
添

い
パ

ッ
ド

が
ず

れ
に

く
く

、
洗

濯
を

し
て

繰
り

返
し

使
え

ま
す

の
で

経
済

的
で

す
し

ゴ
ミ

も
減

り
ま

す
。

夫
は

綿
と

ポ
リ

エ
ス

テ
ル

混
紡

の
伸

縮
性

の
あ

る
ボ

ク
サ

ー
型

の
市

販
の

パ
ン

ツ
も

ホ
ル

ダ
ー

パ
ン

ツ
の

代
用

と
し

て
使

っ
て

い
ま

す
が

こ
れ

は

色
や

柄
も

選
べ

て
お

若
い

人
に

も
良

い
か

も
し

れ
ま

せ
ん

。
夜

用
の

大
型

パ
ッ

ド
に

も
適

応
し

ま
す

。
ブ

リ
ー

フ
型

や
ト

ラ
ン

ク
ス

は
、

ず
れ

た
り

落
ち

た
り

し
や

す
い

の
で

お
勧

め
で

き
ま

せ
ん

。
女

性
も

女
性

用
ホ

ル
ダ

ー
パ

ン
ツ

や
サ

ニ
タ

リ
ー

シ
ョ

ー
ツ

な
ど

で
お

試
し

く
だ

さ

い
。

「
そ

よ
風

」
よ

り
 

要
望

外
 

2
7

5
 

H
2

2
 

掲
フ

－
 

利
用

者
の

家
族

 
体

交
（

体
位

交
換

）
の

工
夫

 
 

 
病

院
な

ど
で

は
看

護
師

さ
ん

や
ヘ

ル
パ

ー
さ

ん
が

二
人

が
か

り
で

頭
部

分
と

足
部

分
を

抱
え

て
体

交
を

し
て

い
ま

す
が

、
自

宅
で

お
一

人
で

介
護

し
て

い
る

方
は

み
な

さ
ん

ど
の

よ
う

に
し

て
い

る
の

で
し

ょ
う

か
？

ベ
ッ

ド
の

高
さ

は
低

い
ほ

う
が

や
り

や
す

い
の

か
？

高
い

ほ
う

が

や
り

や
す

い
の

か
？

体
交

す
る

の
に

、
何

か
補

助
具

な
ど

を
使

っ
て

い
る

の
か

？
私

の
父

は
私

の
母

の
介

護
で

一
人

で
体

変
を

し
て

手
首

や
腕

、
腰

を
痛

く
し

て
し

ま
い

ま
し

た
。

 

要
望

外
 

2
7

6
 

H
2

2
 

掲
フ

－
 

流
通

メ
ー

カ
 

円
背

の
方

の
姿

勢
保

持
に

つ
い

て
 

 
 

円
背

の
方

に
ベ

ッ
ド

上
で

真
っ

直
ぐ

仰
臥

位
に

な
っ

て
頂

く
為

に
何

か
良

い
ア

イ
デ

ア
が

あ

れ
ば

教
え

て
頂

き
た

い
で

す
。

  

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
7

7
 

H
2

2
 

掲
フ

－
 

利
用

者
 

補
装

具
及

び
日

常
用

具
給

付
基

準
に

つ
い

て
 

 
 

視
覚

障
害

２
級

 
家

族
同

居
 

町
の

福
祉

担
当

に
火

報
設

置
の

た
め

補
助

対
象

に
な

ら
な

い
か

相
談

、
そ

の
結

果
、

厚
労

省
の

基
準

で
は

独
居

世
帯

で
か

つ
非

難
が

困
難

な
人

し
か

、
対

象
と

な
ら

な
い

断
ら

れ
ま

し
た

。
こ

ん
な

制
度

で
、

自
立

自
活

の
た

め
の

補
完

に
な

る
の

か
ね

。
余

談
に

な
り

ま
す

が
、

こ
れ

だ
け

書
き

込
む

の
に

、
１

時
間

近
く

か
か

り
ま

し
た

。
 

要
望

外
 

2
7

8
 

H
2

2
 

掲
フ

－
 

福
祉

専
門

職
 

移
乗

介
護

へ
の

取
り

組
み

方
 

 
 

作
業

負
担

を
軽

減
す

る
た

め
の

ボ
デ

ィ
メ

カ
ニ

ク
ス

で
有

益
な

移
乗

機
器

の
※

※
※

が
無

く

な
っ

て
ス

ラ
イ

デ
イ

ン
グ

系
、

シ
ー

ト
系

の
機

器
は

ど
こ

で
購

入
レ

ン
タ

ル
で

き
る

の
で

し
ょ

う
か

？
（

神
奈

川
県

）
 

要
望

外
 

2
7

9
 

H
2

2
 

掲
フ

－
 

福
祉

専
門

職
 

車
い

す
の

規
格

の
統

一
 

 
 

特
養

で
勤

務
し

て
い

ま
す

。
 

現
在

 
２

つ
の

メ
ー

カ
ー

さ
ん

の
チ

ル
ト

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
車

い
す

が
あ

り
ま

す
。

 

そ
の

 
チ

ル
ト

レ
バ

ー
と

 
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

レ
バ

ー
が

 全
く

逆
に

つ
い

て
い

ま
す

。
 

Ａ
社

製
 

右
 
チ

ル
ト

 
 

 
 

 
左

 
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

 

Ｂ
社

製
 

右
 
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

 
左

 
チ

ル
ト

 

い
ず

れ
も

 車
い

す
本

体
に

シ
ー

ル
が

貼
っ

て
あ

り
ま

す
が

、
そ

の
表

記
も

ば
ら

ば
ら

。
 

Ａ
社

製
 

「
背

」
 

「
座

」
 

Ｂ
社

製
 

「
リ

ク
ラ

イ
ニ

ン
グ

」
 

「
テ

ィ
ル

ト
」

 

介
助

時
に

は
目

で
確

認
し

て
操

作
す

る
こ

と
は

当
た

り
前

で
す

が
、

危
な

い
場

面
も

あ
り

ま
し

た
。

リ
ク

ラ
イ

ニ
ン

グ
を

起
こ

す
は

ず
が

 
誤

っ
て

チ
ル

ト
レ

バ
ー

を
握

っ
て

し
ま

い
、

あ
わ

や
転

落
寸

前
。

も
ち

ろ
ん

 
操

作
に

携
わ

る
職

員
に

は
「

目
で

確
認

す
る

こ
と

」
と

再
周

知
し

た
こ

と
は

当
然

で
す

。
そ

こ
は

わ
か

っ
て

い
ま

す
。

が
、

そ
れ

だ
け

と
は

思
え

な
い

の
で

す
。

レ
バ

ー
の

位
置

設
定

や
表

記
が

統
一

さ
れ

て
い

た
ら

…
と

。
正

直
 
現

場
は

め
ま

ぐ
る

し
い

忙

し
さ

で
す

し
、

職
員

も
さ

ま
ざ

ま
で

す
。

言
い

訳
か

も
し

れ
な

い
で

す
が

、
限

界
も

あ
り

ま
す

。

自
動

車
だ

っ
た

ら
そ

ん
な

こ
と

は
あ

り
ま

せ
ん

。
ア

ク
セ

ル
・

ブ
レ

ー
キ

・
ク

ラ
ッ

チ
の

順
番

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

も
ウ

ィ
ン

カ
ー

や
ワ

イ
パ

ー
の

レ
バ

ー
の

左
右

も
メ

ー
カ

ー
に

よ
っ

て
バ

ラ
バ

ラ
な

ん
て

こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
よ

ね
。

ユ
ニ

バ
ー

サ
ル

デ
ザ

イ
ン

 
ま

で
は

い
か

な
く

て
も

、
少

な
く

と
も

 

介
護

す
る

立
場

の
人

が
迷

わ
ず

に
使

え
る

よ
う

な
基

準
が

必
要

な
時

な
の

で
は

な
い

で
し

ょ

う
か

。
技

術
が

進
歩

し
て

 す
ば

ら
し

い
と

は
思

い
ま

す
が

、
さ

ら
に

 あ
ら

ゆ
る

ユ
ー

ザ
ー

が

使
い

や
す

い
基

準
や

ガ
イ

ド
ラ

イ
ン

を
検

討
・

作
る

こ
と

も
、

業
界

の
責

任
で

は
な

い
で

し
ょ

う
か

。
み

な
さ

ん
 
ど

の
よ

う
に

思
わ

れ
ま

す
か

？
 

2
8

0
 

H
2

2
 

掲
フ

－
 

そ
の

他
 

携
帯

用
簡

易
ト

イ
レ

の
ア

イ
デ

ア
 

 
 

外
出

先
で

も
使

え
る

簡
易

用
ト

イ
レ

（
芳

香
付

き
）

に
つ

い
て

の
ア

イ
デ

ア
が

あ
り

ま
す

。
 

つ
い

て
は

、
こ

れ
を

実
用

化
し

て
く

だ
さ

る
企

業
を

探
し

て
い

ま
す

。
 

ご
興

味
を

も
た

れ
た

方
は

ご
一

報
く

だ
さ

い
。

 

要
望

外
 

2
8

1
 

H
2

2
 

掲
フ

－
 

開
発

メ
ー

カ
 

チ
ャ

ッ
ト

サ
ポ

ー
ト

 
 

 
聴

覚
障

が
い

者
の

た
め

に
、

企
業

が
チ

ャ
ッ

ト
問

合
せ

窓
口

を
設

け
る

と
こ

ろ
が

増
え

て
い

ま

す
。

 

J
A

L
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.g
u

.ja
l.c

o
m

/
e
n

/
fl
ig

h
t_

p
la

n
n

in
g
/
re

s
e
rv

a
ti
o
n

/
 

A
N

A
 

h
tt

p
:/

/
c
h

a
t.
s
p
o
p

h
o
to

.jp
/
re

q
u

e
s
t 

H
IS

 
h

tt
p
:/

/
s
h

in
ju

k
u

.h
is

-
j.c

o
m

/
c
h

a
t/

in
d
e
x
.h

tm
l 

導
入

費
用

が
非

常
に

や
す

い
よ

う
で

、
導

入
サ

イ
ト

が
増

え
る

と
い

い
で

す
ね

。
 

ア
メ

リ
カ

や
中

国
で

は
、
W

e
b

上
で

の
チ

ャ
ッ

ト
サ

ポ
ー

ト
が

と
て

も
普

及
し

て
い

る
と

い
わ

れ
て

い
ま

す
。

 

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
8

2
 

H
2

2
 

掲
フ

－
 

流
通

メ
ー

カ
 

大
型

の
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
 

 
 

福
祉

用
具

専
門

相
談

員
で

す
。

あ
る

男
性

の
Ａ

様
と

い
う

普
段

ベ
ッ

ド
上

で
生

活
し

て
い

る
お

客
様

が
い

ま
す

。
排

泄
に

関
し

て
は

す
べ

て
ベ

ッ
ド

上
で

行
な

っ
て

お
り

ま
し

た
が

、
端

座
位

姿
勢

が
取

れ
る

よ
う

に
な

っ
て

き
て

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

で
の

排
泄

が
で

き
る

ぐ
ら

い
の

身

体
状

況
に

な
っ

て
き

ま
し

た
。

と
こ

ろ
が

、
Ａ

様
は

体
が

非
常

に
大

き
く

（
身

長
は

1
7

0
c
m

ぐ
ら

い
で

か
な

り
の

肥
満

体
で

す
）

い
く

つ
か

適
合

し
そ

う
な

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

（
例

え
ば

ア
ロ

ン
化

成
の

自
立

５
型

な
ど

）
を

持
っ

て
行

き
座

っ
て

い
た

だ
き

ま
し

た
が

 

奥
行

き
が

足
り

ず
・

・
・

と
い

っ
た

感
じ

で
す

。
こ

の
方

の
介

護
者

曰
く

「
合

う
の

が
無

け
れ

ば
特

注
で

も
何

で
も

い
い

の
で

・
・

・
」

と
い

う
の

で
す

が
、

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

の
特

注
な

ん
て

聞
い

た
こ

と
が

あ
り

ま
せ

ん
。

私
も

こ
の

業
界

に
入

っ
て

６
年

目
で

す
が

、
ま

だ
ま

だ
知

識
不

足
で

す
。

全
国

の
関

係
者

の
皆

様
の

お
知

恵
を

拝
借

さ
せ

て
下

さ
い

。
 

よ
ろ

し
く

お
願

い
致

し
ま

す
。

 

要
望

外
 

2
8

3
 

H
2

2
 

掲
フ

－
 

行
政

 
義

指
の

作
成

費
に

つ
い

て
 

 
 

自
衛

隊
で

公
務

災
害

の
担

当
を

し
て

い
ま

す
。

 

あ
る

隊
員

が
、

5
年

前
に

人
差

し
指

の
第

2
関

節
か

ら
指

を
切

断
し

、
福

祉
事

業
と

し
て

補
装

具
の

申
請

を
し

た
い

と
い

う
こ

と
で

し
た

。
た

だ
し

、
そ

の
隊

員
は

昨
年

に
転

属
し

て
き

て
、

か
つ

、
初

め
て

申
請

す
る

と
い

う
も

の
で

し
た

。
以

前
は

2
0

万
円

ほ
ど

の
義

指
を

自
腹

で
購

入
し

て
い

ま
し

た
。

そ
の

た
め

、
今

回
も

同
等

の
も

の
を

申
請

し
、

支
給

を
受

け
た

い
と

い
う

も
の

で
し

た
。

私
も

、
公

務
災

害
の

担
当

に
な

っ
て

日
も

浅
い

た
め

、
義

指
の

平
均

的
な

価
格

も
わ

か
ら

ず
、

ま
た

、
厚

生
労

働
省

で
定

め
ら

れ
て

い
る

価
格

が
あ

ま
り

に
も

安
い

た
め

、
基

準
額

で
補

装
具

の
支

給
が

可
能

か
を

知
り

た
く

、
ま

た
、

こ
の

サ
イ

ト
に

載
っ

て
い

る
製

作
所

な
ら

基
準

額
に

沿
っ

た
義

指
を

作
っ

て
い

た
だ

け
る

の
か

。
教

え
て

い
た

だ
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

 

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
8

4
 

H
2

2
 

掲
フ

－
 

そ
の

他
 

介
助

が
楽

な
ポ

ー
タ

ブ
ル

ト
イ

レ
用

の
手

す
り

 

 
 

ポ
ー

タ
ブ

ル
ト

イ
レ

用
の

手
す

り
を

考
案

し
、

実
用

新
案

の
申

請
を

し
た

と
こ

ろ
登

録
さ

れ
ま

し
た

。
筋

力
の

弱
っ

た
父

の
介

護
を

し
な

が
ら

、
楽

に
座

っ
た

り
立

っ
た

り
で

き
る

事
を

第
一

に
考

え
た

も
の

で
す

。
市

販
の

パ
イ

プ
や

ジ
ョ

イ
ン

ト
を

組
み

合
わ

せ
て

作
り

、
実

際
使

っ
て

い
ま

し
た

が
、

腰
へ

の
負

担
も

軽
減

さ
れ

、
と

て
も

便
利

で
し

た
。

こ
れ

を
商

品
化

し
て

下
さ

る
企

業
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

  

要
望

外
 

2
8

6
 

H
2

2
 

意
見

－
 

医
療

専
門

職
 

－
 

 
 

当
院

職
員

と
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

学
生

に
対

し
て

人
・

環
境

・
道

具
に

関
し

て
、

統
一

し
た

知
識

を
持

ち
、

日
常

生
活

に
対

し
て

、
患

者
様

へ
の

指
導

が
行

っ
て

い
け

る
こ

と
が

、
病

院
か

ら
在

宅
へ

の
移

行
に

不
可

欠
だ

と
感

じ
ま

す
。

１
福

祉
用

具
安

全
確

認
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
が

Ａ
Ｄ

Ｌ
へ

の
危

険
予

知
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
に

対
し

て
最

適
な

も
の

な
の

か
ど

う
か

２
福

祉
用

具
安

全

確
認

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

の
効

果
・

妥
当

性
に

つ
い

て
の

文
献

・
論

文
が

あ
る

の
か

上
記

2
点

に
つ

い
て

お
伺

い
し

た
い

と
思

い
ま

す
。

 
 

要
望

外
 

2
8

8
 

H
2

2
 

掲
フ

－
 

そ
の

他
 

こ
の

サ
イ

ト
に

つ
い

て
 

 
 

い
ま

い
ち

盛
り

上
が

ら
な

い
の

は
な

ぜ
な

ん
で

し
ょ

う
か

？
ど

う
し

た
ら

盛
り

上
が

る
と

思

い
ま

す
か

？
私

も
色

々
投

稿
し

た
い

で
す

が
、

あ
ま

り
盛

り
上

が
っ

て
い

な
い

よ
う

な
の

で
傍

目
か

ら
見

て
い

る
事

が
多

い
で

す
。

せ
っ

か
く

の
交

流
サ

イ
ト

な
の

で
も

っ
と

活
発

な
場

に
な

り
、

有
意

義
な

情
報

が
あ

る
サ

イ
ト

に
な

っ
て

ほ
し

い
で

す
。

皆
さ

ん
ど

う
思

わ
れ

ま
す

か
？

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
8

9
 

H
2

2
 

募
集

－
 

そ
の

他
：

研
究

機

関
  

重
度

の
障

害
を

持
つ

子
供

た
ち

の
電

動
移

動
機

器
 

肢
体

障
害

 
び

わ
こ

学
園

の
Ｐ

Ｔ
の

高
塩

純
一

さ
ん

と
い

う
方

が
，

重
度

の
障

害
を

持
つ

子
供

た
ち

に
対

し

て
の

電
動

移
動

機
器

の
研

究
開

発
を

行
っ

て
い

ま
す

．
大

き
な

ボ
タ

ン
で

動
く

シ
ン

プ
ル

な
電

動
の

全
方

向
移

動
車

い
す

で
す

．
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.b
lo

g
.c

rn
.o

r.
jp

/
re

p
o
rt

/
0

7
/
1

3
.h

tm
l 

移
動

経
験

を
お

こ
な

う
こ

と
は

，
認

知
・

社
会

面
の

発
達

に
も

影
響

を
及

ぼ
す

の
で

，
早

期
の

段
階

か
ら

移
動

を
支

援
す

る
こ

と
が

重
要

，
と

別
の

リ
ハ

ビ
リ

の
お

医
者

さ
ん

か
ら

も
伺

っ
て

い
た

の
で

す
が

，
ま

さ
に

そ
の

よ
う

な
取

り
組

み
を

さ
れ

て
い

ま
す

．
先

日
見

学
さ

せ
て

頂
い

た
と

こ
ろ

，
こ

れ
ま

で
意

思
表

示
を

で
き

る
と

思
わ

れ
て

い
な

か
っ

た
重

度
障

害
を

持
つ

お
子

さ
ん

が
，

１
時

間
車

い
す

に
搭

乗
し

て
試

行
錯

誤
し

て
い

る
間

に
あ

る
人

（
Ｐ

Ｔ
の

女
性

）
に

近
づ

こ
う

と
し

て
い

る
の

が
分

か
っ

て
，

ご
両

親
が

感
激

さ
れ

て
い

ま
し

た
．
「

電
動

車
い

す
」

に
な

る
の

か
「

重
度

障
害

者
用

意
思

伝
達

装
置

」
な

の
か

分
か

り
ま

せ
ん

が
，

こ
の

よ
う

な
技

術
の

完
成

度
（

安
全

性
な

ど
）

が
高

ま
り

，
（

現
状

は
非

常
に

高
価

の
よ

う
で

す
が

）
安

価
に

家
庭

で
使

え
る

よ
う

に
な

り
広

ま
る

と
，

重
度

の
障

害
を

持
つ

お
子

さ
ん

た
ち

の
生

活
や

人
生

が
変

わ
る

の
で

は
な

い
か

と
感

じ
た

の
で

す
が

，
世

の
中

で
ど

の
程

度
の

ニ
ー

ズ
が

あ
る

の

か
，

い
く

ら
で

出
来

れ
ば

い
い

か
，

皆
様

の
ご

意
見

を
伺

い
た

い
と

思
い

ま
す

．
 

要
望

外
 

2
9

0
 

H
2

2
 

募
集

－
 

開
発

メ
ー

カ
 

足
ブ

ラ
ン

コ
 

肢
体

障
害

 
木

製
の

足
ブ

ラ
ン

コ
は

腰
掛

け
て

足
に

体
重

を
か

け
な

い
で

股
開

き
運

動
、

自
力

で
交

互
に

も

も
上

げ
運

動
で

き
ま

す
。

半
身

不
自

由
な

か
た

で
も

利
き

手
で

不
自

由
側

の
足

脚
を

開
閉

の
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

利
き

足
で

不
自

由
側

の
足

脚
の

上
、

下
運

動
の

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。
車

椅
子

で
向

き
あ

っ
て

交
互

に
手

の
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

 

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
9

3
 

H
2

3
 

意
見

－
 

利
用

者
 

 
 

 
 

障
害

者
授

産
施

設
協

力
企

業
、

介
護

用
品

販
売

 
日

本
ヘ

ル
コ

、
代

表
山

本
増

男
と

申
し

ま
す

。

男
性

車
椅

子
患

者
が

車
椅

子
か

ら
降

り
る

必
要

な
く

、
車

椅
子

上
に

座
し

た
ま

ま
の

姿
勢

、
又

は
ベ

ッ
ド

で
寝

た
ま

ま
の

姿
勢

で
一

滴
も

漏
れ

ず
簡

単
に

排
尿

す
る

こ
と

が
で

き
る

、
使

い
捨

て
ホ

ー
ス

ト
イ

レ
を

開
発

し
同

時
に

女
性

障
害

者
が

立
ち

姿
勢

、
又

は
ベ

ッ
ド

に
坐

し
た

姿
勢

で
一

滴
も

漏
れ

る
こ

と
な

く
容

易
に

排
尿

が
で

き
る

、
使

い
捨

て
ナ

プ
キ

ン
ト

イ
レ

を
開

発
し

て
、

現
在

、
社

会
福

祉
法

人
松

原
市

身
体

障
害

者
授

産
施

設
ひ

ま
わ

り
作

業
所

に
於

い
て

製
造

行
い

、
更

に
一

般
社

団
法

人
、

全
日

本
ヒ

ュ
ー

マ
ン

サ
ポ

ー
ト

で
商

品
を

全
国

販
売

致
し

て
お

り
ま

す
。

 

こ
の

度
、

使
い

捨
て

ト
イ

レ
開

発
技

術
の

延
長

か
ら

、
新

し
く

、
使

い
捨

て
ト

イ
レ

機
能

付
き

車
椅

子
を

開
発

し
て

、
男

女
障

害
者

が
車

椅
子

か
ら

降
り

る
こ

と
な

く
、

車
椅

子
上

に
座

し
た

ま
ま

の
姿

勢
で

容
易

に
排

泄
で

き
る

こ
と

が
、

障
害

者
健

常
者

の
人

体
実

験
に

於
い

て
確

認
さ

れ
た

も
の

で
あ

り
ま

す
。

商
品

の
特

許
出

願
【

特
願

2
0

1
1

-
7

3
4

9
0

】
 

現
実

に
使

い
捨

て
ト

イ
レ

機
能

付
き

車
椅

子
の

商
品

化
が

で
き

た
場

合
、

車
椅

子
障

害
者

の
排

泄
自

立
支

援
に

大
き

く
貢

献
で

き
る

こ
と

が
予

想
さ

れ
ま

す
。

ど
う

ぞ
全

国
脊

髄
損

傷
者

連
合

会
に

於
か

れ
ま

し
て

も
、

使
い

捨
て

ト
イ

レ
機

能
付

き
車

椅
子

の
商

品
開

発
に

ご
理

解
頂

い
て

一
層

の
ご

協
力

賜
ら

ん
こ

と
を

切
に

お
願

い
す

る
次

第
で

す
。

尚
ご

要
望

が
あ

れ
ば

、
使

い
捨

て
ト

イ
レ

機
能

付
き

車
椅

子
資

料
を

参
考

ま
で

に
お

送
り

さ
せ

て
頂

き
ま

す
。

お
返

事
お

待
ち

致
し

て
お

り
ま

す
。

ど
う

ぞ
宜

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

2
9

4
 

H
2

3
 

意
見

－
 

利
用

者
の

家
族

 
 

 
 

 
有

料
老

人
ホ

ー
ム

に
入

居
中

の
父

の
こ

と
で

す
。

 

ホ
ー

ム
で

用
意

し
て

い
た

だ
い

た
車

椅
子

を
使

用
中

で
す

。
今

ま
で

3
種

の
ク

ッ
シ

ョ
ン

を
試

し
ま

し
た

が
、

仙
骨

周
囲

に
2

カ
所

の
褥

瘡
が

で
き

て
い

ま
す

。
 

車
椅

子
を

セ
ミ

オ
ー

ダ
ー

ま
た

は
オ

ー
ダ

ー
す

れ
ば

効
果

が
あ

る
で

し
ょ

う
か

。
 

通
院

し
て

い
る

整
形

外
科

で
は

、
知

識
が

あ
る

も
の

が
い

な
い

の
で

相
談

に
は

の
れ

な
い

と
の

こ
と

で
す

。
有

料
老

人
ホ

ー
ム

入
居

で
は

、
介

護
保

険
で

レ
ン

タ
ル

も
で

き
ま

せ
ん

。
障

害
者

3
級

の
手

帳
を

持
っ

て
い

ま
す

。
た

だ
あ

て
が

わ
れ

た
車

椅
子

を
使

用
し

て
い

る
だ

け
な

の
で

、

最
適

な
車

椅
子

の
条

件
を

検
討

・
購

入
も

必
要

か
と

考
え

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
申

請
の

書
類

を
受

け
付

け
る

と
は

限
ら

な
い

と
区

役
所

担
当

者
に

言
わ

れ
て

し
ま

い
ま

し
た

。
障

害
者

自
立

支
援

法
の

援
助

が
受

け
ら

れ
れ

ば
と

思
っ

て
い

た
の

で
す

が
、

門
前

払
い

の
予

告
の

よ
う

で

す
。

ど
う

対
応

し
た

ら
よ

い
で

し
ょ

う
か

？
  

要
望

外
 

2
9

5
 

H
2

3
 

意
見

－
 

開
発

メ
ー

カ
 

 
 

 
 

ご
意

見
１

５
９

に
投

稿
さ

れ
た

方
へ

 

利
用

者
に

あ
っ

た
車

椅
子

の
選

定
に

つ
い

て
は

、
体

格
や

体
力

な
ど

が
分

か
ら

な
い

と
検

討
の

し
よ

う
が

あ
り

ま
せ

ん
。

も
し

ご
興

味
が

あ
れ

ば
、

ご
連

絡
下

さ
い

。
w

w
w

.n
ik

.o
r.
jp

 

要
望

外
 

2
9

7
 

H
2

3
 

意
見

－
 

開
発

メ
ー

カ
 

 
 

 
 

と
ち

ぎ
お

と
め

さ
ん

へ
 

窓
、

引
き

戸
の

リ
モ

コ
ン

開
閉

に
つ

い
て

は
、

技
術

的
に

は
対

応
可

能
で

す
が

、
作

る
と

な
る

と
実

際
に

ど
の

よ
う

な
建

付
け

に
な

っ
て

い
る

か
を

、
調

べ
て

み
な

い
と

先
に

進
め

ま
せ

ん
。

す
ぐ

に
対

応
で

き
る

と
し

た
ら

ご
近

所
の

方
に

頼
む

し
か

な
い

と
思

い
ま

す
。

 

も
し

更
な

る
ご

相
談

が
あ

り
ま

し
た

ら
下

記
へ

ご
連

絡
下

さ
い

。
 

w
w

w
.n

ik
.o

r.
jp

 
 

要
望

外
 

3
0

0
 

H
2

3
 

意
見

－
 

流
通

メ
ー

カ
 

 
 

 
 

電
動

三
輪

車
四

輪
車

 
使

い
方

手
引

き
 

福
祉

用
具

シ
リ

ー
ズ

V
o
l1

3
 

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト

を
欲

し
い

の
で

す
が

？
費

用
等

お
知

ら
せ

く
だ

さ
い

。
 

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

3
0

3
 

H
2

3
 

意
見

－
 

利
用

者
の

家
族

 
 

 
 

 
息

子
（

小
学

3
年

）
が

歩
け

な
い

、
自

立
で

き
な

い
、

話
せ

な
い

ハ
ン

デ
ィ

を
生

ま
れ

つ
き

持

っ
て

い
ま

す
。

補
装

具
の

お
世

話
に

な
る

事
も

多
く

、
バ

ギ
ー

と
呼

ば
れ

る
ベ

ビ
ー

カ
ー

の
様

な
も

の
か

ら
始

ま
り

、
屋

内
で

の
歩

行
器

や
椅

子
等

、
最

近
で

は
車

椅
子

を
製

作
中

を
公

的
補

助
を

頂
き

今
ま

で
製

作
し

て
頂

き
ま

し
た

。
そ

れ
ら

の
補

装
具

製
作

に
関

し
て

の
改

善
希

望
点

を
列

挙
さ

せ
て

頂
き

ま
す

。
①

医
師

の
診

断
後

に
補

装
具

の
申

請
許

可
が

得
ら

れ
、

申
請

が
い

ざ
認

め
ら

れ
た

時
に

は
補

装
具

業
者

が
1

社
し

か
選

択
で

き
な

い
。

→
独

占
し

競
争

が
な

い
の

で
、

納
期

が
遅

い
、

仕
様

ど
お

り
出

来
上

が
っ

て
い

な
い

等
々

の
ト

ラ
ブ

ル
が

多
く

業
者

を
変

更
し

た
い

と
思

う
が

、
毎

度
毎

度
同

じ
業

者
し

か
選

択
で

き
な

い
。

 

②
補

装
具

作
成

に
時

間
が

掛
か

り
す

ぎ
て

い
る

。
 

納
期

ま
で

の
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

使
用

者
側

へ
判

る
よ

う
に

し
て

欲
し

い
。

車
椅

子
だ

っ
た

ら
、

大
体

何
ヶ

月
。

歩
行

器
で

あ
れ

ば
、

何
ヶ

月
等

々
。

今
ま

で
も

子
供

の
補

装
具

を
製

作
す

る
場

合
に

、
大

体
何

ヶ
月

か
か

る
と

言
わ

れ
、

早
ま

っ
た

経
験

が
な

い
。

最
初

に
口

頭
で

言
っ

た
納

期
か

ら
大

分
過

ぎ
て

い
る

の
で

催
促

し
て

始
め

て
納

期
が

出
て

く
る

。
1

社
し

か
知

ら
な

い
が

、
大

体
そ

ん
な

も
の

だ
と

言
わ

れ
る

と
補

装
具

業
界

の
意

識
が

異
質

に
感

じ
る

。
今

回
、
子

供
の

車
椅

子
作

成
に

関
し

て
、
7

月
採

寸
・
・
・
・

1
1

月
8

日
未

納
入

。
先

日
、

遅
す

ぎ
な

い
か

？
と

苦
情

を
入

れ
、

1
2

月
中

に
納

入
さ

れ
る

事
と

な
る

。
催

促
す

る
前

か
ら

し
っ

か
り

と
納

期
を

言
っ

て
欲

し
い

し
、

催
促

す
る

と
納

期
が

早
ま

る
の

が
余

計
に

不
信

感
を

買
う

。
③

修
正

・
修

理
に

関
し

て
の

現
場

で
の

ス
ケ

ッ
チ

や
メ

モ
や

仕
様

書
（

ど
こ

を
ど

の
様

に
修

理
・

修
正

す
る

）
が

存
在

し
て

い
ま

せ
ん

。
後

々
に

こ
こ

は
治

し
て

く
れ

と
言

っ
た

筈
、

い
や

こ
の

色
で

い
い

と
言

っ
た

筈
な

ど
の

ト
ラ

ブ
ル

の
元

。
一

般
的

な
補

装
具

に
関

し
て

発
注

・
修

理
・

修
正

な
ど

の
共

通
さ

れ
た

仕
様

書
の

よ
う

な
書

面
を

作
っ

て
い

た
だ

け
な

い
で

し
ょ

う
か

？
以

上
、

よ
ろ

し
く

お
願

い
い

た
し

ま
す

。
 

 
 

198



  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

3
0

4
 

H
2

3
 

意
見

－
 

開
発

メ
ー

カ
 

 
 

 
 

単
純

な
機

器
の

療
法

で
す

が
、

以
下

の
状

態
が

可
能

に
な

る
健

康
機

器
を

開
発

さ
れ

た
人

が
居

り
ま

す
。

一
般

に
向

け
て

製
造

販
売

を
検

討
し

て
頂

け
る

会
社

ま
た

は
機

関
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

ご
案

内
し

て
頂

く
こ

と
は

可
能

で
し

ょ
う

か
？

全
身

の
関

節
の

殆
ど

を
無

理
な

く
自

然
に

伸
ば

す
。

全
身

の
血

流
を

物
理

的
に

増
大

し
血

行
が

良
好

に
な

る
。

骨
盤

と
脊

椎
を

正
常

な
バ

ラ
ン

ス
に

す
る

。
内

臓
を

動
か

し
深

い
腹

式
呼

吸
が

自
然

に
で

き
る

。
結

果
と

し
て

、
姿

勢
が

良
く

な
る

。
頸

が
伸

び
て

軽
く

な
る

。
頭

や
目

が
す

っ
き

り
す

る
。

足
の

む
く

み
が

改
善

さ
れ

る
。

深
く

リ
ラ

ッ
ク

ス
し

て
脳

波
に

α
波

が
出

現
す

る
（

計
測

デ
ー

タ
あ

り
）

。
リ

ン
パ

液
が

流
れ

は
じ

め
る

。
試

作
機

が
あ

り
実

際
に

体
験

し
て

頂
く

こ
と

が
可

能
で

す
。

臨
床

資
料

も
あ

り
ま

す
。

正
し

く
使

用
す

れ
ば

良
い

こ
と

づ
く

め
の

こ
の

様
な

機
器

が
家

庭
用

と
し

て
普

及
し

て
行

け
ば

国
民

の
健

康
が

維
持

さ
れ

健
康

保
険

制
度

に
も

寄
与

で
き

る
と

確
信

し
て

お
り

ま

す
。

宜
し

く
ご

指
導

の
ほ

ど
お

願
い

申
し

上
げ

ま
す

。
 
 

要
望

外
 

3
0

6
 

H
2

3
 

意
見

－
 

開
発

メ
ー

カ
 

自
立

可
能

な
杖

 
 

 
杖

を
使

っ
て

歩
行

中
に

財
布

の
出

し
入

れ
な

ど
で

両
手

を
使

い
た

い
と

き
、

杖
の

置
き

場
に

困

っ
て

い
る

人
を

よ
く

見
か

け
ま

す
。

軽
く

て
使

い
や

す
い

杖
本

来
の

機
能

を
損

な
う

こ
と

な

く
、

簡
単

な
操

作
で

床
ま

た
は

地
面

に
一

時
自

立
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
る

杖
を

開
発

し
、

こ
の

た
び

特
許

の
取

得
に

成
功

し
ま

し
た

。
 

こ
の

新
し

い
画

期
的

な
「

自
立

可
能

な
杖

」
の

製
造

、
販

売
に

取
り

組
ん

で
い

た
だ

け
る

ス
ポ

ン
サ

ー
企

業
様

を
探

し
て

お
り

ま
す

。
試

作
品

を
使

っ
て

詳
細

の
ご

説
明

を
す

る
こ

と
も

可
能

で
す

の
で

一
度

ご
検

討
い

た
だ

け
ま

す
よ

う
ご

提
案

い
た

し
ま

す
。

 

要
望

外
 

3
0

7
 

H
2

3
 

募
集

－
 

開
発

メ
ー

カ
 

ワ
ン

ハ
ン

ド
 
ト

イ
レ

ッ
ト

ペ

ー
パ

ー
ボ

ッ
ク

ス
 

肢
体

障
害

者
用

 
片

腕
し

か
動

か
せ

な
い

方
で

も
、

ト
イ

レ
ッ

ト
ペ

ー
パ

ー
が

、
あ

ら
か

じ
め

重
ね

て
折

り
た

た

ん
で

あ
り

ま
す

の
で

、
簡

単
に

使
用

で
き

ま
す

。
尚

、
木

製
テ

ィ
ッ

シ
ュ

ボ
ッ

ク
ス

と
テ

ィ
ッ

シ
ュ

ペ
ー

パ
ー

の
折

り
た

た
み

作
業

は
、

障
が

い
者

作
業

所
の

協
力

で
、

作
ら

れ
て

お
り

ま
す

。

ご
興

味
の

あ
る

方
は

、
下

記
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

を
ご

覧
下

さ
い

。
w

w
w

.n
ik

.o
r.
jp
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

3
0

8
 

H
2

3
 

募
集

－
 

開
発

メ
ー

カ
 

か
ん

た
ん

リ
フ

ト
 

肢
体

障
害

者
用

 
現

在
販

売
さ

れ
て

い
る

テ
ィ

ル
ト

機
能

が
つ

い
て

い
る

車
椅

子
は

、
置

く
場

所
を

取
っ

た
り

、

高
価

で
あ

る
な

ど
の

理
由

か
ら

利
用

者
数

が
増

え
て

い
ま

せ
ん

。
今

回
提

案
す

る
テ

ィ
ル

ト
機

能
を

持
た

せ
る

車
椅

子
付

属
品

は
、

個
人

的
に

使
い

た
い

と
思

っ
て

い
る

方
に

、
特

注
品

と
し

て
製

作
い

た
し

ま
す

の
で

、
ご

興
味

の
あ

る
方

は
、

是
非

お
問

い
合

わ
せ

下
さ

い
。

 

要
望

外
 

3
1

0
 

H
2

3
 

募
集

－
 

開
発

メ
ー

カ
  

足
ブ

ラ
ン

コ
 

半
身

不
自

由
な

方
リ

ハ
ビ

リ
で

き
ま

す
。

 

肢
体

障
害

者
用

 
木

製
の

足
ブ

ラ
ン

コ
は

腰
掛

け
て

自
分

の
意

思
で

股
開

き
運

動
、

足
の

曲
げ

伸
ば

し
運

動
、

自

力
で

交
互

に
腿

上
げ

運
動

で
き

ま
す

。
半

身
不

自
由

な
方

利
き

手
で

不
自

由
側

の
足

、
手

、
腕

リ
ハ

ビ
リ

で
き

ま
す

。
歩

く
の

が
楽

に
な

り
ま

す
.車

椅
子

で
向

き
会

っ
て

利
き

手
で

相
手

の
不

自
由

な
腕

、
手

の
上

、
下

運
動

お
し

ゃ
べ

り
し

な
が

ら
楽

し
く

で
き

ま
す

。
一

人
で

食
事

で
き

ま
す

。
足

ブ
ラ

ン
コ

を
福

祉
用

具
の

給
付

の
対

象
を

要
望

し
ま

す
。

  

要
望

外
 

3
2

2
 

H
2

3
 

募
集

－
 

開
発

メ
ー

カ
 

足
ブ

ラ
ン

コ
は

血
流

を
よ

く
す

る
運

動
器

具
で

す
。

 

そ
の

他
 
(
妊

婦

用
) 

 

N
H

K
の

放
送

１
１

月
４

日
に

不
育

症
（

流
産

）
何

回
も

あ
る

人
の

原
因

が
い

ま
ま

で
不

明
で

し
た

。
今

回
血

流
が

わ
る

い
の

が
原

因
と

わ
か

り
ま

し
た

と
放

送
が

あ
り

ま
し

た
。

足
ブ

ラ
ン

コ
は

足
に

体
重

を
か

け
な

い
で

血
流

を
よ

く
す

る
運

動
が

で
け

る
の

で
お

役
に

た
ち

ま
す

。
不

育
症

の
人

は
悩

み
か

ら
解

放
さ

れ
ま

す
。

  

要
望

外
 

3
3

3
 

H
2

3
 

募
集

－
 

そ
の

他
 

足
ブ

ラ
ン

コ
は

ヨ
チ

ヨ
チ

歩
き

を
改

善
し

ま
す

。
 

開
発

メ
ー

カ
 

足
ブ

ラ
ン

コ
は

腰
掛

け
て

股
開

き
運

動
で

き
ま

す
。

ヨ
チ

ヨ
チ

歩
き

は
筋

肉
が

短
く

な
り

、
硬

く
な

っ
て

い
ま

す
。

柔
軟

運
動

の
股

開
き

運
動

は
ヨ

チ
ヨ

チ
歩

き
を

改
善

し
ま

す
。

  

要
望

外
 

3
3

4
 

H
2

3
 

募
集

－
 

福
祉

専
門

職
 

乗
降

車
時

に
使

用
す

る
機

器

（
カ

ー
ル

君
）

 

肢
体

障
害

者
用

 
現

在
、

カ
ー

ル
君

と
い

う
乗

降
車

時
に

使
用

す
る

機
器

を
重

度
障

害
者

セ
ン

タ
ー

内
で

、
使

用

し
て

い
ま

す
。

現
在

使
用

し
て

い
る

１
台

が
壊

れ
て

し
ま

う
と

、
商

品
が

製
造

中
止

に
な

っ
て

い
る

た
め

、
メ

ン
テ

ナ
ン

ス
等

を
行

っ
て

も
ら

え
ず

、
困

っ
て

い
ま

す
。

 
 

要
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o
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度

 
区

分
品

目
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記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

3
4

3
 

H
2

3
 

募
集

－
 

開
発

メ
ー

カ
 

浴
室

内
の

手
摺

を
利

用
し

た
シ

ャ
ワ

ー
ヘ

ッ
ド

用
具

と
入

浴
装

置
 

 
 

1
.浴

室
内

に
取

付
け

た
既

設
の

水
平

式
や

垂
直

式
の

ど
ち

ら
の

手
摺

り
対

し
て

も
、

後
付

け
操

作
で

着
脱

が
自

在
に

で
き

る
ジ

ョ
イ

ン
ト

機
構

を
新

た
に

採
用

す
る

こ
と

で
、

取
付

け
位

置
も

ノ
ズ

ル
の

高
さ

や
角

度
も

自
由

に
選

択
が

可
能

と
な

る
新

規
な

シ
ャ

ワ
ー

装
置

を
提

供
し

ま

す
。

こ
れ

に
よ

っ
て

、
使

用
者

は
自

分
の

姿
勢

を
シ

ャ
ワ

ー
ヘ

ッ
ド

に
合

わ
せ

る
の

で
は

な
く

、

浴
び

た
い

場
所

に
向

け
て

ヘ
ッ

ド
の

位
置

を
動

か
し

シ
ャ

ワ
ー

を
当

て
る

こ
と

が
自

在
と

な

り
、

ピ
ン

ポ
イ

ン
ト

の
打

た
せ

湯
も

可
能

と
な

り
ま

す
。

洗
浄

時
に

は
介

護
者

が
両

手
を

自
由

に
使

っ
て

洗
髪

等
が

で
き

る
の

で
本

人
の

満
足

感
も

向
上

し
、

能
率

も
上

が
り

介
助

時
間

も
短

縮
し

ま
す

。
2

.寒
冷

期
に

際
し

て
は

、
体

温
の

低
下

を
防

ぎ
身

体
へ

の
負

担
を

軽
く

す
る

た
め

同
時

に
足

浴
を

行
え

ば
非

常
に

効
果

的
で

す
。

そ
の

手
法

と
し

て
空

気
を

入
れ

て
ビ

ニ
ー

ル
を

膨
ら

ま
せ

て
膝

下
ま

で
を

湯
に

浸
す

温
水

槽
を

併
用

す
れ

ば
全

身
の

体
温

も
上

昇
し

、
終

了
後

の
処

理
と

し
て

は
、

平
ら

な
型

に
折

り
畳

め
る

た
め

収
納

上
か

ら
も

大
変

便
利

で
す

。
（

注
）

そ
れ

ぞ
れ

の
装

置
に

つ
い

て
プ

ロ
ト

タ
イ

プ
は

製
作

済
み

で
す

。
 

要
望

外
 

3
4

4
 

H
2

3
 

募
集

－
 

福
祉

専
門

職
 

入
浴

介
助

用
手

摺
装

置
 

肢
体

障
害

者
用

 
入

浴
時

に
お

け
る

課
題

は
、

浴
槽

へ
の

出
入

り
と

、
座

っ
た

り
立

っ
た

り
す

る
動

作
が

難
儀

で

あ
る

点
で

す
。

そ
の

解
決

策
と

し
て

、
浴

槽
の

長
手

方
向

壁
面

に
取

り
付

け
ら

れ
た

既
設

の
水

平
式

手
摺

り
を

利
用

し
て

、
後

付
け

で
装

着
が

で
き

る
ジ

ョ
イ

ン
ト

を
新

規
に

採
用

し
た

こ
と

で
浴

槽
を

直
角

に
横

断
し

、
対

面
側

の
縁

に
固

定
す

る
ブ

リ
ッ

ジ
状

の
介

助
用

手
摺

が
実

用
化

で
き

ま
し

た
。

こ
れ

に
よ

り
入

浴
者

は
左

右
の

任
意

側
か

ら
手

摺
を

伝
っ

て
浴

槽
に

入
り

、
そ

の
握

り
手

を
替

え
る

こ
と

な
く

中
央

部
へ

移
行

し
そ

の
ま

ま
腰

を
下

し
て

座
り

ま
す

。
立

ち
上

が
る

時
に

は
腕

を
伸

ば
し

て
前

方
の

手
摺

を
掴

め
ば

自
然

に
腰

を
浮

か
す

動
き

と
な

り
楽

に

起
き

上
が

る
こ

と
が

で
き

る
こ

と
で

、
危

険
性

が
減

少
し

安
全

度
が

増
し

ま
す

。
 

従
っ

て
、

従
来

の
I型

や
L

型
な

ど
の

複
数

の
手

摺
が

不
必

要
と

な
り

、
浴

室
内

の
環

境
美

化

と
経

済
性

に
貢

献
し

ま
す

。
 

（
注

）
 

手
摺

装
置

に
つ

い
て

プ
ロ

ト
タ

イ
プ

は
製

作
済

み
で

す
。

 

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

3
4

6
 

H
2

3
 

募
集

－
 

開
発

メ
ー

カ
  

足
ブ

ラ
ン

コ
は

い
つ

ま
で

も
歩

け
ま

す
。

 

肢
体

障
害

者

用
 
、

 
そ

の
他

 

(高
齢

者
) 

 

木
製

の
足

ブ
ラ

ン
コ

は
自

分
の

意
思

で
股

開
き

運
動

、
足

の
曲

げ
伸

ば
し

運
動

、
自

力
で

交
互

に
腿

上
げ

運
動

で
か

ま
す

。
移

動
で

き
る

ベ
ッ

ト
用

、
布

団
用

あ
り

ま
す

。
寝

た
ま

ま
で

足
、

脚
運

動
で

き
ま

す
。

手
の

上
、

下
運

動
で

き
ま

す
。

歩
け

る
よ

う
に

な
り

ま
す

。
一

人
で

食
事

で
き

ま
す

。
  

要
望

外
 

4
4

5
 

H
2

4
 

意
見

－
 

利
用

者
 

 
 

 
 

介
護

保
険

に
お

け
る

福
祉

用
具

は
要

介
護

認
定

を
受

け
た

方
が

利
用

す
る

居
宅

サ
ー

ビ
ス

で

あ
り

、
介

護
を

必
要

と
す

る
状

態
に

な
っ

た
方

の
日

常
生

活
の

自
立

を
対

象
に

し
て

い
ま

す
。

ベ
ツ

ト
用

フ
ト

ン
用

の
移

動
で

き
る

足
ブ

ラ
ン

コ
は

福
祉

用
具

の
給

付
に

な
る

の
で

申
請

し

た
い

の
で

ご
指

導
お

願
い

し
ま

す
。

 
 

要
望

外
 

4
4

6
 

H
2

4
 

意
見

－
 

不
明

 
 

 
 

 
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
、

デ
イ

サ
ー

ビ
ス

な
ど

一
人

あ
た

り
費

用
が

保
険

か
ら

い
く

ら
で

る
か

。

教
え

て
く

だ
さ

い
。

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
  

要
望

外
 

4
4

7
 

H
2

4
 

意
見

－
 

開
発

メ
ー

カ
 

 
 

 
 

介
護

保
険

レ
ン

タ
ル

種
目

車
い

す
で

す
が

い
ま

だ
に

J
IS

 T
9

2
0

1
-
1

9
9

8
版

が
適

用
に

な

っ
て

い
ま

す
が

な
ぜ

最
新

の
9

2
0

1
-
2

0
0

6
版

に
な

ら
な

い
の

し
ょ

う
か

？
又

、
何

故

2
0

0
6

版
の

室
内

用
車

い
す

（
自

走
用

、
介

助
用

）
が

採
用

さ
れ

な
い

の
し

ょ
う

か
？

 

ご
利

用
者

に
は

も
っ

と
つ

か
い

や
す

い
も

の
を

提
供

し
た

い
の

で
が

今
の

制
度

で
は

だ
め

で

す
。

何
か

情
報

が
、

動
き

が
あ

れ
ば

教
え

て
下

さ
い

。
 
 

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

4
4

8
 

H
2

4
 

意
見

－
 

利
用

者
 

 
 

 
 

重
度

障
害

者
意

志
伝

達
装

置
を

申
請

し
た

ら
（

過
去

に
2

回
給

付
し

て
も

ら
っ

て
い

る
、

最
後

は
平

成
1

2
年

申
請

で
液

晶
画

面
が

見
え

な
く

な
っ

て
破

棄
し

て
し

ま
っ

た
）

1
8

年
の

自
立

支
援

法
に

な
っ

て
か

ら
は

、
補

装
具

と
な

っ
た

の
で

障
害

者
手

帳
に

、
肢

体
不

自
由

と
言

語
に

つ
い

て
記

載
が

な
い

か
ら

、
申

請
の

手
続

き
の

た
め

に
は

医
師

の
意

見
書

2
通

が
必

要
に

な
っ

た
。

ま
た

病
名

も
進

行
性

で
あ

る
こ

と
が

必
要

と
の

こ
と

、
当

方
の

障
害

者
手

帳
は

2
4

年
前

に
発

行
さ

れ
た

も
の

で
、

障
害

者
手

帳
は

1
級

と
は

あ
る

が
、

両
上

下
肢

の
全

廃
と

な
っ

て
い

る
の

み
で

、
病

名
は

そ
の

数
年

後
に

確
定

さ
れ

た
の

で
明

記
さ

れ
て

ま
せ

ん
。

脊
髄

性
筋

萎
縮

症
で

眼
球

の
動

き
で

会
話

を
し

、
右

手
中

指
が

わ
ず

か
に

動
く

の
で

ス
イ

ッ
チ

ブ
ザ

ー
を

押
し

て
介

護
者

を
呼

ん
だ

り
返

事
し

た
り

し
ま

す
。

人
工

呼
吸

器
は

2
4

時
間

使
用

し
て

い
る

の
で

声
は

出
ま

せ
ん

。
小

中
高

と
地

域
の

普
通

学
校

に
通

っ
た

の
で

、
あ

る
程

度
の

学
力

は
あ

る
つ

も
り

で
す

。
こ

の
状

態
は

申
請

し
た

役
所

は
よ

く
知

っ
て

い
る

の
に

、
診

断
書

提
出

、
更

生
相

談
所

の
訪

問
、

医
師

の
診

断
書

の
審

査
会

（
2

か
月

お
き

に
開

催
）

そ
の

後
に

申
請

却
下

に
な

り
こ

と
も

あ
る

そ
う

で
す

。
今

か
ら

受
診

し
た

こ
と

も
な

い
耳

鼻
科

へ
通

っ
て

何
を

判
定

が
で

き
る

の
か

・
・

・
ま

た
 

申
請

し
て

却
下

と
は

ど
う

い
う

と
き

に
あ

る
の

か
・

・
・

そ
の

あ
た

り
を

先
に

判
断

し
て

か
ら

診
断

書
そ

の
他

の
手

続
き

に
入

る
こ

と
の

ほ
う

が
、

当
然

か
と

思
う

の
で

す
が

。
ま

た
 

何
の

た
め

に
更

生
相

談
所

に
合

わ
せ

て
相

談
日

が
決

ま
っ

て
い

る
の

か
、

2
か

月
お

き
の

審
査

会
と

は
意

味
が

あ
る

の
か

、
更

生
相

談
所

に
行

く
た

び
に

疑
問

が
お

き
ま

す
。

  

要
望

外
 

4
4

9
 

H
2

4
 

募
集

－
 

開
発

メ
ー

カ
 

回
転

便
器

 
肢

体
障

害
 

初
め

ま
し

て
。

私
、

増
野

 
義

明
と

い
い

ま
す

。
１

０
年

以
上

前
に

、
「

回
転

便
器

」
を

考
案

し
た

も
の

で
す

。
Y

o
u

 t
u

b
e

で
「

回
転

便
器

」
を

公
開

し
ま

し
た

所
国

内
外

か
ら

、
「

ど
こ

で
売

っ
て

い
る

の
で

す
か

？
」

 
「

便
利

で
す

ね
・

・
・

・
」

「
欲

し
い

の
で

す
か

・
・

・
・

」

と
言

う
問

い
合

わ
せ

が
あ

り
ま

す
。

【
開

発
の

き
っ

か
け

】
1

5
年

ま
え

に
、

「
回

転
便

座
」

を
考

案
し

て
、

実
用

新
案

を
取

得
し

ま
し

た
。

そ
の

時
は

、
便

座
が

回
転

す
る

と
、

こ
ん

な
に

要
望

外
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o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

便
利

で
あ

る
と

思
っ

て
い

ま
し

た
。

で
も

、
便

座
が

回
転

す
る

だ
け

の
ア

イ
デ

ア
で

し
た

。
そ

の
時

は
、

正
直

言
っ

て
ま

だ
冗

談
半

分
で

し
た

。
そ

れ
か

ら
、

便
器

を
ど

う
し

て
回

せ
ば

良
い

か
を

考
え

ま
し

た
。

１
０

年
ま

え
に

、
脳

梗
塞

の
人

の
家

を
新

築
し

ま
し

た
。

バ
リ

ア
フ

リ
ー

の
住

宅
で

し
た

。
工

務
店

経
営

の
私

は
ご

主
人

の
体

の
不

便
さ

を
感

じ
て

、
ベ

ッ
ド

の
部

屋
に

考
案

し
た

「
回

転
便

器
」

を
設

置
し

ま
し

た
。

ベ
ッ

ド
の

横
に

設
置

す
る

こ
と

で
、

男
性

は
ベ

ッ
ド

に
座

る
だ

け
で

お
し

っ
こ

が
で

き
、

う
ん

ち
も

便
器

を
使

い
た

い
方

向
に

回
転

さ
せ

れ
ば

と
て

も
使

い
や

す
い

事
が

解
り

ま
し

た
。

こ
の

と
き

は
、

専
用

手
す

り
も

な
か

っ
た

地
代

で
す

。

そ
の

後
、

私
は

脳
梗

塞
に

な
り

、
今

は
リ

ハ
ビ

リ
中

で
す

。
入

院
中

に
、

こ
れ

ほ
ど

回
転

便
器

が
欲

し
い

と
思

っ
た

事
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
yo

u
 
tu

b
e

は
あ

る
デ

イ
・

サ
ー

ビ
ス

に
設

置
し

た
、

動
画

で
す

。
h

tt
p

:/
/
w

w
w

.y
o
u

tu
b

e
.c

o
m

/
w

a
tc

h
?

v
=
q

8
F

z
tb

S
IG

q
k
 

世
界

中
か

ら
、

反
響

が
き

ま
し

た
。

日
本

の
便

器
メ

ー
カ

ー
に

い
い

ま
し

た
が

、
社

外
の

ア
イ

デ
ア

に
は

関
心

は
な

い
よ

う
で

す
。

回
転

便
器

は
、

私
に

著
作

権
が

あ
る

よ
う

で
す

。
で

す
か

ら
、

特
許

の
審

査
請

求
は

し
て

い
ま

せ
ん

。
設

置
箇

所
は

病
院

、
公

衆
ト

イ
レ

、
老

人
ホ

ー
ム

、

車
イ

ス
生

活
を

し
て

い
る

人
の

自
宅

・
・

・
・

・
で

す
。

車
イ

ス
生

活
者

は
日

本
で

４
０

０
万

人
と

も
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
世

界
中

で
、

何
千

万
人

で
し

ょ
う

？
こ

れ
か

ら
、

高
齢

者
・

身
障

者
は

増
え

て
い

き
ま

す
。

少
し

で
も

、
ト

イ
レ

の
使

用
者

、
介

護
す

る
人

の
労

力
の

軽
減

を
は

か
る

た
め

に
、
商

品
化

し
て

く
れ

ま
せ

ん
か

？
そ

し
て

、
製

造
、
販

売
を

し
て

く
れ

ま
せ

ん
か

？

今
は

、
リ

ハ
ビ

リ
中

で
す

。
言

葉
に

多
少

、
障

害
が

あ
り

ま
す

。
メ

ー
ル

で
の

対
応

を
さ

せ
て

く
だ

さ
い

。
 

4
5

0
 

H
2

4
 

募
集

－
 

開
発

メ
ー

カ
 

回
転

便
器

に
つ

い
て

(追
加

) 
肢

体
障

害
 

便
器

、
手

す
り

は
別

で
す

。
手

す
り

は
、

ス
テ

ン
レ

ス
製

を
希

望
し

ま
す

。
  

要
望

外
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o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

4
5

1
 

H
2

4
 

募
集

－
 

流
通

メ
ー

カ
 

ピ
ア

バ
ッ

グ
 

肢
体

障
害

 
車

い
す

の
転

倒
時

に
頭

な
ど

に
受

け
る

衝
撃

を
瞬

時
に

開
く

エ
ア

バ
ッ

グ
で

守
る

こ
と

が
で

き
る

の
が

ピ
ア

バ
ッ

グ
で

す
。

皆
様

の
ご

要
望

に
応

え
電

動
車

い
す

に
対

応
し

た
ピ

ア
バ

ッ
グ

２
が

新
登

場
！

転
倒

だ
け

で
な

く
、

衝
突

時
に

も
エ

ア
バ

ッ
グ

が
開

く
新

設
計

で
安

全
性

を
高

め
ま

し
た

。
普

段
は

ジ
ャ

ケ
ッ

ト
の

よ
う

に
簡

単
に

装
着

で
き

る
と

共
に

同
時

に
車

い
す

本
体

の
安

全
ベ

ル
ト

の
役

目
も

し
ま

す
。

そ
し

て
転

倒
な

ど
の

緊
急

時
に

は
セ

ン
サ

が
感

知
し

約

０
．

２
秒

の
ス

ピ
ー

ド
で

エ
ア

バ
ッ

グ
が

開
き

、
あ

な
た

を
衝

撃
か

ら
ガ

ー
ド

し
ま

す
。

 

h
tt

p
:/

/
p
ro

p
-
g
.c

o
.jp

/
p
ro

d
u

c
t_

p
ia

b
a
g
2

.h
tm

l 
 

要
望

外
 

4
5

2
 

H
2

4
 

募
集

－
 

開
発

メ
ー

カ
 

３
次

元
足

首
他

動
運

動
器

 
肢

体
障

害
 

下
肢

麻
痺

、
術

後
の

安
静

期
や

寝
た

き
り

高
齢

者
の

尖
足

予
防

の
為

の
、

３
次

元
足

首
他

動
運

動
器

で
す

。
私

自
身

、
頸

随
損

傷
者

で
長

い
間

疼
痛

と
痙

性
に

悩
ま

さ
れ

ま
し

た
が

、
こ

の
器

具
を

使
用

す
る

事
に

よ
り

、
疼

痛
、

痙
性

と
も

に
以

前
の

2
0

％
程

に
改

善
し

、
低

血
圧

（
上

が
7

0
台

）
、

低
体

温
（

3
5

℃
台

）
が

、
血

圧
９

０
台

、
体

温
3

6
℃

台
に

改
善

し
ま

し
た

。

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.y
o
u

tu
b
e
.c

o
m

/
w

a
tc

h
?

v
=
Q

m
d
C

e
z
L
yR

U
0

 

現
在

製
品

化
に

向
け

て
、

ご
意

見
や

出
資

の
協

力
な

ど
頂

け
る

方
を

探
し

て
お

り
ま

す
。

 

ご
興

味
が

あ
り

ま
し

た
ら

お
問

い
合

わ
せ

下
さ

い
。

 

よ
ろ

し
く

お
願

い
し

ま
す

。
  

要
望

外
 

4
5

3
 

H
2

4
 

募
集

－
 

福
祉

専
門

職
 

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

の
紹

介
 

肢
体

障
害

 
平

成
2

4
年

2
月

、
3

月
に

Ｎ
Ｈ

Ｋ
「

サ
キ

ど
り

」
で

紹
介

さ
れ

た
足

こ
ぎ

車
椅

子
プ

ロ
フ

ァ

ン
ド

は
、

東
北

大
学

院
医

学
系

研
究

科
客

員
教

授
・

半
田

康
延

博
士

グ
ル

ー
プ

の
考

案
に

よ
り

商
品

化
さ

れ
た

も
の

で
す

。
 

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

の
利

用
者

例
は

次
の

通
り

で
す

。
①

廃
用

症
候

群
 
②

慢
性

閉

塞
性

肺
疾

患
、

閉
塞

性
動

脈
硬

化
症

③
脊

柱
管

狭
窄

症
、

関
節

ﾘ
ｳ
ﾏ
ﾁ
、

変
形

性
股

関
節

・
膝

関

節
症

、
大

腿
骨

骨
折

④
末

梢
神

経
疾

患
⑤

ﾐ
ﾄ
ｺ
ﾝ
ﾄ
ﾞﾘ

ｱ
病

・
ﾘ
ｰ
脳

症
、

脳
性

ﾏ
ﾋ
、

小
脳

性
運

動
失

調
症

、
多

発
性

硬
化

症
、

ﾊ
ﾟ
ｰ
ｷ
ﾝ
ｿ
ﾝ
病

、
脊

髄
性

痙
性

ﾏ
ﾋ
、

脊
髄

・
頸

椎
損

傷
不

全
麻

痺
な

ど
。

足
こ

ぎ
車

椅
子

は
、

ニ
ュ

ー
ロ

モ
デ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

神
経

調
節

機
能

に
着

目
し

て
開

発
さ

れ
ま

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

し
た

。
従

来
動

か
な

い
と

さ
れ

て
い

た
麻

痺
側

の
足

が
、

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

に
乗

っ
た

と
た

ん
に

、
ペ

ダ
ル

こ
ぎ

を
始

め
ま

す
。

リ
ハ

ビ
リ

で
ペ

ダ
リ

ン
グ

が
で

き
て

い
る

方
は

、

す
ぐ

に
で

も
足

こ
ぎ

車
椅

子
プ

ロ
フ

ァ
ン

ド
を

利
用

で
き

ま
す

。
ま

た
、

足
こ

ぎ
車

椅
子

プ
ロ

フ
ァ

ン
ド

を
日

常
で

利
用

さ
れ

て
い

る
方

は
、

歩
行

能
力

も
向

上
す

る
の

が
一

般
的

で
す

。
目

標
が

、
歩

く
と

し
て

い
る

方
は

、
是

非
試

し
乗

り
を

お
勧

め
し

ま
す

。
こ

の
足

こ
ぎ

車
椅

子
で

、

障
害

者
ス

ポ
ー

ツ
と

し
て

サ
ッ

カ
ー

を
試

し
て

い
る

グ
ル

ー
プ

が
あ

り
ま

す
。

 

4
5

4
 

H
2

4
 

募
集

－
 

利
用

者
 

電
動

車
い

す
の

種
類

の
選

択
 

肢
体

障
害

 
今

回
、

電
動

車
い

す
の

対
応

年
数

が
６

年
経

過
し

て
新

し
い

電
動

車
椅

子
椅

子
に

変
え

よ
う

と

し
て

大
阪

市
内

の
リ

ハ
ビ

リ
セ

ン
タ

ー
で

判
定

を
受

け
ま

し
た

が
、

パ
ワ

ー
ス

テ
ア

リ
ン

グ
の

電
動

車
い

す
は

厚
労

省
が

認
可

し
て

お
ら

ず
出

せ
な

い
と

言
わ

れ
ま

し
た

。
 

こ
の

場
合

、
認

可
さ

れ
て

ま
せ

ん
か

？
 

前
輪

が
普

通
型

だ
と

回
転

は
小

回
り

が
出

来
ま

す
が

、
一

回
転

し
て

か
ら

で
な

い
と

次
の

行
動

が
出

来
ま

せ
ん

。
周

囲
に

人
が

い
た

場
合

接
触

の
恐

れ
が

あ
り

と
て

も
危

険
で

す
。

だ
か

ら
と

言
っ

て
社

会
参

加
・

移
動

制
約

者
の

権
利

の
剥

奪
は

あ
り

え
ま

せ
ん

。
電

動
車

い
す

の
使

用
に

当
た

り
パ

ワ
ー

ス
テ

ア
リ

ン
グ

は
前

後
し

か
動

き
ま

せ
ん

が
、

ダ
イ

レ
ク

ト
に

回
転

・
左

右
に

操
作

が
伝

わ
る

た
め

ス
ム

ー
ズ

・
滑

ら
か

に
操

作
が

出
来

、
安

全
な

走
行

が
出

来
ま

す
。

 

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

4
5

5
 

H
2

4
 

募
集

－
 

開
発

メ
ー

カ
 

介
護

用
半

身
入

浴
装

置
 

肢
体

障
害

 
特

許
第

4
9

8
5

8
5

6
号

の
本

製
品

は
、

ベ
ッ

ド
の

上
で

、
上

半
身

を
背

も
た

れ
に

乗
せ

た
、

楽
な

姿
勢

で
、

安
全

に
、

安
心

し
て

入
浴

で
き

る
。

 

１
 

浴
槽

機
能

 

①
 
ベ

ッ
ド

上
で

身
体

の
下

に
浴

槽
シ

ー
ト

（
ビ

ニ
ー

ル
シ

ー
ト

）
を

敷
き

、
背

も
た

れ
を

背

上
げ

す
る

。
 

②
 次

に
U

字
型

の
浴

槽
板

（
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
）

の
開

口
部

先
端

を
背

も
た

れ
に

密
着

す
る

よ

う
に

置
く

。
 

③
 
次

に
身

体
の

下
に

敷
か

れ
て

い
る

浴
槽

シ
ー

ト
を

広
げ

、
浴

槽
板

内
面

を
覆

う
こ

と
に

よ

り
浴

槽
機

能
と

な
る

。
 

２
 

特
徴

 

①
 背

も
た

れ
を

低
く

す
る

（
角

度
1

0
度

）
こ

と
に

よ
り

胸
か

ら
、

肩
、

首
筋

ま
で

入
浴

で

き
る

。
 

②
 半

身
入

浴
に

よ
り

湯
水

量
は

少
な

く
て

す
む

（
2

0
ℓ
～

3
0
ℓ
）

 

③
 浴

槽
カ

バ
ー

を
設

け
て

、
湯

水
飛

散
防

止
と

湯
水

温
の

保
温

、
身

体
の

保
温

で
き

る
。

 

④
 排

水
、

身
体

拭
き

は
排

水
ポ

ン
プ

2
台

（
電

池
式

2
2

･
/
２

台
分

）
で

行
い

、
大

型
タ

オ

ル
ケ

ッ
ト

で
吸

収
、

拭
取

る
。

 

⑤
 清

掃
は

、
浴

槽
シ

ー
ト

の
み

１
枚

で
す

む
の

で
楽

。
 

⑥
 
本

品
は

、
浴

槽
板

と
浴

槽
シ

ー
ト

か
ら

な
り

、
家

人
（

訪
問

介
護

）
１

人
の

簡
単

な
軽

作

業
で

、
短

時
間

に
楽

に
、

安
全

に
、

安
心

し
て

入
浴

さ
せ

る
こ

と
が

で
き

る
の

で
入

浴
回

数
も

増
え

、
体

臭
無

く
な

る
、

入
浴

者
、

介
護

者
と

も
に

負
担

の
少

な
い

入
浴

装
置

で
す

。
 

３
 

詳
細

は
、

ブ
ロ

グ
（

h
tt

p
:/

/
k
a
ig

o
n

yu
yo

u
.ju

g
e
m

.jp
/
）

を
見

て
下

さ
い

。
  

要
望

外
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

4
5

6
 

H
2

4
 

募
集

－
 

利
用

者
の

家
族

 
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

利
用

者
 

そ
の

他
（

ペ
ー

ス

メ
ー

カ
ー

利
用

者
）

 

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
利

用
者

に
も

妊
婦

さ
ん

な
ど

が
持

つ
「

妊
娠

し
て

い
ま

す
」

と
い

う
こ

と
を

表
現

出
来

る
も

の
が

あ
る

べ
き

だ
と

思
い

ま
す

。
昨

今
、

携
帯

電
話

が
溢

れ
て

い
る

状
況

で
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

利
用

者
の

方
は

パ
ッ

と
見

は
健

常
者

と
変

わ
り

ま
せ

ん
。

な
の

で
、

周
り

で
携

帯
電

話
を

使
わ

れ
る

と
、

自
分

で
ペ

ー
ス

メ
ー

カ
ー

を
付

け
て

い
る

こ
と

を
告

な
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
ま

た
、

注
意

さ
れ

た
方

も
ま

た
、

恥
ず

か
し

さ
な

ど
を

感
じ

た
り

し
て

諍
い

が
起

こ
ら

な
い

と
も

限
り

ま
せ

ん
。

そ
の

た
め

に
も

、
妊

婦
さ

ん
の

よ
う

に
本

人
が

言
わ

な
く

と
も

周
り

に
分

か
る

よ
う

な
シ

ス
テ

ム
が

ペ
ー

ス
メ

ー
カ

ー
利

用
者

の
方

に
も

あ
る

べ
き

だ
と

思
い

ま

す
。

是
非

、
考

え
て

み
て

は
く

れ
ま

せ
ん

か
？

  

要
望

外
 

4
5

7
 

H
2

4
 

募
集

－
 

福
祉

専
門

職
 

棒
状

の
柄

に
設

け
る

グ
リ

ッ
プ

補
助

具
 

肢
体

障
害

 
棒

状
の

柄
に

、
グ

リ
ッ

プ
を

補
助

す
る

構
造

を
設

け
て

、
握

力
の

弱
い

高
齢

者
・

女
性

に
も

操

作
し

や
す

く
、

手
首

の
負

担
を

軽
く

す
る

目
的

で
考

案
し

た
も

の
で

す
。

前
後

方
向

及
び

回
転

方
向

に
手

が
滑

る
の

を
、

大
き

な
握

力
に

頼
る

こ
と

な
く

止
め

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
（

特
許

第
４

９
１

７
６

７
６

号
）

片
手

で
操

作
す

る
道

具
の

柄
に

広
く

応
用

で
き

ま
す

。
フ

ラ
イ

パ
ン

等
の

調
理

器
具

、
ハ

ン
ド

ス
コ

ッ
プ

等
の

園
芸

用
品

、
釣

竿
、

傘
な

ど
に

、
こ

れ
ま

で
に

な
か

っ
た

面
白

い
形

状
で

、
握

力
が

弱
く

て
も

操
作

し
や

す
い

グ
リ

ッ
プ

を
提

供
で

き
ま

す
。

  

要
望

外
 

4
5

8
 

H
2

4
 

募
集

－
 

開
発

メ
ー

カ
 

ひ
と

り
じ

ゃ
な

い
よ

 
 

 
独

居
高

齢
者

支
援

お
よ

び
身

体
障

害
機

能
回

復
支

援
機

器
 

1
 

使
用

基
本

機
器

 
パ

ソ
コ

ン
+
リ

ハ
ビ

リ
機

器
 

2
 

バ
ー

チ
ャ

ル
世

界
を

使
い

、
楽

し
く

リ
ハ

ビ
リ

を
行

う
。

 

3
 

ネ
ッ

ト
界

背
を

使
用

す
る

た
め

世
界

中
の

人
と

交
流

を
し

な
が

ら
。

リ
ハ

ビ
リ

並
び

一
人

ぽ
っ

ち
の

解
消

に
貢

献
で

き
る

 

４
 

シ
ス

テ
ム

は
５

０
万

以
下

で
製

作
可

能
 

 

ユ
ー

チ
ュ

ー
ブ

に
掲

載
 

下
の

ア
ド

レ
ス

を
開

い
て

く
だ

さ
い

。
 

h
tt

p
:/

/
w

w
w

.y
o
u

tu
b
e
.c

o
m

/
w

a
tc

h
?

v
=
k
F
u

ld
8

6
8

Z
c
I 

要
望
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  N
o
. 

年
度

 
区

分
品

目
等

 
記

入
者

の
区

分
福

祉
用

具
の

名
称

や
機

能
な

ど
利

用
対

象
者

等
具

体
的

な
内

容
 

備
考

 

4
5

9
 

H
2

4
 

掲
フ

－
 

開
発

メ
ー

カ
 

音
声

筆
談

器
 

 
 

携
帯

が
可

能
な

端
末

を
用

い
て

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
で

音
声

を
文

字
に

か
え

る
装

置
の

開
発

を
提

案
し

ま
す

。
既

存
の

「
手

書
筆

談
器

」
に

か
わ

る
、

難
聴

者
に

と
っ

て
は

画
期

的
な

製
品

で
す

。

難
聴

者
が

相
手

に
自

分
の

意
思

を
伝

え
る

場
合

、
現

状
は

「
筆

記
」

「
手

話
」

を
使

い
ま

す
が

、

加
齢

に
よ

り
「

文
字

書
き

」
が

出
来

な
く

な
る

場
合

が
あ

り
ま

す
。

ま
た

手
話

は
、

相
手

が
手

話
を

理
解

で
き

な
け

れ
ば

使
え

ま
せ

ん
。

「
音

声
筆

談
器

」
は

上
記

の
よ

う
な

不
具

合
を

解
決

し
、

言
葉

が
喋

れ
る

難
聴

者
で

あ
れ

ば
、

非
常

に
有

効
な

機
器

と
な

り
ま

す
。

興
味

を
お

持
ち

に
な

ら
れ

た
方

は
、

横
浜

市
中

途
失

聴
・

難
聴

者
協

会
補

聴
器

研
究

部
の

力
石

ま
で

ご
連

絡
く

だ
さ

い
。

h
tt

p
:/

/
h

a
m

a
n

a
n

c
h

o
.o

rg
/
in

d
e
x
.h

tm
 

要
望

外
 

4
6

0
 

H
2

4
 

掲
フ

－
 

開
発

メ
ー

カ
 

 
 

 
 

弊
社

の
用

具
は

改
定

の
商

品
に

し
て

い
な

い
の

で
、

廃
盤

品
が

多
く

弊
社

の
ペ

ー
ジ

を
削

除
し

て
く

だ
さ
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福祉機器開発普及等事業報告書 

～福祉用具ニーズ情報収集・提供システムの活用～ 
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